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柱

－（1）－

１　1925 年 4 月号　立教大学本館
　　�この写真は、1923 年 9 月 1 日の関東大震災で損傷した東京の建物の再

建を監督した米国人建築技師ウィリアム・ウィルソンが昨年（1924 年）
8 月に撮影した



柱

－（2）－

２　1925 年 4 月号　立教大学の再建
　　�本館（モリス館）の塔の切り落とし。米国人は米国聖公会全国協議会伝

道部門の依頼で監督の仕事をしているウィリアム・ウィルソン氏



柱

－（3）－

３　1925 年 4 月号　立教大学寄宿舎の 1 つの修理
　　�切妻の端が地震に弱いことが分かったため、その代わりに寄せ棟屋根を

再建しているところ



柱

－（4）－

４　1925 年 9 月号　東京、池袋の立教大学本館
　　�この写真は、今年（1925 年）5 月に撮影された
　　�地震による損傷はウィリアム・ウィルソン氏の監督によって修復された



柱

－（5）－

５　1925 年 9 月号　東京、池袋の立教大学図書館
　　�地震で壁がひどく断裂したため、この建物の外部は実際に新しくなって

いる
　　�1 階には学生のロッカー・ルームがある



柱

－（6）－

６　1926 年 1 月号　修繕された東京の立教大学図書館の正面風景　最近の
撮影

７　1926 年 1 月号　この広い体育館は立教大学の社交的および運動競技の
センターである

８　1926 年 1 月号　裂け目のない床スペースの見事な直線コースをみせる
立教体育館の内観
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柱

－（7）－

９　1926 年 1 月号　東京、青山の教会信徒会館　地震以降に建設された典
型的な建築

10　1926 年 1 月号　進展をみせる東京・池袋の立教中学校　現在ほぼ占有
準備ができつつある

11　1926 年 1 月号　近代的なセメントと覆いの建造による立教中学校の耐
震強化

 9
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柱

－（8）－

12　1926 年 8 月号　1926 年 5 月 5 日に開館された立教中学校本館
　　�この写真は生徒による万国旗掲揚後、生徒と招待客によって万歳（三

唱）の時に撮られた
　　�段上に立っているのは元田主教、ライフスナイダー主教、博士小島校長



柱

－（9）－

13　1926 年 11 月号　米国聖公会総裁主教ジョン・ガードナー・マレー神学
博士、聖神学博士



柱

－（10）－

14　1927 年 5 月号　東京市内の新しい立教中学校
　　�旧立教中学校は築地地区に位置しており、1923 年の地震で全壊した
　　�生徒は校庭で軍事教練をしている



柱

－（11）－

15　1927 年 12 月号　1927 年 10 月 17 日に聖別された東京の新・聖三一大
聖堂

　　�1923 年の大震災で全壊した教会の移築
　　将来に備えた耐震用コンクリートで教会全体が補強建築された
　　皇居の 1 つの反対正面に建てられている



柱

－（12）－

16　1927 年 12 月号　東京の新・聖三一大聖堂の聖陣
　　�新大聖堂の内陣と祭壇は米国聖公会ニューヨーク教区女性伝道補助協会

の故会長ミス・エリザベス・デラフィールドを記念して贈呈された



柱

－（13）－

17　1928 年 1 月号　北東京伝道主教ジョン・マキム神学博士
　　�同じ写真が 1931 年 9 月号（表紙）と 1936 年 5 月号（表紙）に掲載さ

れている



柱

－（14）－

18　1931 年 3 月号　東京・立教大学で再興した学生バイブル・クラス
　　�学生に宗教的生活を発展させる仕事をしている立教大学チャプレンの高

松孝治師（着座）は、自宅で 2 つのバイブル・クラスを開いている女
性執事スーザン・T・ナップに補助されている



柱

－（15）－

19　1931 年 5 月号　東京・立教大学チャペルでの礼拝
　　�この礼拝で 1 教授と 6 学生が受洗した
　　�立教大学総長ライフスナイダーの指導下、立教は日本におけるキリスト

教的な生き方に明確な貢献をしている

20　1931 年 11 月号　マキム主教夫妻
　　�北東京伝道主教は米国聖公会総会会

期中多くの友人と挨拶を交わした



柱

－（16）－

21　1931 年 11 月号　マキム主
教の訪問

　　�人力車は私たち在日宣教師
たちの長く忠実な運送手
段である

22　1931 年 11 月号　立教大学
食堂

　　�ライフスナイダー主教が入
口の右側にみられるかも
しれない



柱

－（17）－

23　1932 年 5 月号　立教大学野球部の米国訪問
　　�1931 年のこの日本の大学野球優勝チームは（1932 年）4 月末にシアト

ルに到着
　　�ニューヨーク州アナンデイル聖ステファン大学を含む米国大学の諸チー

ムと一連の試合をする



柱

－（18）－

24　1931 年 11 月号　日本聖公会
　　�日本聖公会は日本人と米国人とカナダ人と英国人主教たちのもとで、



柱

－（19）－

10 教区（正確には日本人主教管轄 2 教区と外国人主教管轄 8 地方部）
を構成している



柱

－（20）－

25　1933 年 2 月号　位置について！
　　�東京・立教大学内の試合は、日本の競技を少し加えながらも、大部分は

米国のスポーツから成っている



柱

－（21）－

26　1933 年 7 月号　ペリー米国聖公会総裁主教の立教大学学生への講演
　　�学生全員による屋外集会が雨天中止となったため総裁主教との集会は最

も広い教室で開かれた
　　�彼の講演を聞くことのできる学生数は約 350 人に削減された



柱

－（22）－

27　1933 年 8 月号
　　�ペリー主教は久里浜ペリー記念碑前で、1853 年に彼の大おじに応接し

た戸田伊豆守のひ孫の戸田夫人と会見した
　　他のメンバーはマキム主教、ペリー夫人、グルー大使夫妻と戸田少尉



柱

－（23）－

28　1933 年 8 月号　ペリー主教と夕食で歓談する日本人の神学同窓生
　　�4 人の米国聖公会神学校（ケンブリッジ）の卒業生は米国聖公会総裁主

教に日本式の夕食をもてなした
　　�彼らはバルナバ木村重治師、J・小林彦五郎師、高松孝治師、ウィリア

ム・菅円吉
　　女性たちは仲居



柱

－（24）－

29　1933 年 8 月号　日本聖徒アンデレ同胞会の指導者たちと会うペリー主教
　　�左から右へ　日本聖徒アンデレ同胞会主事金子忠雄、ジョン・ウィルソ

ン・ウッド、根岸由太郎会長、マキム主教、ペリー主教、P・山縣雄杜
三チャプレン、武藤ヤスオ財務委員



柱

－（25）－

30　1933 年 8 月号　ペリー主教を歓迎する東京・立教大学のポスター
　　�長旗の大学校旗と聖アンデレ・クロスがみえる下に日本語で「歓迎大監

督（総裁主教）ペリー」と書かれている　その次に彼の大学滞在期間
中の講演と彼が参加する行事のプログラムの予定が続く

　　�ポスターは簡素な歓迎のメッセージと大学内の様々なキリスト教団体の
紋章で結ばれている



柱

－（26）－

31　1933 年 8 月号　マキム主教の主教聖別 40 周年記念の栄誉を讃えるため
に集う仲間

　　�1893 年のマキム主教の聖別に出席した 3 人もこの周年記念の祝祭に参
加した

　　�日本聖公会全体の 10 教区（2 教区と 8 地方部）は代表を通して、米国
聖公会と世界の聖公会は記念帳によって、北東京主教・日本聖公会総
裁主教（主教会議長）・全世界の聖公会で 2 番目に古い現役主教である
ジョン・マキムに祝辞を述べた



柱

－（27）－

32　1934 年 9 月号　東京・立教大学の卒業礼拝の退場
　　�諸聖徒礼拝堂の大勢の信徒たちのなかで、ノーマン・S・ビンステッド東北

地方部主教が卒業する大学生のクラスと両親と友人たちに卒業説教をした

33　1934 年 6 月号　立教大学で開催した日本聖公会主教会
　　�日本聖公会の主教会の人数は 11 人　日本人 2 人、米国人 4 人、英国人

4 人、カナダ人 1 人
　　�最近の 3 月の会議のメンバーは左から右へ、東京教区主教松井米太郎

師、東北地方部主教ノーマン・S・ビンステッド師、中部地方部主教
（名古屋）ヒーバー・J・ハミルトン師、神戸地方部主教ジョン・バジ
ル・シンプソン師、南東京地方部主教兼総裁主教（主教会議長）サミュ
エル・ヘーズレット師、大阪教区主教名出保太郎師、北東京地方部補佐
主教チャールズ・S・ライフスナイダー師、北海道地方部主教ゴード
ン・J・ウォルシュ師、京都地方部主教シャーリー・H・ニコルス師

　　�欠席の 2 人は南日本（九州）地方部主教アーサー・リー、愛する米国
人開拓者の北東京地方部主教ジョン・マキム師



柱

－（28）－

33



柱

－（29）－



柱

－（30）－

34　1935 年 7 月号　日本の東京・立教大学を訪問した米国人女性たち
　　�徳川家達公の招待で（1935 年）5 月に訪日した米国ガーデン・クラブ

の派遣者たちのなかの何人かは著名な教会信徒であった
　　�彼女らは立教大学と立教高等女学校の教会事業をみる時間をとった
　　�写真に写っているサミュエル・リヴィングストーン・メイザー図書館の

入り口にいるこのグループは、左から右に、チャールズ・S・ライフス
ナイダー主教、ニューヨークのユージン・M・ワーデン夫人、米国聖
公会女性補助会理事会メンバーでサウス・オハイオのミス・メアリー・



柱

－（31）－

E・ジョンストン、立教大学チャプレン高松孝治師、サウス・オハイオ
のウィリアム・クーパー・プロクター夫人、ワーデン氏、ペンシル
ヴェニアの H・フランクリン・ペッパー夫人、米国聖公会総裁主教の
妹でマサチューセッツのジェームズ・S・ラッセル夫人、メリーランド
の J・ウィリアム・マクミラン夫人、立教大学学長木村重治博士、根岸
由太郎教授

　　�一行は図書館とニューヨーク教区女性補助会の大学への寄付である諸聖
徒礼拝堂といくつかの大学の建物を視察した



柱

－（32）－

35　1935 年 12 月号　ジョン・マキム主教
　　�北東京伝道主教ジョン・マキム主教の辞任は米国聖公会ヒューストン主

教会で受諾された
　　�56 年間のうち 42 年間を主教として日本の公益のために働き、皆に愛さ

れた



柱

－（33）－

36　1936 年 6 月号　ライフスナイダー主教による立教大学新築の建物の起
工式

　　�1923 年の地震以来大学施設への最初の重要な追加となる新しい建物は、
大学の同窓生と友人たちの贈り物である

　　�大学予科がその校舎に入る（1937 年 3 月竣工、J・H・モーガン設計管
理、現・4 号館）



柱

－（34）－

37　1936 年 6 月号　日本・東京の立教大学聖歌隊
　　�カール・ブランスタッド教授の指導下にある聖歌隊は、ほとんどすべて

聖徒アンデレ同胞会のメンバーである。ローレンス・ローズ教授は本
号（1936 年 6 月号）255-258 頁に日本聖徒アンデレ同胞会の働きにつ
いて注目すべき記事を書いている



柱

－（35）－

38　1936 年 10 月号　
　　�東京の立教大学は 62 年間絶えず増大する効果をもって、日本の若者た

ちをキリストと彼の教会の指導者へと導いている



柱

－（36）－

39　1937 年 6 月号　ヘンリー・セント・ジョージ・タッカー主教
　　�ヘンリー・セント・ジョージ・タッカー主教は米国聖公会を代表して日

本聖公会の東京での 50 周年に出席した
　　�元・京都地方部主教の彼は日本人信徒たちに彼らの自国語で講話するの

を喜んだ



柱

－（37）－

40　1937 年 6 月号　東京の立教大学と立教中学校の礼拝奉仕者団体
　　�毎週平日に諸聖徒礼拝堂で開かれる 14 回の礼拝で、20 人以上の会員が

十字架捧持者、旗手、聖書朗読を務める
　　�中央は H・C・スパックマン師、高松孝治師、前島潔師



柱

－（38）－

41　1937 年 6 月号　日本聖公会 50 周年記念礼拝に 5,000 人が出席した
　　�1937 年 4 月 28 日～30 日の 3 日間、日本聖公会の 50 周年を記念するた



柱

－（39）－

めに全国から信徒が東京に集結した



柱

－（40）－

42　1937 年 7 月号　日本聖公会 50 年記念はキリストのための偉大な証明
　　�（左上）米国聖公会代表のタッカー主教は開会行進中の左から 3 番目

（中央）聖歌隊が特別テント教会がある聖公会神学院の校庭に入場する
ところ（中央・上）50 周年記念礼拝に参加した約 5,000 人のほとんど
は、全国の遠方から集まった小規模教会の 1,500 人の男女たちを含む日
本人たち  外国人も約 500 人が参加した（右端）50 周年記念礼拝の 250
人の聖歌隊と 600 人の聖職、神学生、職員を先導する十字架捧持者は、



柱

－（41）－

後半の半世紀に入り勇壮に前へ行進する日本聖公会を象徴している
（左下 1）活気ある関心事についての諸会議は 50 年記念プログラムの大
きな位置を占め、よくにぎわった（左下 2）全国から集まった展示品は
驚くほど価値のある初期の歴史資料をもたらした（中央・下）日本聖
公会主教会議長ヘーズレット主教は半世紀を、祝福をもって閉じた

（右下）50 年記念のために神学校の土地に建てられた特別テントは夜に
きらきらと光輝いた



柱

－（42）－

43　1937 年 7 月号　日本聖公会 50 年記念　スピリット・オブ・ミッション
ズ表紙



柱

－（43）－

44　1937 年 11 月号　ヴァージニア主教ヘンリー・セント・ジョージ・タッ
カーが米国聖公会総裁主教に選ばれた

　　�総会で採択された法規の変更のもとで被選主教と全国協議会総理となる



柱

－（44）－

45　1938 年 1 月号　新・米国聖公会総裁主教　スピリット・オブ・ミッ
ションズ表紙

　　�米国聖公会はタッカー主教の肩の上に重い道を乗せた
　　�全聖公会信徒が彼の重荷を分かち合うべきことを彼に示すべきである

―ジョンソン主教



柱

－（45）－

46　1939 年 9 月号　高松孝治博士の立教大学チャプレン 10 周年の栄誉の祝祭
　　�礼拝に入る行進で北関東地方部主教ライフスナイダーの杖を運ぶ高松博士

47　1939 年 9 月号　高松孝治
博士の立教大学チャプレ
ン 10 周年の栄誉の祝祭

　　�高松博士とローバー・スカ
ウトの指導者たち



柱

－（46）－

48　1939 年 9 月号　高松孝治博士の立教大学チャプレン 10 周年の栄誉の祝祭
　　�ライフスナイダー主教の高松大学チャプレンへの財布贈呈



柱

－（47）－

49　1939 年 11 月号　
　　�「未来を見よう」と米国聖公会タッカー総裁主教はこの秋主張した
　　�「前へ進もう」は彼が発したキーワードで、全米を通してこの挑戦は受

け入れられた
　　�上の写真は、タッカー主教が最近授洗したレベッカ・ブラウン・リーを

抱く彼の普段みられない私事の光景である
　　�彼女はヴァージニア州リッチモンドのセント・ジョージ・タッカー・

リー夫妻の娘である



柱

－（48）－

50　1939 年 11 月号　
　　�米国聖公会全国協議会外国伝道部門主事補 A・B・パーソン師は滞日期

間中に東京の立教大学と立教中学校の一群に講話した



－（49）－

ま え が き

　本書は、米国聖公会伝道機関誌『スピリット・オブ・ミッションズ』のな
かから、立教関係記事とその抄訳を収載したものの第 5 巻である。
　収録した原文記事は、立教大学図書館新座保存書庫所蔵の『スピリット・
オブ・ミッションズ』原本からの複写であるが、今回の訳出作業と今後の研
究用に、立教学院史資料センターでは、『スピリット・オブ・ミッションズ』
のマイクロフィルム版からプリントアウトしたものを製本化した。この作業
に携わったのは手代木俊一元立教学院史資料センター学術調査員である。記
事の下訳全般の検証は山中一弘センター課長が担当した。記事選定、下訳検
証、脚注、注記、解題、用語表記、凡例、人名索引および監修など編集の全
般は、大江満センター員が担当した。
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凡　　例

１	『スピリット・オブ・ミッションズ』（及び後継誌『フォース』）立教関
係記事集成とその抄訳範囲を 1859 年～1959 年とし、第 5 巻は 1925 年
～1939 年とした。

２	 記事及び写真の底本は、立教大学図書館新座保存書庫所蔵版を使用し
た。

３	 英文による原文記事に続いて、その日本語訳を配置した。原文記事と
無関係な部分は薄くし、原文記事内の抄訳部分にはやや濃い網掛けを
付した（ただし、記事タイトルや小見出しは濃い網掛けを外した）。

４	 選定した複数の原文記事が機関誌に連続して掲載されている場合は、
それらの原文記事を連続させて収録し、それに対応する複数の抄訳は、
その連続記事の後にまとめて収載した。

５	 採録した原文記事のなかで、日本ミッションに関係のない部分が長く
続く場合は、原文記事を途中でもカットした。

６	 第 5 巻全体の解題以外に、各記事の訳出の必要に応じて、語句の（注）
と、記事の注記を、日本語訳の一行空けで、縮小文字によって付した。

７	 伝道団体の組織名、文書名、在日ミッション所属機関名などの訳語は、
「用語表記」の欄に記した。

８	 訳文体は原則として、宣教師文書を「です・ます」調に、母教会伝道
機関サイドの文書を「である」調に統一した。

９	 同一人物が記した、異なる日付の書簡が連続して載録されている場合、
発信者名が最初の書簡に付されている場合には、一括記事として扱っ
た。

10	 原文記事で人称代名詞のみで表記されている場合、訳文中に名を〔　〕
で補記した。

11	 原文記事で日本人の姓のみ表記されている場合は、初出で注記を付し
て名を明記し、その後は訳文中に名を〔　〕で補記した。

12	 原文記事に外国人の名のみ、または姓やミドルネームの略語しか記さ
れていない場合は、判明する限りにおいて、「人名索引」の欄にフル
ネームを記した。

13	 原文記事の原注または記事の編集注記に登場する人物名も「人名索引」



－（51）－

に含めた。ただし、記事内に人物名が登場せず、編集注記のみに人名
が出る場合は、「人名索引」に含めなかった。

14	 書簡の執筆地名の表記について、日本国内の地が明記されている場合、
訳文ではその地名に続く「日本」の語は、省略した。

15	 訳文の記事題目のなかで表記が重複する場合は、他の一つを省略した。
16	 Nurse の訳語は旧来の看護婦とした。
17	 Congregation（会衆）は教会と訳出、Parish（教会区）も教会と訳出

した。
18	 St. Paul’s College は文脈に応じて立教学院と立教大学に分けて訳出し

た。
19	 Diocese は一般的に「教区」と訳出するが、日本聖公会の場合、「教区」

は日本人主教が管轄する東京と大阪の 2 教区のみである（1923 年以
降）。原文記事でそれ以外の日本聖公会における 8「教区」とされてい
るのは、日本聖公会の文脈においては、正確には外国人主教が管轄権
をもつ「地方部」である。けれども、外国人主教が帰属する外国ミッ
ションからすると、それは「伝道教区」となる。したがって、記事の
文脈に応じて適宜「地方部」や「伝道教区」という語句の補足を文中
に〔　〕で施すか、（注）で指摘した。

20	 訳出した記事題目は行数に算入せず、本文 1 行目から行数を数えた。
21	 本文中の小見出しは行数に算入した。
22	 本文中の各パラグラフの区切るために用いられている「＊」マーク、

傍線「―」、二重線「＝」も行数に算入した。ただし、表の罫線は行数
に参入していない。

23	 文書作成の年月日、執筆地の表記が、記事題目でなく訳文に入ってい
る場合は、そこから行数として数えた。

24	 原文の（　）、[　]、“ ”－　－の表記は、訳文では原則として、そのま
ま用いた。

25	 原文の斜体表記と大文字連語は、訳文では「　」を用いた。
26	 訳文中の訳者による補記は〔　〕を使用した。
27	 訳文の数字は洋数字を用いた。
28	 年号は原則として西暦を用いた。
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用 語 表 記

組織（第５巻）

米国聖公会内外伝道協会（伝道機関）
Domestic and Foreign Missionary Society of the Protestant Episcopal 
Church in the USA

米国聖公会全国協議会（1922 年～）
National Council of the Protestant Episcopal Church in the USA

全国協議会総理
President of the National Council

全国協議会伝道・教会拡張部門（伝道実務機関 1919 年～）
Department of Missions and Church Extension

伝道部門総主事
Executive Secretary of the Department of Missions

伝道部門常議委員会
Executive Committee of the Department of Missions

全国協議会外国伝道部門（伝道実務機関 1930 年～）
Department of Foreign Missions

外国伝道部門総主事
Executive Secretary of the Department of Foreign Missions
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米国聖公会女性伝道補助会（女性伝道機関）
Woman’s Auxiliary of the Domestic and Foreign Missionary Society of 
the Protestant Episcopal Church in the USA

米国聖公会総会（教派意志決定機関）
General Convention of the Protestant Episcopal Church in the USA

チャーチ・ミッションズ・ハウス（ニューヨークの米国聖公会伝道本部）
Church Missions House

主教会
House of Bishops

補佐主教
Bishop of Coadjutor

聖職代議員会
House of Clerical Deputies

信徒代議員会
House of Lay Deputies

一致感謝献金
United Thank Offering

英国教会伝道協会
Church Missionary Society

英国教会福音宣教協会
Society for the Propagation of the Gospel in Foreign Parts

アメリカン・ボード
American Board of Commissioners for Foreign Missions
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米国聖公会関係文書・機関誌（第５巻）

スピリット・オブ・ミッションズ
Spirit of Missions （1925～1939）

伝道局年会議事録（刊行冊子）
Annual Report of the Board of Missions of the Protestant Episcopal 
Church in the USA （1925～1939）

米国聖公会総会誌
Journal of the General Convention （1925～1937）

在日ミッション所属機関名（第５巻）

米国聖公会北東京伝道教区（＝日本聖公会北東京地方部）
　Missionary District (Diocese) of North Tokyo

米国聖公会京都伝道教区（＝日本聖公会京都地方部）
Missionary District (Diocese) of Kyoto

平安高等女学校
St. Agnes’ School

立教学院
St. Paul’s College, Tokyo

立教学院立教大学
St. Paul’s College, Tokyo

立教大学
St. Paul’s University
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立教学院立教中学校
Middle School of the St. Paul’s College, Tokyo

立教高等女学校
St. Margaret’s School

同志会
Church House in Tokyo
Church Hostel in Tokyo

（東京）三一神学校
Trinity Divinity School

東京聖マッテヤ伝道学校
St. Matthias’s Catechetical School, Tokyo

聖公会神学院
Central Theological College
Central Theological Seminary

三一教会（大聖堂）
Trinity Church, Tokyo
Trinity Cathedral, Tokyo

信徒会館
Parish House

（浅草）聖ヨハネ教会
St. John’s Church

（神田）キリスト教会
Christ Church
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（深川）真光教会
True Light Church

神愛教会
Church of the Love of God

聖愛教会
Grace Church

（九段）諸聖徒教会
All Saint’s Church

（本郷）聖テモテ教会
St. Timothy’s Church

聖三一孤女学院
Holy Trinity Orphanage

滝乃川学園
Home for Feeble-minded Children

聖ルカ病院
St. Luke’s Hospital, Tokyo

聖路加国際病院
St. Luke’s International Hospital, Tokyo



柱

－（57）－

解　　題

大江　満

米国聖公会全国協議会（伝道実務機関）
　1919（大正 8）年秋の米国聖公会総会で内外伝道協会の役員会と実務機
関を包摂した伝道機関「総裁主教と協議会（The Presiding Bishop and 
Council）」（1922 年秋の総会で「全国協議会」（National Council）と改称）
を設置したことは前巻の解題で言及した。本巻の記事収載対象の開始年と
なる 1925 年には、同年秋開催の米国聖公会総会でメリーランド教区主教の
ジョン・ガードナー・マレー（John Gardner Murray）が総裁主教に着任
し、全国協議会総理を兼任した。伝道・教会拡張部門総主事・外国主事代
理にはジョン・ウィルソン・ウッド（John Wilson Wood）が就任（SM 誌
1926 年 2 月号）した。
　1930 年になると全国協議会は事務上の再組織を敢行、従来の 6 部門を 2
分割し、1 つの事務所に伝道（Mission）、宗教教育（Religious Education）、
キリスト教社会奉仕（Christian Social Service）の 3 部門を置き、さらに最
初の伝道部門を国内伝道（Domestic Mission）と外国伝道（Foreign Mission）
に分けて合計 4 部門を設置した。残りの財務（Finance）、任地（Field）、
広報（Publicity）の 3部門は、副総理ルイス・B・フランクリン博士（Lewis 
B. Franklin）のもと、聖公会全般の事業の促進担当部門を担った。こうして、
総裁主教とこの 2 つの主要部門を統括する副総理（第 1 副総理・第 2 副総
理）が教会組織を内的に管理すること、この計画は新総裁主教が選出される
まで施行されないものとされた（SM誌1930年 4月）。そして、1930年 3月26
日の米国聖公会主教会（シカゴ）は、ロード・アイランド教区主教のジェー
ムズ・デウォルフ・ペリー（James DeWolf Perry）を新総裁主教に選出

（SM 誌 1930 年 5 月号、293-296 頁）、ペリー総裁主教は 1931 年 4 月 29～
31 日に改組された全国協議会を主宰することになった（SM 誌 1930 年 6 月
号、393-399 頁）。その後、1934 年秋の米国聖公会総会は、教区主教と総裁
主教と全国協議会総理を兼任するペリー総裁主教の重責に配慮し、当時第 1
副総理であったデラウェア教区主教のフィリップ・クック（Philip Cook）
を全国協議会総理とする措置を取った（SM 誌 1934 年 12 月号、597 頁）。
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　1937 年秋の米国聖公会総会は、新総裁主教に元・立教学院総理で元・日
本聖公会京都地方部主教のヘンリー・セント・ジョージ・タッカーを選出し
た（SM 誌 1937 年 11 月号）。1927 年秋から全国協議会役員を務めてきた
ヴァージニア教区主教のタッカーは、1928 年秋の米国聖公会総会で、6 年
間の期限で再任され（SM 誌 1928 年 11 月号）、1931 年 4 月 29～31 日の全
国協議会再組織により国内伝道部門と外国伝道部門が設置されると（SM 誌
1931 年 6 月号）、タッカーは両部門のメンバーを兼務し（SM 誌 1932 年 8
月号）、1934 年からも 1940 年の年末までの 6 年間役員として再任されてい
た（SM 誌 1934 年 12 月号）。1937 年の米国聖公会総会は、総裁主教は全国
協議会総理に着任すること、教区主教の管轄任務遂行の調整を図ること、定
年の 68 歳になった後の総会に続く元日まで総裁主教の任務を延長すること
が決議され、1874 年生まれの 63 歳のタッカーは、68 歳になる 1942 年の後
の総会（1943 年秋）につづく元日まで、という 2 期 6 年の任期が確定した

（SM 誌 1937 年 11 月号）。1943 年の総会では、さらに定年を 72 歳まで再度
引き延ばしでまでタッカーを再選している（Forth 誌 1943 年 9 月号、同誌
1946 年 12 月号）。1946 年の総会にいたるまで、米国聖公会は戦前・戦中・
戦後のもっとも困難で危機的状況下の 9 年間をタッカーに託したのである。
　いずれにせよ、1937 年に米国聖公会総裁主教となったタッカーは、同時
に全国協議会総理を兼任することとなった。そして翌年に全国協議会は、広
報と促進事業の再組織と統合について検討し（SM 誌 1938 年 12 月号）、ラ
ジオ（電波・放送局）と視覚教育分野（動画）の発展を広報促進のために生
かすことを計画（SM 誌 1939 年 1 月号）、また、前・任地部門と広報部門を
統合し（名称未定）、宗教教育部門はキリスト教教育部門に、キリスト教社
会奉仕部門はキリスト教社会関係部門に名称変更をする（SM 誌 1939 年 2
月号）など、機構改編を実施していった。1939 年 11 月 5 日の日曜日午前
10 時～10 時 30 分（東部標準時間：9 時～9 時 30 分＝中部標準時間）には、
タッカー総裁主教がコロンビア・ネットワークの全国ラジオ放送を通して、
セントルイスの KMOX 局から、米国聖公会の全支持者に話す機会として計
画された聖公会の連続放送の第一弾が実施されている（記事№ 137、139）。

緊急援助基金・日本復興基金
　1925（大正 14）年 1 月の全国協議会会議は、緊急援助基金額が 1924 年
11 月 1 日現在で 531,397.51 ドル（約 53 万ドル余り）、日本復興基金額の合
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計額が 1924 年末の時点で 977,707.66 ドル（約 100 万ドル足らず）と報告し
た。前者は関東大震災後わずか 3 か月で目標の 50 万ドルを達成していた
が、後者の復興基金額の目標額は 240 万ドルと見積もっていた。大震災か
ら 1 年 3 か月ほどで約 1,000,000 ドルちかく集積されたが、なお 1,400,000
ドル不足していたことになる。1924 年 12 月 1 日現在の日本復興基金額の内
訳は、425,545.66 ドル、未払い確約金が 257,162 ドル、フィラデルフィア都
市キャンペーン 250,000 ドル、ハリマン女史寄附金（立教高等女学校建物） 
40,000 ドル、トイスラー博士の友人寄贈 5,000 ドルというものであった（記
事№ 1）。
　1925 年 4 月の SM 誌（記事№ 4）で、ウッドは日本復興の進展について、
日本復興基金額の最初の 1,000,000 ドルは見えてきたとし、残りの確保すべ
き額は 1,500,000 ドルと言及した。そして、ペンシルヴェニアにならって、
メリーランド、ワシントン、ニュージャージーの 3 教区が教区キャンペー
ンを実施中で、日本復興基金に総額 300,000 ドルの追加を期待している。ま
た、ニューヨーク主教はこれまでの成果にくわえて、別の努力をすると約束
したことを明らかにし、日本政府も学校設備の援助に 35,000 ドル、聖路加
国際病院には 75,000 ドルの支援をしていると報告した。日本の聖三一教会
の外国人信徒は日本人会衆とともに 5,000 ドル以上を寄付し、基金活動は継
続中で、実際の復興事業はかなり進んでいる、と述べるとともに、立教大学
の被害に遭った建物は、礼拝堂を除いては修繕されて、現在使用中と報告し
た。
　さらに 3 か所の土地が購入されたこともウッドによって報告された。1 つ
は立教高等女学校で、築地の旧地から西 15 マイルに新しい敷地 11 エー
カーを獲得、この土地に女学校新校舎、男女共学の小学校を建設する予定
で、最終的費用は 50,000 ドルとしていたが、女学校の新築建物は 75,000 ド
ルで建設された。2 つめの立教中学校は、立教大学の近くに新しい土地を購
入。3 つめは聖三一教会で、青山御所の真向かいに、現在、多川幾造牧師館
を建設中と報告し、次の建設は納骨堂（メモリアル・チャーチ）、宣教師ビ
ンステッド（聖三一教会外国人会衆牧師、聖路加国際病院のチャプレン、在
日米国ミッションの会計責任者を兼務）の住居、および簡素な信徒会館、と
言及した。建築中の教会としては、後藤粂吉が牧師をしている神愛教会の名
を挙げている。聖三一教会と立教中学校の校舎資金の確保後は、2 度の冬を
テントで過ごした聖路加国際病院の米国人看護婦と医師の住居のための建物
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の必要性を指摘した。
　1925 年 2 月 11～12 日開催の全国協議会会議は、日本建設委員会が立教
中学校校舎の建設を総額 176,000 ドルで直ちに開始すること、また聖三一教
会の日本人牧師館を総額 5,000 ドル以下で建設することを、それぞれ承認し
ている（記事№ 6）。
　メリーランド教区ボルチモア在住の 17 歳の青年が、多額の寄金は無理な
ので、祖父の形見の時計を日本復興基金に寄付したことが感動的に報じられ
た（記事№ 7）翌月の 1925 年 5 月号の SM 誌では、メリーランド教区が日
本復興キャンペーンとして今週末に 95,000 ドルないし 100,000 ドルに達し、
復活祭の次の日曜までに 120,000 ドルになると予想されていることが、全国
協議会会議で報告された（その内訳は記事№ 9）。
　その後、1926 年のマキム年次報告（SM 誌 1927 年 7 月号）によると、立
教高等女学校はまだ鉄筋コンクリートでない不十分な仮設校舎の状態が続い
ており、新校舎に必要な 150,000 ドルが 1 年間拠出できなかったため、近い
将来対策が必要であると日本復興委員会によって報告されていたが（記事№
22）、1932 年 7 月号の SM 誌で、マキムは震災直後に建設された立教高等女
学校の仮設校舎に修理と修繕が施され、米国聖公会女性伝道補助会の支援で
学校礼拝堂が新たに建設されたことを報告している（記事№ 72）。また、
1933 年 10 月 11～12 日の全国協議会では、ニューヨークのエリザベス・
ラッセル遺贈基金の日本への総額 22,000 ドルの最後の割り当て金額 7,000
ドルを日本復興委員会が受け取り、北東京地方部の番町の神愛教会の再建に
使われることが報告された（記事№ 96）。
　このように、SM 誌の 1925 年以降は日本復興基金額に関しては断片的な
情報はあるものの、その全体像は報じられていないため、1924 年 5 月まで
に 2,400,000 ドルを目標額とした復興基金額のうち 1924 年年末時点での
1,500,000 ドル近い不足額がその後どうなったかは定かではない。

立教学院財団法人
　前巻の解題で記したように、1907（明治 40）年に専門学校令によって立
教学院立教大学として認可されていた「立教大学」は、英米ミッションの神
学校を共同運営する目的で 1911（明治 44）年に設立された「財団法人日本
聖公会教学財団」理事長マキムの名で、1922（大正 11）年になると、大学
令にもとづく「立教大学」として申請され、認可された。関東大震災の前年
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である。大学令によると、新設の私立大学は財団法人であることが認可条件
だったため、この財団法人は、新たに大学令によって私立大学となった立教
大学を運営するために「基督教神学其他教育事業ヲ為ス」とされていた目的
を「学校ノ経営ヲ為ス」と変更し、「財団法人日本聖公会教育財団」と改称
された。この財団法人日本聖公会教育財団の理事は英米ミッションの諸主教
であったが、立教大学の経営実態は米国聖公会であったため、在日米国ミッ
ションとしては運営上不都合なこともあり、1931（昭和 6）年に、「財団法
人日本聖公会教育財団」は、「財団法人立教学院」と「財団法人聖公会神学
院」とに分離され、立教学院は米国聖公会単独の教育機関として運営される
ことになった。このとき、財団法人立教学院は、機関の根本規則である寄附
行為の第二条「目的及事業」において、立教学院は「基督教主義ニヨル教育
ヲ行フ」と規定し、キリスト教主義にもとづく普通教育機関であることを明
示し、「本条文ノ目的ハ変更スルコトヲ許サズ」と明記した。
　財団法人立教学院の寄附行為によると、立教学院は立教大学と立教中学校
を維持経営し、法人理事は米国聖公会遣日主教、米国聖公会在日ミッショ
ン・メンバー、日本聖公会聖職信徒から選ばれるものとされ、米国聖公会派
遣の日本聖公会北東京地方部主教が理事長とされた。理事長は、学院総長と
学院付牧師と会計を任免し、学院総長は理事会の同意を得て立教大学長と立
教中学校長と一般教職員を任免する。寄附行為の変更は理事総員 3/4 以上
の決議により米国聖公会全国協議会の承認を得て、主務官庁の認可を経るこ
と、また、理事総員 3/4 以上の決議により法人を解散する場合、その残余
財産処分は米国聖公会全国協議会の承認を得て、主務官庁の認可を経ること
とされた。
　発足当時の理事 7 人は、理事長マキム（北東京地方部主教）、学院総
長 C・S・ライフスナイダー（北東京地方部補佐主教）のほか、S・H・ニ
コルズ（Shirley Hall Nichols：京都地方部主教）、N・S・ビンステッド

（Norman Spencer Binsted：東北地方部主教）、R・B・トイスラー（Rudolf 
Bolling Teusler：聖路加国際病院理事長）、松﨑半三郎（日本聖公会信徒：
立教学院校友会会長）から構成されていた。このとき、日本人理事は松﨑唯
1 人であった。
　立教大学の初代日本人学長・元田作之進は 1923（大正 12）年に東京教区
監督（主教）に選出されて、学長を辞任したため、1923 年から立教大学学
長事務取扱を務めていた杉浦貞二郎が、財団法人立教学院が発足した 1931
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年に学長に着任した。SM 誌 1930 年 1 月号は、学長事務取扱時代の杉浦が、
まもなく訪英予定の今上天皇の弟の高松宮に、全聖公会、特に英国国教会の
歴史と組織と教えについて連続講義をするよう内務省から依頼されたこと
を、また文部省からは 1930 年 1 月以降 10 年間、毎年 12,500 ドルの助成金
を付与されることを報じ、立教大学に対して日本人がいかに評価しているか
の証左として言及している（記事№ 40）。ちなみに、SM 誌 1932 年 7 月号
に掲載されたマキム報告によると、日本政府は立教大学に 25 万円の助成金
を 16 年間にわたり支給とある（記事№ 72）。1932（昭和 7）年に学長を辞
任した杉浦の後任には木村重治が就任（1932 年）したが、木村は 1936（昭
和 11）年 4 月の天長節祝賀礼拝後に、チャペル聖壇の下段で教育勅語を奉
読したのは不敬である、との学内非難を受けたため、8 月に学長を引責辞任
した。その後任として遠山郁三が立教大学の学長に選出されたことが SM
誌 1937 年 2 月号で報じられた（記事№ 121）。同年 3 月末日で学長に就任し
た遠山は、1940（昭和 15）年には立教学院理事と立教学院総長を兼任する
が、1943（昭和 18）年 2 月に遠山による学院総長、学院理事、大学学長の
辞表が、理事会によって正式に受理されている。

米国聖公会の財政難と立教学院拡張計画
　関東大震災で被害に遭った立教大学の建物に関しては、震災から 1 年半
後の SM 誌 1925 年 4 月号で礼拝堂を除いて修繕されて現在使用中と報じら
れていたが（記事№ 4）、同誌 1926 年 1 月号で「立教学院諸聖徒礼拝堂の再
開を機に集められた献金」と言及されており、遅くとも1926（昭和1）年初
頭には礼拝堂も使用できるようになっていた（記事№17）。1933（昭和8）年
に来日した米国聖公会総裁主教ジェームズ・デウォルフ・ペリーは、聖公会
関連の施設を中心に日本を訪問視察したが、その印象として、立教大学の美
しい礼拝堂が朝の聖餐式で教職員と学生 400 人で満杯になったことを挙げ
ている（記事№ 95）。
　立教大学の新しい施設としては、心理学研究所が 1932（昭和 7）年 11 月
19 日に正式に開設された（記事№ 84）。けれども、震災からの復興におい
て、寄宿舎 2 棟、本館両翼の教室棟の新築が計画されていた立教大学では、
その後講堂の建設も必要とされ、なかでも講堂と教室棟は早期建設待ちの状
態であった。これらの建物からなる中庭の完成に必要な 200,000 ドルのうち
75,000 ドルを、米国聖公会で支援してほしいと 1933 年 5 月の訪日時に要望
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されたペリー総裁主教は、1929 年の世界恐慌の影響で財政難に苦しむ米国
聖公会よりも日本のほうが適切に集積されるだろうと示唆して、立教大学の
同窓生や校友による資金集めを求めた（記事№ 95）。
　当時の母教会の財政事情をみると、米国聖公会全国協議会の収入額は、
1926～30 年度の約 3,900,000ドルから、1931年度は約 3,400,000ドル、1933
～38 年度は約 2,100,000～2,200,000ドルへと下落し、そのうちの伝道費（国
内伝道と外国伝道）も、1926～30 年度の約 2,700,000～2,800,000ドルから、
1931 年度の約 2,700,000 ドル、1933～34 年度は約 2,000,000 ドル前後、1935
～38 年度は約 1,700,000～1,800,000 ドルへと下降していた。全国協議会の
各年度経常収支による負債額は、1931 年度に 250,000 ドルの欠損金を出し、
1936 年度を除く 1938 年度まで赤字が続いた。特に 1933 年度は約 660,000
ドル、1934 年度も約 430,000 ドルの不足額を出している。伝道事業費のう
ち、国内伝道と外国伝道の支出額の比率は、国内が 1/3、外国が 2/3 の割合
で終始一定しているが、1929～31 年度に 1,700,000 ドルであった外国伝道
支出額は、1932 年度に約 1,480,000 ドル、1935 年度以降は 1,100,000 ドル台
へと落ち、1938 年度は約 1,070,000 ドルにまで下落した。外国伝道のうち、
ラテン・アメリカ伝道圏（ブラジル、キューバ、メキシコ、ハイチ、ドミニ
カ共和国）への支出は、終始一定して外国伝道全体の 15％前後、海外領土
伝道（アラスカ、ホノルル、フィリピン、パナマ運河領域、プエルトリコ）
へは、2 割前後から 3 割の間で推移している。これに比べ、1926～28 年度
に外国伝道全体の 6 割後半の支出額を得ていたアジア・アフリカ伝道（中
国、日本、リベリア）は、1929～31 年度に 55％前後となり、1932～38 年
度は 5 割前後となった（1933, 34, 38 年度は 5 割を切る）。1926, 27 年度に
1,000,000 ドル以上の支出があり外国伝道の 2/3 を占めたアジア・アフリカ
伝道の支出額は、1938 年度には半額の約 530,000 ドルにまで下降し、1933
年以降は減額対象の伝道地とされた。そのアジア・アフリカ伝道のうちアフ
リカ（リベリア）は 8～9％、中国・日本への支出が 90％以上であった。
つまり、支出費減額の影響を最も被ったのが、支出額が 1926～31 年度の約
960,000～850,000 ドルから 1938 年度は、ついに約 480,000 ドルにまで半減
された中国・日本の米国聖公会海外二大伝道地だったのである。このうち、
立教大学帰属の北東京地方部へは、1930～32 年度に 250,000 ドル前後から
210,000 ドルほどあった支出が、1933, 34 年度に 140,000 ドルに激減し、
1936～38 年度には 110,000 ドルまでになり、北東京への支出額は聖約翰大
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学を擁する上海への支出額を下回っていった。米国聖公会全国協議会伝道部
門主事ウッドが、1932 年度は総計 1,100,000 ドルの債務に直面すると述べ

（1932 年 2 月 1 日付ライフスナイダー宛書簡）、この対策として、1932 年度
からは諸経費 20％削減と、伝道本部および国内・海外ともに全伝道地の宣
教師現地スタッフ全員の給与 10％削減が実施されていた（これは 1939 年度
の時点でも継続されている）ように、米国聖公会はこのとき深刻な財政難に
陥っていたのである。そして、母教会のこの赤字財政が直撃したのは、立教
学院帰属の北東京地方部であった（大江満「戦時下外国ミッション教育の危
機―立教首脳の動揺と米国聖公会の決断」『ミッション・スクールと戦争―
立教学院のディレンマ』老川慶喜、前田一男編著、東信堂、2008 年参照。
米国聖公会の財政赤字と緊縮財政については記事№ 63、78、81、105 を、
緊縮財政の日本への影響に関しては記事№ 64、67、76、79 を参照）。
　このとき立教学院は、この機に 50 年先をみすえ、学院総長のライフスナ
イダーと日本人首脳によって 1933 年 7 月に策定された、学院を 3 期 15 年
間で拡張する計画の原案を、財団法人立教学院（1931 年設立）理事長マキ
ムと米国聖公会全国協議会伝道部門主事ウッドに提出した。緊急に必要な施
設として、講堂、予科校舎、本館両翼の教室・実験棟、中学校寄宿舎、体育
施設を要望したこの拡張計画案は、これらの費用を 1,500,000 円と見積も
り、他の諸経費と合わせ 5,040,000 円（総額 6,150,000 円のうち 1,110,000 円
は大学の基金で負担）という巨額支援を米国聖公会に要請したのである。さ
らに、1934 年 7 月、立教学院の日本人首脳（木村重治学長・経済学部長、
小島茂雄中学校校長・文学部長、菅円吉予科長、高松孝治大学チャプレン）
は、大学予科の臨時バラック校舎を 1935 年 4 月の新年度までに緊急に新築
してほしいとの許可を願う長文の声明を学院総長ライフスナイダーに送付し
た。この複写は総裁主教ペリーとウッドにも送られた。ウッドは、立教学院
拡張 15 年計画の認可を強く求める立教学院日本人首脳の焦燥のようなもの
には批判的になれないとしながらも、立教の拡張は賢明ではない傾向があ
り、この問題が理事長マキムの管理から外れていることを憂慮した（米国聖
公会全国委員会検討委員会議長タッカー宛 1934 年 9 月 8 日付書簡）。そし
てウッドから、この計画は未曽有の財政難に苦しむ米国聖公会の理解を得ら
れず「必ず成功しない」との判断を伝えられた木村学長は、その批判の正当
性を悟り、立教大学の日本人校友たちが自分たちで何か行動を起こさなけれ
ばならない時があきらかに到来したとの理解を、ウッドと同じく日本人首脳
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の声明を批判していたマキムに伝えた。こうした経緯で、後述する日本人校
友らによる立教学院維持会が組織されていくのである。
　だが、立教学院日本人首脳の交替後、そしてマキム死去後の 1936 年 11
月になると、立教学院理事会は拡張 15 年計画の第 2 案を可決し、再度米国
に送付した。その要請額は第 1 案の約倍額の 12,535,450 円であった。日本
聖公会組織成立 50 周年にあたる 1937（昭和 12 年）に米国聖公会代表とし
て来日したタッカーはこの問題を調査し、1937 年 6 月 28 日付の立教大学に
関する報告書を米国聖公会全国協議会に提出した。それによると、立教のキ
リスト教的性格が維持されて、立教が教会にとって真に有益であるような機
関であるなら、少なくともしばらくは母教会から財政支援がくるとの自信が
あると表明しつつも、いずれの項目も理想的には望ましいが、要求金額がこ
れからの 15 年で米国聖公会から供給されることは不可能であること、もっ
とも賢明な方法は、全体としてこの計画の認可を表明し、計画のどの部分が
財政的な実行支援を母教会に期待できるかを決めて提示することと述べ、設
備に関しては講堂と本館校舎の両翼の完成、また増収の準備も必要と指摘し
た。そして、全国協議会はいかにして立教の収入に追加の 10,000 円が供給
されるかという問題を考慮すべきであることを勧告すると結んだ。1937 年
秋の米国聖公会総会がタッカーを総裁主教に選出したことで、立教学院によ
る教育事業の維持というこのタッカー勧告が母教会の路線となった。前年

（1936 年）の外国伝道年次報告では、米国聖公会は教育や医療事業への予算
を廃止し、福音伝道に集中すべきとの方針転換が全国協議会総理クックに
よって表明されていたなかで、米国聖公会における教育事業の維持という新
総裁主教タッカー（全国協議会総理を兼務）の判断は、立教を延命させるこ
とに連動したのである。
　立教学院では同窓生によって組織された立教学院維持会（1934 年 1 月 24
日の理事会で設置）に、2 年足らずで新しい基金として 30,000 円以上の寄
付と誓約が確保されたが、これは 1936 年 1 月までに 911 人の同窓生と他の
20 人からによるものであった。そして、1935 年 4 月 22 日の理事会で決議
されていた新築予科校舎の着工のための基金 200,000 円は、在学生の両親と
卒業生の委員会で集められている、と SM 誌 1936 年 5 月号は報告した（記
事№ 114）。その後、1937 年 2 月号の SM 誌は、立教大学予科のコンクリー
トの新築校舎が工事中である（1937 年 3 月竣工）と伝え、これは父兄会の
キャンペーンの成果であると報じた（記事№ 122）。完成したこの予科校舎
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は J・H・モーガンの設計監理によるもので、日本人校友の資金による初の
本格的校舎となったのである（4 号館として現存）。

日本のキリスト教教育に関する 2 つの報告書
　20 世紀も四半世紀を経過したころ、日本の外国ミッションにおとずれた
危機は、1929 年の世界恐慌による経済危機や、1931 年の満州事変、1932 年
の上海事変など、日本の侵略外交を嚆矢とする一連の国際政治危機による悪
影響だけにとどまらなかった。満州事変後にリットン調査団が派遣され、そ
の報告書が 1932 年は刊行された（翌 1933 年の日本の国際連盟脱退に連動
した）が、その 1932 年には、在日外国ミッションに重大な危機をもたらし
た教育と伝道にかかわる 2 つの報告書が刊行されていた。
　1933 年に立教学院拡張 15 年計画が策定され、立教日本人首脳による予
科校舎新築要請の声明文が母教会に送られた背景には、1932 年に刊行さ
れたこの 2 つの報告書における外部評価が影響していたのである。1 つは
国際宣教協議会の日本キリスト教教育調査団による報告書（CHRISTIAN 
EDUCATION IN JAPAN, A Study BEING THE REPORT OF ACOMIISSION 
ON CHRISTIAN EDUCATION IN JAPAN, International Missionary Council, 
1932. 邦訳『日本の基督教々育に就いて』日本基督教連盟・基督教々育同盟
会発行、教文館、1932 年）、もう 1 つは東洋伝道に関する米国諸教派（超
教派）の外国伝道信徒調査団・評価委員会による報告書（RE-THINKING 
MISSIONS, A LAYMEN’S INQUIRY AFTER ONE HUNDRED YEARS, The 
Commission of Appraisal, William Ernest Hocking Chairman, Harper & 
Brothers Publishers, 1932. 以下、『伝道再考』と表記）である。前者の教育
分析によると、官立学校との競争に直面している「劣等な基督教主義中学校
はもはや日本に存立を続け得られない時期が到来した」との認識にもとづ
き、日本人後援者や校友の寄付による経済的援助がほとんどない中学校が多
いことを財政難の大きい原因として挙げ、ミッションからの補助金の増額は
期待できそうにないため、恒久的な基金を積み立てる必要を説きつつも、最
後では、中等教育からの撤退が示唆されている。それは、米国では初等教育
と同じく中等教育における公立学校の台頭により、米国の教会が中等教育の
分野から駆逐され、その注意を高等教育に集中するよう余儀なくされている
現状が、日本にも到来するとの危機感からであった。そのため、日本の教会
も中等教育の分野から退却しなければならないなら、そのとき、教会は断固
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として高等教育の分野にたてこもることができるほどに堅固な地位をもたな
ければならないと提言されたのである。これは、日本の基督教主義中学校の
存続は不透明な情勢にあり、男子キリスト教主義専門学校の延命は中学校の
犠牲のもとに成り立つ可能性さえ示唆するという衝撃の分析であった。そし
て、国際宣教協議会の日本キリスト教教育調査団は、日本における既存の高
等教育機関を基盤とした諸教派による男子連立キリスト教大学構想を推奨し
た。前巻の解題でみたように、これに対し、立教学院は日本人首脳がこの構
想に一定の共感をしめしていたのとは対照的に、米国聖公会全国協議会伝道
部門主事のウッドや立教学院理事長マキムはこの連立大学構想には一貫して
反対し、立教独自路線を主張していた。立教学院が拡張 15 年計画を策定し
たのはこうした事情も左右していたのである。
　他方、外国伝道信徒調査団による報告書『伝道再考』における日本のキリ
スト教教育の結論と勧告はつぎのとおりである。日本のミッション・スクー
ルは、キリスト教思想と教育の第一の源泉ではなくなっているにもかかわら
ず、学校経営者は経済支援の不足を本質的問題として把握しており、こうし
た学校へはこれ以上の支出を止め、慎重に思慮深い撤退を開始すべきであ
る。ただし、女学校など優れたいくつかの学校へは経営参加を継続すべきと
したうえで、1. ミッション基金が必要に迫られている中学校へはミッショ
ン基金からの補助金減額と最終的停止を求め、基金を継続している一定期間
の終わりまでに、特に男子校は女学校よりはやく自給自立経営の準備をすべ
きこと。2. 国際教育調査団の報告書が唱える諸派学校の統廃合による学校
合同再編案を支持し、その高尚な目的を実現するために閉鎖が必要な学校は
閉鎖すること。日本人に学校の管理と責任を移譲するまで、各派ミッション
はこの動向に責任をもつこと、というものであった。また、インド、ビル
マ、中国、日本という極東のミッション・スクール全般への勧告はつぎの 4
点である。1. 学校を経営するミッションでは、学校の目的の第一を伝道で
なく教育とすること。2. 非キリスト者の生徒は、キリスト教礼拝や聖書の
授業への出席を強要されないこと。3. 学校の宗教教育と礼拝は、その種の
学校のプログラムに責任をもつ資格ある専門家の指導によること。4. 海外
のキリスト教教育の合同組織として、諸派は一致して専門家機関を米国に創
立すること。
　『伝道再考』が日本の男子高等教育機関として挙げているのは、立教学院、
明治学院、青山学院、関東学院、東北学院、同志社、関西学院、西南学院の
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8 校、そのうち 5 校は専門学校令にもとづくキリスト教主義専門学校で、ア
メリカのジュニア・カレッジにちかい高等教育機関とされ、同志社、立教、
関西学院（最近認可）の 3 校は大学令にもとづく大学であるとし、高校レ
ベルの女学校は 23 校あり、ジュニア・カレッジと呼べる女子大学は神戸女
学院と東京女子大学である、と言及している。
　男子の高等教育機関については、日本政府が水産や音楽関係をふくめ、幼
稚園から帝国大学にいたる賞賛すべき完備した教育体系を確立しているた
め、困難な状況にあるとし、かつては価値ある存在であったキリスト教高等
教育は、有益な実験性や秀逸な刺激をみせないかぎり、存続する理由がほと
んどないが、そうした貢献はできないと厳しく評価した。
　キリスト教大学をふくむミッション高等教育機関の諸問題としては、宗教
教育の現状が因習的でつまらなく、宗教的目的の成就より普通教育が勝って
いること。官立大学に優秀な学者、科学者、教員が集中しているため、学生
は国立志向となり、青年キリスト者さえそれを好むという、教員の資質が問
われていること。やや低い次元の仕事の専門教育や、女性英語教師の育成教
育といった、ミッションの経済資源の不足に起因する偏狭な教育内容などの
問題を指摘している。
　国際教育調査団が推奨する、日本における既存の高等教育機関を基盤とし
た男子連立キリスト教大学構想に関しても、『伝道再考』は不支持を表明し
た。その理由として、第 1 に、大学を構成しようとする高等教育諸機関が、
学生を大学に供給するまえに再組織され強化されなければならないこと。第
2 に、第一級の日本人学者と科学者で独占的に構成するキリスト者の教授団
を集めることは、現状況下では近い将来も不可能であること。第 3 に、世
界の他の諸地域でのより緊急な教育需要を考慮すれば、米国のキリスト者が
現時点で健全な財政基盤のうえに立つ大学が要する巨額の寄付を日本に投じ
るとは思えないことを挙げ、単立でも連立でも、キリスト教大学設立の機は
熟していないと勧告したのである。
　この外国伝道信徒調査団による日本の高等教育機関の現状分析は、相対的
にキリスト教女子大学にくらべて男子大学の評価は低いものであった。単立
でも連立でも、現時点での連合大学設立は望ましくないとの分析には、首都
東京で唯一の大学令にもとづく大学であった立教への現状批判がこめられて
いることは明瞭であり、調査団から指摘された諸問題の取り組みなしには、
立教は単立大学としても存続する資格がないとの批評が暗示されていた。こ
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うした危機感のもと、立教学院総長ライフスナイダーと日本人首脳は、在日
諸派ミッションが関心をしめしている男子「連立」キリスト教主義大学とは
一線を画し、低い現状評価と支援撤退の勧告を払拭して、独自に現中学校・
大学の外部評価をたかめるべく、立教学院拡張 15 年計画を起草したのであ
る。それは母教会への巨額資金拠出の要請であり、男子諸派連立大学設立を
構想する日本基督教連盟と基督教々育同盟会、および他派在日諸ミッション
からの分離路線といえるものであった。
　外国伝道信徒調査団による報告書『伝道再考』は、さらに、寄金下落に連
動して、全伝道地が究極的な諸問題に直面するなか、伝道機関は現在分岐点
にあり、重大な決断がもとめられているとの認識にもとづき、外国伝道はそ
の任務を終えたのではないか？アジア伝道はこれ以上持続されるべきか、も
し持続すべきなら、どのような変革をするのかが重要な問題であるとする、
根本的疑問をなげかけた。それによると、20 世紀の国際情勢の変化と神学
的視野の変化、洋の東西を問わない人類共有の現象や価値観の発見にもとづ
く世界文化の登場、東洋におけるナショナリズムの勃興などにより、かつて
は利点であった西洋文化を背にするキリスト教が、現代では不利益の代表と
なっていることに言及し、伝道活動において 19 世紀に主流であった西洋か
らの一方的な教会入植は、20 世紀では一時的機能であり、20 世紀は東洋の
伝統文化を尊重する外国の奉仕や資質が、永続的機能とされる時代であると
主張し、キリスト教をふくめ、諸宗教は他宗教の信仰を尊重し、たがいに学
ぶべきであると提言した。この報告書は、東アジアの他宗教は否定すべき異
教であるとの 19 世紀から 20 世紀まで常態化していた宣教師の確信にもと
づく西洋キリスト教の絶対的価値観を批判し、他宗教は真理の異相であると
してキリスト教相対化の必要性を説き、その意識変革が困難であるなら、外
国ミッションと宣教師に東洋からの撤退を勧告するという、諸教派の海外伝
道にとって「回復不可能」なほどの衝撃と動揺をもたらす警告的な指針をつ
きつけたのである。
　『伝道再考』刊行後、長老派、ルター派など他派はこれを激しく批判した
が、米国聖公会の動向としては、教会の性格と伝道の動機に関する記述につ
いては異論が出たものの、それをのぞくと、在日半世紀を越す北東京伝道教
区主教（日本聖公会北東京地方部主教）ジョン・マキムが感情的に反駁した
以外は、東洋伝道諸主教、母教会の特別検討委員会議長タッカー、伝道部門
主事ウッド、伝道機関誌 SM 編集者らは誌上で厳しい批判を展開すること
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なく、おおむね、これを教会への挑戦として柔軟に受けとめ、客観的に賛否
の内容を区別し、改善点を集約し対応することになった（記事№ 81）。ウッ
ドは、現地人教会の自給・自治・自主伝道の発展の重要性と、伝道組織の管
理と拡張の責任を現地人に移管すべきという 2 点には賛意を表明し、米国
聖公会東北伝道主教（日本聖公会東北地方部主教）N・S・ビンステッドも、
日本人指導者を生み出すことに失敗しているとの指摘は正当なものであると
の判断を母教会に伝えた。
　米国聖公会総裁主教ペリーが日本巡礼団の名誉団長として 1933 年 5 月に
訪日したのは、上記の報告書『伝道再考』による伝道批判に対して、米国聖
公会の東洋伝道（フィリピン、中国、日本）の現状を視察し、調査報告をす
る目的からでもあった（巡礼団の組織化に関しては記事№ 55、東洋訪問に
ついては記事№ 85、86、88 を参照）。そしてペリー主教は東洋諸国の視察
後、外国伝道を継続するため母教会は支援すべきであることを確信するとの
公式声明を出す一方（記事№ 91）、『伝道再考』が提示した 1）諸ミッショ
ンは分派主義と教派競合を避け協働すること、2）現地人教会はできるだけ
早急に調整して独立し自給すること、3）外国資金を減額し、指定期間内に
教会への資金援助を停止すること、という 3 つの勧告に対応し、現地の教
会や教育機関などの自給や自治を目指すこと、宣教師の数を制限し補助金を
減額することなどを含めた、今後の方針に関する現実的な提案を示したので
ある（記事№ 95）。
　ペリー総裁主教は、幕末の 1853（嘉永 6）年に黒船で来航し、翌年に締
結された日米和親条約によって日本を開国に導いたマシュー・カルブレイ
ス・ペリー提督の子孫でもあった。このためペリー主教は来日すると、駐日
米国大使ジョセフ・クラーク・グルーに伴われ、皇居に参内して天皇に謁
見。なかでも、日本国民の大きな関心を呼んだのは、ペリー提督がかつて日
本に上陸した浦賀の久里浜において最初に接見した戸田伊豆守の又姪に当た
る戸田ツルヨと、1932 年 6 月 1 日に会見したことである（№ 92、口絵№ 27
はペリー提督の記念碑の前で撮影された写真）。これは新聞各紙で報道され
た（記事№ 90）。

聖徒アンデレ同胞会（Brotherhood of St. Andrew ＝ BSA）
　ポール・ラッシュによって立教大学経済学部でキリスト教事業に強い関心
のある学生を集める努力をした結果（記事№ 35）、1927（昭和 2）年の聖徒
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アンデレの日である 11 月 30 日に、聖徒アンデレ同胞会の支部が立教大学
で結成された。このとき「日本にキリスト教徒をつくるために」というス
ローガンが掲げられた。最初は堅信礼を受けたばかりの 10 人の学生と 2 人
の教員であった（記事№ 48）。ちなみに SM 誌 1936 年 6 月号の記事による
と、この 1927 年秋の最初の入会式について、同胞会の最初の大学支部には
3人の教員と7人の学生を入会させた、とある（記事№116）。1928（昭和3）
年になると、学生と教員の 25 人が会員である、と SM 誌で報告された（記
事№ 35）。
　SM 誌 1929 年 12 月号の記事によると、米国聖徒アンデレ同胞会の青年同
胞会（Junior Brotherhood）は、立教大学の有望な卒業生を立教大学の講
師または聖公会の事業における指導者として養成する目的で、彼らにアメリ
カの大学院で 2 年間研究する機会を与え、日本奨学金基金を立ち上げるこ
とを決議した。学生 1 人当たり 3,000 ドルが必要となるこの計画は、向こう
数年間で 10 人の若者に提供されることが期待されている（記事№ 39）。
1929 年 8 月に米国聖徒アンデレ同胞会の全国青年会議（National Junior 
Convention）で始められた（記事№ 48）この計画は、立教学院総理ライフ
スナイダーによって快く受け入れられ、大学同胞会会長のポール・ラッシュ
によって進められた。立教大学最初の留学生は、ペンシルヴェニア大学
ウォートン・ビジネススクールで大学院生として学ぶために派遣されたジョ
ン・山本文雄であった（記事№ 39）。1930 年 11 月号の SM 誌では、米国聖
徒アンデレ同胞会総主事レオン・C・パーマーによって、山本の入学が報告
されている。2 人目は日本の同胞会支部の主事としてキリスト教指導者の素
質をしめしたアンデレ小川徳治となり、必要額 3,000 ドルのうち 2/3 以上を
小川に渡されたことが報告されているが（記事№ 46）、なぜか 1931 年 2 月
号の SM 誌では、「小川は同胞会の援助で派遣される最初の若者である」と
記されている（記事№ 48）。その同じ記事によると、「日本奨学金の最初の
受領者の小川徳治」は、ペンシルヴェニア大学で 2 年間大学院生として研
究するため、1931 年 1 月アメリカに到着した。彼は立教大学を卒業し、在
学時代はフットボールの学校代表チームのキャプテンも務め、立教大学の聖
徒アンデレ同胞会（BSA）のリーダーであった。このとき立教大学の BSA
には 100 人以上の教員と学生が入会しており、さらに 53 人が受洗したこと
が報告された（記事№ 48）。
　SM 誌 1931 年 9 月号によると、米国聖徒アンデレ同胞会は、1932 年夏に
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日本聖公会を訪ねる米国聖公会員の大巡礼団を組織した。150 人の選り抜き
の信徒で構成する予定で、すでに大人と若者を合わせて 100 人以上が任命
されている。彼らは教区の責任者の承認がなければ巡礼団に入れないものと
された。名誉団長は米国聖公会総裁主教ジェームズ・デウォルフ・ペリー。
巡礼団は米国聖公会の 8 管区に相応して 8 グループに分けられ、それぞれ 1
人の優秀な年長会員が班長を務めるものとされ、グループの構成はいずれも
20 人以下であった。日本に向かう船上で午前中授業が行われ、日本人の生
活、習慣、歴史、日本の聖公会の事業について学ぶ予定である、と報じられ
た（記事№ 55）。
　SM 誌 1931 年 12 月号は、米国聖徒アンデレ同胞会総主事補にポール・
ラッシュが任命されたと報告した。彼は日本帰任後、日本にある 3 つの同
胞会（BSA）の支部を基礎に日本全国の聖徒アンデレ同胞会を組織する予
定とされ（記事№ 60）、1931 年 11 月 30 日の聖アンデレの日に、立教大学
構内で日本聖徒アンデレ同胞会（BSA）を結成している。2 教区の 6 支部
と、さらに 10 支部でのスタートの見込みとされた。毎年全国大会を開催
し、指導者育成のため、毎年夏に 2～3 か月間運営される訓練キャンプの創
設を計画。また、年間を通して 4 種類の活動プログラムが推奨された（1. 
教会出席キャンペーン、2. バイブルクラス、3. 家族の祈りキャンペーン、4. 
青少年聖餐式）（記事№ 61）。1932 年 5 月号の SM 誌では、日本聖徒アンデ
レ同胞会（BSA）によって『日本聖アンデレクロス』第 1 号が刊行された
と報じられている（記事№ 70）。1932 年 7 月号の SM 誌は、立教大学 BSA
によってキリスト教事業は意欲的に進められており、大学チャプレン高松孝
治が貢献していること、中学校チャプレン前島潔も義務を果たしているこ
と、日本聖徒アンデレ同胞会（BSA）会長は立教大学教員のキリスト教指
導者・テモテ根岸由太郎教授である、というマキムの報告を載録した（記事
№ 72）。立教大学チャプレンの高松孝治師は、1933（昭和 8）年に 58 人の
学生が受洗し、61 人が堅信礼を受けた、と報告している（記事№ 98）。大
学学長の木村重治は、1935 年 9 月号の SM 誌掲載記事で、新入生 40 人が受
洗候補者であること、18 人が同年 5 月 26 日に受洗、8 人が 6 月 2 日に受洗
し、その 1 週間後の 6 月 9 日にマキム主教が 32 人に堅信礼を授けたと報告
し、BSA が過去数年間で、すべての宣教師グループだけでなく、さまざま
な日本人グループの尊敬を勝ち得たことに言及した（記事№ 107）。
　1936 年 6 月号の SM 誌に掲載された長文タイトルの記事「日本聖徒アン
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デレ同胞会（BSA）は多数を洗礼に導く　同胞会が全国規模で組織されて 5
年間で日本聖公会の 10 教区（8 地方部と 2 教区―括弧内筆者）に 50 の支
部を設立」（記事№ 116）によると、『インターナショナル・レヴュー・オ
ブ・ミッション』誌が、1935 年に日本でおこなった調査報告にもとづいて、

「信徒の 3 つの運動は今日の日本で聖霊がいかに多様な方法で働いているか
を如実に示している」と述べているが、その 3 つのうちの 1 つが聖徒アン
デレ同胞会であった。この SM 記事によると、立教大学のキャンパスでは、
さまざまな駐在教員の家で学生の支部集会が開かれているが、その学生らは
日本聖徒アンデレ同胞会（BSA）の大学集会のメンバーで、このなかの 150
人余りの青年が立教大学礼拝堂での晩祷に出席し、演説を聞き、討論をして
いる。BSA にとって、立教大学での月曜午後の合唱晩祷式、水曜日の早朝
聖餐式は、特別に努力をはらうものとされ、後者は平均 70～80 人が出席
し、大学の聖歌隊と侍者組合（オルターギルド）は完全に同胞会会員で構成
され、カール・ブランスタッド教授の指導による聖歌隊は礼拝に美しさと
重々しさを与え、運動に大きく貢献していると言明された。これらの学生の
大学入学前は、キリスト教徒は今の半数に満たなかったとも言及され、日本
聖徒アンデレ同胞会が組織された 1931 年以降に、学内組織の BSA 支部も
飛躍的に発展している。立教大学のキャンパスには日本全国から入学した
2,050 人の学生が通っているが、寄宿舎がないので東京の下宿で暮らしてお
り、平均すると、入学する学生の 8 人に 1 人がキリスト教徒であった。正
確に評価することは不可能だが、BSA の全国組織結成から過去 5 年間に
BSA を通して洗礼を受け、キリスト教教育を始めた非キリスト教学生の数
は 300 人といわれている。現在（1936 年の時点）立教キャンパスには予科
と大学の学生からなる BSA の支部が 10、中学校に 6、教員支部が 1 つあ
り、計 250 人が BSA の会員となっている。これらの大学組織は、さまざま
な教会の日曜学校に 26 人の教師を派遣しており、ときには教会の奉仕を支
部全体が手助けすることもあった。過去 3 年間指導者訓練協議会キャンプ
を実施し、毎年夏に 100 人の青少年と指導者が 1 週間集まっていること、
他校の学生もかなりの数が参加し、国内で難しい立場の外国生まれの日本人
が毎年何人か参加していることは心強いこと、キャンプの目的はキリスト教
指導者の育成であり、指導的な教会人による一連の講義を過去 2 年間冬の
学期に立教大学礼拝堂での月曜日の晩祷で実施し、これを後に本として出版
したことなどが言及されている。また、聖公会全体に対しても毎年秋に感謝
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献金を贈呈し、多くのパンフレットやハンドブックなどの出版物も刊行して
いる。BSA の基本的な規則は、祈りと奉仕とされ、キリストの国が拡張さ
れるように毎日祈ること、そして個々の会員が毎週誰か 1 人を教会に誘っ
てキリストに触れさせるように奉仕することが求められた（記事№ 116）。
　こうして、BSA は日本における最も重要な伝道事業の 1 つであり、聖公
会の援助で行われている学生事業の最も効果的な具体例の 1 つである、と
SM 誌掲載記事で称賛されるにいたり（記事№ 116）、立教大学に本部を置
く日本聖徒アンデレ同胞会（BSA）は、SM 誌 1939 年 11 月号の時点で、
全国で 60 の支部を擁するまでに成長した（記事№ 141）。日本聖徒アンデレ
同胞会は立教大学のキリスト教事業の核となっただけでなく、日本聖公会の
伝道事業としても大きな役割を担うことになったのである。

立教大学赴任者
　SM 誌 1930 年 11 月号は、立教大学にノース・カロライナ州ウィリアムス
トン出身の体育教員ジョージ・H・マーシャル（ウィリアムストンのグレー
ス教会の牧師の息子でオハイオ大学卒業）が赴任予定であることを伝え、立
教大学で体育を担当すると報じた（記事№ 45）。また、1939 年 10 月号の
SM 誌は、東京で暮らしている若いビジネスマン（米国人 3 人と英国人 1
人）が、最近立教大学の教員になったことに言及した。彼らは大学が支払う
フルタイムの大学教員の給料が週 20 ドルを下回っているのにもかかわら
ず、最近創設された清泉寮キャンプのホームパーティーに招待されたことを
きっかけに、3 人の米国人は現在聖徒アンデレ同胞会（BSA）の立教大学支
部に入会し、支部評議員を務めていると報じられている。その 3 人は、
ニューヨークのデイヴィッド・マッカルビン、カンザス大学卒業後、日本の
アメリカン・スクールで 3 年間教師を務めたウォレン・ノインツマイヤー、
ローリンズ大学卒業後、3 年前に日本の音楽を研究するために特別研究員と
して来日したヴィンセント・カンゾネーリである。もう 1 人の若い英国人
は、銀行員として来日した J・ハミッシュ・サトクリフであった（記事№
140）。

立教大学の卒業生と在学生
　SM 誌 1930 年 7 月号は、立教大学の最初の卒業生は全員、現在の日本聖
公会の指導者であると報じ、以下の 4 人の名を挙げている。八王子復活教
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会牧師・伊藤堅逸、立教中学校校長・立教大学文学部長・小島茂雄、京都平
安高等女学校チャプレン・宇田梅太郎、元・京都聖マリア教会牧師で現・立
教大学チャプレンの高松孝治（記事№ 42）。翌年 5 月号の SM 誌では、1931
年 3 月 21 日の立教大学卒業式に出席した卒業生は 140 人で、その半数は職
業や商業生活でよいスタートを切ったこと、同年の帝国大学卒業生の就職率
15％と比較すると高い評価の証拠であることが報告されている（記事№
52）。1932 年 7 月号 SM 誌掲載のマキム書簡によると、立教大学では予想さ
れた入学者の減少はおこっておらず、反対に一部で順番待ちが出るほど増加
していると言及され、収容 1,000 人の立教大学に 1,500 人以上の学生が在籍
し、立教中学校の評判もいいと報告された（記事№ 72）。SM 誌 1935 年 9
月号では、立教中学校 500 人、大学予科学生 750 人、大学本科学生 750 人、
合格率 4 倍、同年 4 月 19 日には 250 人の新入生によって新学期が開始され
たと報じられ（記事№ 107）、1939（昭和 14）年 11 月号の SM 誌も 2000 人
が立教中学校と立教大学に通っていると言及した（記事№ 141）。1935 年 9
月号の SM 誌は、「立教大学はクリスチャンをつくる―日本人聖職者の
80％を訓練し、聖公会の信徒指導者に対する影響を増している」というタ
イトルの木村重治・立教大学学長による記事を掲載し（記事№ 107）、キリ
スト教大学としての内実も誇っていた。
　ところで、1931 年 10 月立教大学は日本大学野球連盟のリーグ戦で優勝し
た。これにより優勝校の立教大学野球部は 1932 年 4 月に訪米し、同年 7 月
までアメリカの大学野球チームと対戦することになった。北太平洋岸、カリ
フォルニア、ホノルルで、それぞれ数試合行う予定である、と報じられてい
る（SM 誌 1932 年 4 月号、5 月号。記事№ 66、69）。

立教中学校
　SM 誌 1925 年 4 月号の「日本復興の進展」と題された記事には、ニュー
ヨークの友人が立教中学校の教室建設のために 40,000 ドルを約束したこと、
また、立教中学校のための新しい敷地が大学の近くに購入されたことが報じ
られ、とくに三一教会と並んで立教中学校の校舎のための資金の確保が急務
であると伝えられた（記事№ 4）。「全国協議会会議　1925 年 2 月 11 日～12
日」という同月号の別の記事では、日本建設委員会が、東京の立教中学校の
ための校舎を総額 176,000 ドル以下で直ちに建設することを承認した、と報
じられている（記事№ 6）。翌月号の「全国協議会」と題した記事では、メ
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リーランド教区の日本復興キャンペーンの成果として、今週末に 100,000 ド
ルに到達し、次週には 120,000 ドルになる見込みが伝えられている（目標額
は 150,000 ドル）が、そのうち立教中学校の校舎には 20,000 ドルが提供さ
れることが、最初の項目として記されている（記事№ 9）。こうして、立教
中学校の池袋校舎は 1925 年 12 月に竣工した。
　SM 誌 1926 年 9 月号では、立教中学校による学校市制（生徒自治組織）
が設立されたと報じられた（記事№ 19）。学校市制では、3 人の教師がそれ
ぞれ衛生部、体育部（設備部）、人格部（風紀部）の主事を務め、各クラス
の代表 3 人からなる市議会は、市参事会（4、5 年生の市会議員 3 人×4 ク
ラスの 12 人）のほか、市長（校長）、区長（学級担任、各部主事）から構
成される。区会はそれぞれのクラスからの 15 人の代表によって構成される
が（区会は 15 人×10 学級の 150 人）、この 15 人のなから 3 人が市議会に
選ばれる。こうして、市議会（市会）は学校全体で 30 人の生徒（3 人×10
学級）からなる、という内容であった。（田中智子「〈研究ノート〉立教中学
校市制に関する一考察」『立教学院史研究』10 号、立教学院史資料セン
ター、2013 年を参照）。
　SM 誌 1931 年 2 月号は、「日本国が立教学院の教師に栄誉を授ける　教育
勅語発布 40 周年記念に特に教育における称賛に値する業績を表彰」と題し
た小島茂雄（立教中学校校長）の記事を掲載し、立教中学校教員の 2 人が 1
つの学校で 40 年勤続したことを記念されて、日本政府から各県をとおして
表彰状を受け取ったと伝えられた。1 人は市川勝太郎（77 歳）。彼はキリス
ト教徒で、中国語と日本語の古典の学者と紹介されている。もう 1 人は、
浅越金次郎（67 歳）。彼は高等数学の教員で、航海図作成者で有名な科学者
でもあると紹介されている。この2人には、1930（昭和5）年11月 3日（明
治天皇記念日の祝日）に中学校生徒と教師によって記念品が贈呈された（記
事№ 49）。また、1932（昭和 7）年 7 月号の SM 誌は、マキムの報告とし
て、立教中学校は魅力的なことが分かり、学業の点での評判も広く知られて
いるため、多数の入学志願者から最良の生徒を選ぶことができる、と伝えら
れた（記事№ 72）。

訃報
　本巻載録の立教関係記事の期間は 1925（大正 14）年～1939（昭和 14）
年の 15 年間であるが、この間に何人かの立教関係者が他界している。1925
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年 11 月 25 日には立教学校初代校長でミッション建築家のジェームズ・マ
クドナルド・ガーディナーが逝去した（記事№ 18）。1927（昭和 2 年）年
10 月 19 日にはロードアイランド州バリントンにおいて、ガーディナーの後
任として立教学校校長を務めたセオドシウス・スティーヴンス・ティングが
他界している（記事№ 28、33）。同年 4 月 6 日には、日本聖公会最初の聖職
者の 1 人（もう 1 人は夭逝した金井登）である田井正一が川越で永眠した

（記事№ 23）。
　立教中学校校長、立教大学初代学長、日本聖公会初代東京教区主教を歴任
した元田作之進が、1928（昭和 3）年 4 月 16 日に大阪の聖バルナバ病院で
急逝した（記事№ 29、31、32、112）。彼は 1928 年 4 月 10 日に大阪の川口
基督教会で行われる予定のティングの追悼式で弔辞を述べるよう依頼され、
夜行列車で東京から大阪に向かい、式当日の正午に教会牧師館に到着した
が、汽車のなかで突然発病して病臥の状態となったため、11 日にバルナバ
病院に搬送され、16 日に息絶えたのである。元田の追悼礼拝は同年 5 月に、
ロンドンのセント・マーチンン・イン・ザ・フィールズ教会で行われ、大勢
の関係者が参集した（記事№ 32）。また、深川の真光教会牧師として、永年
首都スラム街伝道と労働者救済活動を展開した杉浦義道が 1930 年 11 月 7
日に聖路加国際病院で逝去した。11 月 10 日の告別式では、多川幾造が「彼
の人生の理想は恩師で友人でもあるチャニング・ムーア・ウィリアムズ師の
先例と生涯だった」と述べ、SM 誌 1931 年 1 月号の記事は、杉浦の全生涯
は東京の「最下層階級」とでもいうべき人たちへの奉仕に捧げられた、と報
じた（記事№ 47。他の関連記事№ 50、51、112）。
　1934 年 9 月号の SM 誌はその巻頭（通巻 402 頁）に聖路加国際病院創立
者ルドルフ・ボーリング・トイスラーの写真を掲載し、1934 年 8 月 10 日の
彼の急逝を報じた。東京で 34 年間におよぶ医療伝道に尽力したトイスラー
に関する SM 誌同月号の 4 頁にわたる記事（記事№ 101）には、米国聖公会
総裁主教ペリーの追悼文も載録された（405～408 頁）。

マキムの奉仕の終焉
　1928（昭和 3）年 1 月号の SM 誌は、同年毎月同誌に掲載される予定の伝
道主教の写真 12 枚のうち、按手順で最初に紹介されるジョン・マキムにつ
いて「日本聖公会最長老の主教・日本聖公会総会議長」と題した記事を載せ

（記事№ 26、27）、1930 年 10 月号と 11 月号では、マキムによる日本伝道 50
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年回想記を収録した（記事№ 56、58）。その 3 年後のマキム主教在位 40 周
年に当たる 1933 年 6 月 14 日には祝賀会が開かれたが、SM 誌はその関連記
事を掲載（記事№ 89、93）。その半年後の SM 誌 1934 年 1 月号は、マキム
の 37 年間におよぶ日本聖公会主教会議長職の退任（南東京地方部サミュエ
ル・ヘーズレット主教を後任に指名）を伝え（記事№ 97）、同年 8 月号では
マキムが日本聖公会北東京地方部主教（米国聖公会北東京伝道主教）から辞
任することを報じた（記事№ 99、100）。その翌月号で上記のトイスラーの
訃報が伝えられたのである。時期が重なったマキムの退任とトイスラーの他
界により、ひとつの伝道時代に幕が降りたと、このとき SM 記事は報じて
いる（記事№ 101）。
　その後、SM 誌 1935 年 12 月号は、在日宣教師として 56 年間におよんだ
マキムが高齢のため同年 11 月 5 日をもって引退したことを告げた。同年 11
月 5～7 日開催の米国聖公会主教会はこれを承認し、マキムの後任の北東京
地方部主教（北東京伝道主教）にはチャールズ・シュライヴァー・ライフス
ナイダー補佐主教を選出。そして、その 11 月 7 日は、マキム最後の離日の
日でもあった（記事№ 110、111）。ホノルルに赴いたマキムはそれから半年
後の 1936 年 4 月 4 日に同地で永眠した。
　この訃報を伝えた SM 誌 1936 年 5 月号は、マキムの永年の日本での働き
を讃える米国聖公会全国協議会伝道部門総主事ウッドとペリー総裁主教とラ
イフスナイダー日本聖公会北東京地方部主教（米国聖公会北東京伝道主教）
の追悼文を載録し（記事№ 113）、日本では同年 4 月 17 日に東京聖三一教会
で 500 人近い人が参集し追悼式をおこなった（記事№ 115）。全国協議会外
国伝道部門でも、同年秋にニューヨーク聖トマス教会でマキムの追悼式を予
定していることが伝えられた（記事№ 117）。
　翌 1937 年は日本聖公会組織成立 50 周年記念の年であった。10 年前

（1927 年）の 40 周年記念のときには簡潔に報じられていた SM 誌の記事
（記事№ 21、30）は、50 周年記念のときは世界各国からの参列者が多数集
い、祝典も盛大におこなわれたこともあり、記事の数やそれに割かれた頁数
も増幅した（記事№ 123、124、125、126、128）。この 2 年前の 1935 年に
は『スピリット・オブ・ミッションズ』も刊行 100 周年を迎え、米国聖公
会主教会は祝辞を送っていた（記事№ 110）。いずれも、周年記念の祝賀
ムードに包まれていたように感じられるが、この時期日本は 15 年戦争（ア
ジア・太平洋戦争）のただなかにあった。日本聖公会組織成立 50 周年の
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1937 年は日中戦争開戦の年であり、SM 誌が終刊（1940 年以降は『フォー
ス』Forth と改名）を迎えた 1939（昭和 14）年は第二次世界大戦が始まっ
た年であり、日本でもこの年宗教団体法が成立し、日本の教会や学校は戦時
国家によるキリスト教界への外圧に対峙しなければならない時期を迎えよう
としていたのである。
� （立教大学立教学院史資料センター員）
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No. Year Month Documents pp

1 1925 1 Meeting of the National Council. 53-54

2 1925 3 Brief Items of Interest From the Field. 174-175

3 1925 3 Brief Items of Interest From the Field. 174-175

4 1925 4 Progress of Japan Reconstruction; Summary of 
What Is Being Done in Tokyo and the Efforts Made 
to Complete the Fund by Dioceses in This Country. 

197-199

5 1925 4 Progress of the Kingdom: Japan Reconstruction. 238-239

6 1925 4 Meeting of the National Council February 11-12, 
1925.

242-243

7 1925 4 Across the Secretaryʼs Desk. 244

8 1925 5 Brief Items of Interest From the Field. 303

9 1925 5 The National Council. 309-310

10 1925 6 Bishop Motoda Will Visit the Convention; The 
Gathering in New Orleans to Be Unique in Some of 
Its Aspects ― A Distinguished Visitor From the 
Orient.

393-394

11 1925 8 A Macedonian Cry From Japan; American 
Missionaries in Convention Assembled Petition 
General Convention for Continued Support.

480-481

12 1925 9 Holy Trinity Cathedral, Tokyo, Eagerly Awaits Its 
New Building; Congregations Must Stand to Pray 
― No Room to Kneel.

549

13 1925 10 Across the Secretaryʼs Desk. 653-654

14 1925 11 Progress of the Kingdom Missions at General 
Convention.

716

15 1925 12 Across the Secretaryʼs Desk. 783

16 1926 1 John W. Wood, D.C.L.; General Convention Honors a 
Leading Layman of the Church ― Recognition of 
Twenty-five Yearsʼ Devoted and Able Service.

44-45

17 1926 1 Across the Secretaryʼs Desk. 61

18 1926 3 James McDonald Gardiner ― Missionary, Educator, 
Architect; The First Head of St. Paulʼs College 
Lived to See It a Great University ― The Churchʼs 
Mission in Japan Loses a Steadfast Friend.

193

CONTENTS OF DOCUMENTS on the St. Paul’s School
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No. Year Month Documents pp

19 1926 9 Brief Items of Interest. 587

20 1927 2 Who Will Take Advantage of This Opportunity ? 80

21 1927 5 Dr. Wood Endorses National Church Mission in 
Japan.

276

22 1927 7 Notes from Japan. 430

23 1927 7 Brief Items of Interest. 433

24 1927 10 Distinguished Japanese Scholar Here. 624

25 1927 12 Brief Items of Interest. 757

26 1928 1 The Right Rev. John McKim, D. D.; Senior Bishop of 
the Church in Japan and President of the Synod of 
the Nippon Sei Ko Kwai (Holy Catholic Church in 
Japan).

44

27 1928 1 Brief Items of Interest. 45

28 1928 1 Brief Items of Interest. 46

29 1928 5 Pioneer Japanese Bishop Passes Away; The Right 
Rev. Joseph S. Motoda, D. D., first national Bishop in 
the Nippon Sei Ko Kwai, dies suddenly in the midst 
of arduous labors.

300

30 1928 6 Brief Items of Interest. 401

31 1928 6 Meeting of the National Council. April 25-26, 1928. 403-405

32 1928 7 The Last Days of Bishop Motoda; A journey taken 
to pay a tribute of respect to the memory of one of 
our pioneer American missionaries overtaxes his 
waning strenght.

452-453

33 1928 7 Missions and Church Extension; John W. Wood, 
D.C.L., Executive Secretary.

479

34 1928 8 The Church in Japan Has a New Bishop; The Rev. 
Peter Yonetaro Matsui will be the second Japanese 
Bishop of Tokyo, succeeding the Right Rev. Joseph 
S. Motoda, D. D.

520

35 1928 8 Brotherhood of St. Andrew in Japan; A flourishing 
chapter of twenty-five students and teachers has 
been organized by Mr. Paul Rusch in St. Paulʼs 
University, Tokyo.

542

36 1928 8 Brief Items of Interest. 544

37 1928 10 Consecration of the Japanese Bishop of Tokyo. 664
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No. Year Month Documents pp

38 1929 4 Progress in the Diocese of Tokyo; The Bishop of 
Tokyo, addressing his clergy and lay delegates at 
the sixth diocesan Synod, in November, 1928, 
outlines their problems.

226-227

39 1929 12 Brotherhood of St. Andrew. 822

40 1930 1 Japanese Appreciation of St. Paulʼs University. 18

41 1930 2 Missions and Church Extension. 126

42 1930 7 Jottings from Near and Far. 483

43 1930 7 Brotherhood of St. Andrew. 503

44 1930 8 Across the Secretaryʼs Desk. 551

45 1930 11 Newcomers in the Mission Field Abroad. 758

46 1930 11 Brotherhood of St. Andrew. 787

47 1931 1 Notable Career in Slums of Tokyo Ends; The Rev. 
Yoshimichi Sugiura who died last November spent 
his life in ministering to the outcasts and other 
neglected folk of Tokyo.

47

48 1931 2 Japan Sends First Brotherhood Scholar; Completion 
of fund for first Japanese Scholarship enables Mr. 
Ogawa, St. Paulʼs University graduate, to undertake 
studies in America.

99-100

49 1931 2 Japan Honors St. Paulʼs School Teachers; Fortieth 
anniversary of Imperial Rescript on Education is 
made the occasion for recognizing meritorious 
work, especially in education.

110

50 1931 2 Across the Secretaryʼs Desk. 115

51 1931 3 Christianity is a Part of Modern Japan; Upon the 
foundations of Anglican missionary endeavor has 
risen a native Japanese Church, Sei Ko Kwai, a 
mighty factor in the Empireʼs life.

155-159

52 1931 5 Jottings from Near and Far. 346

53 1931 7 Historic Bonds of Sino-Japanese Churches; In 
address to Chinese Synod, Bishop of Tokyo stresses 
need for continued coöperation in the upbuilding of 
Christʼs Kingdom in Asia.

467-468

54 1931 7 Brotherhood of St. Andrew. 500

55 1931 9 Brotherhood of St. Andrew. 634-635
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56 1931 10 Pioneering for Christ Jesus in Japan; After more 
than fifty yearsʼ continuous Christian service in the 
Far East, Bishop McKim recalls hardships and 
rewards of our early work.

673-677

57 1931 10 Brotherhood of St. Andrew. 713

58 1931 11 Pioneering for Christ Jesus in Japan; The Missionary 
became Bishop as conditions in Japan made possible 
a more aggressive evangelism. Foundations of a 
national Church laid.

741-748

59 1931 11 Brotherhood of St. Andrew. 795-796

60 1931 12 Brotherhood of St. Andrew. 866

61 1932 1 Brotherhood of St. Andrew. 72

62 1932 2 Brotherhood of St. Andrew. 131

63 1932 3 An Emergency Message from the President of the 
National Council.

172-173

64 1932 4 Determined to Carry On. 214

65 1932 4 St. Paulʼs Tokyo, Observed Double Anniversary. 215

66 1932 4 Jottings from Near and Far. 257

67 1932 4 Across the Secretaryʼs Desk. 265

68 1932 4 Brotherhood of St. Andrew. 279

69 1932 5 Across the Secretaryʼs Desk. 325

70 1932 5 Brotherhood of St. Andrew. 339

71 1932 6 Brotherhood of St. Andrew. 412

72 1932 7 Bishop McKim Looks at His Diocese; Throughout 
North Tokyo there is an increasing knowledge and 
appreciation of the Church as the Household of God 
and the Body of Christ.

453-454

73 1932 7 Jottings from Near and Far. 455

74 1932 7 Across the Secretaryʼs Desk. 462

75 1932 8 The National Council. 525

76 1932 8 Across the Secretaryʼs Desk. 528-529

77 1932 10 Jottings from Near and Far. 648

78 1932 11 A Message from the National Council to the People 
of the Church.

704-705
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79 1932 12 Across the Secretaryʼs Desk. 781

80 1932 12 Brotherhood of St. Andrew. 796

81 1933 1 National Council Studies Mission Problems; Looking 
beyond todayʼs distressing situation necessitating 
budget reductions, provision is made for a vigorous 
evaluation of our task.

5-7

82 1933 1 Brotherhood of St. Andrew. 61

83 1933 2 Japanese Soldier Fights for Christ; Former military 
instructor in St. Paulʼs Middle School and his wife 
maintain village for many of Tokyoʼs poor and 
distressed men and women.

83-84

84 1933 2 Jottings from Near and Far. 105

85 1933 3 Council Maintains Missionary Integrity. 137

86 1933 3 The Presiding Bishop Says Farewell; Bishop Perry 
writes hopefully to the Bishops of the Church as he 
leaves to study missionary problems in the Orient.

139

87 1933 3 Across the Secretaryʼs Desk. 178

88 1933 5 The National Council. 305

89 1933 6 Builders of the Kingdom for Forty Years; 
Anniversary on June 14 of consecrations of Bishops 
Graves and McKim recall years of consistent and 
constructive service in Orient.

327-331

90 1933 7 Japanese Emperor Receives Bishop Perry; As 
descendant of Commodore Perry, Presiding Bishopʼs 
visit to Japan arouses great popular interest. St. 
Paulʼs University visited.

374-375

91 1933 8 “A Great Door and Effectual is Opened”; On 
invitation of the Bishop of New York, Bishop Perry 
makes formal statement, after three months in 
Orient, in New York Cathedral.

419-423

92 1933 8 Opening of Japan Recalled at Kurigahama; 
Descendants of participants in historic event 
exchange greetings. Bishop Perry stresses 
continuance of friendly relations then begun.

453-454

93 1933 8 Nippon Seikokwai Honors Bishop McKim; The 
whole Anglican Communion joins in special Tokyo 
observance, on June 14, of the fortieth anniversary 
of Japanʼs senior bishop.

459-460
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94 1933 9 Some Recent Statistics of Nippon Sei Kokwai. 499

95 1933 11 Our Church in the Orient; In statement to National 
Council, Bishop Perry shares impressions of three 
monthsʼ observation. Suggestions of future policies. 

579-587

96 1933 11 Meeting of the National Council, Oct. 11-12. Legacy 
Provides New Buildings.

609-612

97 1934 1 Across the Secretaryʼs Desk. 52-53

98 1934 4 Across the Secretaryʼs Desk. 201

99 1934 8 Bishop McKim Resigns as Bishop of North Tokyo. 373

100 1934 9 Missionary Facts from Many Lands. 404

101 1934 9 Eminent Missionary Doctor Dies in Tokyo; Sudden 
passing away of Dr. Teusler closes notable Christian 
career in Orient. Bishop Binsted to have temporary 
oversight of St. Lukeʼs.

405-408

102 1934 12 Missionary Facts from Many Lands. 564

103 1934 12 The National Council Between Conventions. 597

104 1935 1 From Village Teacher to Christian Bishop; Quest 
for meaning of heaven led Yasutaro Naide to listen 
to Christian teaching; first step in progress to 
leadership in Japanese Church.

27-33

105 1935 3 A Message to the Church. 104

106 1935 6 Japanese Students Lack Religious Contacts. 258

107 1935 9 Rikkyo Daigaku Builds Christian Men; St. Paulʼs 
University, Tokyo, has trained eighty per cent of 
Japanese clergy and has growing influence on the 
Churchʼs lay leaders.

394

108 1935 9 Dean Kan Represents Japan at World Conferences. 399

109 1935 12 A Great Missionary Leader Retires; Bishop McKim, 
during fifty-six yearsʼ  service for Christ in Japan, 
was a dominant factor in the development of Nippon 
Sei Ko Kwai.

531-532

110 1935 12 Bishops Hold Annual Session in Houston. House 
elects new leaders to succeed the Bishops of North 
Tokyo and Liberia, resigned, and translates Bishop 
Bartlett to Idaho.

543
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111 1936 1 North Tokyo Makes Plans for Independence. Bishop 
McKim closes long missionary career with 
characteristic acts ― ordinations and gift to 
endowment fund. Council records gratitude.

13-14

112 1936 2 Leadership in the Church Overseas. 53-56

113 1936 5 John McKim: Ambassador for Christ; Farseeing 
Missionary for more than half a century in Japan, 
who last autumn resigned his episcopate, passed 
away on April 4 in Honolulu.

197-199

114 1936 5 Alumni Rally to Support of St. Paulʼs Tokyo. 224

115 1936 6 Missionary Facts from Many Lands. 244

116 1936 6 Japanese B.S.A Leads Many to Baptism; In five 
years since its organization on a national scale, 
Brotherhood has established fifty chapters in 
Nippon Sei Ko Kwaiʼs ten dioceses.

255-258

117 1936 6 The National Council. What Happened to Crisis ?. 
Bishop McKim.

280

118 1936 7 Missionary Facts from Many Lands. 292

119 1936 8 Missionary Facts from Many Lands. 340

120 1937 1 Across the Secretaryʼs Desk. 53

121 1937 2 Missionary Facts from Many Lands. 67

122 1937 2 Missionary Facts from Many Lands. 68

123 1937 7 Japanese Church Has Semi-Centennial. 307-309

124 1937 7 Opportunity Faces Church in Japan Today; 
American Bishops and other missionaries appraise 
the present Christian situation and voice their 
hopes for advance in days ahead.

310-316

125 1937 7 Fifty Years of Nippon Sei Ko Kwai; Church in Japan 
reviews progress of the Gospel since first missionary 
began his work in 1859 and looks forward to full 
self-support.

317-320

126 1937 7 Sanctuary; Nippon Sei Ko Kwai. 334

127 1937 9 Brotherhood of St. Andrew. 462-463

128 1937 10 Japanese Church Thanks Church in America. 474
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129 1937 11 Missionary Spirit Permeates Convention; Unified 
determination to support and advance the Churchʼs 
Mission marks Cincinnati gathering. Bishop Tucker 
named Presiding Bishop.

519-521

130 1938 2 The Sanctuary. It must be terribly difficult to be a 
missionary in Japan this year. ― A Letter from 
China.

76

131 1938 10 Read a Book ― Former missionary in Japan, the 
Rev. A.W. Cooke, recommends Bishop Tuckerʼs 
recently published Hale Lectures on Church in 
Japan as of particular significance.

367-368

132 1938 10 The National Council. The U.T.O. and the Churchʼs 
Mission.

425

133 1938 11 The Missionary Reporter Writes:. 462

134 1938 12 Japanʼs Typhoon Damaged Missions Need Help. 500

135 1939 1 Across the Foreign Secretaryʼs Desk. 40

136 1939 6 The Japanese Brotherhood of St. Andrew. 31

137 1939 8 Presiding Bishopʼs Day. Nation-wide Broadcast Set. 22

138 1939 9 Largest Migration in History This Month; 65.000 
Young Episcopalians Among 1.250.000 to Enter 
College This Autumn.

18-20

139 1939 10 Nationwide Broadcast by Presiding Bishop, Nov. 5; 
Important Declaration is Expected from Church 
Head.

13

140 1939 10 Young Americans Turn to Church in Japan; Quit 
Business to Join University Staff.

19

141 1939 11 “Church Cannot Die in Japan” . . . says Bishop 
as it Flourishes There: In Face of War And 
Misunderstanding, Japanese Church Carries on 
Varied Program of Activities.

20-21
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1  1925 年 1 月号　全国協議会会議。53-54 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  3

2  1925 年 3 月号　任地からの興味深い短信。174-175 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

3  1925 年 3 月号　任地からの興味深い短信。174-175 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  6

4  1925 年 4 月号　日本復興の進展。いま東京で行われていること、そ.

して日本の教区による基金を完成するためになされている努力の.

概要。197-199 頁。. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  11

5  1925 年 4 月号　神の国の進展。日本の復興。238-239 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . .  16

6  1925 年 4 月号　全国協議会会議、1925 年 2 月 11 日‒12 日。.

242-243 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  20

7  1925 年 4 月号　主事のデスクから。244 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  20

8  1925 年 5 月号　任地からの興味深い短信。303 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  22

9  1925 年 5 月号　全国協議会。309-310 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  25

10 1925 年 6 月号　元田主教が米国聖公会総会に出席。ニューオリンズ.

の集会は幾つかの点でユニークなものとなる。東洋からの著名な.

訪問者。393-394 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  28

11 1925 年 8 月号　日本からマケドニアの叫び。アメリカ人宣教師が会.

議を招集して米国聖公会総会に支援継続を請願する。.

480-481 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  32

12 1925 年 9 月号　聖三一教会は新しい建物を待ちわびている。跪くス.

ペースがないため会衆は立っていなければならない。549 頁。.. . . . . . .  34

13 1925 年 10 月号　主事のデスクから。653-654 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  37

14 1925 年 11 月号　神の国の進展。米国聖公会総会でのミッション。.

716 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  39

15 1925 年 12 月号　主事のデスクから。783 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  41

16 1926 年 1 月号　ジョン・W・ウッド民法学博士。米国聖公会総会は.

聖公会の指導的な信徒に栄誉を授ける―25 年間の献身的で有能.

な奉仕を評価。44-45 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  44
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17 1926 年 1 月号　主事のデスクから。61 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  48

18 1926 年 3 月号　ジェームズ・マクドナルド・ガーディナー―宣教師、.

教育者、建築家。立教学校の初代校長は立派な大学を見るまで生.

きた―日本の聖公会のミッションは誠実な友人を失う。193 頁。.. . . . .  51

19 1926 年 9 月号　興味深い短信。587 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  54

20 1927 年 2 月号　このチャンスを生かすのは誰か？　80 頁。.. . . . . . . . . . . . . . .  56

21 1927 年 5 月号　ウッド博士は日本における現地聖公会の伝道を支.

援する。276 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  58

22 1927 年 7 月号　日本からのノート。430 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  60

23 1927 年 7 月号　興味深い短信。433 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  62

24 1927 年 10 月号　卓越した日本人学者が訪米。624 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  64

25 1927 年 12 月号　興味深い短信。757 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  66

26 1928 年 1 月号　神学博士ジョン・マキム主教。日本聖公会の最長老.

主教および日本聖公会総会議長。44 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  70
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28 1928 年 1 月号　興味深い短信。46 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  71

29 1928 年 5 月号　日本人主教のパイオニア逝く。日本聖公会の最初の.

主教である神学博士ヨセフ元田〔作之進〕師が困難な仕事のさな.

かに急逝。300 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  74

30 1928 年 6 月号　興味深い短信。401 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  77

31 1928 年 6 月号　全国協議会会議。1928 年 4 月 25‒26 日。.

403-405 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  81

32 1928 年 7 月号　元田主教の最後の日々。アメリカ人宣教師のパイオ.

ニアの一人に弔辞を述べるために出かけたことが、弱った体に過.

大な負担をかけた。452-453 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  85

33 1928 年 7 月号　伝道・教会拡張部門。総主事ジョン・W・ウッド民.

法学博士。479 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  89

34 1928 年 8 月号　日本聖公会に新しい主教誕生。神学博士ヨセフ元田.
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35 1928 年 8 月号　日本の聖徒アンデレ同胞会。立教大学のポール・.

ラッシュ氏によって 25 人の学生と教師からなる活発な支部が結.
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54 1931 年 7 月号　聖徒アンデレ同胞会。500 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  153

55 1931 年 9 月号　聖徒アンデレ同胞会。634-635 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  156

56 1931 年 10 月号　日本におけるイエス・キリストのための先駆け。.

極東において 50 年以上にわたって続けてきたキリスト教の奉仕.

を振り返り、マキム主教が聖公会の初期の事業の困難とその報い.

を語る。673-677 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  164

57 1931 年 10 月号　聖徒アンデレ同胞会。713 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  172

58 1931 年 11 月号　日本におけるイエス・キリストのための先駆け。.

日本の状況がより積極的な福音伝道を可能にしたため宣教師が主.

教になった。自国聖公会の基礎が敷かれる。741-748 頁。.. . . . . . . . . . . . .  182

59 1931 年 11 月号　聖徒アンデレ同胞会。795-796 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  195

60 1931 年 12 月号　聖徒アンデレ同胞会。866 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  198

61 1932 年 1 月号　聖徒アンデレ同胞会。72 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  200

62 1932 年 2 月号　聖徒アンデレ同胞会。131 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  202

63 1932 年 3 月号　全国協議会議長からの緊急メッセージ。.

172-173 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  206

64 1932 年 4 月号　続行への決意。214 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  210

65 1932 年 4 月号　立教学院が二重の記念日を祝う。215 頁。.. . . . . . . . . . . . . . .  210

66 1932 年 4 月号　各地からのニュース。257 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  212

67 1932 年 4 月号　主事のデスクから。265 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  214

68 1932 年 4 月号　聖徒アンデレ同胞会。279 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  216

69 1932 年 5 月号　主事のデスクから。325 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  218

70 1932 年 5 月号　聖徒アンデレ同胞会。339 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  220

71 1932 年 6 月号　聖徒アンデレ同胞会。412 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  222



柱

－（92）－

72 1932 年 7 月号　マキム主教、彼の教区について語る。北東京を通じ.

て高まる、神とキリストの身体の住み処としての聖公会に対する.

理解と敬意。453-454 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  226

73 1932 年 7 月号　各地からのニュース。455 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  227

74 1932 年 7 月号　主事のデスクから。462 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  229

75 1932 年 8 月号　全国協議会。525 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  232

76 1932 年 8 月号　主事のデスクから。528-529 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  235

77 1932 年 10 月号　各地からのニュース。648 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  237

78 1932 年 11 月号　全国協議会から聖公会会員へのメッセージ。.

704-705 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  240

79 1932 年 12 月号　主事のデスクから。781 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  244

80 1932 年 12 月号　聖徒アンデレ同胞会。796 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  246

81 1933 年 1 月号　全国協議会がミッション問題について研究。予算の.

削減を必要とする今日の窮状の先を見て、私たちの任務を積極的.

に評価するための規定を設ける。5-7 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  250

82 1933 年 1 月号　聖徒アンデレ同胞会。61 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  255

83 1933 年 2 月号　日本兵、キリストのために戦う。立教中学校の元配.

属将校と妻が、東京の多くの困窮者のために村を運営している。.

83-84 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  258

84 1933 年 2 月号　各地からのニュース。105 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  262

85 1933 年 3 月号　協議会はミッションの完全性を維持する。.

137 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  264

86 1933 年 3 月号　総裁主教、送別の言葉を語る。ペリー主教は東洋に.

おける伝道問題の調査に出発するに当り、聖公会の主教に希望を.

持って語る。139 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  267

87 1933 年 3 月号　主事のデスクから。178 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  270

88 1933 年 5 月号　全国協議会。305 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  272



柱

－（93）－

89 1933 年 6 月号　40 年にわたる王国の建設者たち。〔1933 年〕6 月 14.

日に催されるグレイヴズ主教とマキム主教の周年祝賀会は、東洋.

における一貫した建設的な奉仕の歳月を思い出させる。.

327-331 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  278

90 1933 年 7 月号　日本の天皇がペリー主教を迎える。ペリー提督の子.

孫であるペリー〔米国聖公会〕総裁主教の訪日は、多くの国民の.

関心を呼び起こした。立教大学訪問。374-375 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  286

91 1933 年 8 月号　「有力な働きの門がわたしのために大きく開かれて.

いる」。3 か月の東洋視察を終えたペリー主教がニューヨーク主教.

の招きに応じてニューヨーク大聖堂で公式声明を出す。.

419-423 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  294

92 1933 年 8 月号　久里浜で回想される日本の開国。歴史的事件の主役.

の子孫が会見する。ペリー主教はそのときから長い友好関係が始.

まったと強調。453-454 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  303

93 1933 年 8 月号　日本聖公会はマキム主教の栄誉を讃える。6月14日.

東京で開催された日本の先任主教の按手 40 周年記念式典に全ア.

ングリカン・コミュニオンが参列。459-460 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  310

94 1933 年 9 月号　日本聖公会の最近の幾つかの統計。499 頁。.. . . . . . . . . . .  314

95 1933 年 11 月号　東洋の聖公会。ペリー主教は全国協議会に宛てた.

声明で、3 か月の視察で得た印象を語った。今後の方針に関する.

提案。579-587 頁。. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  324

96 1933 年 11 月号　全国協議会会議、10 月 11/12 日。609-612 頁。.. . . . . .  332

97 1934 年 1 月号　主事のデスクから。52-53 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  335

98 1934 年 4 月号　主事のデスクから。201 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  337

99 1934 年 8 月号　マキム主教が北東京主教を退任。373 頁。.. . . . . . . . . . . . . . .  339

100 1934 年 9 月号　各国からのミッション情報。404 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  345

101 1934 年 9 月号　卓越した宣教医が東京で死去。トイスラー博士の.

突然の死によって、東洋の著名なキリスト教徒のキャリアが幕を.

閉じた。ビンステッド主教が暫定的に聖路加病院の監督に当たる。.

405-408 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  345



柱

－（94）－

102 1934 年 12 月号　各国からのミッション情報。564 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . .  347

103 1934 年 12 月号　会議の間の全国協議会。597 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  349

104 1935 年 1 月号　村の教師から主教に。天の意味への問い掛けが名.

出保太郎をキリスト教の教えに耳を傾けさせた。それが日本聖公.

会におけるリーダーシップに進む第一歩だった。27-33 頁。.. . . . . . . . .  357

105 1935 年 3 月号　聖公会へのメッセージ。104 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  367

106 1935 年 6 月号　日本の学生は宗教的な接触がない。258 頁。. . . . . . . . . .  370

107 1935 年 9 月号　立教大学はキリスト教徒を作る。立教大学は日本.

人聖職者の 80 パーセントを訓練し、聖公会の信徒指導者に対す.

る影響を増している。394 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  372

108 1935 年 9 月号　菅予科長が世界会議で日本を代表。399 頁。. . . . . . . . . .  375

109 1935 年 12 月号　偉大な宣教師の指導者が引退する。日本で 56 年.

間にわたりキリストに奉仕したマキム主教は、日本聖公会の発展.

における主要な要因であった。531-532 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  379

110 1935 年 12 月号　主教がヒューストンで年次会合を開く。主教会は.

北東京とリベリアの退任した主教の後任指導者を選出し、バート.

レット主教をアイダホに転任させる。543 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  383

111 1936 年 1 月号　北東京は独立を計画する。マキム主教は、按手と.

寄付基金の贈与という特徴的な行為をもって、長いキャリアに幕.

を閉じた。協議会は感謝を記録する。13-14 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  387

112 1936 年 2 月号　海外の聖公会におけるリーダーシップ。.

53-56 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  394

113 1936 年 5 月号　ジョン・マキム：キリストの大使。日本で半世紀.

以上奉仕した先見の明ある宣教師が、昨秋主教職を退任し、4 月.

4 日ホノルルで他界した。197-199 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  399

114 1936 年 5 月号　立教学院を支援するための同窓生集会。224 頁。.. . .  404

115 1936 年 6 月号　各地のミッション情報。244 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  406

116 1936 年 6 月号　日本聖徒アンデレ同胞会は多数を洗礼に導く。同.

胞会が全国規模で創設されて 5 年間で、日本聖公会の 10 の教区.

に 50 の支部を設立した。255-258 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  411



柱

－（95）－

117 1936 年 6 月号　全国協議会。危機に際して。マキム主教。.

280 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  418

118 1936 年 7 月号　各地のミッション情報。292 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  420

119 1936 年 8 月号　各地のミッション情報。340 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  422

120 1937 年 1 月号　主事のデスクから。53 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  424

121 1937 年 2 月号　各地のミッション情報。67 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  427

122 1937 年 2 月号　各地のミッション情報。68 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  427

123 1937 年 7 月号　日本聖公会の半世紀の歴史。307-309 頁。.. . . . . . . . . . . . . .  443

124 1937 年 7 月号　今日の日本聖公会は機会に直面している。アメリ.

カ人主教とその他の宣教師は現在のキリスト教の状況を評価して、.

今後の前進に対する希望を表明する。310-316 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  447

125 1937 年 7 月号　日本聖公会の 50 年。日本聖公会は 1859 年に最初.

の宣教師が事業を開始して以来の福音の進展を振り返り、完全に.

自給できる日を待ち望んでいる。317-320 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  457

126 1937 年 7 月号　聖域。日本聖公会。334 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  465

127 1937 年 9 月号　聖徒アンデレ同胞会。462-463 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  469

128 1937 年 10 月号　日本聖公会が米国聖公会に感謝。474 頁。.. . . . . . . . . . .  471

129 1937 年 11 月号　伝道精神が米国聖公会総会に浸透する。聖公会の.

ミッションを支援および推進することへの一致した決意が〔米国.

聖公会〕シンシナティ総会を際立たせた。タッカー主教が総裁主.

教に任命される。519-521 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  475

130 1938 年 2 月号　聖域。「今年日本で宣教師であることは恐ろしく困.

難であるに違いない」―中国からの手紙。76 頁。. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  478

131 1938 年 10 月号　本を読め―元日本宣教師の A・W・クック師は、.

タッカー主教の最近出版された『日本聖公会に関するヘイル講演.

集』を特に重要な読み物として推薦する。367-368 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . .  482

132 1938 年 10 月号　全国協議会。一致感謝献金と聖公会のミッション。.

425 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  487

133 1938 年 11 月号　伝道レポーターの報告。462 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  490



柱

－（96）－

134 1938 年 12 月号　日本の台風の被害を受けたミッションが助けを求.

める。500 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  492

135 1939 年 1 月号　主事のデスクから。40 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  495

136 1939 年 6 月号　聖徒アンデレ同胞会。31 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  497

137 1939 年 8 月号　総裁主教の日。全国放送の計画。22 頁。.. . . . . . . . . . . . . . .  499

138 1939 年 9 月号　今月、史上最大の移住が起こる。今秋 1,250,000人.

のうち 65,000 人の聖公会員が大学に入学する。18-20 頁。.. . . . . . . . . . . .  503

139 1939 年 10 月号　11 月 5 日米国聖公会総裁主教の全国放送。聖公.

会本部からの重要な宣言が予想される。13 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  505

140 1939 年 10 月号　若いアメリカ人が日本聖公会に移る。ビジネスを.

やめて大学教員になる。19 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  507

141 1939 年 11 月号　“日本で聖公会が死ぬことはあり得ない” なぜなら.

聖公会は繁栄しているからと主教は言う。戦争と誤解に直面しな.

がら日本聖公会はさまざまな活動プログラムを実施している。.

20-21 頁。.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  510
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１　1925/1  Meeting of the National Council.



－2－
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１	 1925年 1月号　全国協議会会議。53-54 頁。
	 訳出　54頁左下 28行目～左下 5行目まで。

　日本の救済のための基金に関する報告によると、1924 年 11 月 1 日現在、
緊急援助基金の口座には 531,397.51 ドルの入金がある。日本復興基金の口座
の入金は、1924 年 12 月 1 日現在 425,545.66 ドルである。これにはまだ支払
われていない確約 257,162 ドル、フィラデルフィアの都市キャンペーンで集
めた 250,000 ドル以上、ハリマン女史から受け取ったばかりの立教学院関係
の建設のための寄付金 40,000 ドル、そしてトイスラー博士に復興事業で自
由に使えるように友人から贈られた 5,000 ドルは含まれていない。
　トイスラー博士は会議に出席し、ウッド博士と共に協議会メンバーに日本
の状況について詳しい情報を伝えた。
�

注記：1924 年 3 月に逝去した米国聖公会遣日女性教育宣教師レーラ・ ブール
（Miss Leila Bull）の記念基金を募る運動が、大阪教区主教名出保太郎の指導のも
と日本の聖公会関係者によって展開されている（SM 誌 1925 年 1 月号、48 頁）。
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２　1925/3  Brief Items of Interest From the Field.
３　1925/3  Brief Items of Interest From the Field.
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２	 1925年 3月号　任地からの興味深い短信。174-175頁。
	 訳出　175頁左下 14行目～左最後の行まで。

　オルバニーのオールドハム主教は、数か月前『チャーチマン』に公理に関
する一連の記事を寄稿した。これらの記事は、日本の聖公会の聖公会出版社
の事務局長である博士 I・H・コレル師の注意を引くところとなった。師は
日本人信徒とその質問に明確な教えを与える上で、それらは貴重であると認
識した。記事はオールドハム主教の許可を得て日本語に翻訳され、小冊子と
して印刷された。広く読まれることが期待される。
�
３	 1925年 3月号　任地からの興味深い短信。174-175頁。
	 訳出　175頁右下 4行目～右最後の行まで。

　日本の東京教区の元田主教（注 1）は、最近中国にいる日本人信徒の教会
のために同国を訪問した。
�

注記：SM 誌 1925 年 2 月号には、米国聖公会女性伝道補助会の遣日女性教育宣教
師メアリー・E・ラニング（Miss Mary E. Laning）が急逝したとの連絡が京都か
ら届いたという記事が掲載されている（109 頁）。1908 年に来日したメアリーは、
大阪聖バルナバ病院創立者の宣教医ヘンリー・ラニングの姪。

（注 1）ヨセフ元田作之進。
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４　1925/4  Progress of Japan Reconstruction; Summary of What Is Being 
Done in Tokyo and the Efforts Made to Complete the Fund by Dioceses 
in This Country.
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４	 1925 年 4月号　日本復興の進展。いま東京で行われていること、そし
て日本の教区による基金を完成するためになされている努力の概要。
197-199頁。

	 訳出　197頁 1行目～199頁上段〔全文〕。

ジョン・W・ウッド民法学博士
伝道部門総主事

　日本の復興！　この短い言葉は、現在の窮状と、これまでに達成されたも
のと、そして今後作り上げていかねばならないものをいかによく表している
ことでしょうか。
　私たちが復興計画のために行った最初の統一された努力の結果は、およそ
650,000 ドルの寄付と確約を生み出しました。
　1924 年 10 月にペンシルヴェニア教区は、その慎重な計画の精神を見事に
発揮して全教区キャンペーンを実施し、計約 250,000 ドルの寄付と確約を得
ました。
　ニューヨークの一人の友人は立教中学校の教室建設のために 40,000 ドル
を、この目的のために必要な他の残額 110,000 ドルが拠出されることを条件
に約束しました。同じ人物は聖路加病院の基金のために 5,000 ドル寄付しま
した。
　ミドルウェストの別の友人は、新しい立教高等女学校でいつか建設される
ことが期待されている礼拝堂の祭壇と内陣の家具のために 200 ドル送って
くれました。
　ニューヨーク教区の女性伝道補助会は東京の三一教会のために、元ニュー
ヨーク支部長エリザベス・レイ・デラフィールド嬢の記念として、総額
50,000 ドルのうち既に約 15,000 ドルを確保しました。
　これ以外にも、既になされた確約に加えて、教会や個人からさまざまな額
の寄付金が折に触れて送られてきます。
　したがって最初の 1,000,000 ドルは見えてきたと自信をもって言うことが
できます。これは幸先の明るいスタートです。確保しなければならない額は
1,500,000 ドルを残すだけとなりました。この額は〔1925 年〕6 月 1 日まで、
あるいはもっと早い時期に著しく減るでしょう。
　主教会の 103 人のメンバーは 1924 年 10 月の会議でマキム主教にメッセー
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ジを送り、復興計画を完成させるために最大の努力を尽くす意志を伝えまし
た。その結果、ペンジルヴェニアで効果が実証されたやり方に倣って、教区
キャンペーンが現在メリーランド、ワシントン、ニュージャージーで行われ
ています。これら 3 教区は復興基金に 300,000 ドル全額を追加することが期
待されています。
　ニューヨーク主教は公の会議や私的なミーティングで、近い将来ニュー
ヨーク教区は、日本の聖公会の事業を再構築するために既に果たしたことに
加えて、さらに別の努力をすることを約束しました。
　米国における私たちの事業は以上の通りです。日本では何がなされたで
しょうか？
　日本国政府は極めて寛大にも私たちの学校の設備を援助するために 35,000
ドルを貸与し、聖路加病院には 75,000 ドル拠出しました。
　東京の諸教会の信徒は、本人は家も仕事も失ったにもかかわらず、自分た
ちの教会を再興するために最善を尽くしました。援助は日本の他の諸教区か
らも届きました。実際、東洋の全聖公会が努力を分かち合いました。という
のは中国とフィリピンの宣教師のみならず、その現地人教会も直接マキム主
教に献金を送ったからです。
　新しい東京三一教会を使うことになる英語を話す会衆は、日本の会衆と共
に既に 5,000 ドル以上寄付しましたが、引き続き基金のために活動していま
す。
　実際の復興事業はかなり進んでいます。
　立教大学の被害にあった建物は、礼拝堂を除いて修理が行われ、現在使わ
れています。
　次の 3 か所の重要な土地が購入されました。
　1．築地の旧敷地から西に 15 マイルの所に、立教高等女学校のための新
しい敷地約 11 エーカー。これは立教女学校の新校舎のための場所を提供す
るだけでなく、男女の小学校も建てられ、それによって私たちの幼稚園とそ
の上の学校の間の深刻なギャップを埋めることになります。購入した土地

（一括購入しなければなりませんでした）の一部はあとで売却されるため、
このうえなく有利な土地の費用は、最終的におよそ 50,000 ドルとなる予定
です。新しい建物が 75,000 ドルで建てられました。これらは立教高等女学
校が必要とするすべてのスペースを供給するには程遠いですが、同校が 1 年
以上使ってきた仮設校舎に比べれば著しい改善であるため、誰もが喜び幸せ
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です。
　2．立教中学校のための新しい敷地が大学の近くに購入されました。これ
は 2 つの機関の事業をより密接に関連付けることを可能にし、双方にとって
有利で経済的であることが明らかとなるはずです。
　3．皇室公邸の一つである青山御所の真向かい、2 本の重要な幹線道路が
交差する場所に、新しい三一教会のためのすばらしい敷地が購入されまし
た。東京中見回しても、これ以上満足できる立地は確保できなかったでしょ
う。現在、教会牧師である多川さん（注 1）の住居が建てられています。そ
の次に建てられるのは記念教会であると期待されています。それからアメリ
カ人会衆の教会牧師で、聖路加病院のチャプレンとミッションの会計責任者
を務める N・S・ビンステッド師のための住居が建てられます。さらにその
後に簡素な信徒会館が立ちます。これで新しい施設は完成します。
　現在東京で建設中の恒久的な教会は神愛教会だけです。それは東京で最も
貧しい地区の一つにあり、ここで P・K・後藤師（注 2）が長年にわたり果
敢に仕事してきました。
　三一教会と立教中学校の校舎のための資金が確保されたら、日本復興委員
会は聖路加病院のアメリカ人看護婦と医師がちゃんと住める建物を保証する
ために懸命に努力したいと考えています。彼らは 2 度の冬をテントで過ごし
ました。彼らに 3 度目の冬も耐えるようお願いするのは筋が通りません。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�立教大学の教室棟。この写真は昨年 8 月にアメリカ人建築家のウィリアム・

ウィルソン氏によって撮影された。氏は 1923 年 9 月に大震災で破壊された東
京の建物の再建を監督している。

（注 1）多川幾造。
（注 2）後藤粂吉。
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５　1925/4  Progress of the Kingdom: Japan Reconstruction.
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５	 1925年 4月号　神の国の進展。日本の復興。238-239頁。
	 訳出　238頁右 9行目～239頁左 8行目まで。

　本号で日本とその問題に重点を置くことは、1923 年の秋の劇的な日々を
強く思い出させる。当時、私たちは東京における聖公会の事業を見舞った悲
劇について毎月詳しく報告した。聖公会の偉大なミッションの責任を忠実に
果たしている本誌のすべての読者は、再建基金の完成に向けた進展に関する
ウッド博士の概要を読んで嬉しく思うことであろう。
　聖公会全体の努力は必要とされる総額を生み出すことはできなかったが、
心の底から満足できる大義がある。それというのも教区が相次いでこの任務
と向き合って、特別の呼びかけによって額を増やすことに貢献して、この運
動がさらに有意義な広がりを見せた結果、日本のための計画全体が実現する
ことを疑う理由はない、と思われるまでに至ったからである。
　写真も教会と学校の再建の進捗状況を示すことによって、この良き大義を
助けている。立教高等女学校は女性伝道補助会の財政援助を得るという幸運
に恵まれた。キャンペーンに対する関心は着実に高まり、古い金や銀、その
他多くの貴重品が溶かされ、あるいは神聖な慈善バザーに出されて、再建基
金のために何千ドルも生み出したのである。
　またもや写真が大義を助けている。私たちは学校が置かれている仮設の家
屋を見せることができ、寄宿舎の開いた窓から美しい敷地が広がっているの
を示すことができる。
　地区の忠誠として、ニューヨーク教区の女性伝道補助会は、聖三一教会の
建設に当てることになっているデラフィールド記念基金の完成に向けて成果
を上げている。
　実際、私たちの被災した事業のあらゆる局面で急速な復旧が約束されて、
未来は明るく見える。
　唯一必要なのは、ペンシルヴェニア、メリーランド、ワシントン、ニュー
ジャージー、そして女性伝道補助会が東京の窮状に見た奉仕の機会を、他の
地区にも同じように見てもらうということである。
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６　1925/4  Meeting of the National Council February 11-12, 1925.
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７　1925/4  Across the Secretaryʼs Desk.
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６	 1925年 4月号　全国協議会会議、1925年 2月 11日‒12日。242-243頁。
	 訳出　243頁左 3行目～右 6行目まで。

　日本建設委員会は、東京の立教中学校のための校舎を総額 176,000 ドル以
下で直ちに建設すること、および同じく東京にある青山御所の向かい側の新
しい敷地に日本風の牧師館を総額5,000ドル以下で建設することを承認した。
　次回協議会は〔1925 年〕5 月 13 日に開催する。
�
７	 1925年 4月号　主事のデスクから。244頁。
	 訳出　244頁右下 17行目～右最後の行まで。

　他の人が神の仕事のために払う犠牲の模範によって、なんとしばしば謙虚
にさせられることだろう。ある日、ボルチモアに住む 17 歳の若者は、教会
牧師が日本の聖公会の窮状と、メリーランド教区がそれに応えるために行っ
ている努力について語るのを聞いた。それからしばらくして若者は教会牧師
のところに行き、自分は多くの金を出せないので、一番貴重な持ち物を寄付
することを決心したと言った。それは祖父の形見の高価な時計だった。若者
はそれを売って、売上を日本復興基金に加えてもらいたいと主張した。神
よ、この若者の理想主義に感謝します！　偉大な大義のために進んで犠牲を
払う若者の姿勢に！

ジョン・W・ウッド



－21－

８　1925/5  Brief Items of Interest From the Field.
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８	 1925年 5月号　任地からの興味深い短信。303頁。
	 訳出　303頁右下 29行目～右最後の行まで。

　日本のマキム主教が、米国上院の最近の動きについて、いかなる悪い結果
も懸念していないことを知って、安心に思う。彼は次のように言う。「移住
を制限する卑劣な除外条項は、日本におけるアメリカ人宣教師の仕事に極め
て深刻な影響を及ぼすという懸念が、日本でもアメリカでも多く表明されま
した。しかし私はその兆候を見ていません。種々の在日米国宣教団のメン
バーからも聞いたことがありません。洗礼と堅信の数は、他の年と比べて増
えています。聖公会の礼拝に参列する数は例年より多く、問い合わせの数は
昨年より増加していることが報告されています。私は米国聖公会の支援を受
けている三つの伝道区を回りましたが、全行程を通して日本人の無作法な言
動に遭遇したことがありません。私は他の国民ならば敵意に満ちた示威行動
を招くことがほぼ間違いない状況下で、彼らが見せた自己抑制と品格に強い
感銘を受けました。」
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９　1925/5  The National Council.



－24－



－25－

９	 1925年 5月号　全国協議会。309-310頁。
	 訳出　309頁右下 16行目～310頁左 30行目まで。

　メリーランドはその日本復興キャンペーンにおいて既に驚くべき記録を達
成したが、なおも強力に進めている。博士アボット師は 3 月末に報告を書い
て、次のように述べた。「資金は各教会から見事に集まり、今週末には
95,000 ドルないし 100,000 ドルに達するだろう。昨日すべての教会で行った
金と銀による献金は大成功であった。教区会館は非常に素晴らしい品々で文
字通り溢れかえっている。私たちのご婦人たちは今週と来週にかけてこれら
すべての品物を仕分けする。販売は復活祭の月曜日と火曜日に行われる予定
である。人々はこのコレクションの情念に圧倒されたため、金銭による寄付
も鼓舞された。金と銀による献金を始めるのが早すぎたと思っていた人たち
でさえ、口をそろえて称賛している。彼らはこれがキャンペーンの良い刺激
になったと感じている。私は復活祭の次の日曜日までにおよそ 120,000 ドル
集めることができると正直に言おう。というのも私たちの数多くの教会が、
この大義のために復活祭の献金を捧げているからである。それから全額を調
べれば、私たちの目的を完成させるために必要なものを、何らかの方法で得
るであろう。」
　以下は、メリーランドがみずから課した任務である。

立教中学校の校舎	�  20,000.00 ドル
教会堂（聖ヨハネ教会）� 35,000.00 ドル
立教高等女学校の寄宿舎（50 人収容）� 15,000.00 ドル
ライフスナイダー主教のための土地および住居� 20,000.00 ドル
聖路加病院の病棟（10 床）� 20,000.00 ドル
アメリカ人看護婦と女医の住居� 15,000.00 ドル
三一教会の日本人牧師の住居（土地購入済み）� 5,000.00 ドル
その他� 20,000.00 ドル

　　　　　　　
　計� 150,000.00 ドル
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10　1925/6  Bishop Motoda Will Visit the Convention; The Gathering in 
New Orleans to Be Unique in Some of Its Aspects ― A Distinguished 
Visitor From the Orient.
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10	 1925 年 6月号　元田主教が米国聖公会総会に出席。ニューオリンズの
集会は幾つかの点でユニークなものとなる。東洋からの著名な訪問者。
393-394頁。

	 訳出　393頁 1行目～394頁上段〔全文〕。

　来たる〔1925 年〕10 月、米国聖公会総会の開会礼拝が行われるニューオ
リンズはオーデュボン公園の美しい並木道を主教の長い行列が進むとき、注
目すべき人物は日本聖公会東京主教の神学博士ヨセフ・元田〔作之進〕師で
ある。元田師は教育分野の権威として、8 月にスウェーデンで開かれるキリ
スト教徒会議に招待されている。この国の彼の友人たちは、彼が日本に帰国
する途上でニューオリンズに立ち寄ることができるように便宜を図った。東
洋の現地人教会の主教が合衆国の総会を訪ねるのはこれが初めてである。
　この主教職の新しいメンバーは、長年私たちの日本ミッションにおいて傑
出した人物の 1 人であり続けた。元田師は少年のとき東京の立教学院（現在
の立教大学）に入学した。卒業後、この国に来てケニヨン・カレッジに入学
した。それからペンシルヴェニア大学、フィラデルフィア神学校と進み、い
ずれも優秀な成績で卒業した。1896 年に故ウィテカー主教によって按手さ
れ、日本に帰国して立教大学の学長になった。
　元田〔作之進〕主教は日本の教育分野で高く評価されている権威の 1 人で
ある。立教学院における業績は多くの注目を集め、3 年前日本の文部省は彼
を合衆国に派遣して、教育者会議に代表として出席させた。同国人に常に真
実を植え付けようと努めたために、彼らの間で影響力を持った。その真実と
は、彼自身の言葉を用いれば「教育の後ろには精神的な力、すなわち宗教が
なければならない」ということである。彼が 1923 年 12 月に主教として按
手されたことは、日本におけるキリスト教の歴史に新しい時代を画した。
　上に述べたように、米国聖公会の歴史で初めて総会の開会礼拝が野外で行
われる。ごく普通の聖堂でもこの礼拝に参列する群衆を収容できるように
なってから何年にもなるが、総会の手配を任されたニューオリンズ委員会
は、礼拝をオーデュボン公園のオークの木の下で行ったらどうかという楽し
い案を思いついたのである。
　広さおよそ 250 エーカーのオーデュボン公園は市の西南部、テューレー
ン大学のキャンパスとミシシッピ川に囲まれた美しい場所にある。そこはか
つてグラニュー糖の製造に初めて成功したエティエンヌ・ドゥ・ボレの砂糖
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農場で、現在は州立砂糖試験所がある。1884 年にはこの公園で綿花 100 周
年博覧会が開催された。博覧会の建物で唯一現存しているのは園芸館で、美
しい熱帯植物が展示されている。
　公園委員会の好意と管理責任者ニール氏の積極的な協力により、総会の歴
史において画期的となる礼拝の準備は完璧に進められた。参列者のために数
千脚の椅子が用意され、礼拝を執り行う人々の声が地の果てまで届くように
多数のアンプが設置される。ニューオリンズの天気予報官が委員会に保証し
たところによれば、これまで 10 月 7 日ににわか雨などが降った記録はほと
んどなく、蚊も開会日までには最後の 1 匹が避寒地に移っているという。し
かしながら万が一気象局の記録が破られたときに備えて、総会の議事が行わ
れるアテナウム神殿を使えるようにしておく。
�

注記：（写真解説の訳文）
・神学博士ヨセフ・元田作之進主教。日本人最初の東京〔教区〕主教。
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11　1925/8  A Macedonian Cry From Japan; American Missionaries in 
Convention Assembled Petition General Convention for Continued Support.
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11	 1925 年 8月号　日本からマケドニアの叫び。アメリカ人宣教師が会議
を招集して米国聖公会総会に支援継続を請願する。480-481頁。

	 訳出　480頁枠内〔全文〕。

　日本にいる私たちのアメリカ人スタッフは補強を訴えている。数週間前に
3〔伝道〕教区すべてのアメリカ人宣教師が全員京都に集まり、実績と必要
性と可能性について慎重に検討した。それはここ数年間でアメリカ人教役者
の最も重要な集会であった。
　事実を詳細に分析した後、会議は〔1925 年〕10 月に開催される米国聖公
会総会に対して提出する以下の請願を全会一致で採択した。

　決議：この会議の意見として、日本で聖公会の事業を成功裡に遂行するこ
とは、福音伝道の最初の時期にそうしたように、公会全体を挙げての情熱的
な支援にかかっており、引き続き外国人教役者と資金を供給することによっ
て実現される。
　それゆえ、日本における米国聖公会の全宣教師は本国の聖公会に対し、こ
の帝国が神の国でキリスト教徒としての完全な市民権を獲得するのを助ける
ために、司祭、女性教役者、医療従事者、教師、および物資を送ることに対
する初期の情熱を決して弱めないことを、主教会およ聖職信徒代議員会を通
して来たるべき総会において請願する。私たちは、真の精神的リーダーシッ
プは、それがどこから来ようと日本の聖公会によって歓迎されることを知っ
ており、日本の聖公会は米国と英国の母教会がこのリーダーシップに引き続
き貢献することを望んでいると確信している。
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12　1925/9  Holy Trinity Cathedral, Tokyo, Eagerly Awaits Its New Building; 
Congregations Must Stand to Pray ― No Room to Kneel.
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12	 1925年9月号　聖三一教会は新しい建物を待ちわびている。跪くスペー
スがないため会衆は立っていなければならない。549頁。

	 訳出　549頁下段〔全文〕。

東京に朗報（注 1）
　ニューヨーク教区の女性伝道補助会の委員会の働きにより、その他贈答品
での補い分もあり、米国聖公会全国協議会の日本建設委員会が、必要な計画
が整い次第、新しい聖三一大聖堂を建設することを承認した。

　東京の築地地区にあった聖三一教会は、長年にわたり日本人とアメリカ人
の会衆が共同で使用し、異なる時間帯にそれぞれの言葉で礼拝を行ってき
た。具体的に言うと、日曜日の 6 回の礼拝のほか、平日は立教学院と立教高
等女学校の学生のために毎日少なくとも 2 回行われた。しかし 1923 年 9 月
1 日の地震と火災のために教会は完全な廃墟と化した。それ以来、日米の会
衆はマキム主教の仮設住居に隣接した小さい礼拝堂で礼拝している。
　日米双方の会衆は日本復興の努力の成果を待ちわびており、新しい聖堂の
建設がまもなく開始するという言葉を期待している。その一方で彼らは新し
い教会の建設基金 50,000 ドルの相当部分を分担するべく最善を尽くしてい
る。
　アメリカ人会衆を担当する教役者N・S・ビンステッド師は復活祭の日に、
この小礼拝堂はひどく混み合い、礼拝中に跪くことはほとんど不可能だっ
た、と報告した。ビンステッド氏は続けて次のように書いている。「大変混
雑していたにもかかわらず、私たちは正装した聖歌隊を持ち、前大使ウォー
レン氏の 3 人の息子からもらった行列用十字架を初めて使用しました。
　建設基金に指定された献金の額は 2,228.67 円に達しました。これは聖公会
の歴史で最大の献金だと思います。それは会衆の側に自分たちの教会を持ち
たいという強い願いがあることを示していると思います。それはまた近い将
来に会衆はチャプレンに給料を全額支払うことができるようになるという予
言でもあります。」
�

（注 1）原文枠内の訳文。
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13　1925/10  Across the Secretaryʼs Desk.
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13	 1925年 10月号　主事のデスクから。653-654頁。
	 訳出　653頁右下 13行目～654頁左 14行目まで。

　教区の刊行物で私が毎回楽しみにしているものの一つは、『チャーチ・イ
ン・ジャパン』の名で知られる季刊誌である。もちろんこれは英語で刊行さ
れている。さもなければ、私が日本にいる友人の活動の証としてこの雑誌に
どんなに興味があったとしても、多くの啓発を受けることはないだろう。毎
号進展に関するメッセージが届き、『スピリット・オブ・ミッションズ』な
どの雑誌にはなじまない内密な詳細を伝えてくれる。それこそは、日本にお
ける神の国の成長ぶりを、月を追って知りたいと思う人のためのものであ
る。
　マキム主教と、この小さい季刊誌の発行に財務上の責任がある彼の同僚た
ちは、帳尻を合わせるのに懸命である。彼らは年 50 セント前払いで、より
多くの定期購読者を必要としている。とりわけ必要としているのは、収入と
支出のギャップを埋め合わせる一助となるわずかばかりの年額である。
　私の友人で編集主幹のチャールズ・H・エヴァンズ師は、年 150 ドルあれ
ば雑誌のほとんどすべてを賄えると書き送ってきた。雑誌を見てみたいとい
う友人がいたら喜んで私の分をお貸しする。また年 50 セントで定期購読予
約を受け付け、転送もしよう。
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14　1925/11  Progress of the Kingdom Missions at General Convention.
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14	 1925年11月号　神の国の進展。米国聖公会総会でのミッション。716頁。
	 訳出　716頁右下 15行目～右下 2行目まで。

　東京の元田〔作之進〕主教、京都平安女学校の博士早川師（注 1）、そし
て中華聖公会の伝道局総主事 P・L・ツェン師が出席して演説したことによ
り、聖公会の伝道事業の現実と成果が生き生きと伝えられた。
　こうして伝道の精神と目的、銘記された進歩を伝えるとともに、これから
の日々になされるべきさらに偉大な事柄を約束したニューオリンズの米国聖
公会総会を感謝して振り返る。

ジョン・W・ウッド
�

（注 1）早川喜四郎。
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15　1925/12  Across the Secretaryʼs Desk.
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15	 1925年 12月号　主事のデスクから。783頁。
	 訳出　783頁右 10行目～右下 11行目まで。

　久々に届いた極めて印象深い文書の一つは、『日本の回想』である。これ
は日本の聖公会と機関および住居を再建するために、テネシーの聖公会会員
の協力を求める任務を引き受けたテネシー教区の委員会の手で発行されたも
のである。
　テネシー教区長のジョージ・H・パットン氏の報告によると、同教区は復
興基金の全分担額を速やかに用意し、多くの教会と宣教団は委託された額の
100 パーセント以上寄付した。この本は、日本復興基金に 10 ドル以上寄付
した個人と団体の印象深いリストを載せている。
　この本の 2 部は羊皮紙に印刷され、革製本され出版されたが、その 1 部は
駐日アメリカ大使を通じて日本の天皇陛下に贈呈される。もう 1 部は米国聖
公会全国協議会総理のゲイラー主教に贈られる。
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16　1926/1  John W. Wood, D.C.L.; General Convention Honors a Leading 
Layman of the Church ― Recognition of Twenty-five Yearsʼ Devoted 
and Able Service.
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16	 1926 年 1月号　ジョン・W・ウッド民法学博士。米国聖公会総会は聖
公会の指導的な信徒に栄誉を授ける―25 年間の献身的で有能な奉仕を
評価。44-45 頁。

	 訳出　44頁～45頁〔全文〕。

　1899 年 12 月、米国聖公会内外伝道協会―全国協議会の前身―の会議に
おいて、副議長・オルバニーのドーン主教は、総主事および交信主事として
新しく選出された博士〔A・S・〕ロイド師（現主教）とジョン・W・ウッ
ド氏を紹介した。このとき出席した伝道局の全メンバーのうち、いまなお聖
公会の正規機関で現役を務めているのは、コネティカットの名誉信徒である
バートン・マンスフィールド民法学博士と、伝道部門総主事兼外国主事代理
であるジョン・W・ウッド博士の 2 人だけである。
　ウッド博士は聖公会の全国伝道組織で 25 年間を全うした。他のいかなる
信徒にも例を見ないこのような記録が総会で評価されるのは当然のことであ
り、聖公会がウッド博士に負っている恩義を評価する決議が、彼の長年の友
人でその聖公会に対する奉仕を受け取る窓口であったバートン・マンス
フィールド博士の手で、信徒代議員会に提出されることになったのは特別相
応しいことであった。熱狂的に歓迎されて全会一致で採択された決議文は、
次のとおりである。 
　ジョン・ウィルソン・ウッド民法学博士は四半世紀にわたり聖公会の伝道
の大義に奉仕して、多大な個人的犠牲を払いながらも、聖公会の老若男女に
最大限の満足感をもたらした。よって、西暦 1925 年にニューオリンズで開
催される米国聖公会総会がウッド博士に対し、その功業の誠実な評価と、
25 年間の奉仕を通して聖公会の伝道事業を促進した真面目で献身的な姿勢
に対する深甚な感謝を表明することに主教会が賛成するよう決議する。我々
は、彼が聖公会に対する功業を続けて、愛と献身をもって主に奉仕するすべ
ての者に与えられる豊かな報いを享受することを願い祈る。
　いうまでもなく主教会は賛成し、〔1925 年〕12 月 9 日にニューヨークで
開催された全国協議会の会議において、この決議の、美しく彩飾され両代議
員会幹部によって署名されたコピーが、スタイアーズ主教によって博士ウッ
ド師に贈られた。その際にスタイアーズ主教自身も次のように敬意を表し
た。「この決議が聖職信徒代議員会に提出されたとき、それは満場一致で採
択されたにとどまりませんでした。明らかに代議員会の誰もがこの決議に賛
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成して一言述べたいと思ったために、直ちに採択することができなかったの
です。議場はしばらく真の熱狂に包まれました。そこにあったのは国中から
寄せられた深い愛情そのものの表現にほかならず、過去に対しては深い感謝
と、将来に対しては神への敬虔な祈りの限りない印でした。感謝とは将来の
恵みに対する期待であると皮肉っぽく言った人がいます。私たちは聖公会
と、本会で遂行されているようなその事業が、今後何年間も伝道部門の献身
的なリーダーシップに恵まれることを期待して祈ります。それは私の見ると
ころ、現在考えられる他の誰よりも傑出して、信徒の聖職性を体現している
人物によるものです。それゆえ私は、この場において決議のコピーを授与で
きることを大変名誉に思います。」
　25 年前、若い主事に与えられた任務の一つは『スピリット・オブ・ミッ
ションズ』の編集だった。この雑誌は一夜にして変革された。いろいろな編
集者が出入りしたが、伝道者のメッセージを表現する方法を際立たせるほと
んどすべての特徴は、このときウッド博士によって始められたものである。
この雑誌の強烈な特徴ともなっている写真の重視も彼が始めた。伝道の進展
を毎月記録することを意図した「神の国の進展」が導入された。実際、それ
以来編集者は、主として雑誌を、ジョン・ウィルソン・ウッドによって即座
に打ち立てられた水準を維持することに懸命に努めてきたのである。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�ジョン・ウィルソン・ウッド民法学博士。米国聖公会全国協議会伝道部門の

総主事兼外国主事代理。
・�米国聖公会内外伝道局役員、1900 年 1 月 1 日。着席（左）：総主事の神学博士

アーサー・S・ロイド師、（右）主事補のジョシュア・キンバー師。立席（左
から右へ）：ジョン・W・ウッド交信主事、ジョージ・C・トーマス財務委員、
E・ウォルター・ロバーツ財務委員補佐。

　SM 誌 1926 年 1 月号（26 頁）の宣教師出航情報によると、東京教区主教ヨセ
フ元田作之進は、1925 年 11 月 23 日に蒸気船「プレジデント・マッキンリー」号
でシアトルから出航。北東京伝道教区補佐主教 C・S・ライフスナイダー主教夫
妻は、米国聖公会総会後、1925 年 12 月 12 日に蒸気船「プレジデント・リンカー
ン」号でサンフランシスコから出航。遣日宣教師シャーリー・ホール・ニコルズ

（Shirley Hall Nichols）は 1926 年 4 月 13 日に京都聖三一教会で米国聖公会京都伝
道教区主教（＝日本聖公会京都地方部主教）に按手予定。按手者は北東京地方部
主教ジョン・マキム（米国）、九州地方部主教アーサー・リー（英国）、中部地方
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部主教ヒーバー・ジェイムズ・ハミルトン（カナダ）。SM 誌 1926 年 6 月号にニ
コルズの主教按手の記事が写真付き（5 点）で掲載されている（383-386 頁）。
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17　1926/1  Across the Secretaryʼs Desk.
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17	 1926年 1月号　主事のデスクから。61頁。
	 訳出　61頁左 1行目～左下8行目まで。

　ある日、東京の財務委員から封書が届いた。日本宣教師の注文が詰まった
封筒が、ニューヨークの財務委員のもとに送られてきたのである。それは彼
らの給料から指示された額を差し引いて、米国聖公会全国協議会の負債を弁
済するための基金に加えてほしいというものだった。宣教師の給料と言え
ば、良くてまともな生活を送るのにかろうじて足りる額であり、実際そうす
るのにも足りない場合もあるのだが、彼らはそのなかから10ドル、15ドル、
20 ドルの寄付をしたのである。この国の聖公会のあらゆる受聖餐者が同程
度の寄付をしたならば、赤字は 15 回以上埋め合わされるだろうと考えるの
を禁じ得ない。痛々しいほど乏しい収入しかない宣教師たちにできること
が、それ以外の者にどうしてできないことがあろうか？
　日本からは合衆国の聖公会が伝道事業を遂行するのを助けるために、最近
3 件の献金も寄せられた。1 つは東京の神田にあるキリスト教会からのもの
である。この教会は 1910 年に完全に自給できるようになったが、それ以来、
会衆がまだ自分の面倒も完全にみきれない最初の頃に援助を差し伸べてくれ
た米国の聖公会への感謝献金として、寄付を毎年送ってくる。
　他の献金のうちの 1 つは、立教学院の諸聖徒礼拝堂の再開の機に集められ
たものである。1923 年 9 月の地震でひどく破壊されたこの礼拝堂が、つい
に復旧したと報告できるのは、非常に喜ばしいことである。
　もう 1 つの献金は、完成したばかりの聖路加病院の礼拝堂で行われた最初
の礼拝で集められたものである。礼拝堂は病院の他のすべての建物と同様に
バラックであるが、性質において教会そのものであり、病院の献身的な伝道
生活に与える影響は非常に顕著に感じられるのである。

＊
　東京の「ジャパン・アドバタイザー」は英語で発行されている日本の有力
な新聞であり、東洋でも有力な英字新聞の 1 つに数えられる。この新聞が

〔1925 年〕11 月 3 日号で数ページ割いて立教中学校と立教大学の発展と現
在の事業を紹介し、写真もふんだんに掲載した。1 人の教員の好意により、

「ジャパン・アドバタイザー」100 部が伝道部門に送られてきた。ご覧にな
りたい方は葉書で知らせてほしい。
�
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注記：SM 誌 1926 年 2 月号（126 頁）によると、ホノルルに行っていたマキム主
教夫妻は、米国聖公会総会出席後、1926 年 1 月 9 日に蒸気船「プレジデント・
ピアース」号でサンフランシスコから帰任予定。日本人のために生涯を捧げた故
ミス・レイラ・ブールの働きについて書かれたブックレット（日本語）が発行さ
れた（2 月号、125-126 頁）。
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18　1926/3  James McDonald Gardiner ― Missionary, Educator, Architect; The First 
Head of St. Paulʼs College Lived to See It a Great University ― The Churchʼs 
Mission in Japan Loses a Steadfast Friend.
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18	 1926 年 3月号　ジェームズ・マクドナルド・ガーディナー―宣教師、
教育者、建築家。立教学校の初代校長は立派な大学を見るまで生きた
―日本の聖公会のミッションは誠実な友人を失う。193頁。

	 訳出　193頁〔全文〕。

チャールズ・H・エヴァンズ師
東京伝道教区で 31 年間にわたって伝道

　日本に来た初期の宣教師でいまも存命している人はほとんどいないが、そ
の 1 人である東京のジェームズ・マクドナルド・ガーディナー氏が 1925 年
11 月 25 日水曜日に他界した。
　ガーディナー氏は1857年5月22日にミズーリ州セントルイスで生まれた。
米国と、祖先の故郷であるスコットランド、そしてハーバード大学で学び、
日本に来る前にしばらくニューヨークの建築事務所に勤めた経験がある。
1880 年に東京に赴任することが決まった。ガーディナー氏は立教学校の校
長として、後年彼によって建てられた建築物と同様、しっかりとした基礎を
築いたことはまちがいない。
　洗練された芸術的感覚を備えたガーディナー氏は、当然のことながら次第
に建築に向かっていった。初めてミッションの建築物を設計し、それらの建
設と修繕の監督に当たったときすべての時間と全精力が奪われたため、彼は
立教学校を退任してその仕事に専念した。1908 年にミッションの現役を退
くまで、彼の建築家としての技量はほとんどもっぱらミッションのためだけ
に使われていたが、引退してからは個人で仕事を始めた。
　ガーディナー氏がその本領を教会建築で発揮したことは言うまでもない。
彼の作品である東京の教会建築物は、1923 年の火災でほとんどすべて破壊
されたが、その技量の見本は、北は青森から南は神戸まで帝国の多くの場所
に残っている。立教大学の後の建物の計画は別の手によって修正されたが、
最初の構想は彼のものであり、その発展に彼がどれほどの考察と努力を捧げ
たか知る者はほとんどいない。
　ガーディナー氏は個人で仕事をしていたにもかかわらず、死ぬまで聖公会
のミッションと緊密な関係を持ち続け、信頼され慕われるアドバイザーであ
り、最も重要な委員会のメンバーであった。ガーディナー氏はその温和で優
しい人柄と、立派な品格と、どんなことにも奉仕する姿勢により、彼を知る
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すべての者から尊敬され慕われた。
　彼の死の病はそれほど長く続かず、最後の発作が起きる日までいつもと変
らず活発であった。ガーディナー氏は長く惜しまれることだろう。そして多
くの友人にとって、親切で温和で共感に溢れる友がいなくなった後、東京は
もはや以前と同じではなくなるだろう。
�

注記：SM 誌 1926 年 7 月号には、日本帰任予定の船上で急逝した遣日宣教師アー
ヴィン・H・コレル（Irvin H. Correll）の記事が掲載されている（446 頁）。8 月
号は、それが 1926 年 6 月 22 日の蒸気船「プレジデント・モンロー」号からの電
報（訃報）であったことと、彼の略歴などを報じている（514 頁）。また 8 月号
は、新しい東京聖三一教会の建築予定地（青山御所に面している）に最初のシャ
ベルを入れる儀式を復活日の午後に行ったという、カール・E・ブランスタッド
の記事を掲載している（500 頁）。記事№ 25 参照。
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19　1926/9  Brief Items of Interest.
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19	 1926年 9月号　興味深い短信。587頁。
	 訳出　587頁左下 11行目～右 16行目まで。

　立教中学校は学生市役所を設立した。校長は市長、3 人の教師がそれぞれ
衛生部、体育部〔設備部か〕、人格部〔風紀部〕の主事である。各クラスの
代表 3 人からなる市議会がある。それぞれのクラスは学校区会を構成する
15 人によっても代表される。これら 15 人の中から 3 人が市議会に選ばれ、
市議会は学校全体で 30 人の生徒からなる。諮問委員会〔参事会か〕は市長
と同じく学校によって任命される。その他の役人は全生徒から選ばれる。監
督と管理の下、生徒は自分たちで統治し、学校市において学校の理想を実現
することを目指す。東京の文部省はこの企画に非常に興味を示し、現地の新
聞も詳しく報道した。立教学院の教育の理想が東京の学生生活にとってこれ
ほど刺激と模範になったことはかつてないと言っても過言ではない。
�

注記：ミス・C・G・ヘイウッド（C.G.Heywood）は、特別休暇後、日本に帰任す
るため、サンフランシスコを 1926 年 7 月 24 日に出航した（SM 誌 1926 年 9 月号、
590 頁）。 新任遣日聖職宣教師ノーマン・S・ ハウエル（Norman S. Howell） は
1926 年 8 月 28 日にサンフランシスコから出航。同じく新任宣教師ミス・ミルド
レッド・P・ラッセル（Mildred P. Russell）は 8 月 21 日にサンフランシスコから
出航し、9 月 6 日に東京に到着。 新任のミス・ アライア・ ビショップ（Arria 
Bishop）は 9 月 7 日にシアトルから出航、9 月 24 日に東京に到着した。新任のミ
ス・マーガレット・マイヤーズ（Margaret Myers） と女性執事 S・T・ナップ

（S.T. Knapp）は、9 月 30 日にヴァンクーヴァーから出航し、ともに 10 月 12 日
に東京に到着した（SM 誌 1926 年 10 月号、651 頁、11 月号、715 頁、12 月号、
780 頁）。マイヤーズはその後、特別休暇で 1927 年 5 月 12 日に横浜を出港し、5
月 23 日にシアトルに到着した（SM 誌 1927 年 6 月号、372 頁）。アーネスト・W・
フート（Ernest W. Foote）は休暇帰国で 1926 年 8 月 24 日にサンフランシスコに
到着した（SM 誌 1926 年 10 月号、651 頁）。
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20　1927/2  Who Will Take Advantage of This Opportunity ?
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20	 1927年 2月号　このチャンスを生かすのは誰か？　80頁。
	 訳出　80頁下段〔全文〕。

　聖公会の向こう 3 年間計画は、「進展事業」の部に日本の東京教区におけ
る土地、建物およびその他の装備のために 40,000 ドルを含んでいます。元田
主教は拡大する東京郊外で地所を確保するために、この金額が手に入り次第
使用したいと思っています。そこには堅実な中産階級の日本人が数多く暮ら
しています。キリスト教のメッセージは、彼らに対して最も効果があります。
　12 月 13 日、元田主教は私に次のように書いてきました。
　 「今日私は阿佐ヶ谷に 244 坪（約 8,800 平方フィート）の土地が売りに出
されているのを見つけました。持ち主と話をして、その土地を他の誰にも売
らず、2、3 か月私のために取っておいてもらいたいと頼みました。土地の
価格は坪（36 平方フィート）当り 50 円で、売却税を含めるとおよそ 12,500
円になるでしょう。現在の為替では金 6,200 ドルでしょう。
　覚えておられると思いますが、阿佐ヶ谷は私が始めたいと考えている最初
の郊外教会です。この金額をすぐに出せる人を見つけてもらえないでしょう
か？　私はこの土地を確保したいと強く願っています。これを見逃したら、
他に良い土地はないからです。そのうえ土地の値段も上がっています。」
　最も重要なのは、この若い日本の東京教区が効果的な事業に必要な装備を
確保するのを、合衆国の母教会が助けるべきだということです。
　元田主教は立教学院を卒業しました。それから合衆国に来てケニヨン・カ
レッジを優秀な成績で卒業した後、フィラデルフィア神学校で聖職に就く準
備をしました。
　できることならすぐ彼に「阿佐ヶ谷の土地を買え」と打電したく思います。
　誰かそれを可能にしてくれる人はいませんか？

　ジョン・W・ウッド
�

注記：SM 誌 1927 年 1 月号は、京都の開拓宣教師の 1 人であるミス・マーサ・
オールドリッチ（Miss Martha Aldrich）が 1926 年 10 月 7 日に逝去した、と報じ
た（54 頁）。SM 誌 1927 年 4 月号によると、京都地方部のミス・E・L・フート

（E. L. Foote）は休暇帰国のため 1927 年 1 月 23 日に横浜を出港し、2 月 9 日にサ
ンフランシスコに到着（245 頁）。 その後、1927 年 9 月 21 日に京都に到着した

（SM 誌 1927 年 11 月号、700 頁）。
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21　1927/5  Dr. Wood Endorses National Church Mission in Japan.
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21	 1927 年 5月号　ウッド博士は日本における現地聖公会の伝道を支援す
る。276頁。

	 訳出　276頁下段〔全文〕。

　W・H・マレー・ウォルトン師が日本聖公会の 40 周年を記念して『スピ
リット・オブ・ミッションズ』〔1927 年〕4 月号に寄せた、日本のために計
画された現地聖公会の伝道に関する記事は、この国に対する大きな関心を呼
び起こしました。1924 年に日本を訪れた折りにウォルトン氏と会い、彼が

「ジャパン・デイリー・プレス」を通して行っている遠大な事業について話
し合えたことは、私にとって大変名誉なことでした。彼は、本来なら決して
話された言葉を聞くことのない何千という人々に直接キリスト教の真実を伝
えています。ウォルトン氏が記事の中で要約している結果は、確かに注目に
値するものですが、それはこの形の事業が十分な支援を得ることができたな
ら達成できるであろうものからすれば、ほんの序の口にすぎません。この記
事を読んだ人が日本の新聞を通して、キリスト教のメッセージを広めること
を可能にするために何らかの寄付をしてくれたら、私は喜んでウォルトン氏
に転送したいと思います。また、この記事が載っている『スピリット・オ
ブ・ミッションズ』をまだ見ていない人で興味のある方には、喜んで一部お
送りします。

ジョン・W・ウッド民法学博士
伝道部門総主事

ニューヨーク州ニューヨーク 4 番街 281 番
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22　1927/7  Notes from Japan.



－60－

22	 1927年 7月号　日本からのノート。430頁。
	 訳出　430頁左下 12行目～右最後の行まで。

　1926 年の年次報告でマキム主教は、正しくも立教高等女学校の設備が不
足していることを強調している。彼は次のように述べている。「学校は十分
な建物がないために悲しむべき不利な条件下に置かれています。今使われて
いるのは 1923 年の地震の後に緊急援助基金からの資金で建てられた仮設の
構造物です。これらは鉄筋コンクリートの建物によって置き換えなければな
りません。現在の建物は小さすぎ、現在の限られた人数の生徒にも全く不十
分です。学校周辺の郊外の人口が急速に増えているので、私たちに向けられ
た需要に応えるために何かすることが重要です。私たちは本国聖公会の好意
と寛大さを頼って、ひっきりなしに数多くの重要な嘆願をしていることを承
知していますが、立教高等女学校のために、敢えてもう少しお願いします。
私たちはこれほど多くの金と銀の献金をしてくれた心の広い女性たちに深く
感謝しており、できることなら参加した一人ひとりにお礼を申し上げたい気
持ちです。」
　日本復興委員会は、少なくとも 1 年前は新しい恒久的な校舎に必要な
150,000 ドルを拠出できると期待していた。しかしあいにく情勢は日本復興
の訴えを後押しするには有利ではなかった。1 年間何もなされなかったので
ある。この件は近い将来再び取り上げられて、立教高等女学校のために対策
を講じなければならない。聖公会の女性たちの手による金と銀の献金で贈ら
れた約 100,000 ドルは輝かしいスタートであった。

＊
　日本の復興事業に関連して行われていることは、マキム主教の聖三一教会
についてのコメントが証言している。その内陣は、女性伝道補助会のニュー
ヨーク支部長ミス・デラフィールドを記念して造られるもので、まもなく完
成する。マキム主教は次のように書いている。「それは美しい耐震・耐火構
造で約 250 人収容できます。同じ設計で設備の整った信徒会館がこれに付
属します。日本人会衆のための牧師の住まいと、アメリカ人会衆のための
チャプレンの住居の基金もあります。」
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23　1927/7  Brief Items of Interest.
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23	 1927年 7月号　興味深い短信。433頁。
	 訳出　433頁左下 7行目～右 12行目まで。

　マキム主教は日本聖公会の最初の司祭田井正一師が、〔1927 年〕4 月 6 日
川越で亡くなったことを知らせた。彼は 1884 年（注 1）ウィリアムズ主教
によって按手された執事で、ヘア主教が 1891 年に訪日したおりに司祭に按
手された。田井氏は若かりし頃、日本で最も雄弁なキリスト教説教師であ
り、恐れを知らない積極的な伝道者だった。彼は最初将軍に仕える武士で
あった。キリスト教徒になったとき、家族から見放され、友人からは仲間外
れにされた。田井氏は最も温和で優しい男の 1 人であり、川越市の最も著名
で慕われた市民であった。
�

（注 1）1883 年の誤り。金井登とともに、日本聖公会最初の日本人聖職者。米国
聖公会日本ミッションが輩出した。
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24　1927/10  Distinguished Japanese Scholar Here.
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24	 1927年 10月号　卓越した日本人学者が訪米。624頁。
	 訳出　624頁下段〔全文〕。

　京都〔伝道〕教区の神学博士高松〔孝治〕師は、合衆国でジェネラル神学
校の大学院生として 1927－1928 年度に研究を行う予定である。高松博士は
京都の聖マリア教会の牧師であり、 同教区の若い聖職者の 1 人であり、既に
その広い影響力を増しつつある。彼の異例の能力は多くの機会で認められて
いる。いくつかある職位の中で特に、皇室が京都を訪問する際には公式通訳
を務める。1928年11月に京都で今上天皇の即位の儀が執り行われるときも、
同様の職務を務めることになっている。
　高松博士は新約聖書の研究が専門で、数年前日本の出版社が企画した国内
の百科事典のために新約聖書に関する記事をすべて執筆するように依頼され
た。この計画はブリタニカ百科事典に劣らない規模の作業を要求する。
　高松博士は〔1927 年〕10 月 1 日頃合衆国に到着して、ジェネラル神学校
のすぐ近くにある住居に入る予定である。見事な英語を話し、ゲイラー主教
とウッド博士が 1923 年から 1924 年にかけて来日したときも通訳した。
�

注記：K・E・ブランスタッドはシベリア経由で帰国のため、東京を 1927 年 7 月
2 日に出航し、ニューヨークに 8 月 6 日に到着した（SM 誌 1927 年 9 月号、567
頁）。マキム主教夫妻は夏休暇で帰米のため、横浜を 1927 年 7 月 7 日に出航し、
シアトルに 7 月 18 日に到着した（SM 誌 1927 年 9 月号、567 頁）。マキムはアラ
スカで 26 日間過ごし、ミッション拠点を訪問したことが報告されている（10 月
号、629-630 頁）。26 年間在日宣教師を務めたチャールズ・F・スィート（Charles 
F. Sweet）が 72 歳で逝去した（SM 誌 1927 年 10 月号、630 頁）。聖職の高松孝治
博士は米国留学のため神戸を 1927 年 9 月 19 日に出航し、サンフランシスコに 10
月 6 日に到着した（SM 誌 1927 年 11 月号、700 頁）。
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25　1927/12  Brief Items of Interest.
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25	 1927年 12月号　興味深い短信。757頁。
	 訳出　757頁右 19行目～右下 12行目まで。

　 〔1927 年〕11 月 7 日、地震で破壊された教会に代わって建てられた新し
い聖三一教会が、北東京〔地方部〕のジョン・マキム主教の司式、東京〔教
区〕の元田〔作之進〕主教と大阪〔教区〕の名出主教（注 1）の補佐で聖別
された。
　新しい教会は将来どんな地震にも耐える鉄筋コンクリートの美しい構造物
で、東京のすばらしい場所に立地している。祭壇を含む内陣は、ニューヨー
ク教区の女性伝道補助会から、元支部長ミス・エリザベス・レイ・デラ
フィールドの記念として贈られたものである。
　この件については、次号以降の『スピリット・オブ・ミッションズ』でよ
り詳しいことを報告できるものと思う。
�

（注 1）名出保太郎。
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26　1928/1  The Right Rev. John McKim, D. D.; Senior Bishop of the 
Church in Japan and President of the Synod of the Nippon Sei Ko Kwai 
(Holy Catholic Church in Japan).
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27　1928/1  Brief Items of Interest.
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28　1928/1  Brief Items of Interest.
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26	 1928 年 1月号　神学博士ジョン・マキム主教。日本聖公会の最長老主
教および日本聖公会総会議長。44頁。

	 訳出　44頁〔全文〕。

　マキム主教はマサチューセッツ州の生まれで、1879 年にナショタで神学
士の学位を取得、同じ年に司祭となり、日本の宣教師に任じられた。4 年後

（注 1）に江戸（当時東京はこう呼ばれていた）の伝道主教に按手され、以
来その際立った能力と献身をもってひたすら奉仕し続けてきた。現在は日本
聖公会の最長老主教、日本聖公会総会議長、北東京〔伝道教区〕主教、そし
て東北〔伝道教区〕管理主教である。
　1887 年に設立された日本聖公会は 10 の教区（注 2）を擁している。すな
わち、英国人教区4、米国人教区3―北東京、東北、京都―カナダ人教区1、
日本人教区 2―神学博士元田〔作之進〕師が管理する東京と神学博士名出

〔保太郎〕師が管理する大阪（注 3）。この二人の日本人主教は、マキム主教
によって育まれた聖公会の教育機関の成果である。
　日本がどれほど素晴らしい国であるか知っている人は少ないだろう。この
国はテキサス州からデラウェア州を引いた面積にほぼ等しいが、人口は大陸
である合衆国全体の 4 分の 3 をやや上回る 7,700 万人以上に達する。日本が
世界の国々の間で現在の地位を占めるに至った主な要因として、おそらく 2
つの要因が挙げられよう。すなわち、内乱がないことと、教育に力点を置い
ていることである。伝説によれば、天皇が紀元前 660 年から単一の王朝の
下で存続する一方、西側諸国の最良の教育方法を取り入れ、適齢期の子供は
ほぼ 100 パーセント学校に通う。
　神道と仏教が主要な宗教であり、数えきれないほどの神社仏閣で 20 万人
近い僧侶・神官が務めを果たしている。キリスト教会が日本の生活に及ぼし
ている影響は、その信奉者の数とは全く不釣り合いである。日本聖公会は会
員 25,000 人で、自治、自展、そして一部自給しているコンパクトな国内団
体である。立教大学は日本の指導的な教育機関の 1 つである。聖路加病院の
名声は東洋中に知れ渡っている。神学校、伝道学校、女性伝道師の訓練学校
は多くの日本人伝道者を輩出した。
　1923 年 9 月、大震災がもたらした死と破壊の知らせに世界は震撼させら
れた。マキム主教が本国の聖公会に送った最初のメッセージ「神への信仰以
外すべて失せり！」は歴史的な名言となった。その信仰は正しかったことが
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証明された。同じ年に自国民によって支持された 2 人の日本人主教が按手さ
れた。破壊された建物の一部は再建され、新しい地域本部が開設された。昨
年 9 月には地震で破壊された教会に代わって、新しい聖三一教会が聖別され
た。
　マキム主教と日本における仕事に関する詳しい情報は、『全教会計画』と

『日本に関するハンドブック』に見出すことができる。後者の 47 頁には、マ
キム主教の詳細な文献目録が載っている。いずれの本も米国聖公会全国協議
会より出版されており、ニューヨーク 4 番街 281 番の書店から購入できる。

『計画』は 50 セント前払い、『ハンドブック』は 40 セント前払いである。
�

27	 1928年 1月号　興味深い短信。45頁。
	 訳出　45頁左 1行目～左 13行目まで。

　本誌の読者への新年の挨拶は、伝道主教の 12 枚の肖像の最初の 1 枚であ
る。肖像は額縁に適した紙に印刷されて、1928 年は毎月登場する。主教は
按手された順番に紹介され、最初は日本におけるベテラン宣教師、北東京

〔伝道教区〕のマキム主教である。すべての肖像に人物とその任地に関する
簡単な概略を付ける。（マキム主教の概略は 44 頁参照）
�
28	 1928年 1月号　興味深い短信。46頁。
	 訳出　46頁左下 17行目～左最後の行まで。

　引退した日本宣教師のセオドシアス・S・ティング師は、ロードアイラン
ド州バリントンにおいて、息子のダドリー・ティング師が牧師を務める聖ヨ
ハネ牧師館で〔1927 年〕10 月 19 日に他界した。

（注 1）1879 年から 14 年後の誤り。彼が第二代日本伝道主教（東京伝道主教）に
按手されたのは 1893 年である。マキムは主教着任後、母教会に要請して「江戸
伝道主教」を「東京伝道主教」へと変更した。

（注 2）8 地方部と 2 教区。10 の教区ではない。
（注 3）8 人の外国人主教が管轄しているのが地方部。2 人の日本人主教が管轄し
ているのが教区である。日本聖公会の外国人主教が管轄する地方部は、米国聖公
会を含む外国ミッションからすると「伝道教区」である。以下、文脈に応じて

「地方部」と「伝道教区」を使い分けて訳出する。
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ティング師は 1878 年に日本宣教師に任じられ、7 年間大阪の聖テモテ学校
（注 1）で奉仕した後、1891 年から 1897 年まで立教学院の校長を務めた。
1889 年から 1895 年までは聖三一神学校で教えた。1909 年に任地から帰国
した。
　彼は『聖ルカによる福音書の新訳』を日本語で著した。
�

注記：SM 誌 1928 年 2 月号によると、J・A・ウェルボーン（J. A. Welbourn）と
家族は、ヨーロッパ経由での休暇帰国のため神戸を 1927 年 11 月 26 日に出航し
た。ジェームズ・チャペル（James Chappell）は休暇明けの帰任のためサンフラ
ンシスコから 1928 年 1 月 6 日に出航した。N・S・ビンステッド（N. S. Binsted）
は休暇帰国のため横浜を 1927 年 12 月 28 日に出航し、サンフランシスコに 1928
年 1 月 12 日に到着した（124 頁）。

（注 1）大阪の英和学舎。
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29　1928/5  Pioneer Japanese Bishop Passes Away; The Right Rev. Joseph 
S. Motoda, D. D., first national Bishop in the Nippon Sei Ko Kwai, dies 
suddenly in the midst of arduous labors.
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29	 1928 年 5月号　日本人主教のパイオニア逝く。日本聖公会の最初の主
教である神学博士ヨセフ元田〔作之進〕師が困難な仕事のさなかに急
逝。300頁。

	 訳出　300頁〔全文〕。

　 〔1928 年〕4 月 16 日、元田〔作之進〕主教が大阪の聖バルナバ病院で急
死したという電報が京都のニコルズ主教からチャーチ・ミッションズ・ハウ
ス（注 1）に届いた。彼の死は、1923 年の大震災がもたらした破壊から復
旧し始めたばかりの日本の東京教区にとって深刻な痛手となるだろう。
　ヨセフ元田作之進は立教学校の生徒のときにキリスト教徒になった（注
2）。その後合衆国に来て、ケニヨン・カレッジとペンシルヴェニア大学に入
学した。ペンシルヴェニア大学からは哲学博士の学位を授与された。さらに
フィラデルフィア神学校で学んだ後、1896 年にペンシルヴェニアのウィテ
カー主教によって按手された。それから日本に帰国し、自国民の間で伝道師
として有意義な仕事をした。彼は長年にわたり立教学院と立教中学校の校長
を務めた。主教に選出されたとき、彼は立教大学の日本人学長であった。
　元田博士は日本人の最初の主教になる前は、聖公会においても国家におい
ても教育分野で傑出していた。1923 年に日本の文部省は、彼を多数の国の
教育者が出席する会議の日本代表として合衆国に派遣した。
　1923 年、日本聖公会の総会は東京教区を創設し、元田博士はそのもって
生まれた類まれな才能と、組織化の能力と、同国人の敬愛を受ける立場によ
り、最初の主教に最もふさわしい人物と目された。同じ年の 9 月に起きた大
震災は、東京にある聖公会の財産をほとんどすべて一掃したが、彼は 12 月
27 日（注 3）に〔本郷〕聖テモテ教会で按手された。聖テモテ教会は学生の
教会として知られ、震災後東京で残った聖公会の教会のひとつである。
　復旧の任務は大変厳しいものであり、元田主教は困難な状況に敢然と立ち
向かった。彼は自分の希望と計画が達成されるのを見ることが許されなかっ
たが、日本の聖公会はその最初の主教、東京教区の初期の日々を取り巻く先
例のない困難な状況において困窮した人々を、英知と勇気をもって導いた男
の記憶を永く崇敬するだろう。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�神学博士ヨセフ元田〔作之進〕主教。東京〔教区〕主教。1928 年 4 月 16 日逝去
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SM 誌 1928 年 5 月号によると、C・S・ライフスナイダー夫人とジョン・ライフス
ナイダー（John Reifsnider）と女性執事 S・T・ナップは、1928 年 2 月 8 日に横
浜を出港し、ロサンジェルスに 2 月 26 日に到着した（337 頁）。

（注 1）ニューヨークにある米国聖公会の伝道本部。
（注 2）「立教学校の生徒のとき受洗」は誤り。元田は 1882 年に大阪の英和学舎
で宣教師 T・S・ティングから受洗している。

（注 3）12 月 7 日の誤り。
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30　1928/6  Brief Items of Interest.
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30	 1928年 6月号　興味深い短信。401頁。
	 訳出　401頁右下 28行目～右最後の行まで。

　日本聖公会は 1927 年に創立 40 周年を迎えた。1887 年に外国のミッショ
ンの 1 つが自立した自国の聖公会を組織したことは、アングリカン・コミュ
ニオンの歴史で最初の事例であった。それは信仰の驚くべき冒険であり、そ
れが正しかったことは結果が余すところなく証明した。日本聖公会が組織さ
れたときは日本人の司祭はおらず、3 人の執事がいるだけだった。受聖餐者
の総数は 500 人にも満たなかった。
　現在は日本聖公会には 2 つの教区と 8 つの伝道教区〔日本聖公会地方部〕
があり、主教は日本人が 2 人、英国人が 4 人、カナダ人が 1 人、アメリカ
人が 3 人いる。聖公会の創立 40 周年は、帝国全土の教会やミッションが
祝った。聖霊を満たすためのとりなしの特別礼拝が聖餐式と一緒に行われ、
大規模な伝道集会は日本国民の間に新たな関心を呼び起こした。
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31　1928/6  Meeting of the National Council. April 25-26, 1928.
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31	 1928年 6月号　全国協議会会議。1928年 4月 25‒26日。403-405 頁。
	 訳出　404頁右下 27行目～405頁左下 6行目まで。

日本は前進する
　訪中委員会は日本も訪れ、その結果として 1923 年の大震災で破壊された
立教高等女学校の建物に代わる新しい建物の建設を承認すべきだと推奨し
た。マキム主教は、校舎の建設と装備、講堂、音楽堂、音楽室と美術室の建
設と装備を開始し、施設全体の上水道、下水道、道路などを敷設することを
要請した。この目的のための資金の一部は手元にあり、協議会は主教の計画
を直ちに実行に移すことを承認した。
　地震の直前、聖ヨハネ教会の会衆は新しい聖堂を建てており、この企てに
おいて彼らは全国協議会から約 1,000 ドルの融資を受けた。しかし新しい教
会は破壊され、会衆の多くはこの大災難のために貧窮した。彼らはペテロ大
藤師（注 1）のリーダーシップの下で見事に回復し、協議会は聖ヨハネ教会
の復旧を助けるために融資を帳消しにしたいという意向を示した。
　同様に協議会は、東京と大阪の教区で行われているその他の事業の価値も
認識した。日本聖公会のどんな地区もこれら 2 つの日本の教区ほど急速に発
展したところはなく、日本人にとって自国民の按手主教の英知は十分証明さ
れたのである。これらの教区が設立されたとき、それぞれの教区に対して少
額の分配金が与えられ、その額は毎年自動的に減額されて最後にはなくなる
ものと理解されていた。しかし受聖餐者の数が増え、事業がこれまで教化さ
れていない地区にまで拡大していることに鑑みて、協議会は減額を向こう 3
年間延期することを全会一致で決定した。
　ウッド博士は東洋を訪れた際、東京に数時間滞在して様々な教会を訪ね、
元田主教がその教区に抱いている希望と計画を聞いた。主教が 4 月 16 日に
急逝したことは、日本の聖公会にとって深刻な打撃であった。協議会は、起
立投票によって次の議事録を採択した。

　東京主教であり日本聖公会の最初の自国主教である元田主教が他界
したことにより、聖公会全体、とりわけ日本聖公会は、高い能力と献
身と努力を示す指導者を失った。元田主教は合衆国のミッション・ス
クールで教育を受け、全力を挙げて日本人の間に神の国を築き発展さ
せることに生涯を捧げた。彼の事業は彼の後についてくるだろう。

　全国協議会はこの議事録を採択して、元田主教の死に際して深い喪失感
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と、家族および日本聖公会に対して同情を表明する。
　マキム主教は他の主教が按手されるまで東京教区を担当するよう要請され
た。
　1927 年の相続人が指名されていない遺産から京都の平安高等女学校と聖
マリア教会、東北〔伝道〕教区の秋田と盛岡に分配が行われた。
�

（注 1）大藤鋳三郎。
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32　1928/7  The Last Days of Bishop Motoda; A journey taken to pay a tribute 
of respect to the memory of one of our pioneer American missionaries 
overtaxes his waning strenght.
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32	 1928 年 7月号　元田主教の最後の日々。アメリカ人宣教師のパイオニ
アの一人に弔辞を述べるために出かけたことが、弱った体に過大な負
担をかけた。452-453頁。

	 訳出　452頁～453頁〔全文〕。

　 〔枠内〕『スピリット・オブ・ミッションズ』5 月号で、京都のニコルズ
主教から元田主教の急死を知らせる電報が届いたと報告したが、このときは
主教の病気について詳細を伝えることは全くできなかった。大阪教区の名出

〔保太郎〕主教は、古い友人でキリスト教徒の仲間によって書かれた先駆的
な日本人主教の最後の日々に関する記事を送ってくれた。
　この記事が印刷に回されようとしたとき、主教の遺体を東京に運び戻すた
めに大阪に行った二人の聖職者のうちの1人であるペテロ松井師（注1）が、
総会で東京の 2 人目の主教として選出されたという知らせが入った。

　 〔本文〕〔1928 年〕4 月 10 日に大阪基督教会で行われた故セオドシアス・
ティング師の告別式は、予想しなかったたくさんの思い出に満ちています。
ティング師の多くの友人は、東京主教のヨセフ元田〔作之進〕師に告別式で
弔辞を述べるよう頼みました。元田主教はティング氏が聖テモテ学校でキリ
ストに向かわせた最初期の一人であり、告別式が行われるのとほとんど同じ
場所で受洗したのです。元田主教は弔辞を述べる人として最も適任と思われ
ました。元田主教は大阪に夜行列車でやってきて、式の当日正午に基督教会
の牧師館に到着しました。
　しかしそのとき主教は弔辞を述べられる状態にありませんでした。汽車の
中で突然発病し、途中で死ぬのではないかと思われたのです。元田主教は目
的地に着いてかつての先生の告別式で弔辞を読む代わりに、友人の看護を受
けることを余儀なくされました。にもかかわらず主教の精神は告別式の会場
にありました。そこに集まったティング氏の友人たちに向けて弔辞が読み上
げられただけでなく、危険な体調にあることを十分承知していながら主教が
大阪にやってきて、教会の陰で病の床に伏していることを知っていた者は誰
も、彼のティング氏に対する感謝の深さを、この不運に見舞われなかった場
合に感じたであろうよりもはるかに切々と感じたのです。
　式が終わると、名出主教をはじめとする人々は元田主教の苦しみを和らげ
ることにすべての注意を向けました。主教は最近も同様の発作が起きたよう
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でした。診察に呼ばれた医師は、主教自身が考えていたように問題の根底に
は喘息があるということに同意する一方、心臓と腎臓の疾患もあると宣告し
ました。10 日は、聖バルナバ病院の看護婦 1 人が基督教会牧師館で夜通し
看病しました。11 日の朝、主教は聖バルナバ病院に移され、医師は少なく
とも東京に帰れるようになるまで数日間入院しなければならないだろと推定
しました。
　できるだけ早い回復を図るために、サウスワース医師は主教に 1 日に 2 人
以上の来客と面会することを禁じました。また医師は、主教が出したい手紙
を口述筆記させることも許しませんでした。この体制は忠実に 1 週間続けら
れました。しかし主教の状態は期待されたほど改善しませんでした。16 日
午後 2 時、元田夫人に、大阪に来るようにとの電報を送りました。この要請
がなされたのは主教の回復が懸念されたからというより、毎日面会を求める
人々に主教は自分では会えないため、妻に代わって応対してもらいたいと
思ったからです。
　その日の午後遅く、5 時半頃、主教のベルが鳴らされました。看護婦が急
いで駆け付けると、彼はひどく苦しんでいました。看護婦は他の人を呼び集
め、あらゆる手だてが尽くされました。が、わずか数分後に最期を迎えられ
ました。名出氏もすぐに呼び出されました。しかし彼が病院に着いたときに
は、友ははるかに手の届かない所に行っていました。
　直ちに東京に知らせが送られました。家族の到着を待っている間に、主教
のご遺体を東京に運ぶ準備が行われました。この準備に人手を欠くことは全
くありませんでした。主教の病気中には会うことがかなわなかった友人が数
多くやってきて、今や主教のそばで自分たちの愛と尊敬を示すためにできる
ことは何でもしたからです。元田夫人と二人の息子が 17 日の正午に到着し、
ご遺体を東京に搬送する仮の計画を承認しました。
　6 時半に簡単な告別式を聖ヨハネ孤児院の礼拝堂で行いました。それから
ご遺体を大阪駅に移し、搬送用に予約してあった客車に載せました。ちょう
ど東京教区を代表してペテロ松井〔米太郎〕師と多川〔幾造〕師の 2 人が東
京から大阪駅に到着し、ご遺体および付き添い人と一緒に帰るのに間に合い
ました。駅にはたくさんの人が詰めかけて、列車が動き出すと沈鬱な気持ち
で別れを告げました。京都駅でも地方会に集まっていた京都の多数の聖職者
と京都市の多くのキリスト教徒が、敬意を払うために待っていました。
　こうして私たちは、病気のうえ激務のさなかにもかかわらず恩師に感謝の
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気持を示すために私たちの所へやって来た主教を送り帰したのです。私たち
の心は沈んでいました。なぜなら「先生」の優しくも有能な助けを失ったか
らです。しかし主教の逝き方そのものが、彼がどこまでも死に対して忠実で
あったことをはっきりと示し、彼にとってすべて上手くいったことを私たち
は知りました。

　元田主教の追悼礼拝はロンドンのセント・マーチン・イン・ザ・フィール
ズ教会で〔1928 年〕5 月に行われ、大勢の会衆が集まった。ロンドンの日
本大使館から佐分利〔貞男〕代理大使が参列した。アメリカ人の間には国際
宣教協議会を代表するジョン・モット博士と、テネシー州の元全国協議会議
長ゲイラー主教がいた。
　式の参列者の中には宣教協議会の参事司祭デイヴィッド・ジェンクス、元
神戸主教のフォス主教、北海道主教、大阪の宣教師だったイーリーのプライ
ス主教が含まれていた。カンタベリー大主教が祈りを捧げた。―編集部
�

注記：（写真解説の訳文）
・�元田主教の最初のクリスマスの聖餐式。最初の日本人主教は 1923 年の大震災

の直後に按手された。教会は一つを除いてすべて破壊されたため、礼拝は個人
の家で行われた。

（注 1）松井米太郎。
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33　1928/7  Missions and Church Extension; John W. Wood, D.C.L., Executive 
Secretary.
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33	 1928 年 7月号　伝道・教会拡張部門。総主事ジョン・W・ウッド民法
学博士。479頁。

	 訳出　479頁左下 11行目～右 28行目まで。

　元田主教がセオドシアス・S・ティング師の告別式で説教をするために
行った大阪で惜しまれる死を迎えたことは、日本の年長の指導者の多くが彼
らの元教師に深い愛情を抱いていたことを思い起こさせます。ティング氏は
大阪の聖テモテ学校〔英和学舎〕を創設し（注 1）、そこから最終的に東京
の立教学院へと成長しました。名出主教は、東京で立教学校が開校したとき
多くの人々が日本の諺を用いて「人生七十古来稀なり」と言ったのを振り返
ります。
　ティング氏は日本で伝道するために、外国から宣教師の友人を助言者や支
援者として招いて、日本人の訓練方針に実践的な表現を与えることに抜きん
でていました。彼はかつて名出主教に、日本における教育事業はやる価値が
ある、たとえ元田博士が唯一傑出した成果であったとしても、という意見を
言いました。
　現在立教高等女学校と関係している小林氏（注 2）は、あるとき学校スト
に参加するよう勧誘されて、ティング氏に非常に心配をかけたと言いまし
た。それから彼は次のように語りました。「しかしながら私はティング氏の
面前で自分の罪を悔い改め、彼の寛大で陽気な赦しを得て、それから一層親
切にしてもらいました。」
　京都の平安女学校の早川〔喜四郎〕博士はティング氏を評して、「全精力
を日本のために費やし、日本人の若者をよく理解し、彼らを賢く指導して、
日本聖公会に多くの教役者や教育者をもたらしました。それは彼が私たちに
残した最大の遺産です。」
�

（注 1）大阪の聖テモテ学校の創立は 1872 年の C・M・ウィリアムズによる創立
にさかのぼる。1879 年来日のティングによって、その前身の男子校は、聖テモ
テ学校（英和学舎）として命名され再建された。

（注 2）小林彦五郎。
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34　1928/8  The Church in Japan Has a New Bishop; The Rev. Peter Yonetaro 
Matsui will be the second Japanese Bishop of Tokyo, succeeding the Right 
Rev. Joseph S. Motoda, D. D.
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34	 1928年8月号　日本聖公会に新しい主教誕生。神学博士ヨセフ元田〔作
之進〕師を継いで松井米太郎師が二人目の日本人の東京主教となる。
520頁。

	 訳出　520頁〔全文〕。

神学博士ジョン・マキム主教
北東京主教

　元田主教の後任を選出するために、26 人の聖職者代表と 38 人の信徒代表
からなる東京教区の教区会が聖バルナバの日に聖三一教会で私と会合を持ち
ました。多川〔幾造〕師が説教師を務めました。私は福音書と使徒書朗読者
の松井〔米太郎〕師と S・ヤマサ師の補佐により聖餐式を行いました。教区
会は事前に通常業務のために教区会館で会合を持った後、選挙のために教会
まで行進しました。最初に「ヴェニ・クレアトール」を歌い、聖霊の導きを
求めて黙祷を捧げました。
　祭壇の前の小さなテーブルの上に投票箱が置かれ、その両側に聖職者と信
徒の投票集計係が立っていました。主事が聖職者の名前を読み上げると 1 人
ずつ前に出て投票用紙を箱に入れ、祭壇に敬礼してから席に戻りました。聖
職者の投票が終わると、信徒代表の名が読み上げられ、聖職者と同様のやり
方で投票が行われました。5 回目の投票で松井米太郎師が聖職者と信徒の過
半数の票を獲得して選出されました。選挙の結果が告知されるとすぐに私は
松井氏を内陣手すりのところに呼んで、神の祝福と主教選挙に対する導きを
祈った後、彼を会衆に紹介しました。松井師は会衆に情感を込めて短い挨拶
をしました。教会法規信任状に署名した後、教区会は解散しました。日本で
は選挙結果の確認のために主教会の過半数の同意が必要です。アメリカのよ
うに常置委員会の同意は必要ありません。
　松井氏はおよそ 60 歳です。1888 年に受洗し、大阪の聖三一神学校で聖務
の教育を受けました。神学校で数年講師を務めた後、大学院生として研究す
るためにトロントのウィックリフ・カレッジに派遣されました。帰国後、東
京の聖パウロ教会の牧師として呼ばれました。かれこれ 20 数年前のことで
すが、現在もこの教会の牧師として敬愛されています。
　京都で松井氏と親しくしていたタッカー主教は、次のように言います。

「松井氏は強い信念の持ち主であり、必要なときは常に性格の強さを見せま
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した。他方、心は広く、気質は温和です。彼は判断が公平で偏らないことで
有名です。東京教区の任務がかつて英国教会伝道協会〔CMS〕、英国教会福
音宣教協会〔SPG〕と私たちのミッション〔米国聖公会〕の事業であったも
のを推進することであるならば、松井氏が彼の前途に横たわるこれらの事業
を成し遂げるのに格別適任であることは明白です。」
�

注記：（写真解説の訳文）
・�ペテロ松井米太郎主教。東京〔教区〕主教に選出。
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35　1928/8  Brotherhood of St. Andrew in Japan; A flourishing chapter of 
twenty-five students and teachers has been organized by Mr. Paul 
Rusch in St. Paulʼs University, Tokyo.
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35	 1928 年 8月号　日本の聖徒アンデレ同胞会。立教大学のポール・ラッ
シュ氏によって 25人の学生と教師からなる活発な支部が結成された。
542頁。

	 訳出　542頁〔全文〕。

ロバート・E・バンディー
立教大学講師

　立教大学は非常に急速に成長しているため、ここを通り過ぎるすべての学
生と常時キリスト教的なつながりを持つことは難しくなりました。これは特
に経済学科・商学科に言えることです。
　ポール・ラッシュ氏はこのことを知って、昨年この学部でキリスト教の事
業に強い関心のある学生を集めるために懸命な努力を払いました。こうして
現在 25 人の学生と教師からなる聖徒アンデレ同胞会の支部を設立しました
が、彼らは聖公会の事業を、特にビジネスマンの間で進めていくことに興味
があるだけでなく、意欲を燃やしています。
　毎週ラッシュ氏の自宅で行われている夕食会の席上で、1 人の学生が現代
の実業界におけるキリストの必要性について語りました。彼は同胞会を通し
て相互扶助というキリスト教の理想がもっている建設的な価値を認識するに
至り、日本の実業界のキリスト教化を助けることを人生の目的とすると宣言
しました。彼はまた、他の国でも多くの若いビジネスマンが同様の目的に専
心していると信じていると言いました。
　聖徒アンデレ同胞会の支部は、日本で聖公会の事業を遂行していくための
強力な機関になっていくように思えます。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�聖徒アンデレ同胞会の立教大学支部。水曜日午後の聖歌練習の後で。ミス・

ルース・バーンサイド（左端）とミス・マーベル・R・シェイファー（右端）
も来て歌唱を指導した。



－95－

36　1928/8  Brief Items of Interest.
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36	 1928年 8月号　興味深い短信。544頁。
	 訳出　544頁左下 11行目～右 28行目まで。

　東京にいるウッド博士の友人の 1 人が、最近次のように書き送ってきた。
「聖金曜日の 12 時から 3 時まで新しい聖三一教会に集まった群衆は、私が
これまでに日本で見た最も印象深い光景の 1 つを生み出しました。500 人を
優に超える聖公会のメンバーが教会内に押し寄せました。左側の小さい礼拝
堂は人でいっぱいになり、聖具保管室もいっぱいで、入口の廊下は玄関まで
人が溢れていました。それどころか人々は内陣の前面の床に座っていまし
た。内陣は正装した聖歌隊（全員日本人）と元田主教を長とする 12 人の聖
職者が、祭壇の周囲のスペースまで埋め尽くしました。外国人の会衆もかな
りの数がいました。
　復活祭の日には聖三一教会で礼拝が日本語で 3 回、英語で 3 回、計 6 回
行われました。出席者も実に大勢いました。日曜日に朝の礼拝で会衆席が
いっぱいにならないことはほとんどありません。新しい教会のために使われ
た資金は、ミッションが行った最良の投資の 1 つです。教区会館は日本人と
外国人双方の宗教活動のために人が群がる場所になっています。毎週日曜日
の朝は日曜学校が開催され、日本人の子供およそ 200 人の世話をします。今
は聖徒アンデレ同胞会の立教大学支部のメンバー2 人がそこで正規の先生を
しています。
　聖三一教会の内陣とその家具類は、女性伝道補助会の前ニューヨーク支部
長ミス・エリザベス・レイ・デラフィールドを記念してニューヨークの女性
たちから贈られたものです。
�

注記：SM 誌 1928 年 8 月号によると、ポール・ラッシュは 1928 年 7 月 6 日に横
浜を出港し、7 月 16 日にシアトルに到着した（549 頁）。同誌 1928 年 9 月号によ
ると、マキム主教夫妻は横浜を 1928 年 8 月 2 日に出航し、8 月 17 日にサンフラ
ンシスコに到着した（618 頁）。
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37　1928/10  Consecration of the Japanese Bishop of Tokyo.



－98－

37	 1928年 10月号　日本人の東京主教の按手。664頁。
	 訳出　664頁下段〔全文〕。

　この興味深い機会に関する記事は立教大学の H・G・スパックマンが送っ
てくれたものである。わずかに間に合わず按手団の写真を載せることができ
なかったが、9 月号に掲載された。

　ペテロ松井米太郎師の東京〔教区〕主教按手が〔1928 年〕7 月 25 日に東
京の聖三一教会で行われた。
　新しい東京主教は日本聖公会の最初の主教である故元田主教を継いで、2
人目の日本人の東京主教となる。
　松井主教は 59 歳で、1888 年に〔A・C・〕ショウ大執事から洗礼を受け
た。彼は大阪の三一神学校に入学し、その後池袋にある聖公会神学院に編入
され、後にトロントのウィックリフ・カレッジで大学院生として研究した。
初期の聖職活動は大阪地方部で、英国人の神戸主教のもとで務めた。その
後、南東京の英国系教区（注 1）にやってきた。1928 年 6 月 11 日、〔東京〕
教区会によって選出された。
　日本聖公会の最長老主教であるマキム主教が按手者を務め、九州のリー主
教と南東京のヘーズレット主教が補佐した。中部のハミルトン主教が説教者
となった。京都のニコルズ主教と北海道のウォルシュ主教が主教当選者を紹
介した。ニコルズ主教、神戸のバジル主教、大阪の名出主教、そしてウォル
シュ主教が按手を補佐した。
　香港のデュパイ主教が中華聖公会を代表して出席した。日本正教会の大主
教サージ師が聖壇に参列した。
　聖職者（人数にして 52 人）と聖歌隊は教会の敷地に建てたテントの中で
正装し、これに主教たちが加わって行進し、教会の西の扉を通って内陣と聖
壇に設けられたそれぞれの場所に行った。聖職者は日本聖公会の全教区〔と
全地方部〕の代表者からなった。教会は聖公会の信徒組織と一般社会を代表
する大勢の会衆で溢れた。
�

注記：SM 誌 1928 年 10 月号によると、新任宣教師ミス：ヘレン：ボイル（Helen 
Boyle）と、帰任する K・E・ブランスタッドは、1928 年 8 月 25 日にシアトルを
出港し、1928 年 9 月 7 日に横浜に到着した（689 頁）。SM 誌 1928 年 12 月号によ
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ると、新任宣教師ミス・コーネリア・イヴラード（Cornelia Everard）とキャサリ
ン・トレーシー（Catherine Tracy）夫人が北東京地方部に任命された（808 頁）。

（注 1）南東京地方部。
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38　1929/4  Progress in the Diocese of Tokyo; The Bishop of Tokyo, addressing 
his clergy and lay delegates at the sixth diocesan Synod, in November, 
1928, outlines their problems.
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38	 1929年 4月号　東京教区の進展。1928年 11月、第6回〔東京〕教区会
で東京主教が聖職者と信徒の代表に演説し、抱えている問題を提示し
た。226-227頁。

	 訳出　226頁 1行目～227頁右 26行目まで。

〔ペテロ〕松井米太郎主教
東京主教

　元田〔作之進〕主教の逝去により東京教区は物質的にも精神的にも容易に
回復できない深刻な打撃を被りました。私たちは偉大な遺産であるこの教区
をどうすべきでしょうか？　どのようにこれを維持し、進展させていくべき
でしょうか？　私たちはこのように問うとき、教区が神の教区であり、神ご
自身によって実行されなければならないことを知っています。それゆえどの
ような方針にも最も深い思慮が払われなければならず、聖霊への全面的な信
頼においてのみ採択されるべきです。
　明らかに私たちの目標は、この教区を完成させることでなければなりませ
ん。これはどのように実現できるのでしょうか？　私は最も重要な 5 つの要
点があると思います。
　第一に、聖霊の力が私たちの活動を支配するように、私たちの精神生活を
呼び覚ます必要があります。1900 年以上にわたって私たちに伝えられてき
た教義と聖公会の規則を厳守し、そして言うまでもなく聖公会の奉仕に敬意
を払う一方で、私たちはまたこれらの宗教的な儀式の中に深い精神的な現実
性を見出すことが必要です。すなわち私たちは主への燃える愛、そして十字
架と復活と聖霊の業に対する一途の信仰を求めます。この信仰は、美しい奉
仕を捧げることと、伝道事業に専心して聖なる人生を生きるという私たちの
使命を実現することの 2 つにおいて示されるでしょう。
　教区として私たちは喜ばしいことに良く設立され、組織されており、私たち
の教会は精神的に統一されています。教会は真の信仰を持ち、教会に対する
崇拝は敬虔です。私たちはこのことを非常に感謝していますが、これに満足
してはなりません。むしろ私たちは教区の事業が安定して順調に進展するた
めに、私たちの精神生活においてさらに豊かな祝福を受けるよう努めなけれ
ばなりません。この点はあなたがたの教会の信徒に教える際に、すべての教
役者に強調してもらいたいと思います。それゆえにまた、あなたがたの会衆の
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精神的生活を深めるために、ときどき特別の会合を開くことも有意義です。
　第二に、私は教区の教会を担当する教役者が足りないと感じています。こ
の必要は種々の理由から直ちに満たすことはできませんが、機会があれば事
態を改善できると期待しています。私自身の経験から、正規の教役者がいな
ければ教会の進展はあまり多く期待できません。現在 25 ある教会のうち 5
つの教会は牧師がおらず、そのために進展が遅れているのを見るのは残念な
ことです。この不足ができるだけ早く埋まることを願っています。
　第三に考えなければならないのは、教区の自給です。ご存知のように教区
牧会基金はいまだに定期的に英国と米国から援助を受け取っています。しか
しこのような支援は永久に続くものではありません。ある年数が過ぎればそ
れは止まりますが、教区としてはできるだけ早く辞退できるようになりたい
と思っています。しかしながら現在の進展の速度だと、外国からの支援がな
くなれば私たちは自立できません。したがって重要なのは、あなたがたの教
会の自給の重要性を説くだけでなく、この問題について教会が互いに助け合
う計画を立てることです。財務的に強い教会はより弱い教会を助ける方法に
ついて考え、そして外からの援助が止まるときに備えるのです。過去 5 年間
を見渡すと、教区は団結をして前進しました。次の 5 年間は相互扶助の精神
が発展することを期待しています。
　この考えは私たちの第四の要点につながります。それは教区の基金を完成
させる必要性です。教区を設立する前に 25,000 ドルの寄付基金を要請しま
した。現在まで 15,000 ドルは受け取っておらず、あなたがた全員にこの額
を達成すべく努力するようお願いしなければなりません。
　次に大聖堂の建設資金について考えなければなりません。既に受け取った
額は 7,500 ドルを超えています。この額の大部分は、主教邸と事務所が立っ
ている土地の購入および建物の建設に使われました。元田主教は、それが賢
明な投資だと考えたのです。なぜなら土地の価格は確実に上昇しているから
です。大聖堂の建設は、元田主教が最期まで強く願っていました。私たちは
主教の願いを受け継ぎましたので、それを実現するために最大の努力をしな
ければなりません。
　教区の完成につきましては、みなさんの注意を促したいことがもう 1 つあ
ります。25 ある教会のうち借地に建てられている教会は 7 つもあります。
そのため毎月払わなければならない借地料が費用として発生します。教会が
自分の土地を持つことができたら、どれほど楽になることでしょうか。私は
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これを実現してみたいと思っています。
　以上、私たちは不足しているものを埋めることによって教区を完成するこ
とのみを話してきました。もしそれだけが私たちの目標であるならば、私た
ちが現にあるものを維持することで満足するならば、教区は行き詰まり、時
代遅れになって前進は止まるでしょう。私たちが大東京圏に居続けることを
前提として、私たちの現在の事業がすべて完成するまで待つことなく、機会
を捉えて新鮮な地区に定着する心構えを持たなければなりません。
　次に S・サカキ師と満州に旅行することについて。満州にいる日本人の数
は約 20 万人です。このうち 10 万人がいわゆる「関東州」、すなわち大連と
旅順に住んでおり、残りの 10 万人は南満州鉄道の付近に散在しています。
これらの人々の中に日本聖公会の会員は 275 人おり、北京主教の要請によ
り私はこれらの会衆および彼らが関係する伝道事業の責任を引き受けること
になりました。奉天は教役者を真剣に求めていますが、ある程度の支援は得
られているようです。私はできればこれら奉天の聖公会員の望みに応えたい
と思い、みなさんが祈りにおいて彼らのことを思い出すようお願いします。
　4 月には東京で総会が開かれます。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�ペテロ松井米太郎主教。東京〔教区〕主教
　SM 誌 1929 年 2 月号によると、C・S・ライフスナイダー主教とミス・アリス・
ライフスナイダー（Alice Reifsnider）はサンフランシスコを 1929 年 1 月 9 日に
出航した。東北地方部の聖職宣教師 J・コール・マキム（J. Cole McKim）と家族
は、ヴァンクーヴァーを 1928 年 12 月 22 日に出航し、1929 年 1 月 4 日に東京に
到着（117 頁）。任地から引退のため J・コール・マキムと家族は 1931 年 2 月 3
日に横浜を出港し、サンフランシスコに到着した SM 誌 1931 年 3 月号、195 頁）。
聖職宣教師 A・R・マッケクニー（A. R. McKechnie）は休暇帰国のため、1929 年
3 月 19 日に横浜を出港し、4 月 3 日にサンフランシスコに到着。京都地方部主教
シャーリー・H・ニコルズと家族は 1929 年 3 月 18 日に京都に到着した（SM 誌
1929 年 5 月号、334 頁）。京都地方部の J・J・チャップマン（J. J. Chapman）は
休暇帰国のため、1929 年 5 月 7 日に横浜を出港し、5 月 20 日にヴァンクーヴァー
に到着した（SM誌1929年7月号、470頁）。チャールズ・H・エヴァンズ（Charles 
H. Evans）夫妻は休暇が明けヨーロッパ経由での帰任のため、1929 年 8 月 9 日に
ニューヨークを出航した（SM 誌 1929 年 9 月号、605 頁、10 月号、668 頁）。ミス・
エリナー・ヴァーベック（Miss Elenanor Verveck）がカリフォルニア州サクラ
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メントで 1929 年 7 月 29 日に急逝した（SM 誌 1929 年 10 月号、667-668 頁）。大
阪の聖バルナバ病院に新任された医師フランク・M・ ジョーンズ（Frank M. 
Jones）夫妻は、1929 年 10 月 3 日にヴァンクーヴァーから出航し、10 月 18 日に
京都に到着した（SM 誌 1929 年 11 月号、741 頁、12 月号、813 頁）。
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39　1929/12  Brotherhood of St. Andrew.
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39	 1929年 12月号　聖徒アンデレ同胞会。822頁。
	 訳出　822頁左 1行目～右 12行目まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　青年同胞会はジュネーブ会議（『スピリット・オブ・ミッションズ』10 月
号 663-5 頁参照）で、立教大学の有望な卒業生にアメリカの大学院で 2 年間
研究する機会を与え、さらに彼らを立教大学の講師または聖公会の事業にお
ける指導者として養成するために、日本奨学金基金を立ち上げることを決議
した。学生1人当たり3,000ドル必要となるこの計画は、立教学院総理のC・
S・ライフスナイダー師が快く受け入れ、立教大学の講師で同胞会の会長で
あるポール・ラッシュ氏によって進められている。ラッシュ氏は現在休暇で
合衆国に一時帰国している。
　青年同胞会の努力によって向こう数年間、1 人と言わず、10 人の若者に
提供されることが期待される。それは 30,000 ドル集めることを意味するこ
とになろう。しかしこれらの若者は一度に全員来るわけではないので、この
計画は決して空想的ではない。むしろそれはビジョンに満ちている。
　立教大学と立教中学校はほぼ 100 人の教授と講師からなる合同教員陣を
擁しており、ライフスナイダー主教と彼の同僚の目的は、敬虔なキリスト教
徒の指導者のみを教師として雇用することである。これらの若者はまさにこ
のような方針に相応しい。
　これまでも日本の多くの傑出した政治家やその他の指導者は、日本の教育
機関の課程を修了した後に合衆国でそのような訓練を享受してきた。ごく最
近、立教大学は最初の若者ジョン山本文雄を、ペンシルヴェニア大学の
ウォートン・ビジネススクールで大学院生として研究させるために派遣し
た。東洋に向かうこの流れを保ち、資力の乏しい若者たちが米国に来られる
ようにすべきである。それは青年同胞会が夢見ていることであり、結果は十
分見通すことができる。
　担当委員会はアイオワのラッセル・ラムソン委員長、ワシントンのドナル
ド・ジェロウ、およびボルチモアのダグラス・ターンブル・ジュニアからな
り、同胞会の財務委員 J・A・W・イングルハートが基金を扱う。
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40　1930/1  Japanese Appreciation of St. Paulʼs University.
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40	 1930年 1月号　立教大学に対する日本人の評価。18頁。
	 訳出　18頁下段〔全文〕。

　現在米国にいる、北東京〔伝道教区〕の補佐主教で立教学院総理の神学博
士チャールズ・S・ライフスナイダー師は、大学の同僚からメッセージを受
け取った。日本の内務省が立教大学副学長の杉浦貞二郎氏（注 1）に、全聖
公会、特に英国国教会の歴史と組織と教えについて今上天皇の弟にあたる高
松宮に一連の講義をしてもらいたいと依頼したというのである。この措置が
講じられるのは主として、高松宮が今年英国を訪問したときに触れる宗教的
環境についてある程度の知識を備えるためである。
　日本政府が立教大学を評価しているもう 1 つの証拠は、そして立教大学が
帝国の生活において何を意味しているかは、最近文部省を通して 1930 年 1
月から 10 年間、毎年 12,500 ドルを大学に与えると約束したことに現われて
いる。
�

注記： 東京の聖路加国際病院に派遣されたミス・ グレイス・ レオン・ レイド
（Grace Leone Reid）は、聖路加看護大学で働く予定。ミス・エンマ・N・ジョン
ソン（Emma N. Johnson）は立教高等女学校の音楽教師に任命され、ミス・グレ
イス・エヴリン・メイ・ステイプル（Grace Evelyn May Staple）も教育宣教師に
任命された（SM誌1930年1月号、49頁）。ジェームズ・J・チャップマン（James 
J. Chapman）夫妻は 1929 年 12 月 7 日にニューヨークを出航した（SM 誌 1930 年
1 月号、54 頁、2 月号、128 頁）。

（注 1）杉浦貞二郎は、立教大学日本人初代学長の元田作之進が東京教区主教に
転出した 1923 年に学長事務取扱に就任した。1931 年に第二代日本人学長に就任
するが、翌 1932 年杉浦は学長を辞任した。
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41　1930/2  Missions and Church Extension.
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41	 1930年 2月号　伝道・教会拡張。126頁。
	 訳出　126頁左 15行目～右 8行目まで。

　日本が再び開国した直後の 1859 年に聖公会が日本に先駆的な宣教師を派
遣した栄誉を、すべての聖公会員がまだ理解しているとは言えないかもしれ
ない。2 人の先駆者の 1 人はチャニング・ムーア・ウィリアムズ師で、1859
年の初めに日本に着いた（注 1）。それから 7 年後、彼は日本における全聖
公会の主教に按手された。1889 年に職を辞した（注 2）が、その後も宣教
師として働き続けた。並はずれて敬虔で献身的であったウィリアムズ師の人
生は、彼が 1910 年に死去するまで誠実に司牧した日本人たちに、強い印象
を植え付けた。今でも何百という日本人が、ウィリアムズ主教と彼が自分た
ちに与えた影響について熱っぽく語る。しばしば日本のグラッドストンと言
われる故・大隈〔重信〕伯爵は 1918 年、生徒だった彼にウィリアムズ主教
がしてくれたことを感謝の念をもって思い出すと私に語った。大隈伯爵がキ
リスト教の信仰を告白することは決してなかったが、彼の理想の多くはキリ
スト教の地盤の上に築かれ、彼の原理はウィリアムズ主教から受けた薫陶に
根差していた。
　マキム主教からの手紙によると、彼は日本から帰国する前に、三一教会の
身廊にウィリアムズ主教を記念したタブレットを取り付けたいと思った。日
本の聖公会の多くの会員と、私たちのミッションのすべてのメンバーは、マ
キム主教が見積もったタブレットの金額 500 ドルを集めるのに寄与したい
と思っている。ウィリアムズ主教が代表する本国聖公会のメンバーが、この
記念に参与する特権を奪われることがないように、マキム主教は合衆国にい
る日本の友人からの贈り物を喜んで受け取り、この目的のために使うつもり
であることを伝えるよう、私に頼んだ。
�

注記：マキム主教は横浜を 1929 年 12 月 24 日に出航し、1930 年 1 月 1 日にホノ
ルルに到着した。R・W・アンドリュース（R. W. Andrews）夫妻は休暇帰国の
ため、1929 年 12 月 6 日に横浜を出航し、12 月 24 日にニューヨークを到着した

（SM 誌 1930 年 2 月号、128 頁）。

（注 1）C・M・ウィリアムズは 1859 年 6 月末に来日した。
（注 2）現任主教としての辞任。
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42　1930/7  Jottings from Near and Far.
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42	 1930年 7月号　各地からのニュース。483頁。
	 訳出　�483 頁左 14行目～左 28行目まで。483頁右下 21行目～10行目

まで。

　1911 年、立教大学を最初に卒業した学年は全員が現在日本聖公会の指導
者となっている（471 頁参照）。彼らは八王子復活教会牧師の伊藤堅逸師、
立教中学校校長で立教大学文学部長の哲学博士小島氏（注 1）、京都平安高
等女学校チャプレンの宇田師（注 2）、そして元聖マリア教会牧師で現在立
教大学チャプレンの聖神学博士高松孝治師である。
―略―
　1923 年 9 月の関東大震災から 1928 年 12 月までの 5 年間に東京の人口は
70 万人から 2,218,400 人に増えた。この広大な都市に 115 の教会があり、そ
のうち約 25 が日本聖公会の教会および伝道区である。日本で帝国の主要な
宗教として認められている他の 2 つの信仰のうち、神道は 232 の神社、仏
教は 1,082 の大寺院を持っている。
�

（注 1）小島茂雄。
（注 2）宇田梅太郎。
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43　1930/7  Brotherhood of St. Andrew.



－115－

43	 1930年 7月号　聖徒アンデレ同胞会。503頁。
	 訳出　503頁右 1行目～右最後の行まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　 〔1930 年〕8 月 26 日から 29 日までオハイオ州オバーリンにあるオバー
リン大学で開催される聖徒アンデレ同胞会の全国青年会議の全体テーマは、
個人の、聖公会の、そして全世界の力である。
　会議は祝宴で始まり、イリノイ州エルジンのダドリー・B・マクニールが
進行役を務め、オクラホマ主教の神学博士トーマス・キャサディー師が「力
を求めて」の題でスピーチを予定している。夕食会に続いて、ケンブリッジ
のキリスト教会牧師である C・レズリー・グレン師が会議チャプレンとし
て祈りをとりおこなう。8 月 27 日水曜日の晩にはインターナショナル・ナ
イトが企画されており、立教大学のポール・ラッシュ氏の司会によりアラス
カ、日本、フィリピン諸島、インドの代表がスピーチをする。会議の閉会式
に備えて、代表団は木曜日の午後に「全国訪問」を行う。閉会式では南
ヴァージニア主教のアーサー・C・トムソン師が「生きるための力」につい
てスピーチをする。
　プログラムは特に青少年の生活で主要な 4 つの側面、すなわち肉体的側
面、社会的側面、精神的側面、そして霊的側面にアピールするように構成さ
れている。毎日のプログラム全体にスポーツイベントが散りばめられてお
り、朝と夕べの祈りはグレン氏によってとりおこなわれる。
　事前の報告によると、会議には全国各地から参加者が集まる。太平洋岸青
年支部は大規模な代表団を送ることを計画している。ミシガンは 50 人ない
し 100 人の青少年を派遣する予定である。シカゴは代表団の目標を 75 人と
した。
�

注記：マキム北東京地方部主教とシャーリー・H・ニコルズ京都地方部主教は、
ランベス会議に参加するため横浜を 1930 年 5 月 22 日に出航し（SM 誌 1930 年 7
月号、487 頁）、ニコルズはランベス会議後、1930 年 9 月 15 日にニューヨークに
到着した（11 月号、772 頁）。日本帰任に向けシアトルを 10 月 28 日に出航した

（12 月号、853 頁）。SM 誌 1930 年 7 月号は、元・初代京都地方部主教で現・ウェ
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スト・ミズーリ主教の S・C・パートリッジ（S.C. Partridge）が 1930 年 6 月 22
日に死去したことを報じ、彼に関する記事を掲載した（545-546 頁）。
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44　1930/8  Across the Secretaryʼs Desk.
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44	 1930年 8月号　主事のデスクから。551頁。
	 訳出　551頁左下 15行目～右 11行目まで。

　日本で教会や機関の再建が徐々に進むにつれて、将来の地震に対して適切
な対策が講じられているだろうかと人々が自問するのは当然のことである。
私たちが地震と呼んでいるもので表現される自然の神秘的な力を、どうした
らコントロールできるのか誰も知らない。しかしながら私は可能なあらゆる
予防措置が講じられていると言うことができる。マキム主教、R・B・トイ
スラー博士、そして過去 2 年間私たちの建築家として働いていきたジョン・
ヴァン・W・バーガミニと建設計画について議論した際に、特に興味深く
思われたのは次の事実である。東京の立教高等女学校と京都の平安高等女学
校の鉄骨造のすべての設計図が、早稲田大学の建築工学の教授である内藤博
士によってチェックされた。内藤博士は日本で、おそらく世界でも耐震構造
の第一人者として認められている。彼はまた聖路加病院の鉄筋コンクリート
造に関するコンサルタントもしている。
�

注記：Y・ イケダ医師は 1930 年 6 月 23 日にニューヨークに到着した（SM 誌
1930 年 8 月号、553 頁）。ヨーロッパ経由での日本帰任に向け 1930 年 10 月 30 日
にニューヨークを出航した（12 月号、853 頁）。イチロー・カタヤマ医師は聖路
加病院のスタッフに新任され、サンフランシスコを 1930 年 8 月 21 日に出航。エ
ドナ・B・マレー（Edna B. Murray）とミス・C・ガートルード・ヘイウッドも
日本帰任のためサンフランシスコを 1930 年 8 月 21 日に出航し（SM 誌 1930 年
10 月号、691 頁）、横浜に 9 月 15 日に到着した（11 月号、772 頁）。
　ミス・クルスティーン・ヌノ（Christine Nuno）は休暇を終えて帰任のため、
1930 年 9 月 4 日に、新任のミス・ヘレン・K・シップス（Helen K. Shipps），ミ
ス・オーガスタ・F・ピータース（Augusta F. Peters）、ミス・マーガレット・サ
リヴァン（Margaret Sullivan） をともないヴァンクーヴァーを出航し（SM 誌
1930 年 10 月号、691 頁）、9 月 18 日に横浜に到着した（11 月号、772 頁）。



－119－

45　1930/11  Newcomers in the Mission Field Abroad.
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45	 1930年 11月号　海外宣教地の新参者。758頁。
	 訳出　758頁左 16行目～左 33行目まで。

　東京の立教大学はノースカロライナ州ウィリアムストンから体育の指導者
として、ジョージ・H・マーシャル氏（13）を迎えることになった。マー
シャル氏はウィリアムストンにあるグレース教会の牧師の息子で、オハイオ
大学を卒業し、同大学で体育を担当していた。東北の幼稚園のスタッフにミ
ス・バーニス・K・ジャンセンが加わる。彼女は自分が記憶している限り
ずっと宣教師になりたいと思っていた。ウィノナ州立教員養成大学を含め、
彼女が受けた訓練はすべてその目標を念頭に置いたものであった。常に積極
的に社会事業に関わり、子供たちを愛し、自分を最も必要とする子供たちを
助けたいと願っている。
�

注記：新任のジョージ・H・マーシャル（George H. Marshall）夫妻は 1930 年 8
月 29 日にサンフランシスコを出航した（SM 誌 1930 年 10 月号、691 頁）。東北
赴任予定のミス・バーニス・K・ジャンセン（Bernice K. Jansen）は 1930 年 8 月
29 日にサンフランシスコを出航し（SM 誌 1930 年 10 月号、691 頁）、9 月 15 日
に横浜に到着した（11 月号、772 頁）。 新任のミス・ アイリーン・ リンカーン

（Irene Lincoln）はサンフランシスコを 1930 年 9 月 12 日に出航し、横浜に 9 月
29 日に到着した（11 月号、772 頁）。
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46　1930/11  Brotherhood of St. Andrew.
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46	 1930年 11月号　聖徒アンデレ同胞会。787頁。
	 訳出　787頁左 1行目～左下16行目まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　ペンシルヴェニア大学のウォートン・スクールに、東京の立教大学を卒業
した若い日本人学生が入学した。彼は母国での教育に加えて、米国の大学が
提供する恩恵を受けようとしている。この若者は日本の聖徒アンデレ同胞会
の一員で、同胞会が今後数年間大学院生として米国に送り込みたいと思って
いる多くの学生の第 1 号である。次に米国に来ようとしている学生はアンデ
レ小川徳治である。彼は進んだ研究を行うのに必要なものを十分備えている
だけでなく、同胞会支部の主事としてもキリスト教のリーダーシップにおい
て際立った素質を示した。
　聖徒アンデレ同胞会青年部のメンバーは、これに必要な資金として毎年約
3,000 ドル集める責任を自ら引き受けた。最近オバーリンで開催された全国
大会で彼らは必要な額の 3 分の 2 以上を集めて小川氏に渡した。
　中西部のある成年男子グループは、毎年（グループで）見に行っていた映
画をやめることにして、それによって節約できる金額を日本奨学金基金のた
めに同胞会の全国財務委員に送るよう会長に頼んだ。別のグループも同様の
克己の精神で寄付しようとしている。これこそ信仰と若さの模範である。
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47　1931/1  Notable Career in Slums of Tokyo Ends; The Rev. Yoshimichi 
Sugiura who died last November spent his life in ministering to the 
outcasts and other neglected folk of Tokyo.
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47	 1931 年 1月号　東京のスラム街で顕著なキャリアが終わる。昨年 11月
に他界した杉浦義道師は、東京の落伍者や見捨てられた人々を助ける
ために一生を送った。47頁。

	 訳出　47頁〔全文〕。

　東京教区の高齢の司祭の一人・杉浦義道が、昨年 11 月 7 日に聖路加病院
で息を引き取った。彼は不治の病に苦しむわずか数日前に入院し、その翌日
に突然重体となった。それから後はほんの短時間意識が戻るだけだった。ラ
イフスナイダー主教は次のように語る。
　 「名前を呼ぶと、杉浦氏は私のことが分かりました。祈りをすると言う
と彼はうなずき、意識がある状態で木曜朝の聖餐式に参加することができま
した。彼の友人と教会員 50 人ほどが病院の礼拝堂に集まり、礼拝で聖別さ
れた品物を杉浦氏の病床に届けました。私は 11 月 7 日朝 5 時に呼ばれ、4
時間後に息を引き取るまで彼の傍にいました。10 人の最も近い親戚と友人
がベッドのまわりに立って、杉浦氏が好きだった聖歌を、他の患者の妨げに
ならないように低い声で歌いました。タケダさんは聖書から永遠の生につい
て書かれた部分を読みました。それは犠牲と奉仕の、非常に美しい人生の終
焉でした。
　杉浦氏が唯一心配していたのは、自分の教会と人々がこの先どうなるかと
いうことだったようです。私が、心配はいらない、マキム主教と私が責任を
もって引き受けるから、と言うと、彼はうなずいて穏やかな笑みを浮かべ、
ちゃんと理解し、もう心配していないことを示しました。
　11 月 10 日、聖三一教会は告別式のためにドアの所まで参列者で埋まりま
した。杉浦氏の生涯の補佐 3 人とライフスナイダー主教が式を執り行いまし
た。多川〔幾造〕氏は杉浦氏のライフワークを振り返り、彼の人生の理想は
恩師で友人でもあるチャニング・ムーア・ウィリアムズ師の先例と生涯だっ
た、と言いました。また、杉浦氏はウィリアムズ主教の人生を模倣すること
に努め、それに伴うすべての自己犠牲はキリストに奉仕する大きな喜びの表
現として進んでなされた、とも言いました。」
　東京の生活において「本所」と「深川」はこの偉大な東洋の首都で最悪の
スラム街として知られている。1870 年代初めに日本における先駆的な宣教
師ウィリアムズ主教は、東京で最初の教会を建てた。彼はその教会を深川地
区に置き、真光教会―真の光の教会―と名付けた。この小さな教会は 1923
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年 9 月に焼失するまで、安らぐことのない困窮した人々の生活という大海原
の真ん中に立ち続けてきた。
　真光教会が建てられて数年後、杉浦義道氏は学生として立教学校に入学し
た。彼はウィリアムズ主教の影響を受けて 1881 年に受洗し、1888 年には多
くの同国人の不幸な運命に突き動かされて聖職者になるための勉強をするこ
とを決意した。彼は在学中にウィリアムズ主教によって真光教会の担当に任
命された。それから杉浦氏の全生涯は東京の「最下層階級」とでも言うべき
人々への奉仕に捧げられた。どんなに悲惨な家族も、どれほど絶望的な犯罪
者も、神の愛の希望をもたらすために杉浦氏が献身的な人格のすべての力そ
うした人々に捧げることを妨げはしなかった。何千という落ちぶれ果てた
人々や、何百という犯罪者が、杉浦氏の働きに助けられて幸福で名誉ある生
活に戻ったのである。
�

注記：（写真解説の訳文）
・杉浦義道師。
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48　1931/2  Japan Sends First Brotherhood Scholar; Completion of fund for 
first Japanese Scholarship enables Mr. Ogawa, St. Paulʼs University 
graduate, to undertake studies in America.
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48	 1931 年 2月号　日本が最初の同胞会奨学生を送る。最初の日本奨学金
基金が完成したことにより立教大学を卒業した小川氏が米国で研究を
行うことができる。99-100頁。

	 訳出　99頁 1行目～100頁上段〔全文〕。

ポール・ラッシュ
立教大学講師

　聖徒アンデレ同胞会による日本奨学金の最初の受領者であるアンデレ小川
徳治がペンシルヴェニア大学で 2 年間大学院生として研究するために、

〔1931 年〕1 月初め米国に到着しました。これにより 1929 年 8 月に聖徒ア
ンデレ同胞会の全国青年会議で始められた運動は、第 1 段階が首尾よく完了
しました。当時、合同聖餐式の献金は、立教大学を卒業した選りすぐりの若
いキリスト教徒にアメリカの大学で大学院生として研究する機会を提供する
基金の核として蓄えられました。彼らは米国での研究を終えた後、キリスト
教徒の教師および指導者として立教大学に戻ることが期待されています。
　小川氏は同胞会の援助で来ることになった最初の若者です。彼は立教大学
を卒業した優秀な若者の一人で、フットボールの学校代表チームのキャプテ
ンも務め、立教大学の聖徒アンデレ同胞会の不屈のリーダーです。現在この
同胞会には 100 人以上の教師と学生が入会しており、日々の祈りと礼拝の
規則を熱心に守っています。立教学院総理のライフスナイダー主教は、日本
において十分訓練された自国のキリスト教指導者を持つことに同胞会が貢献
したことに触れて、書面で次のように述べました。
　 「私は現時点で、今日の日本における聖公会のキリスト教教育事業にお
いて、米国の同胞会が立教大学の優秀なキリスト教徒の卒業生 10 名以上に
米国の大学で 2 年間大学院生として研究する機会を与え、それによって彼ら
が教師としてだけでなく、私たちの機関の 2,000 人の学生のキリスト教指導
者としての能力を備えて東京に戻れるように、私たちを教育面で支援するこ
とほど必要性の高いことを、他に知りません。米国の聖徒アンデレ同胞会青
年部の行動は、確かに日本にいる私たちを鼓舞する知らせです。」
　立教大学は学生を帝国全土から集めており、日本の最高位の役人は、立教
をキリスト教的な訓練を効果的に行うために理想的な機関として指摘してい
ます。その卒業生は国家の建設者として広がっていき、帝国全土で教師とし
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て要望されています。立教大学は文理の学究的な訓練に加えて、経営管理、
神学および比較宗教学を提供しています。立教大学の主要な理想は、日本の
あらゆる活動分野に、キリスト教的な生き方を植え付けられた若者を送り込
むことです。
　1927 年の聖徒アンデレの日に同胞会の大学支部が設立されて以来、日本
の同胞会は大学構内でキリスト教信徒の活動を指導してきました。新たに堅
信礼を受けた 10 人の学生と 2 人の教師で始められた最初の支部は「日本に
キリスト教徒を作るために」をスローガンに掲げました。支部は日本の若
者、とりわけ大学生の間にキリストの国を広げる事業に若い日本人学生を向
かわせる任務を自ら引き受けました。今日 100 人の学生と教師が同胞会の
規則を遵守し、それらの信徒としての個人的な伝道の努力により、他の 53
人の学生と教師に洗礼を受けさせるに至りました。これらの熱心な若いキリ
スト教徒の働きによって、日本における保険の最高権威の 1 人で、立教大学
でも同分野の講義をしている教授がクリスマスの直前に洗礼を受けました。
�

注記：（写真解説の訳文）
・立教大学のバイブルクラス。
・アンデレ小川〔徳治〕。最初の同胞会奨学金受領者。
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49　1931/2  Japan Honors St. Paulʼs School Teachers; Fortieth anniversary 
of Imperial Rescript on Education is made the occasion for recognizing 
meritorious work, especially in education.
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49	 1931 年 2月号　日本国が立教学院の教師に栄誉を授ける。教育勅語発
布40周年記念に特に教育における称賛に値する業績を表彰。110頁。

	 訳出　110頁〔全文〕。

小島茂雄哲学博士
立教中学校校長

　日本における教育勅語発布 40 周年を記念して、数千人がそれぞれの称賛
に値する業績に対して政府から各県を通して表彰状を受け取りました。表彰
された業績には孝行、地方自治体の発展に対する貢献、商工業における功
績、そして何よりも教育の大義における称賛に値する努力が含まれました。
このリストで立教中学校の名前はひときわ目立ちました。それは市川勝太郎
と浅越金次郎の 2 人の教師が 1 つの学校で 40 年以上勤めたことにより表彰
されたからです。この学校は主にアメリカの友人から支援されている私立の
キリスト教学校であるにもかかわらず、政府と日本国民から学問的には官立
学校と全く同等のものとして認められているのです。
　77 歳の市川氏にあっては、キリスト教徒であることと、中国語と日本語
の古典の学者であることが完全に調和しています。慶応義塾を卒業して以来
ずっと立教学院とつながりがありました。67 歳の浅越氏は数学者です。彼
はこの 40 年間、精神鍛錬において中学生に非常に厳しい授業を行い、大学
でも高等数学の講義をしました。彼は航海士の間では独自のシステムで作っ
た航海図で有名で、科学者としても知られています。
　このような栄誉が注目されずに済ますことはできません。そこで昨年 11
月 3 日、明治天皇を記念した国民の祝日に、立教中学校の生徒と教師が一緒
になって市川氏と浅越氏に相応しい記念品を贈って栄誉を称えました。
　ライフスナイダー主教は立教学院総理として、その感謝の念を次の言葉に
表しました。「私たちは浅越教授と市川教授を、立教中学校との長いつなが
りの故に、私たちの中学校における健全な学習と精神的教育の進歩のために
払い続けてきた誠実な自己犠牲的努力の故に、私たちの教育的建設の真の柱
として頼るに至りました。2 人はその人生において学校のモットー『神と国
のために』を日々体現しています。彼らの影響と教えはさらに高い人格教育
に向かう動因として私たちの心の中に長く生き続けるでしょう。
　願わくば、彼らがこの先何年も私たちのもとに留まることを。」�
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注記：（写真解説の訳文）
・市川教授と浅越教授。日本国から表彰された立教中学校の教師。
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50　1931/2  Across the Secretaryʼs Desk.
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50	 1931年 2月号　主事のデスクから。115頁。
	 訳出　115頁右下 18行目～右下 8行目まで。

　 『スピリット・オブ・ミッションズ』1 月号で訃報を伝えた杉浦義道氏が
日本で行った救済事業の感激的な物語を読みたい人は、『闇の中に座ってい
た彼ら』と題する杉浦氏本人が書いた本を書店に注文することをお勧めす
る。価格は紙表紙 25 セント、布表紙 50 セント。挿絵入りの小さい本であ
る。
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51　1931/3  Christianity is a Part of Modern Japan; Upon the foundations of 
Anglican missionary endeavor has risen a native Japanese Church, Sei 
Ko Kwai, a mighty factor in the Empireʼs life.
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51	 1931 年 3月号　キリスト教は現代日本の一部。聖公会宣教師の努力の
基礎の上に日本の教会、日本聖公会が立ち上がり、帝国の生活に欠か
せない要因となった。155-159頁。

	 訳出　155頁～159頁〔全文〕。

ウィラード・デミル・プライス
『新しい課題にとりくむ古代人』などの著者

　私はちょうど刺身、魚のすり身、コウイカの触腕、海藻、大豆、そして米
からなる夕飯を食べ終えたところである。それらは耳で聞くよりもはるかに
美味しかった。家政婦がテーブルを準備した。それはわけないことだった。
テーブルは 6 インチの脚の付いた小さいお盆に過ぎないからである。
　食事中正座して足がしびれたので、私は立ち上って染みのない畳の上を、
靴下を履いた足で歩きまわった。畳は藁を固めた厚さ 3 インチの弾力性のあ
る塊で、日本間の床の上に見事に敷き詰められている。私は上機嫌だった。
松坂屋旅館の優美な部屋がとても気に入ったのだ。障子を開けると花園があ
り、その向こうには富士山を背にした美しい箱根の湖が見える。これは私が
日本に滞在した 2 か月の間に泊まった 14 軒目の旅館である。私は普通のア
メリカ人観光客が、自分が後にしてきたオシュコシュと全く変わらないホテ
ルに直行するのを哀れに思った。実にこれら非の打ちどころのない魅力的な
現地の旅館の 1 つで日本の生活の内側を見ることができようというのに。
　これらの旅館のどこでも 1 人のアメリカ人も見なかった。もしアメリカ人
が日本を訪問したときにそれほどよそよそしくしていなければ、日本人につ
いてもっとよく理解して帰国するのではないだろうか。
　まったく思いがけず襖（紙製の可動間仕切り）を通して、隣の部屋で誰か
が英語で歌っているのが聞こえてきた。彼は誰でも知っている讃美歌 “Holy, 
Holy, Holy” （聖なる、聖なる、聖なるかな）を詠唱していた。何語で歌って
いるかは気にならないらしく、ときどき英語から日本語に脱線した。結局の
ところ、そこにいるのは別のアメリカ人、おそらく宣教師に違いない。宣教
師からどれだけ多くのことを学べるか知っていた私は襖をノックし、招きに
応じて襖を開けた。
　床に座り、火鉢の炭火で暖を取っていたのは宣教師ではなく、着物を着た
1 人の日本人の紳士だった。それは私と日本聖公会との最初の出会いだっ
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た。というのもすぐに明らかになったように、この紳士は聖公会の司祭だっ
たのである。
　 「で、日本聖公会ってなんですか？」と私は底抜けの無知から尋ねた。
　 「日本聖公会はあなたがたの米国聖公会と英国国教会の日本版です」と
彼は答えた。「アメリカ、カナダ、イギリスの宣教師が非常によく働いてく
れたので日本人に火がつき、宣教師たちの力を借りて聖公会の自律的な支部
を立ち上げたのです。その名前が日本聖公会なのです。」
　 「そのように移植された火はよく燃えますか？」
　 「もちろんです。これらの炭は階下で燃えていたのを持ってきて火鉢に
入れたものです。しかし炭はここでもよく燃えます。キリスト教というそも
そも東洋的な宗教は、おそらくアメリカよりもこの日本に合っています。聖
公会の試金石は宣教師の熱意です。私たちの聖公会は既に独自の日本人宣教
師を送り出しはじめました。現在満州、台湾で伝道していますし、その他の
国でも布教が計画されています。」
　これは「西洋人は東洋人に自分たちの宗教を押し付ける権利はない」とい
う、よくある批判に対する最終的な答えであると思えた。まず第一に、強制
というものはなかった。そして第二に、この宗教は西洋の私有財産ではな
く、全人類の所有物である。それはここ東洋で独自に開花し、新たな人生の
芽を宣教師の活動という形で他の国々へ送り出していたのだ。
　興味を抱いた私は、次の日曜日を東京で聖公会の教会を訪れることに費や
した。日本のキリスト教徒は自分たちに任されてどのようにやっているだろ
うか？
　それはすぐにわかった。聖バルナバ教会の玄関は靴で溢れていたのだ！

（『スピリット・オブ・ミッションズ』2 月号 103 頁参照）。確かにこれは西
洋から猿まね的に借りてきたものではなかった！　木の下駄、藁や布で作っ
たサンダル、長短の革靴、それらが床を完全に埋め尽くしていた。教会の中
に入るにはそれらをまたいで歩き、途中で自分の靴を脱がなければならな
かった。数学の才能のある者が後からやってきたら、玄関にある靴の数から
会衆の規模を推定できただろう。しかし私の友人と私自身に関して言えば、
履物の数に強い印象を持ったものの、玄関ホールが足の踏み場もないとは予
想していなかった。とにかく中に押し入ることで精いっぱいだった。
　だが、その褒美としてなんという光景を見ることができたことか！　暗く
静まりかえった教会の中の、黄色やオレンジ、ピンクや赤の炎はいったい何
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だろうか？　キャンドル？　いや違う、それは帯だった。
　西洋の制服を着た数人の女生徒と黒服を着た 2 人のシスターを除いて、会
衆の男女はみな和服を着ていた。これは心強かった。なぜなら衣服ほど早く
西洋の表面的な模倣が現れる場所は他にないからである。これらの人々は明
らかに日本人である自分自身の人生を生きており、おそらく彼らの宗教も自
分自身の宗教であって、単に西洋のモデルを丸写ししたコピーではない。
　祈祷書を手に取った。それは日本語で書かれ、言うまでもなく裏表紙から
始まり、表紙で終わっており、内容も西洋の祈祷書とは正反対であるかのよ
うに思える。だが、そうではない。日本聖公会は、世界の聖公会の支部であ
ることを忘れてはおらず、それはどこへ行こうと信仰という共通のプラット
フォームの上に立たなければならない。しかしその範囲内であるならば、
違った方法で行うチャンスは豊富にあり、日本人はそのような裁量の余地を
存分に活用したのである。言葉に精通している私の友人たちは、その祈祷書
の中で多くの現地特有の祈りを指摘し、これは他の祈祷書に比べてユニーク
なものだと言った。それは基本的には同じであるが、他の祈祷書よりも個性
的だった。そして私は後に、日本における先駆的なイギリス人主教で、日本
聖公会の設立にも与ったエドワード・ビカステス師のノートに次のような言
葉を見つけた。
　 「新しい日本語版祈祷書は完成までにほぼ 6 年かかり、おそらく現在にあ
る他のどんな版の祈祷書よりも多くの労力を翻訳と綿密な校正に費やした。」
　日本人を独立心のない模倣者と見なすなら、それは誤りである。確かに日
本人は模倣し、他人が与えることのできる最良のものを得ようと謙虚に努め
るが、彼らは変形の技量と創造力をもって模倣するのである。彼らは精神的
に独立しており、非常に個性的である。ビカステス主教は、東洋の聖公会の
儀式の違いに触れて、日本人のキリスト教徒は「イギリス人と同じく自分自
身の方針を取ることができる民族である」と言う。
　この独立心の強い人々の間で本質的なことはなに一つ変えることなく聖公
会を設立したことは、単にビカステス主教と日本人の指導者のおかげだけで
なく、世界の反対側で厳しい再審問の試練に耐えた聖公会の原理のたまもの
である。
　私たちは聖餐式に備えて懺悔の祈りに沈んだ聖バルナバの会衆を残して、
幼稚園、遊び場、女学校を視察した。それからこの素晴らしい教会が奉仕し
ている東京のひどく貧しい地区を通って、別の教会を訪れた。その中に高い
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丘の上に立つ聖アンデレ教会が含まれていた。教会内の会衆は信心深く、敬
虔で、美しかった。私はホテルのロビーの張り紙で伝道区の情報を得た観光
客がこの会衆を見ることができたならと、どんなに強く思ったことか。彼ら
はキリスト教を完全に自分たちのものにしており、私が入ったときは、どこ
かで福音を伝えている日本人宣教師のために祈っていたのだ！
　最後に私たちはおそらく東京で最も美しいキリスト教信仰の場所である聖
三一教会に行った。この見事な白亜の殿堂は新しい御所の入り口と向き合っ
て立ち、その周囲の品位と美しさを共有している。内部では日本人の司祭
が、その美しい容貌を祭壇の蝋燭に照らされて、日本人の会衆に説教をして
いた。男たちは教会の一方の側に、女たちは他方の側に座っていた。彼らは
見るからにかなりの資力と教養のある、東京の社会で最上層に属する人々で
あった。
　上層から下層まで、富める者から貧しい者まで、なんと幅広い範囲を聖公
会はカバーしていることか。彼らはみなこの信徒団に幸福な場所を見出して
いる。私はその日の午前中に通った貧しい地区を、そして聖公会がいかにそ
こで奉仕しているか思い出していた。私はある極貧の前科者について聞いた
話を思い出していた。彼は出獄したばかりで、どこへ行く宛てもなく、浅草
の観音寺の石段に座っていた。そこで、改心した囚人の間で素晴らしい仕事
をしてきた司祭の杉浦が男を見つけた。男は 21 回監獄に入っていた。明ら
かに矯正不能だ。このような確信的な犯罪者に対して誰が何をできるという
のか？
　杉浦は彼を自分の簡易宿泊所に連れていった。彼は男に仕事を見つけて
やった。彼はあらゆる道理に反して男を絶対的に信頼した。そして信頼が
勝った。前科者は献身的なキリスト教徒になり、誇りある自立した市民にな
り、杉浦氏が深川でしていた社会奉仕事業を長年強力にサポートした。最近
杉浦氏が死去したとき（『スピリット・オブ・ミッションズ』1 月号 47 頁参
照）、東京の犯罪者たちは深い悲しみに暮れた。彼は世に見捨てられた者た
ちからそれほどまでに愛されていたのである。
　さて、これとは対照的に、聖公会が強烈にアピールした非常に性格が異な
る 1 人の男について見てみたい。東北帝国大学の井上総長はキリスト教に反
対の立場だった。立教高等女学校に通っている彼の一人娘が病気になり、病
院に運ばれた。彼女はかつて立教高等女学校の日曜学校の生徒であり、病院
で自分の両親がクリスチャンになってくれるよう祈り続けた。彼女の体力は
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急速に衰えていったが、目的を達成しようとする意志は依然として強かっ
た。彼女が祈っている間、両親はその傍らで跪いていた。いまわの時に彼女
の信仰はあまりに輝かしく美しかったので、両親は完全に納得した。そして
いま帝国大学の総長は熱狂的なキリスト教徒で、礼拝は一度も欠かしたこと
がなく、その大きな影響力とパーソナリティーを心底から聖公会に与えてい
るのである！
　聖公会は最高の場所でも尊敬されている。あの犯罪者の友の弟である杉浦
貞二郎博士は、ちょうど反対の方向、すなわち御所に向かった。天皇の要望
により高松宮に英国国教会について講義するためである。
　宮内庁の副長官の妻は日本聖公会の熱心な会員である。彼女は日本の貴族
の妻たちから結核患者療養所のために多額の援助を集める担当をしている。
草津は 600 人のハンセン病患者がいて、その 4 分の 3 が聖公会の受聖餐者
であるという注目すべき町であるが、これも彼女が担当している。そのほか
に彼女は、東京に 2 つの簡易宿泊所、1 つは男子学生用、あとの 1 つは女子
学生用に建てることにも取り組んでいる。いずれの機関でも毎日伝道活動が
行われる。
　もし読者が日本聖公会は粗雑で不安定な人々の手に委ねられているのでは
ないかと一瞬でも疑うならば、翌日の火曜日に私が昼食を共にした指導者た
ちの訓練を考えてみるといい。ライフスナイダー主教のテーブルには、既に
言及した杉浦博士が座っていた。彼はペンシルヴェニア大学の卒業生であ
る。学士、修士、哲学博士、聖神学博士号の学位を持っており、旭日章と勲
三等瑞宝章を授与された。彼は立教大学の学長である。その一方の隣に座っ
たのは高松〔孝治〕師で、学士、修士、聖神学修士、神学博士号を持ち、聖
書研究者として知られている。他方の隣に座った小島茂雄博士はニューヨー
クのジェネラル神学校を卒業し、コロンビア大学で哲学博士を取得した有名
な教育者である。
　おそらく日本聖公会の何十人という指導者が彼らと同等の資格を持ってい
るだろう。会員の一般的水準も高い。私が言っているのは知的、精神的なレ
ベルであり、物質的レベルではない。もし私たちが優越感を感じ始めたなら
ば、日本の識字率は合衆国のそれよりはるかに高いことを思い出すといい。
しかしもちろん日本の 1 人当たり資産は我々の何分の 1 かにすぎない。した
がって私たちの日本に対する知的貢献は急速に重要性を失うだろうが、物質
的な支援は依然として緊急に必要なのである。
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　聖公会は現在日本人の主教が管轄する 2 つの自給教区と、カナダ、イギリ
ス、アメリカの伝道協会が担当する 8 つの地方部からなる。これらの地方部
は急速に自給を達成するのと同様に、やがて独立の教区となって自分たちの
日本人主教を選出するだろう。聖公会は会員の数ではそれほど大きくない。
受聖餐者は 35,000 人である。しかし日本におけるキリスト教徒の影響はそ
の数に比較すると非常に強い。
　日本でキリスト教会が及ぼした影響はセンセーショナルというより深遠で
ある。急激に大きく広がることはないが、キリスト教的思考の持続的な流れ
が日本人の精神的、道徳的な姿勢に深い影響を与えてきた。聖書協会が慎重
に行った調査によると、日本では 100 万人以上が毎日聖書を読んでいる。
　仏教は弱体化しつつあり、キリスト教会の方法を取り入れて持ちこたえよ
うと努めている。仏教の日曜学校があり、YMCA に似た青年会や女子青年
会があり、仏教の女性補助会もある。多くのキリスト教の歌を、イエスの名
を仏陀に変えただけで丸ごと取り入れた。子供たちの集団が「仏様が私を愛
していることを私は知っています」と歌っているのを聞くのはむしろショッ
クである。
　毎年 12 月には日比谷公園にクリスマスツリーが登場する。東京のメイン
ストリートである銀座では、アメリカのメインストリーで見られるような、
ありとあらゆるクリスマスの象徴を見るだろう。サンタ・クロースもはっき
り見える。これより重要なことは、イエスの誕生日であることを記念する
数々のシンボルやキリストの降誕のカードが出ることである。
　キリスト教を取り去ったら、現代の日本は存在しないだろう。
　官僚も日本にとってのキリスト教の価値を認めているが、もちろん彼らは
それを公言することはない。ある元文部大臣は友人である聖公会の主教にこ
う言った。「日本にはキリスト教以外に希望はない。だが私がこう言ったと
公に言ってはならない。」ある国務大臣は、「共産主義の思想に対抗できる唯
一の手段は強い宗教的衝撃であり、今日の日本における強い宗教的な力はキ
リスト教である」と認めた。
　教育行政当局の姿勢は、学生に可能な限りキリスト教の影響を及ぼそうと
いうものである。彼らはこのことを主張する。だが彼らはいかなる種類の宗
教もカリキュラムの一環として教えてはならないという訓令のために、自分
たちの要求を公の正式なものにはしない。しかし彼らは伝道の影響が及ぼさ
れるように、帝国大学の近くに簡易宿舎が建設されるように取り計らおうと
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している。
　立教大学の校章には「神と国のために」とある。ある皇族の宮様が大学を
視察したおりに、「あなたがたの校訓は興味深い。神を祖国よりも第一に位
置づけていますが、それはどうしてですか」と尋ねた。
　 「私たちは、神を恐れる人間は良い市民だと信じるからです。」
　 「その通りですね」と宮様は心から校訓を認めて言った。半世紀前なら
ば、向こう見ずにもそのようなことを言うキリスト教徒は命の危険に曝され
たであろうが。
　キリスト教が今日の日本ほど評価されたことはない。この評価の最も大き
な理由の 1 つは、自己犠牲の精神に溢れた先駆者チャニング・ムーア・ウィ
リアムズによって置かれた精神的な礎石であり、その固い基礎の上に年月を
かけて築き上げられた構造物、すなわち日本聖公会である。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�東京聖アンデレ教会。真に日本的なキリスト教が育っている私たちの教会の

ひとつ。
・�私たちの教育的指導者。ライフスナイダー主教と杉浦〔貞二郎〕博士、立教

学院総理と立教大学学長。
・�日本スタイルの勉強。立教大学の素晴らしいキャンパスは屋外で勉強する魅

力的な機会を提供する。
・�京都聖三一教会。この都会の教会では日本人の司祭が増大する会衆のために

務めを果たしている。
　E・W・フート夫人は特別休暇での帰国のため、1931 年 1 月 13 日に横浜を出港し、
シアトルに 1 月 24 日に到着した。R・ウォーカー・スコット（R. Walker Scott）博士
夫妻は立教大学に新任され、ヨーロッパ経由で日本に向かうためニューヨークを
1931年2月6日に出航した。立教大学新任のラルフ・ウォーカー・スコット（Ralph 
Walker Scott）氏夫妻はスエズ経由で 1931 年 2 月 10 日にニューヨークを出航し
た（SM 誌 1931 年 3 月号、195 頁）。
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52　1931/5  Jottings from Near and Far.
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52	 1931年 5月号　各地からのニュース。346頁。
	 訳出　346頁左下 16行目～右 10行目まで。

　 〔1931 年〕3 月 21 日は立教大学の卒業式の日だった。日本では 1 学年は
4 月に始まる。合衆国の教育機関では卒業に関係するすべての活動は 6 月に
行われるが、日本は 3 月である。両親や友人をはじめ出席者の数は大学の歴
史で最大だった。卒業生は神学生の 8 人を含め 140 人。卒業式での講演者
はマキム主教とアメリカ大使のキャメロン・フォーブズ氏であった。日本は
深刻な不況下にあるにもかかわらず、立教大学の卒業生の半数は職業や商業
生活で良いスタートを切ることができた。これは大学とその卒業生が公衆か
ら高い評価を受けている証であり、これは帝国大学の今年の卒業生で直ちに
職業に就けたのは 15 パーセントにすぎなかったことを思えば特筆に値する。
�

注記： 聖路加国際病院への新任ミス・ ルース・ バーバー（Ruth Barbour） は、
1931年4月30日にサンフランシスコを出航。J・ヴァン・ウィー・バーガミニ（J. 
Van Wie Bergamini）は、短期出張後、東京に向けてサンフランシスコを 1931 年
4 月 18 日に就航した（SM 誌 1931 年 5 月、353 頁）。
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53　1931/7  Historic Bonds of Sino-Japanese Churches; In address to Chinese 
Synod, Bishop of Tokyo stresses need for continued coöperation in the 
upbuilding of Christʼs Kingdom in Asia.
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53	 1931 年 7月号　日本と中国の聖公会の歴史的な結びつき。中華聖公会
総会の挨拶で、東京〔教区〕主教はアジアにキリストの王国を築くた
めに引き続き協力していくことの必要性を強調した。467-468頁。

	 訳出　467頁右下 5行目～468頁左 3行目まで。

ペテロ松井〔米太郎〕主教
第二代東京教区主教

　日露戦争の後、中国の学生が西洋の知識を得るために大勢日本にやって来
たとき、元田主教は特に中国人学生を教育するため学校を始めました。立教
大学の中国人と日本人の教師が教え、10 年ほど続きました。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�ペテロ松井〔米太郎〕主教。3 年毎に開催される中華聖公会総会への日本の来

賓。
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54　1931/7  Brotherhood of St. Andrew.
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54	 1931年 7月号　聖徒アンデレ同胞会。500頁。
	 訳出　500頁左下 6行目～左最後の行まで。

　立教大学のポール・ラッシュは、聖路加病院のためのミッションで米国に
滞在していたが、日本で全国聖徒アンデレ同胞会を組織するために〔1931
年〕7 月 26 日に帰国した。
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55　1931/9  Brotherhood of St. Andrew.
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55	 1931年 9月号　聖徒アンデレ同胞会。634-635頁。
	 訳出　�634 頁左下 21行目～左下 11行目まで。634 頁左下 3行目～635

頁右 26行目まで。

　 〔1931 年〕8 月中に、マサチューセッツ州ノースアダムスにある聖ヨハ
ネ教会のウィリアム・ブラッドフォード・スミスは、立教大学の教師として
のライフワークを始めるために日本に向けて出発した。昨年夏、ノースアダ
ムスでウエスタン・マサチューセッツの男子のために行われた合同聖餐式の
朝食で、スミス氏はポール・ラッシュからの課題を受け入れ、日本に行って
キリストの王国の拡大のための奉仕に命を捧げることにした。
―略―
　昨年行われた同胞会の会議において、大西洋から太平洋まで 40 人以上の
若い大学の同胞会メンバーが聖職を生涯の仕事にすることを決意した。いた
るところで同胞会のプログラムは、〔キリストの〕王国の拡大のために聖公
会が提供するこれらの奉仕の分野に対して精神的に準備することを強調して
いる。そして王国の推進に対する責任を引き受ける現代の若者の個人的な
ケースの膨大なファイルが徐々に作り上げられ、聖公会のすべての偉大なセ
ンターで促進されている。
　この奉仕の分野はアメリカの聖公会の境界に限られていない。というのも
全国青年同胞会は国際的な世話役としての責任を発揮して、立教大学のキリ
スト教徒の卒業生の中から選び出した 10 人の最初の 1 人をアメリカに送る
ために 3,000 ドルの奨学金を集めたのである。これら日本の同朋はアメリカ
の大学で大学院生として 2 年間研究して修士号を取り、日本に戻って立教学
院でキリスト教を教えることになろう。アンデレ小川徳治はこれらのアメリ
カに来る若い日本人キリスト教徒の指導者の最初の 1 人であり、現在ペンシ
ルヴェニア大学の大学院で研究している。

日本巡礼

　日本にいるアメリカ人主教と、立教大学の教師および学生からの招待に応
じて、合衆国の聖徒アンデレ同胞会は 1932 年夏に日本の聖公会を訪ねる米
国聖公会員の巡礼団を組織した。
　聖徒アンデレ同胞会はすぐにこの招待のうちに、150 人の選り抜きの信徒
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が訪問することにより広範囲に及ぶ成果を達成する機会を認めた。巡礼に参
加するのは、会員であることを純粋に感謝しており、その感謝の意をキリス
トの王国の拡大に一層貢献することによって表現したいと願う特別に選ばれ
た大学生の年齢の若い聖公会員 100 人と、聖公会のプログラムの実現のた
めに積極的にリーダーシップを発揮して責任感を証明した 50 人の聖公会員
である。主教や大学聖職者や教区の責任者によって、既に大人と若者合わせ
て 100 人以上が巡礼の参加者として任命されている。それぞれの教区の責
任者の承認がなければ巡礼に受け入れられることはない。
　一連の交流会と、個人的な伝道に関する国際的な情報交換が、アメリカ人
伝道主教のいる東京と仙台と京都の地方部で行われる。大阪主教の神学博士
名出〔保太郎〕師も、彼の教区でセッションを持ちたいと申し出た。日本帝
国のすべての美しい観光地のほか、聖路加国際病院、立教大学、立教高等女
学校、平安高等女学校をはじめとする私たちのミッションの機関や施設も訪
れる。巡礼責任者は巡礼費用をすべての青年と大人と聖公会員の限度内に抑
えることができ、基本費用はワシントン州シアトルとの往復で 365 ドルで
ある。これには往復の船賃、日本での食費、旅費が含まれる。
　巡礼団は日本郵船株式会社のモーター船日枝丸をチャーターし、1932 年
7 月 6 日にシアトルから出発して 7 月 20 日に日本に到着する。首都東京に
5 日間滞在した後、日光 1 日、仙台地区 4 日、京都・大阪地区 4 日、そして
最後の 3 日間は横浜・鎌倉地区に滞在する。一行は 8 月 6 日に横浜を発ち、
シアトルには 8 月 17 日に到着する。
　総裁主教で同胞会名誉会長の神学博士ジェームズ・デウォルフ・ペリー師
が巡礼団の名誉団長である。この人選が特別適しているのは、彼は前世期に
日本の門戸を世界に向けて開かせたペリー提督の子孫だからである。シカゴ
のコーテナリー・バーバー氏が団長で、立教大学のポール・ラッシュ氏が総
主事、フィラデルフィアの W・A・コーネリアス氏が財務委員、フィラデ
ルフィアの A・J・マクレー師が交信主事である。
　巡礼団を後援するために、32 の州を代表する約 70 人の全国的に知られて
いる傑出した聖公会員からなる全国中央委員会が結成された。
　巡礼団は聖公会の 8 管区に対応して 8 グループに分けられ、それぞれ 1 人
の同胞会の優秀な年長会員が班長を務める。グループの規模はいずれも 20
人以下である。日本に向かう船上で午前中授業が行われ、日本人の生活、習
慣、歴史、日本における聖公会の事業について学ぶ。
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　旅程の案内とパンフレットは同胞会の本部から入手できる。
�

注記：マキム主教は 1931 年 8 月 6 日に横浜から出航（SM 誌 1931 年 9 月、621 頁）。
9 月初旬にシアトルに到着、夫人と合流し、米国聖公会総会に向かった（10 月、
704 頁）。ミス・C・ガートルード・ヘイウッドは定期休暇で横浜を 1931 年 7 月
23 日に出航し、8 月 5 日にシアトルに到着した（SM 誌 1931 年 9 月、621 頁）。
その後、1932 年 2 月 24 日の「ヒヤ丸」で出航した（SM 誌 1932 年 3 月、193 頁）。
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56　1931/10  Pioneering for Christ Jesus in Japan; After more than fifty 
yearsʼ continuous Christian service in the Far East, Bishop McKim 
recalls hardships and rewards of our early work.



－160－



－161－



－162－



－163－



－164－

56	 1931 年 10月号　日本におけるイエス・キリストのための先駆け。極東
において50年以上にわたって続けてきたキリスト教の奉仕を振り返り、
マキム主教が聖公会の初期の事業の困難とその報いを語る。673-677頁。

	 訳出　673頁～676頁〔全文〕。

神学博士ジョン・マキム主教
北東京伝道主教（1893 年～）

第 1 部

　神の王国を拡大する事業において聖公会が先駆者としての名誉を主張でき
る機会は必ずしも多くありませんが、こと日本に関してはその名誉を主張し
てもさしつかえありません。1859 年 2 月、ニューヨークの伝道協会理事会
の会議において、既に上海地方部で働いていた 2 人の宣教師、ジョン・リギ
ンズとチャニング・ムーア・ウィリアムズを先駆者として日本に送る決議が
採択されました。2 人は中国へ行くのに船でホーン岬を経由し、6 か月の航
海を経た後に蘇州に駐在しました（注 1）。そこで彼らは大変な反対に遭い、
時には肉体的な暴力も加えられ、そのためリギンズ氏は休養と治療のために
日本の長崎に転任させられました（注 2）。したがって 1859 年 4 月のある日

（注 3）、新しい任務を命じられたとき彼は既に日本にいたのでした（注 4）。
それから 2 か月後に米艦船ジャーマンタウンに乗ってウィリアムズ氏が赴任
してきました（注 5）。9 月に最初の宣教医エルンスト・シュミット博士が任
命されました。しかし彼は長く滞在せず、翌年早くに辞任しました（注 6）。
　リギンズ氏は健康が回復せず、1 年半後にやはり辞任し（注 7）、ウィリア
ムズ氏だけが残りました。キリスト教に敵対する古い布告はまだ効力があり
ました。キリスト教徒であると嫌疑がかけられたり、密告されたりした者は
投獄され、刑罰や重い罰金が科せられました。現在東京に住んでいるコジマ
さん（注 8）という男性がいます。聖公会の最も古いキリスト教徒ですが、
1869 年にキリスト教徒であると当局に密告されました。彼はこの違反だけ
のために逮捕され、手足を厳重に縛られたうえ、九州の自宅から 800 マイ
ルも離れた東京まで歩かされ、そこで 6 か月間収監されました。武装衛兵に
付き添われて歩いている間中、どこでも口汚い言葉で罵られ、唾を吐きかけ
られ、石を投げられました。彼は 1923 年 12 月 7 日に最初の日本人主教で
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ある元田〔作之進〕博士の按手のための大規模な公開行事に出席する名誉を
得ましたが、そこには彼に有罪判決を下したのと同等の地位の役人が大勢貴
賓として出席していました。
　長崎におけるウィリアムズ氏の生活は孤独で過酷なもので、それが彼の全
生涯に影響を与えたと私は思います。友人は 1 人もおらず、どこに行くとき
もスパイに尾行されました。自分と同じ肌の色をした人種の人々からも馬鹿
にした態度で扱われました。彼は日本語を学び、役人に英語を教え、中国語
で書かれたキリスト教の文献を配りました。それは当時利用できた唯一のキ
リスト教文献でした。彼はそれを会う人ごとに配りましたが、その多くはス
パイでした。私の知る限り、この過酷な仕事と疎遠な孤独の 7 年間というも
の、彼の心はただ一人の改宗者に喜ぶこともなく、1 回の洗礼もなかったと
思います（注 9）。
　ウィリアムズ氏は〔米国聖公会〕総会の主教会において日本の管轄権のあ
る揚子江流域の主教に選出され（注 10）、1866 年 10 月 3 日に按手されまし
た。中国での任務は非常に厄介なものだったため、1871 年まで駐在宣教師
がいなかった日本を訪れる時間はほとんどありませんでした（注 11）。日本
に来た彼はやがて大阪に居を構え、そこで 1869 年に最初の改宗者に洗礼を
施しました（注 12）。受洗者の名前は知られると危険が及ぶ可能性があるた
め公表されませんでした。彼は侍で、2 本の刀を下げて教会にやって来まし
た。
　1871 年、アーサー・モリス師が大阪に派遣され、日本における聖公会の
孤独な見張り番となりました。1 年半後にタトル主教の義理の兄弟である
G・B・D・ミラー師が着任し、1872 年には J・ハミルトン・クインビー師
が来ました。翌年、ミラー氏とクインビー氏は大阪に聖テモテ学校を設立し
ました（注 13）。聖公会が日本で初めて開設した男子校です。1873 年 7 月 4
日に最初の宣教医ヘンリー・ラニング博士が到着し、大阪の梅本町に診療所
を開きました。この診療所は日曜日の礼拝に使われました。1875 年にイン
ディアナ州サウスベンドのミス・C・ガートルード・ヘイウッド（注 14）が
大阪に派遣され、帝国で最初の聖公会女子校となる平安女学校（注 15）を
開設しました。彼女は日本に来た聖公会の最初の女性宣教師でした（注
16）。それから 1 年後に聖公会の宣教師の妻たちの手で立教高等女学校が開
校しました（注 17）。最初の常勤教師としてミス・フローレンス・ピットマ
ン（後に J・McD・ガーディナー夫人）が任命され、1878 年に日本に到着
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しました（注 18）。
　大阪ミッションは 1878 年 10 月に T・S・ティング師が到着したことに
よって強化されました。ティング氏は優れた知性とさまざまな才能の持ち主
で、私が知っている誰よりも早く日本語を修得しました。彼の手で 1879 年
に英和学校（聖テモテ学校）（注 19）が再組織され、1885 年にティング氏に
対して生徒がストライキを起こすまで続きました。生徒たちは畳（藁のマッ
ト）を切り裂き、障子（紙のドア）を壊し、建物に破壊の限りを尽くしまし
た。この暴動の首謀者の 1 人は、現在は名誉ある教育者である温厚な K 博
士（注 20）でした。この結果、聖テモテ学校は閉校されました（注 21）。
　私は 1880 年 3 月 1 日に日本に到着しましたが、マキム夫人が全く乗り気
ではなかったため、私たちは 4 月まで東京に留まっていました。私は何もす
ることがなかったので、ウィリアムズ主教から 1874 年 2 月に東京で開校し
た立教学校で教えるよう頼まれました。そこではアメリカのハイスクールの
カリキュラムと同じ科目をすべて英語で教えていました。私は英語と英文学
のほか、論理学を含めほとんど何でも教えました。
　大阪に行くと、聖テモテ学校〔英和学舎〕で 1 日 2 時間の授業を頼まれま
した。私は 1 日 2 時間日本語を勉強し、それから先生と一緒にいろいろな店
に行き、商人相手に私の日本語を試しました。ときどき彼らは外国人を相手
にせず、口を聞くこともなく、手を振って追い払いました。かつて侍だった
私の生徒と一緒に行ったときも、そういうことが起こりました。そのとき彼
は店主にこう言いました。「もしこれが 10 年前に起こっていたら、お前の首
を刎ねているところだ。」
　当時聖公会の礼拝はラニング博士の診療所で行われていました。ティング
氏は私より 1 年半前からいましたが、まだ自分で日本語の説教をする自信を
十分持てないでいました。聖餐台のサイズはおよそ 3 フィートと 2 フィート
で、モリス氏とティング氏は台の両端で高いクッションの上に跪いたので、
2 人の頭はほとんど触れそうになりました。それは古い家庭用聖書に載って
いた、贖罪所を二つのケルビムの翼が覆っている絵を思い出させました。

『新約聖書』の各書は翻訳され、それぞれ柔らかな青い表紙を付けて綴じら
れました。祭壇の一方の端にはそれらが積んであったものです。『新約聖書』
全体の初版は私がここに来てから数年間出版されず（注 22）、『旧約聖書』
が出版されたのは 1889 年（注 23）になってからでした。
　これとの関連で興味深いのは、ようやく 1873 年になって神戸の書店が英
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語の聖書を販売する許可を申請したところ、何語であれ聖書を売ろうとした
ら投獄されて罰金を科されると言われたことです。
　私は日本に来てから 1 年半後に最初の説教をしました。何年か後にそれを
読み返して、会衆の誰もほんの数行の文章しか理解できなかったのではない
かと訝りました。とにかく人々の無知は凄まじいものでした！私は「エルサ
レムとは何ですか？それは人の名前ですか？」とか「アメリカの太陽は日本
の太陽と同じですか？」などと質問されました。
　私は家族と大阪に 2 年間、照闇女学校（注 24）の 2 階に住んでいました
が、着任してから 3 か月後、つまり礼拝をローマ字で読めるようになってか
らチャプレンになりました。私が最初に洗礼を授けたのも言うまでもなくこ
の学校の女生徒たちです。その 1 人は現在京都の山辺久吉師の妻です。ミ
ス・エディーはこの 2 階の 2 部屋を使用し、私たちの下宿人として月 15
円＊ 払いました。照闇女学校の寄宿生を養う費用は当時月 2 円でした。最上
の牛肉が 1 ポンド 8 銭、他のすべての物価もこれに比例していました。
　私の最初の地方の仕事は郡山（大和地方）でした。それまでこの土地のこ
とは 1 度も聞いたことがありませんでしたが、後に大阪〔地方部〕主教とな
る H・J・フォス師は、郡山に親戚がいる人物を洗礼したことがある（注
25）と言い、彼よりも私の方が郡山に近いので何ができそうか行ってもら
いたいと頼んできたのです。私は伝道師で照闇女学校の教師である田中氏

（注 26）を一緒に連れて行きました。郡山に着いた最初の晩のことは決して
忘れることがないでしょう。私は石を投げられ、やじられましたが、私たち
は話を聞いてもらえるまでそこに留まり、私はたどたどしい日本語で話しま
した。後で私が送られた家族に洗礼を施しました（注 27）。
　数年前、大阪で最大の教会の 1 つの牧師が、私にこう尋ねました。「40 年
ほど前初めて郡山を訪問した時のことを覚えていますか？少年たちはあなた
のことを大事に扱いましたか？」
　私は、大事にするどころか、彼らは私に石を投げたと答えました。
　 「その中に私もいました」と彼は言いました。
　初めて奈良を訪れたのは 1883 年のことでした。地元の有力な弁護士だっ
た玉置格と中山貞楠が最初の受洗者で、彼らは 2 人とも私が知っている最も
熱心なキリスト教徒になりました。彼らは家族と一緒に、玉置氏の家の 2 階

　　　　　
 ＊通常 1 円は約 50 セント、1 銭は 2 分の 1 セント
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で洗礼を受けました。彼らは優れた手腕で高く尊敬されていましたが、キリ
スト教徒になったら村八分にされて、顧客の多くを失うことを知っていまし
た。洗礼を受けた後、彼らは私と一緒に大和地方を回って歩き、農家や寺院
の境内や似たような場所で証言したものです。
　鉄道がなかったので、移動はすべて徒歩か人力車でした。そのころ日本の
旅館の平均的な宿代は 2 食付きで 35 銭で、これに茶代（チップ）として 15
銭以上渡しました。
　日本聖公会の最初の自給教会は奈良の基督教会でした。信徒たちが土地を
出し、聖堂を建てもので、使われた外国の金と言えば、私が持ち合わせてい
た 70 円だけでした。最初から私たちに土地代や雑費を頼ることなく、すべ
て信徒たちによって立ち上げられました。
　当時の生活水準は今日のそれよりもはるかに低いものでした。伝道師・牧
師に月々支払われた 12 円は相当な額でした。
　大和市での次の仕事は田原本でした。
　大阪である朝、私が書斎にいるときに 1 人の老人（注 28）が入ってきて、

「洗礼を受けたい」と言いました。
　私は「あなたのことは知りません。あなたはキリスト教について何を知っ
ていますか？何を読みましたか？」と答えました。
　すると彼はこう言いました。「私は福音書の一部と、『天道溯原』（注 29）
というキリスト教の証言について書いた本を読みました。私は天と地を創造
した唯一の神を信じます！この神は万人の父だと信じています。神は自分の
子を送りました。その子は人間になり、人は悔い改めて洗礼を受けたら救わ
れると教えました。私は彼の約束を信じています。私は罪人なので、洗礼を
受けて罪から救われたいのです。」
　私はこの男はなかなか良いキリスト教徒だと思いました。そこで伝道師の
田中〔宇喜智〕氏に、彼を審査して、何日か引き留めておくように頼みまし
た。田中氏は良い報告をして、彼は有益な人間であると言いました。そこで
私は彼にこう言いました。「もしあなたが、私が考えている通りの人ならば、
田原本に帰って友人や近所の人にあなたが信じているものを伝えなさい。私
に一報してくれたら、出かけて行って彼らに教えましょう。」それから数日
たって彼から連絡を受け取り、私は出かけました。私たちは人々に午後 8 時
から 12 時まで教えました。もちろん私が話せたのはごく短い時間で、田中
さんが 3 時間話しました。事業は育ち、私たちはそこから高田へ行きまし
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た。彼らはソサエティ・オブ・ダブル・テンプルから 500 ドル寄贈され、土
地と建物を購入しました。それから数年後に彼らは自給できるようになりま
した。
　この地方で私が訪れなかった町はありません。

　これは北東京〔伝道教区〕主教〔マキム〕がキリスト教宣教師として日本
に派遣された初期の経験を回想した一連の記事の第 1 部である。第 2 部は近
く出る号に掲載される予定である。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�日本に派遣された最初の宣教師。ジョン・リギンズ師は 1859 年最初期の帝国

で仕事を始めた。
・�1880 年の宣教師。ジョン・マキム師（現在主教）は宣教師として長いキャリ

アを東京で開始した。
・�大阪聖バルナバ病院のスタッフ、1885 年頃。ヘンリー・ラニング博士（前列

中央）は大阪でキリスト教診療所を開設、日曜日にはここで聖公会の礼拝が行
われた。

（注 1）1856 年 6 月末に上海に上陸後、上海租界を拠点としながら郊外の蘇州周
辺に伝道旅行をし、1858 年からは常熟で定住伝道を敢行した。

（注 2）転任ではなく、療養目的の一時的渡航である。
（注 3）リギンズが長崎に上陸したのは 1859 年 5 月 2 日である。
（注 4）リギンズは 1859 年 5 月 26 日の書簡で、遣日宣教師の任命諸を受け取っ
たことを報告している。

（注 5）ウィリアムズの来日（長崎）は 1859 年 6 月末である。
（注 6）宣教医エルンスト・シュミットは 1860 年 8 月末に来日し、1 年 3 か月後
の 1861 年 11 月末に健康不良で離日した。

（注 7）1859 年 5 月に来日したリギンズは 1860 年 2 月に離日しており、その滞日
期間はマキムが言うような「1 年半」ではなく、わずか 10 か月足らずで、シュ
ミットの滞日期間（1 年 3 か月）のほうが長い。

（注 8）二川一騰（ふたがわ・いっとう）。1869 年 11 月に CMS 宣教師ジョージ・
エンソーから受洗し、翌 1870 年 3 月に捕縛された。釈放後は諸教派を転々とし、
1920（大正 9）年からは、どの教派にも属さず、宣教師の指示を受けない独自の
立場に立つキリスト教を主張した。

（注 9）ウィリアムズは 1866（慶應 2）年 2 月に、聖公会最初の洗礼者（プロテ
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スタントでは 2 番目）となる荘村助右衛門（肥後藩士）に授洗している。
（注 10）ウィリアムズは 1865 年秋の米国聖公会総会で第二代中国・日本伝道主
教として選出された。

（注 11）1869 年 5 月に中国から移転し、大阪に定住している。
（注 12）最初の改宗者が 1869 年大阪というのは誤り。長崎において 1866 年が最
初の改宗者である。上記（注 9）を参照。

（注 13）大阪最初の男子校は、マキムが言うように「G・D・B・ミラーと J・H・
クインビーによって」ではなく、またマキムが書いているように「1873 年」で
もなく、1872 年 2 月にウィリアムズとモリスによって開校された。聖テモテ学
校と名付けられるのは 1879 年以降である。

（注 14）ヘイウッドではなく、エレン・G・エディ。エディの来日は「1875 年」
でなく、1874 年 11 月。

（注 15）当時は照闇女学校。1895 年に京都に移転したときに平安女学校と改称。
（注 16）誤り。最初の遣日女性宣教師は 1863 年 3 月 30 日に来日した J・R・カノー
ヴァー（元・遣清宣教師）。同年 5 月上旬には離日し、滞日期間はわずか 1 か月
ほどであった。

（注 17）C・T・ ブランシェの妻と W・B・ クーパーの妻。 ブランシェ夫人は
1875 年来日の米国女性一致伝道協会の元宣教師。クーパー夫人は 1873 年来日の
米国メソジスト監督教会宣教師 R・S・マクレイの娘。クーパー夫人は別の女学
校を開いた。

（注 18）「1878 年」は誤り。1877 年 11 月 23 日に来日。
（注 19）英和学舎と改称。それ以前は男子校（Boy’s School）と呼称していた。
（注 20）小林彦五郎。
（注 21）1887 年に生徒 14 人を立教大学校に移籍させ、大阪の英和学舎は閉校と
なった。（注 22）誤り。1880 年に翻訳委員社中による『新約全書』（明治訳）が
刊行されている。

（注 23）誤り。1888 年に 1 冊本が刊行されている。
（注 24）平安女学校の前身。
（注 25）餌取勝太郎。
（注 26）田中宇喜智。
（注 27）松岡岩平とその家族。
（注 28）三浦新造。
（注 29）米国長老教会遣清宣教師 W・A・P・マーティン著。1854 年刊行の中国
伝道書。19 世紀中国プロテスタント文書伝道史上における代表的著作で、幕末
に日本に流入して以来、日本においてもキリスト教の発展に多大な貢献をした。
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57　1931/10  Brotherhood of St. Andrew.
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57	 1931年 10月号　聖徒アンデレ同胞会。713頁。
	 訳出　�713 頁左 1行目～左下 13行目まで。713頁右 8行目～右 12行目

まで。713頁右下 17行目～右下 6行目まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　同胞会全国大会が〔1931 年〕8 月 27 日から 9 月 3 日までテネシー州スワ
ニーで開催され、42 の教区と伝道区から 400 人以上の男子が参加した。
　この集会の注目すべき特徴は、息の長い伝道を展望し強調したことであ
る。
　おそらく最も印象深いイベントはインターナショナル・ナイトであり、聖
公会の 2 人の伝道主教（ハルス主教とコルモア主教）がそれぞれの任地の伝
道の窮状と機会について簡潔だが感動させる報告をした。続いて、立教大学
の卒業生で同胞会の支援を受けて、日本におけるキリスト教の指導者になる
べくペンシルヴェニア大学で大学院生として研究しているアンデレ小川〔徳
治〕が個人的な経験を生き生きと語った。小川氏は日本における若いクリス
チャンの学生としての経験、彼の困難と問題、そして他の日本人の若者がキ
リスト教徒の生活と奉仕に入るのを助けるために生涯を捧げるという至高の
目的について、簡素だが心のこもった言葉で語った。
―略―
　第 3 の伝道上の特徴は、1932 年夏に計画されている日本巡礼の案内と参
加者の登録であった。（『スピリット・オブ・ミッションズ』9 月号 634 頁参
照）
―略―
　組織の活動の拡大に対処するために、同胞会の全国規約を改正して全国協
議会のメンバー数を 3 分の 1 増やした。また 10 人の聖職者からなる顧問委
員会を任命した。
　進展部（少年会議）の議長にボストンのトーマス・ウォルシュ・ジュニア
の後継としてデトロイトのロバート・F・ウェーバーが選出された。アンデ
レ小川〔徳治〕は名誉副議長に選出された。
�

注記：SM 誌 1931 年 10 月号によると、北東京地方部新任のミス・セイラ・G・
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ホワイト（Sarah G. White）と京都地方部新任のミス・ガートルード・サムナー
ズ（Gertrude Sumners）は、「エンブレス・オブ・カナダ」号で 1931 年 9 月 12
日に出航した。京都地方部新任のアンジェラ・L・オグレスビー夫人（Angela L. 
Oglesby） は「アサマ丸」 号で 1931 年 9 月 3 日に出航した。 京都地方部主教
シ ャ ー リ ー・H・ ニ コ ル ズ と 東 北 地 方 部 主 教 ノ ー マ ン・S・ ビ ン ス テ ッ ド

（Norman S. Binsted）は、米国聖公会総会出席のため 1931 年 9 月初旬に到着した。
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58　1931/11  Pioneering for Christ Jesus in Japan; The Missionary became 
Bishop as conditions in Japan made possible a more aggressive 
evangelism. Foundations of a national Church laid.



－175－



－176－



－177－



－178－



－179－



－180－



－181－



－182－

58	 1931 年 11月号　日本におけるイエス・キリストのための先駆け。日本
の状況がより積極的な福音伝道を可能にしたため宣教師が主教になっ
た。自国聖公会の基礎が敷かれる。741-748頁。

	 訳出　741頁～748頁〔全文〕。

神学博士ジョン・マキム師
北東京伝道主教（1893 年～）

第 2 部

　1886 年以前は日本ではアングリカン・コミュニオンの三つの協会、すな
わち英国教会伝道協会、福音宣教協会、そして私たちの内外伝道協会が、互
いに完全に離れて独自の活動をしていました。こうした奇妙な状況がどこま
でも続くことは、日本に 6 つの長老派教会があるように、3 つの聖公会が組
織されかねない大きな危険があると思われました。
　1886 年にウィリアムズ主教とビカステス主教は、アングリカン・コミュ
ニオンのすべての支部が結集した現地人聖公会のための暫定的な法憲・法規
を作成するために、3 協会のそれぞれから代表 3 人を集めて会議を呼びかけ
ました。アメリカ人の代表は H・D・ペイジ師と J・T・コール師と私自身
でした。私たちはこの暫定的な法憲・法規の作成に夏の暑い日を何日も費や
しました。
　1887 年 2 月 11 日に日本聖公会の最初の総会が大阪で開かれたとき、聖公
会の受聖餐者は 500 人に満たず、執事に按手された日本人は帝国全体で田
井正一と金井登の 2 人だけでした。総会は大変な混乱と無秩序に支配されま
したが、その原因は主として議会の慣習に無知なためでした。それはさなが
らクマ遊園でした。誰も隣の人間を信用せず、それぞれのミッションは他の
ミッションに不信感を抱き、組織された伝道拠点からそれぞれ 1 名信徒代表
として送られた日本人は、封建的伝統に忠実に各自のミッションの指示に従
いました。しかし聖霊が荒れた海を沈め、混沌から秩序を生み出しました。
　最も興味深い議案の 1 つは教会の名前でした。最初に提案された名前は

「監督公会」（文字通り、「監督者の教会」という意味）でした。しかし教会
には主教〔監督〕の他にもたくさんの人がいました。その他の提案に日本基
督教会や使徒公会などがありました。最後に英国教会宣教協会の 1 人の日本
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人信徒代表が立ち上がり、「日本聖公会」（Holy Catholic Church in Japan）
を提案しました。すると出席していた日本人は全員万歳を叫び、それは受け
入れられたのです。この名前が支持されたのは「日本」という言葉のためで
あることは明らかでしたが、これを嫌う者は誰もいませんでした。
　日本聖公会の法憲・法規は現地の事情が許す限り米国聖公会を範にして作
成されましたが、組織が誕生してから 45 年間、拡大や改善はされたものの、
基本的な変更は行われませんでした。
　日本聖公会が組織された当時、日本にはただ 1 つの自給教会も存在しませ
んでした。日本人の司祭もいませんでした。帝国にはまともな教会建築物は
ありませんでした。あったのは神聖な勇気と信仰でした。この最初の総会で
1 人の日本人から内外伝道局を設立しようという動議が出されました。宣教
師たちは冷ややかに言いました。「日本には 1 つの教会堂もない。援助の 99
パーセントは外国から来ている。伝道を語る前にまず自分たちが独立しなさ
い。」これを聞いて日本人は驚き、感情を害しました。「私たちはあなたがた
によってもたらされた福音を信じることで非常に多くの慰めと喜びを得た。
私たちはこれを自分たちだけにとどめておくことに満足しない。他の人々に
も伝えることが私たちに課せられた義務だと感じている。」動議は可決され、
伝道協会が組織されました。しかしそれは数年間あまり機能しませんでし
た。現在台湾には 3 人の日本人司祭、2 人のバイブル・ウーマン、2 棟の教
会の建物と土地、その他の財産がありますが、それらの支援は全額日本人の
財布から出たものです。

　1893 年 3 月の土曜日の朝、大阪で自分の書斎に座って翌日の説教の準備
をしていたとき、次の驚くべき 4 語からなる電報が手渡されました。「あな
たは―被選―主教―ハート」（サミュエル・T・ハート師は当時主教会の
主事でした。）
　それはまさに青天の霹靂でした。1889 年に退任したウィリアムズ主教の
後任を選出しようとして 3 回失敗した（注 1）ので、今度はアメリカから主
教を派遣するように努めるものと誰もが思っていました。ですから私にくじ
が当たるなどということは思ってもみませんでした。私は地方部の遠い端で
働いている無名の司祭であり、東京に行くことも私が日本に来てから 13 年
間ほとんどありませんでした。常置委員会が同意したという知らせを受け
取った後、私はアメリカに戻る準備をし、1893 年 6 月 14 日にニューヨーク
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の聖トマス教会で按手されました。同時に私の親しい友人であるフレデリッ
ク・R・グレイヴズが上海の主教に按手されました。按手者はロングアイラ
ンド主教 A・N・リトルジョン師で、デラウェア州、ノースカロライナ州、
テキサス州の主教、それにオーストラリアの元首座主教が補佐を務めまし
た。説教をしたのはケンタッキー州の主教です。
　私は日本に戻って新しい聖務に就きましたが、大変ありがたいことにウィ
リアムズ主教を助言者に持つことができました。彼は求められなければ自分
から助言することはなく、干渉の疑いを持たれるのを避けたいと強く願って
いました。ある日、2 人で話をしているとき、ウィリアムズ主教は 1 年間ア
メリカの古い友人を訪ねたいと言いました。（23 年前（注 2）に按手されて
以来、1 度も帰国したことがありませんでした。）彼が出発前に知れ渡って
公務の妨げになるのを嫌うことを知っていたので、私は「どうか出発する日
を私に知らせないで行くことがないように」と頼みました。
　それから 1 週間ほど経って、彼は私の執務室に腕一杯の記録やその他ミッ
ションに関する職務上の帳簿を抱えてやって来て、「さよなら」と言いました。
　私は「どこへ行くのですか？」と尋ねました。
　 「アメリカに発つときはあなたに言うと約束しました。今日がその日で
す。大勢の人に見送られたくないので、出発するまで誰にも言わないでくだ
さい。」
　それから 1 年後（注 3）にウィリアムズ主教は戻り、本人の希望で京都に
赴任し、西海岸の幾つかの伝道拠点を担当しました。彼はそこで晩年まで奉
仕していましたが、健康が衰えたために生まれ故郷であるヴァージニア州の
リッチモンドに帰ることを余儀なくされ（注 4）、そこで 1910 年 12 月 3 日

（注 5）に永眠しました。
　任命状では私に与えられたタイトルは江戸主教となっていました。江戸は
将軍の都でしたが 1868 年に転覆され、天皇が江戸に移ってここを首都とし、
名前も東京に変えたのです。
　その当時、東京地方部は現在の北東京、京都、東北のすべて、それに現在
の東京教区と大阪教区の大部分を含んでいました。現在北東京と呼ばれる所
には 4 つの伝道拠点しかなく、そのうち自前の不動産があるのは前橋だけで
した。この不動産は日本人の信徒によって私たちのために保有されたもので
す。
　日本と諸外国の間で結ばれた古い条約は、外国人がいわゆる外国人居留地
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に住み、借地に私有財産を持つことは認めても、日本政府に雇用された者を
除いて居留地外に居住する権利を禁じる条項を含んでいました。言うまでも
なくこれらの条約は、私たちの伝道活動を大いに妨げ、制約しました。私た
ちは居留地外に信頼できる信徒の名前で不動産を借りたり買ったりすること
はできましたが、その所有権に関する法的請求権はなく、不動産登記に名前
を借りた人物の誠実さだけが頼りでした。大変名誉なことに、この責任を喜
んで引き受けてくれた誠実な日本人は誰一人として無責任な者はなく、ある
いはこの機会を何らかの形で利用して私腹を肥やそうなどとはしませんでし
た。
　新しい条約の下で外国人は個人として、農業以外のすべての目的のために
土地の地上権を無期限に買うことが許されました。私たちは最も著名な日本
の弁護士に、ミッションが法人として慈善、教育、宗教の目的のために不動
産を保有する無瑕疵権原を得る可能性について相談しました。私たちが 500
円支払った弁護士の意見は、目的が何であれ外国の法人が無瑕疵権原を得る
ことはできないだろうというものでした。そこで私たちは自治省にいるキリ
スト教徒の役人の助けを借りて、あらゆる可能な努力をすることを決意しま
した。それから 2 年ほど経って、日本の法人としてこれらの 3 つの目的のた
めに不動産を保有する特別許可を申請するようアドバイスされました。もう
お気づきでしょうが、私たちは外国法人としてではなく、在日本エピスコパ
ル宣教師社団という名前の日本法人として組織したのです。
　法人設立定款に明記されているように、私たちが所有するいずれかの不動
産が不要になったら売却することができ、その代金はアメリカ合衆国の内外
伝道協会に入ります。日本人の友人によって形式的に私たちのために保有さ
れている不動産は、すべてのこの協会に譲渡されました。
　日本聖公会の最初の総会で、帝国全体が東京、大阪、九州、北海道の 4 つ
の教区（注 6）に分割されました。九州と北海道、それに大阪と東京の一部
で、英国協会のすべての事業を管理していたのはたった 1 人の主教でした。
私がビカステス主教との間で 1 年以上にわたり交わした手紙の大部分は、大
阪と東京における主教管轄権で衝突を避けるにはどうしたら一番良いかとい
うことに関するものでした。最終的に私たちは調和を確保する最良の方法と
して、この 2 つの都市のどの地区でも新しい事業を始めるときは互いに相手
の主教と諮問委員会の承認を得るという合意に達しました。この合意は、こ
の目的のために特別に招集された総会の決議によって強化されました。
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　その当時、東京の米国ミッションは 4 つの組織された教会を持っていまし
た。それらは〔築地〕三一大聖堂、神田のキリスト教会、浅草の聖ヨハネ教
会、そして深川の真光教会でした。1923 年に新しい東京教区が発足し、そ
の最初の日本人主教が按手されたときには、それまでにアメリカ人伝道主教
の管轄下に置かれていた 13 の教会と伝道区がありました。
　私が按手されてから最初の数年間は、現在京都地方部になっている地域の
伝道所に出かけて行って堅信を授け、早急に解決が必要なさまざまな問題を
把握することに多くの時間を費やさざるを得ませんでした。
　1894 年に日本と合衆国の間で調印された新条約は新たな刺激を与え、神
の摂理のもとで王国の拡大に新しい機会を提供しました。私たちは障害なく
パスポートを持たずに旅行し、地元当局の完全な同意があれば帝国のどこで
も滞在できるようになったのです。しかしすべての関係者が新しい状況に対
応する準備をするために、この条約は、5 年間は完全には実施されませんで
した。
　東京の基督教会で行った最初の堅信式で、私はすべての堅信式でなされた
献金は将来の日本聖公会の寄付基金の核として蓄えたいと述べました。これ
は総会によって日本聖公会のすべての会衆が従うべき規則として採択されま
した。初期の頃はこれらの献金は大した金額ではありませんでしたが、教会
や個人からの特別の寄付金と合わせて基金とし、現在はその利息で東京と大
阪の 2 人の日本人主教の給与の 3 分の 2 を払えるようになりました。
　1898 年の総会で京都地方部が分離され、その最初の主教は 19 年間漢口伝
道地方部で指導的な宣教師の 1 人だったシドニー・C・パートリッジ師でし
た。パートリッジ師は 1900 年 2 月 2 日に東京の三一大聖堂で按手され、日
本で按手されたアングリカン・コミュニオンの最初の主教となりました。
パートリッジ主教は新しい職務と翻訳に多彩な能力を発揮し、1911 年に
ウェストミズーリ教区に転任したときは、日本人の友人から深く惜しまれま
した。
　パートリッジ主教の按手により、私と古い東京地方部内の京都地区との関
係は切れました。そこで私は東京地方部の北地区に新しい伝道拠点を開く計
画の発展にすべての時間をかけることができるようになりました。この地区
は 1925 年に総会で東北地方部として分離されました。この地区は私にとっ
て特に大切でした。私が按手された当時、地区全体に散らばっている聖公会
のキリスト教徒はわずか 10 人ほどでした。気候が合わないために東京に住
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むことができなくなった 1 人の女性伝道師が青森に派遣されました。そこで
彼女は立教学院の卒業生でキリスト教徒の弁護士の力を借りて希望者に授業
を行い、彼らのために洗礼を準備しました。これらの人々は 1894 年に私が
初めて訪れたときに洗礼と堅信を受けました。このとき同行したのは現在イ
ンディアナポリス教区の主教 J・M・フランシス師でした。次に開くべき伝
道拠点は東北最大の都市仙台でした。現在ここには活力にあふれた大規模な
自給教会があり、その知性と熱意と立派な活動で地域中に知られています。
仙台に私たちは、よく組織され成功している女性宣教師と幼稚園教師養成の
ための学校をもっています。当時は新しい地方部が分離されて 20 以上の教
会と伝道区があり、それらの多くはちゃんとした教会と信徒会館と牧師館を
備えていました。東北地方部の要求で、総会による主教の選出は 1928 年ま
で延期され、北東京の宣教師 N・S・ビンステッド師が最初の主教として選
出されました。

　日本における米国聖公会ミッションは、キリスト教宣教師の使命は、魂だ
けでなく、精神と肉体の救済、すなわち人間の一部ではなく全人間を救う努
力において主の範に従うことであるという信念に基づいて活動してきまし
た。これを目的としたからこそ、非常に粗末で貧弱な学校が伝道の努力と合
致したのです。立教学校が最初に開設されたのは 1874 年、昔の外国人居留
区の小さい一室においてでした。カリキュラムはアメリカの普通のグラ
マー・スクールの授業で使われているものを基礎とし、すべての科目は英語
で教えられました。その当時日本の文部省はまだ完全に組織されておらず、
各学校はそれぞれ好きなやり方で教えていたのです。やがて文部省が発展し
て公立、私立を含むすべての学校に対する影響を拡大したため、立教学校も
同等の学校に対して規定されたカリキュラムに合わせざるを得なくなりまし
た。その結果、すべての授業は日本語で教えられ、英語と英文学の学習は特
別科目になりました。
　1893 年に私が立教学校に行ったとき、生徒の数は約 50 人でした。J・マ
クドナルド・ガーディナー氏が校長で（注 7）ミッション建築家でもありま
した。彼はその温厚で親しみのもてる人柄のために生徒から慕われ、今日
ガーディナー記念協会として知られる立教学校の OB の組織があるほどで
す。
　学校は長い年月にわたり浮き沈みを重ねてきましたが、H・セント・
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ジョージ・タッカー師が総理になると、その優れた指導力のもとで立教学院
（注 8）に発展しました。タッカー師が 1912 年に京都〔地方部〕主教に選出
されたので、C・S・ライフスナーダー師が後任となり、この活力にあふれ
敬愛される総理のもとで立教学院は立教大学（注 9）になりました。男子生
徒 50 人の小さな学校が帝都の有力な 6 大学の 1 つに数えられ、学業と人格
教育においては他に比べようもない大学となったのです。卒業生は教育、商
業、宗教の分野で指導的地位につきました。立教大学にとって幸運だったの
は 20 年間にわたり、ヨセフ元田〔作之進〕博士を学長に迎えることができ
たことです。元田博士は後に日本人として初めて東京〔教区〕主教になりま
した。立教大学は文部省によって認められた日本で唯一のキリスト教大学で
す（注 10）。
　立教大学は見事に設計された大学ゴシック様式の建物群を擁し、1,000 人
の学生を収容できます。しかし今、これらの建物を全部合わせても学生数の
増加に応えるには不十分です。そのため薄っぺらで外見も魅力に欠けた木造
家屋を立てざるを得ませんでした。これは近いうちに、オリジナルの建物群
とより調和した堅牢な構造物に取って代わられなければなりません。立教大
学には聖徒アンデレ同胞会の活発な支部が 2 つあり、多くの学生は近隣にお
いて、これら 2 つのミッションの仕事に協力しています。
　立教大学の設立に呼応して、宣教師の妻たちも自分たちの影響を受けて
やって来る少女の教育のために何かしようとさまざまなことを試みました。
ミス・フローレンス・ピットマン（後に J・McD・ガーディナー夫人）が
到着したことにより、立教女学校の名前で学校を設立することができまし
た。しかしその進展は建物と設備の不足のために何年も妨げられました。こ
の学校も初期の頃は英語をすべての学科の基本言語にしていました。設立当
初の目的にはありませんでしたが、立教女学校が私たちの聖職者やキリスト
教改宗者の妻のための結婚問題の相談所として機能したと言えば、読者を楽
しませることでしょう。日本にある教育、慈善、宗教関係の組織で指導的な
女性の多くは、立教女学校の卒業生です。
　1923 年の大震災のとき、立教高等女学校はほぼ 600 人の生徒を擁し、そ
の規模と名声の頂点にありましたが、建物の痕跡すら残りませんでした。生
徒たちは散り散りになり、大多数は家を失って貧窮しました。借りる建物も
なければ、再建する金もありませんでした。敬愛された校長の J・小林〔彦
五郎〕博士と、不屈の校長ミス・C・G・ヘイウッドは、忠実な教職員の助
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けを借りて宿泊場所を確保するためのあらゆる努力を払った後、石井亮一夫
妻から寛大にも知的障害児のケアのために建てた建物に宿舎を提供されまし
た。年長の生徒は可能な限りこれらの窮屈な建物（注 11）に集まりました。
やがて私たちは米国聖公会からの比類ない援助により、東京の中心から 10
マイル離れた場所に敷地を買うことができました。それから 6 年間仮設の建
物で過ごした後、私たちはいま日本で最も美しい教育施設の 1 つを持ち、生
徒数はほぼ 500 人に達します。生徒の 4 分の 3 以上は学校から何マイルも
離れた所に住んでいるにもかかわらず、毎日 150 人以上が朝の礼拝に出席
しています。立教高等女学校はハイスクールと同等の学校です。近隣の家族
の要望に応えて、彼らの幼い子供たちのために今年（1931 年）ミッション
で初めて小学校が設立されました。

　1885 年に東京の最初の宣教医フランク・ハレル博士が派遣されました。
ハレル博士は伝道局からの支援が足りないうえ適当な建物を借りることがで
きないことに嫌気が差して、数年後に辞職し、官立学校で英語教師の職に就
くことにしました。
　私が按手されてほどなく、伝道局から聖路加病院として知られる東京の聖
公会病院のために 10,000 ドルの遺産が残されたという知らせが届きました。
私は、この寛大な贈り物に心から感謝しているが、適当な建物を建て、装備
を整えるには全然足りない、1894 年の地震で破壊された立教学校ならばそ
の金をもっと有効に活用できるだろうと答えました。すると、この遺産は病
院に指定された信託基金であるため、それ以外の目的に転用することはでき
ず、私が信託条件を満たすべく最善を尽くすことを期待すると言われまし
た。伝道局はまた、日本聖公会には伝道機関の運営により多くの権限と責任
を与えることを示唆し、病院の最初の最高責任者として日本人キリスト教徒
の医師が選ばれたら称賛に値することだと言いました。私は少しも乗り気で
はありませんでしたが、この奇妙な条件のもとで最善を尽くすと約束しまし
た。運営費に対する毎年の割当額は 500 ドルでしたが、これは資格のある
日本人看護婦 1 人の給料を支払うのにも足りませんでした。私の諮問委員会
と相談した結果、遺産の半分は診療所と 12 床の病室に用いる小さい木造家
屋の建設と装備に使い、残りの半分は寄付基金に当てることにしました。幸
運にも家庭医として評判の高い精力的なキリスト教徒の医師を病院の管理者
として確保することができました。割当額は彼の給料を支払うには不十分
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だったので、病院に対する奉仕は無報酬とせざるを得ず、彼は自分自身と家
族を養うために外部診療も続けました。
　しかしこの信仰の冒険は不名誉な失敗に終わりました。医師は辞職し、建
物は閉鎖されました。私は伝道局に、アメリカの聖公会が東京に病院を持ち
たいのであるならば、アメリカ人の医師と、その仕事に対する十分な支援を
私たちに送るべきだと書き送りました。この嘆願は『スピリット・オブ・
ミッションズ』に掲載されました。すると大変な反響があり、神の啓示によ
るものだと思いますが、私たちはルドルフ・B・トイスラーという男を選び
ました。彼は現在極東で最も素晴らしく良く組織されて装備の整った聖路加
国際病院の指導理念となったのです。聖路加病院は 1923 年の大地震の後に
その再建のために注ぎ込んだ多大な努力によって有名になり、東洋にある私
たちのすべての機関のなかで一番知られるまでになりました。トイスラー博
士の不屈の努力と暖かい励ましにより、しかしまた最も良く知られた幾つか
の慈善基金の支援によって、私たちはアメリカ人キリスト教徒の慈善のモ
ニュメントを築くことができました。それは今後何世代にもわたり国際親善
の実例となることでしょう。

　私は、日本聖公会の成長をめざす共通の努力において英国国教会が親切に
協力してくれたことに対して深い感謝の意を表さずに、この回想録を終える
ことはできません。その一つの具体例が合同神学大学（注 12）です。
　25 年前まで日本におけるアングリカン・コミュニオンの 3 つのミッショ
ンはそれぞれ独自の神学校を持っていました。誰もが 1 つの神学校のほうが
私たちのニーズに適し、より大きな統一と調和と経済に向かうだろうと感じ
ていました。主教たちは伝道協会の同意と協力がなければ状況を変えること
ができない自らの無力を嘆きました。しかし神の摂理のもと、1908 年ロン
ドンでランベス会議と併せて開催された大規模なパン・アングリカン伝道協
議会によって、この喜ばしい成就を達成する機会が与えられました。この印
象深い会議の終わりに、世界中の聖公会のあらゆる部分から感謝献金が贈ら
れました。この基金の支出はランべス会議の主教に任され、それぞれの裁量
で分配されることになりました。日本から来た主教たちは互いに相談した
後、カンタベリー大主教を通じて、日本の聖公会の主教によって設立され管
理されるべき神学校のために 35,000 ポンド（165,000 ドル）の補助金を要望
しました。感謝献金の分配委員会は、私たちに 150,000 ドル与えることを決
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議しました。そのうち 50,000 ドルは土地と建物に費やされ、残りの 100,000
ドルは投資され、寄付基金に当てられました。
　神学校の最初の校長はヨハネ今井〔寿道〕師でした。有能な神学者であ
り、謙虚で、大変信心深く、その人柄は彼の世話になったすべての学生に心
に残る感銘を与えました。教授陣は英国人 2 人、米国人 1 人、そして日本人
4 人で、このうち 3 人はジェネラル神学校を卒業しました。今井博士の後任
に神学博士ヨハネ落合〔吉之助〕師がなりました。彼は 1893 年に私と一緒
に渡米し、ウエスタン神学校とシカゴ大学で神学を学んだ後、ジェネラル神
学校で大学院課程を取りました。この神学校は立教大学と提携しており、立
教大学の多くの学生が神学の準備をしています。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�マキム主教と夫人。北東京主教は会議で多くの友人に挨拶した。
・�マキム主教の訪問。人力車は長い間、日本にいる宣教師にとって忠実な乗り物

だった。
・�立教高等女学校。1928 年の一致感謝献金によって建造。この礼拝堂は学校生

活の中心を占めている。
・�聖路加病院の育児相談所。R・B・トイスラー博士は 30 年以上にわたる努力の末

に、聖路加病院をキリスト教慈善活動の際立った模範とした。国際親善の実例。
・�立教高等女学校の図書館での自習時間。今年新たな私たちの事業が立教高等

女学校で開始された。聖公会の日本で最初の小学校は私たちの教育計画を大き
く前進させるものである。

・�神学博士ヨハネ落合吉之助師。聖公会神学院校長。
・�立教大学の食堂。入口右に立っているのはライフスナイダー主教と思われる。

（注 1）4 回の誤り。
（注 2）27 年前の誤り。1866 年以来、1893 年に帰米するまで滞日した。
（注 3）1894 年に日本に帰任。
（注 4）1908 年 4 月に離日。
（注 5）12 月 2 日の誤り。
（注 6）「教区」ではなく「地方」。
（注 7）ガーディナーの校長在任は 1891 年まで。後任は T・S・ティング。
（注 8）立教学院と改称したのは 1899 年。専門学校令による立教学院立教大学と
なったのは 1907 年。

（注 9）1922 年に大学令による立教大学となった。
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（注 10）1920 年に（立教大学よりも 2 年早く）同志社が大学令によるキリスト教
大学となっている。

（注 11）滝乃川学園。
（注 12）聖公会神学院。
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59　1931/11  Brotherhood of St. Andrew.
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59	 1931年 11月号　聖徒アンデレ同胞会。795-796頁。
	 訳出　795頁右 1行目～796頁左 15行目まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　 〔1931 年〕11 月第 2 週、聖徒アンデレ同胞会の男子は全国聖公会機関誌
の定期購読のために聖公会挙げてのキャンペーンをかつて試みられたことの
ない規模で行う。各々の支部は牧師の承認と協力を得たうえで、教会のメン
バーの戸別訪問をして、各家庭から 4 種類の聖公会機関誌のうち少なくとも
1 種類の購読契約を得るよう努力する。少年のペアには 4 誌の見本のセット
と、それぞれの目立った特徴を記載したチラシが支給される。少年や支部や
全国同胞会に手数料または利益が入ることはない。通常なら購読契約を得た
者に手数料として支払われる金額は、聖公会機関誌から『スピリット・オ
ブ・ミッションズ』の読者にはおなじみの、同胞会が後援している日本奨学
金基金に与えられる。この基金の目的は、日本の立教大学を卒業したキリス
ト教徒に奨学金を提供して、彼らがアメリカのどこかの大学で 2 年間大学院
生として研究し、キリスト教の指導者となって日本の聖公会のために働くこ
とを可能にすることである。しかしながらこの役割は、キャンペーンの主要
な目的からすればまったく偶発的なものにすぎない。主要な目的とは、印刷
された言葉の媒体を通してキリストの王国を広め、それによってより精通し
て知的な、それゆえより献身的で有能な聖公会の会員を育てる一助となるこ
とである。
　この計画は 9 月 1 日にテネシー州スワニーで開催された同胞会全国大会で
採択され、それから 3 週間後にデンヴァーで開催された総会により次の決議
文で聖公会に推薦された。

　聖公会報道部は聖公会の会員の支援の欠如のために深刻な財務状況に直面
しているがゆえに、この現代にあっては広報の媒体による教育はキリストの
王国を広める方法として受け入れられているのは周知の事実であるがゆえ
に、
　下記の通り決議する。
　 『チャーチマン』（The Churchman）、『ウィットネス』（The Witness）、
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『サザン・ チャーチマン』（The Southern Churchman）、『リヴィング・
チャーチ』（The Living Church）を含む全国機関誌を支援するために、11
月に聖徒アンデレ同胞会の進展部の男子により聖公会に対する奉仕として実
施される全国規模の購読キャンペーンを、合衆国全土の聖公会の主教、司祭
および信徒会員の注目と支持を集めるべく推薦する。
�

注記： 聖路加国際病院のミス・ アーネスティン・ ガーディナー（Ernestine 
Gardiner）は休暇で 1931 年 10 月 6 日に到着した（SM 誌 1931 年 11 月号、780 頁）。
休暇後、1932 年 5 月に出航した（SM 誌 1932 年 6 月号、399 頁）。
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60　1931/12  Brotherhood of St. Andrew.
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60	 1931年 12月号　聖徒アンデレ同胞会。866頁。
	 訳出　866頁右 1行目～右 21行目まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　聖徒アンデレ同胞会の世界的な拡大は、最近、日本、中国、オランダ、イ
ンド、ニカラグア、イギリス、カナダ、ニューファンドランド､ キューバ
から送られてきたレポートが証言している。ここにその幾つかのハイライト
を記載する。
　副総主事に任命されたポール・ラッシュが日本に戻った。彼は今後 4 か月
ないし 5 か月立教大学で教え、日本で聖徒アンデレ同胞会を組織する。既に
日本には同胞会の支部が 3 つあり、これらを土台にして自律的な全国組織を
作る時期が到来したと感じられている。
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61　1932/1  Brotherhood of St. Andrew.
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61	 1932年 1月号　聖徒アンデレ同胞会。72頁。
	 訳出　72頁右 1行目～右 23行目まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　合衆国聖徒アンデレ同胞会の副総主事ポール・ラッシュの主導により、
〔1931 年〕11 月 30 日聖アンデレの日に東京で日本の全国聖徒アンデレ同胞
会が結成された。新しい組織は 2 つの教区の 6 支部と、さらに 10 支部の見
込みでスタートする。その前の週に信仰と青少年プログラムが行われ、それ
に続いて 20 人の若い日本人が洗礼を受けた。ラッシュ氏は 3 月 1 日にアメ
リカに帰国する予定だが、そのときまでに新しい全国組織が自立的な基盤の
上に立っていることが期待される。同胞会の文献がこの任地で出版されて使
われるようにするために、現在日本語に翻訳されているところである。
�

注記：京都地方部主教シャーリー・H・ニコルズは、米国聖公会総会出席後、日
本帰任のため、1931 年 11 月 26 日に「チチブ丸」で出航した（SM 誌 1931 年 12
月号、852 頁）。
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62　1932/2  Brotherhood of St. Andrew.
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62	 1932年 2月号　聖徒アンデレ同胞会。131頁。
	 訳出　131頁左 1行目～左最後の行まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　11月30日聖アンデレの日に設立された日本の全国聖徒アンデレ同胞会が、
早くも野心的なプログラムに着手した。毎年全国大会を開催し、各教区で少
なくとも 1 回教区会議を持つのに加えて、聖公会と同胞会の事業の指導者を
育成するために、毎年夏に 2 か月ないし 3 か月間運営される訓練キャンプを
創設することを計画している。彼らはまた、年間を通して次の 4 種類の活動
プラグラムを推奨している。
　1．教会出席キャンペーン
毎年降臨節の 4 回の日曜日に全教会で教会出席キャンペーンを実施する。教
会のすべての会員に、これらの 4 回の日曜日のすべてに出席し、最後の日曜
日には誰かを同伴することを懸命に努力するよう要請する。
　2．バイブルクラス
顕現日と大祭節に短期間のバイブルクラスを実施するか、または常設のバイ
ブルクラスとの関連で集中的に取り組む。教会において影響が及ぶ範囲のす
べての青少年に聖書学習への参加を呼び掛ける。
　3．家族の祈りキャンペーン
復活祭から三位一体の主日まで教会のすべての会員に、正規の家族の祈りを
行わせるように組織的に取り組む。これには聖書を読み、祈祷、テーブルで
祈ることが含まれる。
　4．青少年聖餐式
初秋に活動を再開して、9 月、10 月および 11 月を通して各月の第 3 日曜日
に盛大な月例の男子聖餐式を実施することに努める。これは同胞会の支部に
よって後援されるが、全教会の青少年を対象とし、降臨節の最初の日曜日に
毎年行われる合同聖餐式で終了する。
�

注記：SM 誌 1932 年 1 月号によると、 京都地方部のミス・ エディス・ フート
（Edith Foote）は通常休暇でクリスマスをロンドンで過ごし、英国経由で帰米す
る。ミス・ガートルード・ヘイウッドは、定期休暇後、「ヘイアン丸」で 1932 年
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1 月 6 日に出航した。東北地方部主教ノーマン・S・ビンステッド夫妻は、「アサ
マ丸」で 1932 年 1 月 7 日に出航した（53 頁）。
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63　1932/3  An Emergency Message from the President of the National Council.
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63	 1932年 3月号　全国協議会議長からの緊急メッセージ。172-173頁。
	 訳出　172頁～173頁〔全文〕。

　私は全国協議会総理として、全聖公会にとって極めて深刻な事態について
書こうと思います。
　協議会は聖公会の機関として総会によって委託された管理運営の責任を
負っています。私たちは「都度払い」方式によって運営するよう指示されて
いますが、これは、毎年支出する予算を、誓約または信頼できる見込みに
よって確保された額の範囲内におさめなければならないというものです。
　閉幕したばかりの全国協議会の会議―おそらく創立以来最も重要な会議
―において、私たちは前代未聞の状況に直面しました。以前は聖公会の約
束は見事に達成され、与えられた誓約のほぼ 100 パーセントに達しました。
そのため「都度払い」計画に忠実に則って赤字を出すことなく事業を遂行す
ることができました。しかし 1931 年度についてはそうではありませんでし
た。多くの事例で賢明かつ献身的な努力をしたにもかかわらず、250,000 ド
ルの約束が果たされませんでした。この額はそのまま赤字となりました。
　また、1932 年度に対する約束は今のところ総会によって承認された事業
を達成するのに必要な額に 1,000,000 ドル不足しています。それゆえ協議会
は、あらゆる関係者に真剣な熟慮と、迅速な行動と、更なる努力を求めなけ
ればならない状況に直面しています。収支均衡した予算という要件を忠実に
守りながらも、私たちは総会が予算の策定において企図した目的を追求しよ
うと努めました。
検討を重ねた結果、協議会は次の結論に達しました。

1．�1931 年度の赤字を帳消しにする目的で、 同年受け取った
250,000 ドルの相続人を指定しない遺産を申請する。

2．�中央の支出を大幅に削減するとともに、すべての給与を10パー
セント減額することにより 1932 年度の予算を 600,000 ドル縮
小する。この措置は、任地で働く約 3,000 人と、チャーチ・
ミッションズ・ハウスで働く 100 人以上に影響する。

3．�この縮小予算を 1932 年度の最初の 6 か月についてだけ承認す
るために、残りの 6 か月間たとえ規模を縮小しても事業を継続
するのになおも必要な追加の 400,000 ドルを聖公会に要請する。
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　かくして私たちは聖公会の全会員に、今年 1 年事業を遂行することを可能
にする意志があるか、それともすべての任地を放棄することを余儀なくさせ
るかを問いかけます。
　この状況は単に緊急であるだけでなく、偉大な機会でもあります。私は聖
公会のすべての忠実なメンバーに、各地で発表されるプログラムについて詳
細な情報を得て、重要な案件について真剣に考え、自国と全世界における聖
公会のミッションの復興と適切な支持のために各教区で組織される取り組み
に参加するようお願いします。
　私たちは現在の状況を大きな前進への刺激に転換できないでしょうか？　
これを機に教会、教区、そして任地で奉仕と献身を通して士気を取り戻すこ
とはできないでしょうか？私たちの力の及ぶ限りあらゆる資源を活用して、
神の王国の建設という事業を前に進めることはできないでしょうか？
　これが私の願いと祈りです。

ジェームズ・デウォルフ・ペリー
サイン

1932 年 2 月 6 日
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64　1932/4  Determined to Carry On.



－209－

65　1932/4  St. Paulʼs Tokyo, Observed Double Anniversary.



－210－

64	 1932年 4月号　続行への決意。214頁。
	 訳出　214頁枠内。

　給与の 10 パーセント削減は非常に辛いです。特に円で支払われている日
本人教役者の場合は深刻です。円の交換レートが低く、米の収穫量が十分で
はなかったため、すべての生活必需品の価格は上がり続けています。立教高
等女学校、立教大学と立教中学校、聖路加病院、その他同様の機関はみな打
撃を被っています。財務以外の条件を調査した結果、至るところで強い信仰
と続行への決意があることが明らかになっています。

チャールズ・S・ライフスナイダー
北東京〔地方部〕補佐主教

�
65	 1932年 4月号　立教学院が二重の記念日を祝う。215頁。
	 訳出　215頁下段。

　立教大学は〔1932 年〕2 月 11 日に二重の記念日を祝った。なぜなら今年
は帝国の建国記念日とアングリカン・コミュニオンの日本支部である日本聖
公会の創立周年記念日が一致したからである。国家的な記念日である紀元節

（注 1）には、毎年立教学院でキリスト教の祝賀が行われている。この記念
日は私たちの現在の 200 年祭より古く、日本帝国の建国は紀元前 660 年ま
でさかのぼる。ダビデやソロモンからそれほど後のことではなく、ネブカド
ネザル、仏陀、孔子より前である。1887 年に最初の総会を持った日本聖公
会は今年 45 周年を迎えた。
�

（注 1）日本では 1940（昭和 15）年に皇紀二千六百年を祝った。
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66　1932/4  Jottings from Near and Far.



－212－

66	 1932年 4月号　各地からのニュース。257頁。
	 訳出　257頁左 9行目～左最後の行まで。

　1931 年の秋に立教大学は日本の大学野球連盟で優勝した。長年にわたる
慣習に従い、大学野球連盟の優勝チームは訪米してアメリカの大学野球チー
ムと数試合行う予定である。この旅行は今年春、立教大学の支援者の好意に
より、立教大学にはまったく金銭的な責任を負わせることなく実現する。
　チームは〔1932 年〕4 月 20 日頃シアトルに到着し、北太平洋岸で数試合
行った後、シカゴを経由してニューヨーク、ペンシルヴェニア、ニューイン
グランドに旅行する。首都ワシントンを訪ねた後、オハイオ州を通って太平
洋岸に戻り、カリフォルニアで数ゲーム行う。チームは 5 月末にサンフラン
シスコを発ち、ホノルルで数試合した後、7 月 15 日頃日本に到着する。
　米国での何試合かは、聖公会の大学と行う予定になっている。このグルー
プ（15 人からなり、ただ 1 人のアメリカ人は体育指導者のジョージ・マー
シャル氏である）について、ライフスナイダー氏は次のようにコメントす
る。
　 「彼らは立教学院が誇りとする素晴らしい若者です。彼らの多くはキリ
スト教徒です。」



－213－

67　1932/4  Across the Secretaryʼs Desk.



－214－

67	 1932年 4月号　主事のデスクから。265頁。
	 訳出　265頁左下 23行目～右 15行目まで。

　北東京のライフスナイダー主教は、1932 年度の給与減額とその他の予算
項目について次のようにコメントする。
　円ドル為替で大幅なドル高となって以来、日本では生活必需品の価格が急
激に上昇しました。コメの価格は 30 パーセント、醤油の価格は 6 パーセン
ト値上げされましたが、いずれも日本人の毎日の食事には欠かせません。実
際、それらは労働者階級を除いて、すべての日本人が 1 日 3 度取る食事の一
部です。ほかの日用品の価格も上っていますが、それほど急上昇ではありま
せん。米と醤油の価格は今年いっぱい上がり続けると言われています。それ
は日本の米の収穫量が国民の需要を満たすには 500 万石（1 石は約 5 ブッ
シェル）足りなかったからです。しかもこの不足分は外国から購入して弱い
円で支払わなければならないため、これから年末に向かって米と醤油の価格
は著しく上がっていくでしょう。
　外国人スタッフに関しては、円の価値が下落して以来、外国人にとっての
必需品、例えば小麦、バター、卵、シリアル、その他の贅沢品ではない日用
品の価格は既に上がっていました。
　給与を 10 パーセント減額することは、高くなる生活費を賄うのに必要な
金額を実際に 10 パーセント削ることを意味します。だからと言って外国人
スタッフは、全国協議会に協力して赤字を埋め合わせるために自分たちの給
与を 10 パーセント減らすのは嫌だというのではありません。喜んで協力し
ますが、本国の聖公会に私たち任地の宣教師が直面している状況を理解して
もらいたいのです。
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68　1932/4  Brotherhood of St. Andrew.



－216－

68	 1932年 4月号　聖徒アンデレ同胞会。279頁。
	 訳出　279頁右下 25行目～右下 12行目まで。

　 〔1932 年〕7 月の日本巡礼の計画は順調に進んでおり、ポール・ラッシュ
副総主事が 3 月 22 日に帰国したら、最終的な手配が直ちに完了する。
　最近、立教大学の 5 つの学生支部に 22 人が入会した。日本で新しく設立
された聖徒アンデレ同胞会は着実に前進しており、役員が選出され、定款が
採択され、支部拡大計画がスタートした。
�

注記：SM 誌 1932 年 4 月号によると、新任のミス・キャロライン・ブライアン
ト（Carolyn Bryant）は、1932 年 3 月 12 日に「エンブレス・オブ・カナダ」号
で出航した。立教高等女学校に赴任する（265 頁）。
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69　1932/5  Across the Secretaryʼs Desk.



－218－

69	 1932年 5月号　主事のデスクから。325頁。
	 訳出　325頁左 21行目～右 23行目まで。

　ナショナル・リーグとアメリカン・リーグの所属するプロ野球の選手が
1931 年の秋に日本を訪れて、公開試合を数試合行った。日本は見事に野球
を自国に取り入れた。大学野球連盟の試合は東京で最もエキサイティングな
ものの 1 つである。10 月に立教大学がリーグ戦で優勝したとき、マキム主
教やライフスナイダー主教をはじめとして、立教学院の教師陣は全員熱狂し
た。
　野球選手たちは日本を去る直前に東京の京橋地区にある 11 の官立学校の
生徒たちによって組織された青年衛生団に 1,500 円寄付した。京橋は東京市
政府が聖路加病院の監督下で衛生実証センターに指定された地区である。そ
の目的は青少年を対象に、平素の健康衛生措置の重要性だけでなく、予防医
学の価値に対する理解を促して、結核、トラコーマなどの病気や、ジフテリ
ア、百日咳、猩紅熱などの子供のときにかかる感染症と闘うことである。こ
れは組織の若いメンバーに、それらの病気にかかったときに病気が広がるの
を防がなければならないという個人的な責任感を早くから持たせると期待さ
れている。
　また、子供たちの心に健康障害のさまざまな原因について一般的な知識を
植え付ける効果も期待されている。団員はジフテリア、猩紅熱、天然痘など
の予防接種、歯の検査と治療、そして年に 1 回健康診断を受けることを誓わ
される。健康診断の結果はそれぞれ子供の両親または保護者に知らされる。
歯の検査と健康診断は無料である。
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70　1932/5  Brotherhood of St. Andrew.



－220－

70	 1932年 5月号　聖徒アンデレ同胞会。339頁。
	 訳出　339頁左下 10行目～左最後の行まで。

　日本聖徒アンデレ同胞会によって出版された『日本聖アンデレクロス』第
1 号が届いた。計 68 頁からなる雑誌で、半分は英語、半分は日本語で書か
れており、年間購読料はわずか 1.25 ドル。購読料は東京池袋 5、立教大学内
日本聖徒アンデレ同胞会宛に送られたい。
�

注記：ポール・ラッシュは聖アンデレ同胞会の巡礼団を調整するために米国に到
着した。休暇中のミス・エディス・フートは 1932 年 4 月中旬にニューヨークに
到着する見込みである（SM 誌 1932 年 5 月号、326 頁）。
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71　1932/6  Brotherhood of St. Andrew.



－222－

71	 1932年 6月号　聖徒アンデレ同胞会。412頁。
	 訳出　412頁左下 16行目～左下 12行目まで。

　大会に参加する 100 人以上の若者は閉会式を終えると日本巡礼のため、日
本の若い聖公会員に向けた善意の大商船に乗る。
�

注記：SM 誌 1932 年 6 月号によると、立教大学の体育教師のジョージ・H・マー
シャルは、夫妻で 1932 年 4 月 19 日にシアトルに到着した。1931 年の日本の大学
野球優勝チームの監督として、アメリカの野球チームと何試合か対戦するために
現在滞米している（399 頁）。
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72　1932/7  Bishop McKim Looks at His Diocese; Throughout North Tokyo 
there is an increasing knowledge and appreciation of the Church as 
the Household of God and the Body of Christ.



－224－
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73　1932/7  Jottings from Near and Far.



－226－

72	 1932 年 7月号　マキム主教、彼の教区について語る。北東京を通じて
高まる、神とキリストの身体の住み処としての聖公会に対する理解と
敬意。453-454頁。

	 訳出　453頁 1行目～454頁左 3行目まで。

名誉神学博士ジョン・マキム主教著
1893 年より北東京伝道主教

　 「日本政府はミッションスクールに反対なのですか？」
　 「日本の経済状況悪化により、ミッションスクールの生徒が大幅に減っ
てきているのではないですか？」
　これらは、他の似たような質問とあわせて、この極東の地でのキリスト教
の現在の伝道活動の効果に関して、あちこちで尋ねられる質問です。東京北
部〔伝道〕教区（注 1）での 1931 年の活動を振り返り、私は、こうした不
安の声に、きっぱりとしたご回答を示すことができます。
　日本政府のミッションスクールへの態度として、これ以上はっきりとした
お答えはないと思いますが、日本の文部省は最近、立教大学に 250,000 円の
補助金を決定し、16 年にわたって年間助成金の形で支払われることになり
ました。
　予想されたような入学者数の減少は起こっていません。それどころか、む
しろ増えているぐらいで、一部では待機リストもできています。立教大学
は、学生定員 1,000 人ですが、すでに 1,500 人の学生が入学しています。立
教中学校は大変魅力的で、学風の評判も広く知られているため、多くの志願
者から優秀な生徒を選抜して入学させることができています。立教女学院小
学校は 4 月に初年度を終えましたが、1 年目は大変満足のいく形で終わり、
昨年よりクラスの規模を拡大して新年度を開始しました。1923 年の震災直
後に建てられた立教女学院の仮校舎は、補修改良して、幼い子女の学び舎と
して必要な設備をすべて整えています。女性伝道補助会から寄贈された、美
しく荘厳な学校礼拝堂は、日米両国の女性を、父なる神を敬う尊い気持ちで
つなぐ愛の記念碑です。
　立教大学では、学生たちは、とりわけ聖徒アンデレ同胞会の強力な在校生
および同窓会支部を通じて、熱心に宗教活動を行っています。その努力が実
を結んで、キリスト教徒の社会奉仕に対する関心が高まると同時に、洗礼と
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73	 1932年 7月号　各地からのニュース。455頁。
	 訳出　455頁右下 6行目～右最後の行まで。

　立教大学校は「光の宗教の大学校」を意味する日本語である（注 1）。
我々には “St.Paul’s University, Tokyo” の名前で親しまれている。立教女学
校（注 2）は女子校で、“St.Margaret’s, Tokyo” または “St.Agnes’, Kyoto” 

（注 3）を指す。
�

堅信を受ける学生も増加しています。学内のチャプレン、高松〔孝治〕師
は、接触のあったすべての人に根気強く教えを説き、その関心を惹きつける
ことに成功しています。同中学校の礼拝堂つき牧師、K・前島師（注 2）も
また、小さき子弟に対して、熱心に師のミッションを果たしています。ま
た、同大学先任教員の 1 人で、キリスト教の優れた指導者である根岸教授
が、聖徒アンデレ同胞会の会長を務めてくれています。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�テモテ根岸由太郎。聖徒アンデレ同胞会会長。

（注 1）米国聖公会としては北東京伝道教区。日本聖公会では北東京地方部。
（注 2）前島潔。

（注 1）立教大学校は 1883（明治 16）年から 1889（明治 22）年までの呼称。1907
年に専門学校令にもとづく立教学院立教大学、1922 年に大学令にもとづく立教
大学として認可された。1932 年の記事であるから最後の「立教大学」としての
紹介と思われる。

（注 2）1932 年時点では立教高等女学校。
（注 3）”St.Agnes’, Kyoto” は京都の平安高等女学校。
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74　1932/7  Across the Secretaryʼs Desk.



－229－

74	 1932年 7月号　主事のデスクから。462頁。
	 訳出　462頁左下 28行目～左下 11行目まで。

　日本聖公会のマキム総裁主教（注 1）からの先日の知らせによると、日本
聖公会の主教たちはすべての公的礼拝で使用するための祈りの言葉「国家の
間に平和と幸福、真実と正義が広く行き渡るように」を発表した。マキム主
教は次のように付け加える。
　 「さらに彼らは、中国で飢饉と洪水の被害にあった人々に対する同情の
印として金 3,000 円を送ってその兄弟愛を示しました。寄付は中国聖公会総
主教である北平（北京）のフランシス・L・ノリス師に送られ、深い感謝の
念をもって受け取られました。日本聖公会伝道会社の満州の 3 つの拠点にお
ける事業は、嫌がらせや反対もなく続けられました。」
�

（注 1）主教会議長。



－230－



－231－

75　1932/8  The National Council.



－232－

75	 1932年 8月号　全国協議会。525頁。
	 訳出　525頁左下 10行目～右 7行目まで。

　ヴァージニア主教の神学博士ヘンリー・セント・ジョージ・タッカー師
は、1927 年 10 月から〔米国聖公会〕全国協議会のメンバーを務めてきた。
　タッカー博士は 1899 年に按手されると直ちに宣教師として日本に渡った。
立教大学（注 1）の総理として 10 年間奉仕した後、1912 年に東京（注 2）
の伝道主教に按手された。1923 年に日本から引退すると故郷のヴァージニ
アに戻り、1926年にそこで補佐主教に選出された。1927年8月1日にヴァー
ジニア〔教区〕主教となった。
　全国協議会では外国伝道部門と国内伝道部門のメンバーである。
�

（注 1）立教学院。
（注 2）京都の誤り。
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76　1932/8  Across the Secretaryʼs Desk.



－234－



－235－

76	 1932年 8月号　主事のデスクから。528-529頁。
	 訳出　528頁右下 10行目～529頁左 26行目まで。

　京都〔伝道〕教区のニコルズ主教は、〔米国聖公会〕全国協議会が〔1932
年〕2 月に減額した経費計上を年度いっぱい継続し、7 月 1 日に更なる減額
を行わないことを認めて、次のように言う。

　 「今年下半期の予算がさらに削られる危険性が去ったように見えるのは
まことに喜ばしい知らせです。私はミッション・ハウスだけでなく全聖公会
がどれほど努力したか、危険を回避するために聖公会全員がどれほどの犠牲
を払ったか想像でき、深く感謝します。ミッションの他のメンバーと〔伝
道〕教区のすべての日本人も非常に感謝しています。これからも〔伝道〕教
区の事業をできる限り経済的に運営することを約束します。

　東北〔伝道〕教区のビンステッド主教は、次のように書いている。
　 「直近に予期しないことが起こらない限り、落ち着いて私たちの事業に
取り組めること、そして 1932 年 7 月 1 日以降更なる減額は計画されていな
いことを聞いて安心しました。近頃では私たちは 1 銭も無駄にしないよう努
めています。私たちの精神は物質的な減退に対して超然としており、今年は
何らかの真に建設的な事業が達成されるのではないかと大いに期待していま
す。全国協議会の事業を支援する主教会の決議を読んで嬉しく思いました。
私たちの誰もがそうであるように、あなたがたも誤りを犯すことに疑いあり
ません。しかしあなたがたはこれまで素晴らしい記録を残しており、私たち
は全員あなたがたを応援しています。」
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77　1932/10  Jottings from Near and Far.
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77	 1932年 10月号　各地からのニュース。648頁。
	 訳出　648頁右 11行目～21行目まで。

　ニコルズ主教は京都〔伝道〕教区の将来について最も懸念すべきこととし
て、34 人の日本人聖職者のうち 12 人は 65 歳以上であるという事実を指摘
する。教区出身の 12 人の若者は立教大学と聖公会神学院で聖職者になる準
備をしているが、1933 年春前に卒業する者は 1 人もおらず、1933 年に卒業
する者も 3 人に過ぎない。
�

注記：SM 誌 1932 年 9 月号によると、E・W・フート夫妻は休暇で 1932 年 6 月
17 日に出航した。英国経由で帰米予定である（592 頁）。SM 誌 1932 年 10 月号に
よると、東北地方部主教ビンステッドの秘書として新任されたミス・モード・
パーマー（Maude Palmer）と、東北地方部新任の聖職 H・メリウェザー・ルイ
ス（H. Meriwether Lewis）夫妻は、1932 年 9 月 8 日に出航。ポール・ラッシュ
は休暇のため米国に到着した。京都地方部のミス・エディス・フートは、休暇が
明け日本に帰任するため 1932 年 9 月 10 日に出航した（656 頁）。
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78　1932/11  A Message from the National Council to the People of the Church.
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78	 1932年11月号　全国協議会から聖公会会員へのメッセージ。704-705頁。
	 訳出　704頁～705頁〔全文〕。

　国内外の教会と教区における聖公会のミッションを支援するために真剣な
嘆願がなされる、聖公会プログラムの事業のための全信徒運動の前夜、招集
された〔米国聖公会〕全国協議会はミッションに対する聖公会の忠誠への感
謝とその支援の確信をもって、私たちの現在の財務状況と 1933 年度に向け
た暫定計画についてこの短い率直な見解を諸兄に送る。
　諸兄は 1932 年 2 月、私たちの運営予算において最も厳しい節約措置を実
施したことを覚えておられよう。しかし 1932 年度について報告された総期
待額が減少したために必要となったこれらの節約措置は、私たちの予算で収
支を平衡させるには十分ではなかった。それゆえ聖霊降臨の日を最終日とす
る特別の緊急嘆願が承認された。この嘆願の結果として寄付された総額は
325,000 ドルを超えるが、この額は聖公会のいたるところで英雄的、献身的
な努力がなされたことを証言するものである。これに対して私たちは深く感
謝している。
　これらの措置―実施された節約と寄付された緊急資金―により、私たち
は赤字を出すことなく 1932 年度を終えることが可能になろう。もちろんそ
のための前提は当初 1932 年度に期待された額を全額受け取ることである。
　このたび全国協議会は 1933 年度に見込まれる収入と支出の調整を前もっ
て検討するために集まった。
　収入は貴兄の勇敢な努力が決定する。支出については、貴兄は正当にも私
たちに対し、最も厳しい節約の原理を明確に順守しながらも、聖公会の偉大
な伝道事業を用心深く守るべく総会で承認された予算に忠実に、1932 年の
経験に基づいて慎重にスケジュールを作成することによって計画および決定
することを期待している。
　私たちが集まったのもこの期待に添うためである。
　この任務において私たちの助けとなるのは、昨年 4 月ガーデン・シティー
で開催された主教会と全国協議会の合同会議の要請により、総裁主教によっ
て任命された 3 人の主教の貴重な勧告、全国協議会の各部門幹部による念入
りな調査と勧告、そして財務部門がこれらの報告書を綿密に比較調査して
行った詳細な勧告である。
　本件について私たち自身が行った検討の結果を以下に概述する。
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　1933 年度に対して承認された聖公会プログラムの予算は、デンバーの総
会で採択された予算であり、またそうでなければならない。これは教会法に
従う要求である。
　承認された予算の総額は 4,225,000 ドルであり、既に配分された割り当て
はこの額に適切に基づいている。
　この予算は聖公会の膨大な事業のすべての必要を反映したものでは決して
ない。しかしながらそれは 1931 年秋の総会で熟慮された、これより減らせ
ば重要な事業を危うくするであろうという判断を反映している。それは公認
された代表者によって全聖公会に約束された明確な責任と任務を反映してい
る。そして私たちが 1932 年に厳しい必要性から、総会の賢明な財源確保の
指示に従い、その請求を修正することを余儀なくされたとしても、3 年間に
おける毎年の目標として承認された予算を忠実に固守することを放棄したわ
けではない。
　疑いなく多くの景気回復の兆しがあるとは言え、私たちはいまなお全員が
直面している深刻な条件に注意している。それゆえ全国協議会は、現在実施
している運営予算の節約を 1933 年度も継続することを提案する。さらに全
国協議会は、そのすべての事業部門における一層の節約を実施した。総会で
1933 年度に対して承認された予算（4,225,000 ドル）と、全国協議会が 1933
年度に対して提案する暫定運営予算（約 3,460,000 ドル）との差額は、実に
760,000 ドル以上である。
　私たちはこの差額に現われた節約を承認された予算の特別勘定、すなわち

「復活勘定」に計上した。これが意味するのは、1933 年度に対する期待額が
1932 年に受け取った総額を超えた場合は、この勘定は任地の宣教師の給与
減額や、一時的に中断されている必須の事業を含むその他の事項の復活に利
用されるということである。
　1933 年度には 1932 年に全国協議会が行ったような緊急嘆願を繰り返して
はならない。
　だが、これを防ぐにはどうすべきか。
　道は 2 つしかない。
　1 つは、全信徒運動は 1933 年度に少なくとも 1932 年度期待額に緊急嘆願
資金を加えた総期待額を提供しなければならない。
　あるいは、これが達成できなければ、上に示した 760,000 ドルを超える規
模で給与を減額することが必要となるのは言うまでもなく、そのような減額
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の結果は悲惨以外の何ものでもないであろう。
　元気づける言葉が聖公会の隅々から私たちのもとへ届いている。すなわ
ち、「力の確約」は実現されつつある。すべての教会と教区は前例のない努
力に対して覚悟している。そしてますます多くの信徒が立ち上がって聖職者
と共に、敢然と聖公会のすべての会員にプログラムのメッセージを届け、全
員から聖公会の偉大な任務に対する新たな忠誠と献身を確認しようと努めて
いる。
　全国協議会は、このように聖公会の全員に、とりわけこれまで最も苦しん
できた人々に犠牲が求められていることを痛感している。しかし同様に、聖
公会の男女も子供も至高の努力をするこの時機を失することはないと確信し
ている。
　私たちは共に現代の過酷な状況に直面している。しかしキリスト教徒とし
て私たちは恐れではなく信仰を持って、絶望ではなく希望を持ってそれらと
相対している。
　私たちは共に神を信頼し、聖公会の聖職者と信徒に信頼を寄せる。聖公会
の事業は私たちが愛し仕える神の業であること、そして十字架と契約した私
たちは素直に神の下僕であると誓約したことを知っているが故に。
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79　1932/12  Across the Secretaryʼs Desk.
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79	 1932年 12月号　主事のデスクから。781頁。
	 訳出　781頁左下 14行目～右 2行目まで。

　日本ミッションの新任者からの報告。
　気候と同じほど私を驚かせたもう 1 つのことは生活費です。食料品は
ニューヨークのほぼ 3 倍、ウィスコンシンのたっぷり 2 倍です。安い瀝青炭
でもトン当り 20 円します（私自身は今月 14.5 円で 1 トン手に入れました
が）。今月はちょうど 2 トン燃やしました。ガスと電気代は月平均 36 円以
上です。これまでのところ給料の範囲内では生活できず、自分の貯金を引き
出さなければなりませんでした。来年は少し良くなると思います。最初の年
は大変です。一度に多くの物を揃えなければなりませんから。
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80　1932/12  Brotherhood of St. Andrew.
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80	 1932年 12月号　聖徒アンデレ同胞会。796頁。
	 訳出　�796 頁左 4行目～左下 8行目まで。796頁右 4行目～右下 7行目

まで。

　明日の聖公会の特性は、今日の聖公会の青少年に与えられる訓練と鼓舞に
依るところが大きい。これが〔1932 年〕10 月 28／29 日アトランティック・
シティーのセント・チャールズ・ホテルで聖徒アンデレ同胞会が開催した青
年事業のリーダーの特別会議の基本的な信念だった。会議の議長はニュー
アークのリチャード・H・レンジャーが務めた。
―略―
　検討課題の一つは、現代は青少年が何かと時間を取られ、聖公会の訓練と
事業のための時間を確保することが難しくなっていることであった。教育活
動と奉仕活動の双方を含め、同胞会の種々のタイプのプログラムが紹介さ
れ、両者の間で適切なバランスを取るのが望ましいことが広く確認された。
立教大学のアンデレ小川〔徳治〕は、聖公会とそのプログラムに対する献身
的な忠誠と支持を感動的に訴えた。
�

注記：SM 誌 1932 年 12 月号によると、立教大学のアーネスト・W・フート夫妻
は、1932 年 11 月 17 日に「プレジデント・クリーヴランド」号でサンフランシ
スコに向けて出航し、そこで休暇の残りを過ごす予定である（782 頁）。
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81　1933/1  National Council Studies Mission Problems; Looking beyond 
todayʼs distressing situation necessitating budget reductions, provision 
is made for a vigorous evaluation of our task.
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81	 1933 年 1月号　全国協議会がミッション問題について研究。予算の削
減を必要とする今日の窮状の先を見て、私たちの任務を積極的に評価
するための規定を設ける。5-7頁。

	 訳出　5頁～7頁〔全文〕。

編集者

　 〔1932 年〕12 月 14 日及び 15 日、ニューヨークの聖公会ミッション・ハ
ウスで開催された全国協議会は、聖公会の伝道生活に影響を与える深刻な問
題と取り組んだ。世界が長引く経済的困難に陥っているために危機が迫って
いることを認識し、事業に影響を与えている財政問題とは別に、毎年実施し
ている事業の評価を継続したいという熱い思いから、協議会の会議を 1 日早
めてもっぱら国内外の伝道活動の極めて綿密な調査に取り組んだ。
　予算割当額の大幅な減額において、既に減額された国内任地の手当に対し
て 176,406 ドルの暫定削減が行われる一方で、海外事業の維持予算から驚く
べき総額 215,270 ドルが削られた。他の項目と併せて総額 422,044 ドルが、
一見したところ残酷だが聖公会の宣教師リーダーの一致した判断によって提
示された国内外の任地における支出の避け難い再調整額である。
　予算全体に賛成の立場を表明しながらも、全国協議会は 1 年前にデンバー
の総会で承認された予算 4,225,000 ドルの代わりに、3,050,000 ドルの暫定運
営予算、すなわち「生活必需予算」を 2 月に最終決定するべく準備した。
1,175,000 ドルの減額である。
　しかしながら、これは暫定的削減であり、予算は暫定予算として作成され
たことに留意されたい。全国協議会は、これ以前に 1933 年度に対する期待
額に関する任地からの情報を持っていなかった。なぜならそれらは全信徒運
動によって決定されたばかりだからである。そのような情報が〔1933 年〕1
月 15 日以前に聖公会の主教から得られることは予想されなかった。しかし
ながら判断は、全般的な経済状況と、聖公会自体の財政状況に関して全国各
部署から届いた情報に基づいてなされた。多くの声が過度に悲観的になるこ
とを戒める一方、直近の改善を予測した声もなかった。そのため協議会はそ
の任務を進め、その結果まとめた減額を以下の表に示す。
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国内教区、20 パーセント� 47,535 ドル
国内伝道区、16 パーセント� 98,871 ドル
教区と伝道区の諸経費、概算� 22,000 ドル
海外伝道区� 215,270 ドル
聖公会ミッション・ハウスの給与総額、 
　追加 10 パーセント� 33,768 ドル
米国海員教会� 4,600 ドル

　　　　　　　
� 422,044 ドル

　ウッド博士は次のように言った。「今回の措置は、アジア、アフリカ、南
米、中米、カリブ海地域、太平洋地域、そしてここ北米における宣教師に
とって痛烈な打撃となるでしょう。その打撃はメキシコからアラスカまで感
じられることでしょう。」
　伝道の大義に対する深い忠誠の故にまさに全国協議会のメンバーに相応し
い H・パーシー・シルバー師は、これら悲劇的な出来事のすべての関係者を
襲った深い悲しみを次のような言葉に表した。

　 「ここに座って減らしたり削ったりしている間、私は胸が張り
裂ける思いをしていますが、ここにいる他のすべての人も同様で
あると信じます。影響を受けるこれら親愛な教会員は、私たちが
これをするのはひとえに必要のためであることを知るべきです。
私たちは「財源確保」の指示に従うものです。私は（彼は総裁主
教に向かって続けた）あなたが全伝道管轄区域の教会員に私たち
の愛と好意を伝え、この措置によって全聖公会が彼らと共に苦し
んでいると感じさせることを期待します。」

　効率の観点による伝道事業の新たな評価の明確な提供は、経済に目を向け
るどんな措置よりもはるかに重要な会議の結果であったと言ってよいだろ
う。3 日間で最も強調されたのは、効率を改善するために伝道事業を再評価
する必要性とその方法であった。これとの関連で協議会は、単に今日の悲惨
な問題について考えることをはるかに超えて、長期的な未来と、非キリスト
教徒に対する私たちの教育的、人道的、福音的なアプローチの最終的な成功
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について論議した。
　これは全国協議会が長年関心を持っていた問題であり、ときにはそれに対
して行動を起こしたこともあった。しかしながら、かつて協議会がこれほど
持続的な決意をもってこれらの大問題に専念したことはなかった。外国伝道
信徒調査団の報告が、信徒の姿勢と密接に関係している可能性は否めない。
しかしその報告は多くの重要な問題を取り上げ、近年東洋の経済、社会およ
び政治の場面で凄まじい変化が生じており、この新しい状況に対応するに
は、伝道政策も同様に抜本的な変化が必要であることを極めて断固たる口調
で指摘している。同じことが国内任地にも当てはまることは言うまでもな
い。3 つの注目すべき決議が採択された。

　1．全国協議会は、2 つの伝道部門を監督している第一副議長
ヒュー・L・バーレソン主教を、本日より協議会の 2 月会議までほ
とんどすべての時間を費やして、国内外の伝道事業を分析し、2 月
に協議会に提出する暫定報告書を作成する役割を果たすよう指名
した。全国協議会のメンバーは自発的に彼を助けてこの国の任地
の調査を行うとともに、別のメンバーには彼と協力して海外任地
の問題に関して手に入る限りすべての情報を入手するよう要請す
る。

　2．全国協議会は総裁主教に、2 月会議の後 1933 年の早い時期に
日本とフィリピン諸島の伝道教区を訪れて、当該任地の主教やそ
の他の教役者と協議し、全国協議会の最終的な行動を視野に入れ
て、彼らと事業の効率および他の教派との協力の可能性に関する
すべての問題を話し合うよう要請した。

　3．本号に掲載される予定の決議（8-9 頁参照）に関して、外国
伝道信徒調査団の報告書の内容を検討する特別委員会を設置する。
委員会の構成員は次の通りとする。ヴァージニア主教ヘンリー・
セント・ジョージ・タッカー師、委員長；ウィリアム・R・キャッ
スル師、クロード・W・スプラウス師、ウォルター・キッド、
ジョン・S・ニューボルド；職権上の委員：委員長ペリー主教、2
名の副議長ヒュー・L・バーレソン主教とルイス・B・フランクリ
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ン、伝道部門総幹事ジョン・W・ウッド。

　東洋における伝道事業に影響する状況の深刻さを完全に理解できるのは、
その責任者と緊密に私的または公的に連絡を取っている者だけである。日本
と中国に関しては、そのようなことは、ここ数年東洋からのニュースの中心
となっている政治的、社会的、経済的混乱を熟知している者なら誰でも可能
であろう。フィリピンではアメリカの占領によって問題が始まり、それは最
初に、聖公会に対してはブレント主教の信仰とビジョンの観点から説明され
た。しかしながら最近抜本的な変化と新しい問題が生じた。
　これら極東地域の主教たちは、任地が聖公会の管理指導部から遠く離れて
いる点で不利な立場にあり、それは問題が起こっている場所、すなわち彼ら
の管轄地域で問題を提起する機会をかなり強く要求している。全国協議会と
してはこの真剣な訴えに真摯に耳を傾け、それゆえにこそ総裁主教がまもな
く東洋を訪れるのである。願わくば、この献身的な伝道巡礼において全聖公
会の祈りが常に総裁主教に伴い、真に聖霊が彼を導き案内することを。
　もちろん現在聖公会は大きな財政的打撃を受けている。これらに関心を払
うことは必要である。しかし全国協議会が聖公会に真に呼びかけるのは、あ
のコミュニオン・オフィスの名誉ある挑戦「勇気を奮い起こせ」である。
　聖公会の命は長い。忠実な伝道者たちがいま計画し祈るのは、聖公会の未
来のためである。
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82　1933/1  Brotherhood of St. Andrew.
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82	 1933年 1月号　聖徒アンデレ同胞会。61頁。
	 訳出　61頁右 1行目～右最後の行まで。

レオン・C・パーマー氏、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　 「日本聖公会において現在最も喜ばしい兆しの 1 つは、若者たちの間の運
動です」と、南東京主教（サミュエル・ヘーズレット）は日本聖徒アンデレ
同胞会の設立を全面的に支持する。
　日本の運動はアメリカ同胞会の例に倣って、降臨節の第一日曜日に日本聖
公会の人的資源を再奉納するために全国的な合同聖餐式を行った。このアイ
デアは日本の若いキリスト教徒の想像力をかきたて、彼らはアメリカの何千
という青少年と一緒に祈ることにより、「父の王冠の前に祈る所に東も西も
ない」という認識が広まっていくのを感じる。
　帝国全体に散らばっている日本の若者の小さいグループは、日本聖公会の
10 の伝道区の屋台骨をなしているが、11 月 27 日に彼らの小さい教会や伝
道所の内陣手すりで、日本聖公会の人的資源のすべてを提示するために格別
に努力した。
　それぞれ遠く隔たった地域のおよそ 40 のグループも、聖アンデレの日に
特別の礼拝と伝道を行った。東京と南東京と北東京からなる関東伝道区で
は、教区や伝道所の合同聖餐式が、若者たちのための四日伝道の到来を告げ
た。クライマックスは東京の聖三一教会で行われた大規模な団体礼拝で、聖
アンデレの日の午後 6 時に始まった。それに続いて聖徒アンデレ同胞会の設
立を祝うために、現地 2 回目の聖アンデレの日の夕食会が催された。礼拝の
特徴の 1 つは、毎年恒例の感謝献金が発表されたことであり、今年は草津ハ
ンセン病療養所での青年活動に使われる。
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83　1933/2  Japanese Soldier Fights for Christ; Former military instructor 
in St. Paulʼs Middle School and his wife maintain village for many of 
Tokyoʼs poor and distressed men and women.
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83	 1933 年 2月号　日本兵、キリストのために戦う。立教中学校の元配属
将校と妻が、東京の多くの困窮者のために村を運営している。83-84頁。

	 訳出　83頁～84頁〔全文〕。

　北東京の補佐主教 C・S・ライフスナイダー師の要望に応え、またその好
意ある支持によって『スピリット・オブ・ミッションズ』は、日本の人気雑
誌に掲載された前田少佐と Y・前田夫人の事業の話を紹介する。
　この記事にコメントしてライフスナイダー師は次のように言う。「アメリ
カではよく日本の軍国主義が話題になります。しかし日本には世俗的な意味
で軍国主義的ではなく、キリストの王国の大義において強い闘争心を持った
軍人がいることはあまり知られていません。
　前田少佐（現在は満州赴任）は以前立教中学校の配属将校でした。その真
面目で熱心なキリスト教徒の性格のために、彼はキリスト教の大義を学生と
教職員の間に増進することができました。前田少佐は給料の大半を困った
人々を助けるために使いました。妻も夫の活動を支援しました。
　この話が出たのは、最近前田少佐が天皇主催の園遊会への招待を受けたと
きでした。彼の妻は行くことができませんでした。着ていく服がなかったか
らです。彼女の礼服は（彼女が夫に語ったところによると）彼らの支援活動
に必要な金を得るため、前の月に質に入れられたのです。
　これは貧しい人々を助けるための献身を示すものにほかなりません。」

　もし部下の兵隊がある日曜日に（休日に兵隊が酔っぱらうのは珍しくない
が）完全に酔っぱらって隊長の前に現われたら、その隊長は雷のような大声
で怒鳴り、厳しい訓戒を与えることだろう。しかし隊長は兵隊の予想に反
し、彼の肩をたたいてこう言った。
　 「楽しそうだな。君のために 1 曲歌おう。」そして歌い始めた。
　 「私は空しい欲望と無益な快楽に溺れました。申し訳ありません。いま
家族のことを思い出してしまいました。」
　兵隊の目から涙がこぼれた。歌を聞いているうちに突然故郷を思い出し、
家族のことを考えたのである。彼は隊長の前にひざまずいて泣いた。隊長が
優しく諭すような言葉で語ると、ついに兵隊は自分が間違っていたことを
はっきり自覚した。
　この話を聞いて、1 人の軍曹を除いて連隊の全員が禁酒することにした。
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軍曹の名前は T・スギムラと言ったが、彼はなおも飲酒の快楽を求め続け
た。ある日曜日、ひどく酔っぱらって兵舎に戻って寝台に横になると、何か
硬いものに触れた。それは『軍人勅諭』と書かれた小さな本だった。開いて
みると驚いたことに、表紙に「近衛第 3 師団第 7 連隊隊長 Y・前田」の署
名があった。彼は大変ショックを受け、全身に戦慄が走った。その署名は隊
長自身のものに他ならなかったからである。こうして彼も隊長の間接的では
あるが効果的な訓戒に促されて飲酒をやめることにした。
　第 7 連隊は完全禁酒で知られており、それは他の多くの人々の禁酒も促し
た。連隊が軍事演習のためにある民家に泊まることになったとき、家の主人
は酒を振る舞おうとしたが、驚いたことに将校、兵隊とも全員がその申し出
を丁寧に断った。こうして主人も禁酒することにした。この模範的な行動は
師団長が正式に認めるところとなった。その結果、連隊長は少佐に昇進し、
最近まで立教大学に配属されて軍事教練を行っていた。

　午前中は幼稚園で子供たちの世話をみているある女性が、午後になると家
を 1 軒ずつ回って行商している姿が見られるかもしれない。彼女は 30 歳前
後の上品な女性である。家をまわって歩くと、ときには固く、それどころか
荒々しく拒絶されることがある。別の 20 歳ほどの女性を伴い、いろいろな
品物を携えて家を訪ねると、女中が出てきて冷ややかに品物を見ると、婦人
が差し出した名刺にはろくろく目もくれずにこう言う。「いま主人は留守で
す。その品物が欲しいかどうかわかりません。」そして彼らの前で乱暴に障
子を閉める。婦人はこの女中の無礼な態度に少しも腹を立てることなく、丁
寧にお辞儀をして立ち去る。そして女中に対して恨みがましい様子を見せた
同行者を叱責する。さまざまな訪問者を見慣れている女中は、彼らを役に立
たないものを無理に売りつけようとする行商人と思ったかもしれないのだ。
ときどきそうした侮辱を受けても女性はくじけず、たとえわずかでもその日
に収入があれば十分満足する。
　その女性の名は前田シゲコ、前田少佐の妻である。元久留米師団長・斎藤
力三郎中将の長女で、東京女子大学を卒業、優秀な女性で熱心なクエーカー
教徒でもある。前田夫人が行商をして歩く理由は、次の事情によって説明さ
れよう。
　前田少佐夫妻は東京の郊外、ハギマチの近くに融和の村を創設した。2 人
は 17 家族と教会の面倒をみるほか、自宅に多くの老人や失業者や解放され
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た売春婦を泊めていた。中佐が毎月受け取る 200 円（現在約 50 ドル）の給
料では、自分の家族とこれらの人々を養うには十分ではなく、その結果とし
て彼ら自身が食料の寄付を頼まなければならないほど逼迫することもあっ
た。意欲と熱意に溢れる前田夫人は、自分の家族によって売り渡された先の
家から金銭を払って解放された女性のために、行商することを決意したので
ある。

　前田少佐の最近の言葉
　自分の家族のために売春婦となり、そのために一生堕落した女性を見るこ
とほど痛ましいものはありません。しかし彼女らだけが大都市の犠牲者では
ありません。立派な家庭の間でも精神的な苦痛にさいなまれている人々がい
ます。私たちはそれらの苦しみを救う目的を達成するために忙殺されてお
り、あるときはスラム街、あるときは大金持ちの応接間を訪ねて回り、家に
帰るのはたいてい夜中になります。
　もちろん私たちの目的と相いれない人々から迫害されることもあります。
一例を挙げると、ある日 6 人程の若者が家に押し入って私たちを脅そうとし
ました。しかし私たちが真剣に説得すると、彼らは何も乱暴せずにおとなし
く家から出て行きました。

　前田夫人の言葉
　神の助けにより、これらの女性たちは皆再出発しました。ある人は元外務
省の通訳と結婚し、またある人は芸術家やダンサーやウェイトレスになりま
した。彼らが現在まともに生活しているのを聞くと嬉しくなります。
�

注記：（写真解説の訳文）
・前田少佐とその家族。
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84　1933/2  Jottings from Near and Far.
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84	 1933年 2月号　各地からのニュース。105頁。
	 訳出　105頁左下 15行目～右 16行目まで。

　立教大学の施設に新しい心理学研究所が加わり、昨年〔1932 年〕11 月 19
日に正式に受理されオープンした。
　何年か前、立教大学の 1 人の学生が哲学に興味を持ったことがきっかけ
で、貧しい学生の福祉の道に進むことにした。しかし不運にも 1926 年まだ
学部の学生のときに他界した。彼の父親は日本で最大の銀行の 1 つである三
井信託銀行の頭取で、息子を長く記憶にとどめさせようと考え、この研究所
の建設を申し出た。
　開所式には立教学院総長、新しい研究所の寄進者、立教大学心理学科長、
新旧の学部長、そして文部省の役人が参列した。教室と研究室からなる建物
は、実践的な研究をすることができる最初の場所であり、教職員も学生も近
代的な大学のカリキュラムに欠かせない学科で研究所の建設を可能にした寄
進者に感謝していることは言うまでもない。
ウィリアム・ブラッドフォード・スミス（日本、東京、立教大学）
�

注 記：SM 誌 1933 年 2 月 号 に よ る と、 聖 職 の H・ レ イ ノ ル ズ・ シ ョ ー（H. 
Raynolds Shaw）は休暇後、「プレジデント・マッキンリー」号で 1933 年 1 月 27
日に出航した。マキム主教夫妻は 1933 年 1 月 11 日にサンフランシスコに到着し、
3 月までカリフォルニア州サンタバーバラに滞在する予定。 アーネスト・W・
フート夫妻は定期休暇後、「プレジデント・ジャクソン」号で 1933 年 1 月 13 日
にサンフランシスコから出航した（110 頁）。
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85　1933/3  Council Maintains Missionary Integrity.
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85	 1933年 3月号　協議会はミッションの完全性を維持する。137頁。
	 訳出　137頁左下 9行目～右最後の行まで。

調査報告書

　米国聖公会の総裁主教による中国、フィリピン、日本の宣教地の視察は、
依然として全国協議会の側と聖公会の伝道指導部にとって最も大きな関心事
である。注目に値するのは、極東の伝道責任の経済的状況やその他の事柄に
ついて論議したとき、つねに最終的な決定はペリー主教自身の協議と視察に
基づく情報と結論を待つことになった点である。
　したがって外国伝道信徒調査団の報告書に関する特別委員会の委員長であ
るタッカー主教は、ペリー主教に関係するこの活動の幾つかの側面を指摘し
た。全国協議会は、スタイアーズ主教の動議により視察に関する以下の決議
を採択した。

　決議：全国協議会は、総裁主教の東洋視察を、全国協議会によってこれま
で準備されてきて、今後も継続する節約と集中のプログラムの成否にとって
不可欠とみなす。
　決議：協議会は、総裁主教が今回の旅行は聖公会の出費を伴うことなく行
うと主張したことに対して深甚なる感謝を記録する。

　全国協議会により全会一致で採択されたタッカー主教の勧告は、次のとお
りである。

　1．総裁主教に、東洋旅行において伝道主教と次の点について協議するこ
とを要請する。

a．現地聖職者と自給
b．現在実施している事業の評価
c．社会奉仕事業、特に医療事業における強化と協力

　2．被任命者に対して彼らが奉仕する国の歴史と宗教的慣習に関する指導
をより積極的に行うべきであるという報告書の提案を考慮して、そのような
指導を語学の習得の一環として行う現実的な可能性について伝道主教と討議
することを総裁主教に要請する。協議会はこの国で予備的指導を行う可能性
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についても考慮する。
　3．委員会は外国伝道信徒調査団の報告書にある、奉仕の最初の任期は試
用期間とすべきであるという提案を承認し、最初の任期の後（後続の各任期
の後）で任地における宣教師の再任命はミッションの要請に基づき、全国協
議会による承認を得てなされることを明確な方針として勧告し、これに関し
て任地の主教の判断を得ることを総裁主教に要請する。

　次回の全国協議会は〔1933年〕4月26－27日にニューヨークのチャーチ・
ミッション・ハウスで開催する。
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86　1933/3  The Presiding Bishop Says Farewell; Bishop Perry writes 
hopefully to the Bishops of the Church as he leaves to study missionary 
problems in the Orient.
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86	 1933 年 3月号　総裁主教、送別の言葉を語る。ペリー主教は東洋にお
ける伝道問題の調査に出発するに当り、聖公会の主教に希望を持って
語る。139頁。

	 訳出　139頁〔全文〕。

　私たちは聖公会および全世界と共に苦悩と不安の時代を通ってきました。
私はこの前例のない逆境に対する深い懸念と、聖公会全体で示された勇気と
自己犠牲の証拠に対する感謝の気持を表すために、この個人的なメッセージ
を送ります。苦しい試練のもと、新たな安定と強さを確実に約束する不屈の
精神が培われました。
　 〔米国聖公会〕全国協議会が〔1933 年〕2 月の会議で取り組んだ状況と、
ミッション運営に関する問題は、このたびの総裁主教の東洋視察をかつてな
いほど重要なものとしました。私は極めて重要な案件のためにここに残る必
要があるかのようにも見えますが、それらは私の同僚の責任ある有能な手に
委ねられるでしょう。一方、私たちの事業全体に関わる問題は、海外宣教地
でこの上ない重要性を帯びています。財政と計画の見直しに関わる問題は、
それぞれの任地の主教との緊密な協議において慎重に検討されなければなり
ません。現在決定を待っている将来の方針を形作る際にイニシアチブを発揮
する機会が彼らに与えられなければなりません。たとえこの目的のために彼
らを本国に呼び戻すことができたとしても、その事業から遠く離れた地での
協議は効果がないでしょう。
　それゆえ私はモッシャー主教と共にフィリピンで 2 週間、中国の 3 つの伝
道教区で 1 か月、そして日本で主教たちとさらに 1 か月過ごす計画を立てて
います。これらはいずれも解決を迫る問題と直面しているのです。
　現下の状況で、今回の視察の費用を伝道教区または聖公会のその他の資金
から割り当てることは、明らかに相応しくないでしょう。今回の旅行は私自
身の支出で行われるものであり、全国協議会には負担をかけません。
　この任務のために私は全聖公会の親身な関心と理解を必要としています。
今は私たちの注意を引きつけている財政問題を越えて、その精神的な意味合
いをみる時です。私たちの現在の努力の成果は、キリスト教の遺産の完全な
実現と忠実な管理に結実しなければなりません。私たちは王国の相続人であ
り、至上の力を持った方の証人です。それは人類が最後に向くべき方です。
物質的欠乏の圧迫のもとで、人の魂はキリストのみが満たすことのできる必
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要を次第に意識します。人の心をつかんだ恐怖を追い払えるのは、キリスト
に対する信仰が鼓舞する自信だけです。すなわち人間の施設の廃墟にあっ
て、キリストの教会は、世界の永遠の希望は、堅固に立ち続けるのです。
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87　1933/3  Across the Secretaryʼs Desk.
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87	 1933年 3月号　主事のデスクから。178頁。
	 訳出　178頁左 18行目～左下 17行目まで。

　私の良き友人で東京の立教大学（私たちには St.Paul’s University として
知られている）の学長の B・S・木村師（注 1）から届いた手紙の一部を紹
介するのは喜びである。

　日本の教育機関で立教大学が占める位置はユニークで、とても大きなチャ
ンスがあります。私たちは若い学生を正しい方向に導き、彼らが世間に出た
ときに有用で公正な紳士であるよう最大限の努力をしています。学生の間で
は非常に健全な宗教の再覚醒が見られますが、それは昨年夏アメリカから聖
徒アンデレ同胞会のメンバーの視察と、立教大学チャプレンの高松〔孝治〕
師の思慮深く熱心な指導によって鼓舞されたものです。
�

注記：SM 誌 1933 年 4 月号によると、ポール・ラッシュは休暇後、帰任のため
1933 年 3 月 13 日に「チチブ丸」で出航した（241 頁）。

（注 1）バルナバ木村重治。
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88　1933/5  The National Council.
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88	 1933年 5月号　全国協議会。305頁。
	 訳出　305頁左下 22行目～右 16行目まで。

　フィリピン諸島に行く途中で、総裁主教は日本に 1 日か 2 日滞在し、予定
にない京都視察を日曜日に行った。以下はその報告である。
　 「聖公会がこの都市（京都）の生活に浸透していった静かな霊力に私は
深い感銘を覚えました。完璧な教えの体系、真剣で思慮に富んだ説教、会衆
の敬虔な献身は非常に感動的で信服させるものでした。私にとって最も意義
深かったのは、この都市の聖公会はあらゆる点で日本的であったという事実
です。執り行われた礼拝、教えられた授業、そして日本人によって日本人の
ために手入れされた建物。そこには移植を示唆するものはまったくありませ
んでした。全部で 5 つの教会で見たアメリカ人教役者はわずか 2 人でした。
　これらの人々の宗教は、公会が常にそうであったように、その場所の土に
根付いて育ちました。このような発展は言うまでもなく、第一に聖公会の特
質によるものですが、しかし日本では使徒精神と代々の主教の英知に多く
負っています。」
　 『スピリット・オブ・ミッションズ』が出るときは、ペリー主教は中国
におり、そこから 5 月 7 日に日本に向けて出発する。6 月初めまで日本に滞
在する予定で、5 月 27 日に聖路加国際病院の第 1 病棟の竣工式、北東京伝
道主教ジョン・マキム師と上海伝道主教フレデリック・R・グレイヴズ師の
主教職按手 40 周年の祝賀会に出席する。
�

注記：SM 誌 1933 年 5 月号によると、ジェームズ・チャッペル夫妻は定期休暇
を英国で過ごすため、1933 年 3 月 3 日に出航した（307 頁）。英国で休暇を過ご
した後、ニューヨークに 1933 年 12 月 12 日に到着し、サンフランシスコから「タ
ツタ丸」で出航予定（SM 誌 1934 年 1 月号、53 頁）。
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89　1933/6  Builders of the Kingdom for Forty Years; Anniversary on June 
14 of consecrations of Bishops Graves and McKim recall years of 
consistent and constructive service in Orient.
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89	 1933 年 6月号　40年にわたる王国の建設者たち。〔1933年〕6月 14日
に催されるグレイヴズ主教とマキム主教の周年祝賀会は、東洋におけ
る一貫した建設的な奉仕の歳月を思い出させる。327-331頁。

	 訳出　327頁～331頁上段〔全文〕。

ジョン・ウィルソン・ウッド民法学博士
全国協議会伝道部門総主事

　 （記事中央部分の訳）主教会の呼び出しに応えて 2 人の若い宣教師が急い
で太平洋とアメリカ大陸を横断してニューヨークに行った。1 人は上海主教
として、もう 1 人は江戸（東京）主教として按手されるために。彼らは、前
職のため 1881 年に中国に行ったフレデリック・R・グレイヴズと、1880 年
から日本に滞在しており江戸主教に選出されたジョン・マキムである。
　ニューヨークの聖トマス教会で 2 人の按手が行われてから 40 年、東洋に
おける国家と聖公会双方の激しい変化の目撃者であり続けた 2 人の主教は、
一緒に東京に来て彼らの周年を祝うという総裁主教の要請に応えた。『スピ
リット・オブ・ミッションズ』は彼らに最大限の祝詞を贈りたい。

　1893 年 7 月に出た『スピリット・オブ・ミッションズ』は、6 月 14 日に
ジョン・マキムが江戸主教に、フレデリック・ロジャーズ・グレイヴズが上
海および揚子江の主教に按手された記事に、半ページを割きました。この
40 年間を振り返ると、それはアメリカ合衆国の聖公会の歴史において最も
重要なイベントの 1 つでした。1893 年 6 月のこの日、東洋の 2 つの国の人々
の生活に深い影響を与えた 2 人の主教としての活動が始まったのです。
　両国の状況は奇妙なほど似ていました。当時、献身的なパイオニアによっ
て見事な事業がなされていました。チャニング・ムーア・ウィリアムズは
1889 年に日本の主教職を辞任していました。その後ほぼ 4 年の空白期間が
続きました。中国の 2 人目のブーン主教（注 1）は 1891 年に他界しました。
両伝道教区は本国の伝道精神の欠如に加え、事業と教役者に対する懐疑的な
態度に悩まされていました。
　空白を埋めるための主教会による選挙は代議員によって拒否され、はっき
りしない状況が続きました。直に情報を得るために、高徳で政治的手腕のあ
るサウスダコタ主教ウィリアム・ホバート・ヘアが日本に行って、半年間江
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戸伝道教区の問題の処理に当たるよう要請されました。彼の報告によって、
東洋の状況について十分な知識のない者を、困難な東洋の主教職に選出する
方針が急激に変わったのは明らかでした。
　中国では聖公会の事業は東海岸の上海と、揚子江の 600 マイル上流に位
置する漢口および武昌に集中していました。さらに 400 マイル上流にある
沙市と宣昌でも布教計画が進められていましたが、早期の成功を望める状況
ではありませんでした。支所はほとんどありませんでした。中国の会衆はい
ずれも小さく、受聖餐者の数は 1,000 人に達しませんでした。中国人聖職者
もほんの一握りしかいませんでしたが、そのなかにはコン・チャイ・ウォン
とユン・キュン・イェンが含まれていました。
　日本でも似たような状況が起きていました。江戸（現在の東京）と京都と
大阪は活動の見込みがありましたが、それ以外はあまりありませんでした。
聖職者の数は中国よりも少ないほどでした。しかしそのなかには 30 年後に
最初の日本人主教となる運命にあった元田〔作之進〕と名出〔保太郎〕がい
ました。政府の規制は、宣教師の活動を条約港から半径 25 マイルに制限し
ました。受聖餐者は 1,500 人をわずかに越える程度でした。
　新しく按手された 2 人の主教は、深い知識と実際の経験をバックグラウン
ドとして困難な任務に乗り出しました。どちらも自分たちに任された仕事に
対して極めて高い理想を持っていました。2 人は 40 年間を通して、共感と
理解をもって仲間の教役者を思い導いた師父であることを証明しました。2
人はそれ以前から海外の伝道奉仕がどれほどの献身を求めようと、それを受
け入れることを固く決意していました。彼らは自分が休日のない仕事を手が
けること、単に興味深く変化に富んだキャリアの一幕ではなく、キリスト教
の信念とキリスト教の行動基準を、当時いずれもほとんど知らない人々に伝
える、長くたゆまぬ努力に乗り出すのだということを知っていたのです。
　マキム主教とグレイヴズ主教が考え出した方針は、異なる状況に適用され
たにもかかわらず、多くの共通点がありました。2 人とも、海外における聖
公会の仕事は、本国の聖公会が供給し得る最良の訓練された人材を必要とす
ると感じていました。その結果は、聖職者と信徒を問わず、素晴らしい資質
と並はずれた能力を持ったスタッフとなって現われました。かつて日本と中
国の聖公会を代表した、そして現在代表している男女のことで、どのような
批判がましいことが言われようと、聖公会員は謝罪する必要はありません。
私たちは、これらの男女が主の証人になれという主の要求に耳を傾けて応え
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たことを神に感謝すべきでしょう。彼らは良い報告や悪い報告を通して、希
望が持てる日々を通して、そして失意の日々を通して、働き続けているので
す。忠実な牧師、成功した教育者、激務に従事する医師、生活と言葉で福音
を伝える説教師、彼らはみな本国の聖公会のサポートが十分であろうとなか
ろうと働き続けているのです。
　有能な宣教師は人々の言葉を知らなければなりません。それゆえ必要な言
葉を継続的に学習することは、日本と中国の宣教師の訓練に欠かせませんで
した。言葉の知識を通じて彼らが働きかける国民の特質を理解するために体
系的な学習課程を考案し、試験を実施し、ありとあらゆる方法で新人の募集
を促進しました。
　言葉を話すことと書くことの能力が高まるにつれて、キリスト教の出版物
の製作も増えました。もちろん聖書と祈祷書は早い時期に（全部または一
部）翻訳されました。宣教師の必需品である出版物を完璧なものにするため
の一貫した努力が長年続けられてきました。日本と中国の聖公会はキリスト
教出版会を持っており、それぞれの出版物の翻訳の長いリストは毎年追加さ
れています。
　しかしながら共感の持てる良く訓練された宣教師を揃えた聖公会ミッショ
ンは、決して永遠のものとみなされてはなりません。それはあくまでも現地
の人々によって組織され、人員を備え、指導される現地人教会の先駆けであ
り、また常にそうでなければならないのです。それゆえマキム主教とグレイ
ヴズ主教はいつも聖職者の訓練を最重要に考え、自らそれに多くの時間を注
いだのです。その結果は現在現地人聖職者の数が、按手された宣教師の数倍
に達していることに現われています。そのなかには知的能力に優れた者、牧
師の熱情を備えた者、敬虔な生活を送る者などが含まれます。
　責任を現地の指導者に渡すことが可能になり次第、そのようにしてきまし
た。それが可能になったという証拠は、ほとんどすべての大きな会衆のトッ
プが現地人宣教師によって占められていることです。3 月に江蘇〔伝道〕教
区（もしくは私たちの言う上海伝道教区）で開かれた教区会の会議では、現
地の教会関連のすべての事項の管理が完全に「ミッション」から聖職者と信
徒を含め中国の聖公会員に手渡された証拠です。聖職者と信徒のグループの
統一の要は主教です。
　事業が発展して会衆が大きくなると、日本でも中国でも最初の〔伝道〕教
区を分割することが必要になりました。以前は江戸〔伝道〕教区が 1 つあっ
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ただけでしたが、現在は東京、北東京、大阪（注 2）、京都、東北の〔伝道〕
教区があります。上海と揚子江伝道教区は、江蘇、漢口、安慶の教区に代わ
りました。教区生活が発展するに連れて、現地人教会はかつて海外からの宣
教師だけで始められた事業を継続できるように組織されました。1887 年に
は日本聖公会が設立されました。1912 年には中華聖公会が組織されました。
　北東京でも上海でも教育事業と医療事業が著しく発展しました。1893 年
には東京の立教学校や立教女学校、京都の平安女学校といった学校は、どち
らかと言えば取るに足りないものでした。それらには大きな可能性がありま
したが、それはほとんど認識できませんでした。同じことは上海の聖約翰学
校と聖マリア女学校についても言えました。これらから次々と新しい学校が
生まれ、毎年続々と若者が卒業するなどということは、考えもしませんでし
た。
　東京の聖路加病院と大阪の聖バルナバ病院は、時代遅れの装備で細々と活
動していました。今日それらは、かつてもそうであったように、キリスト教
の援助を受けた帝国で唯一の近代的な病院です。2 棟がオープンしたばかり
の聖路加病院は、あらゆる宣教地のあらゆるキリスト教派によって運営され
ている施設のなかで最も完全な医療センターです。聖バルナバ病院は婦人科
と小児科を備え、新しい近代的な建物で効果的な医療を行っています。
　上海の聖ルカ病院は既に 1893 年までに四半世紀以上も効果的な活動をし
ていました。今日、その活動は数倍の規模に達していますが、聖ルカ病院の
建物は絶望的なほど時代遅れです。グレイヴズ主教と彼の医療スタッフは素
晴らしい計画を立てましたが、残念ながら現在主として世界経済の理由で一
時中断しています。中国で最初の西洋医学の学校が聖約翰大学と関連して創
設されました。聖約翰大学は聖ルカ病院を教育病院として使用しています。
グレイヴズ主教が主教職に就いて 10 年目に女性と子供のために建てられた
上海の聖エリザベス病院は、地域の女性や子供のために広範囲におよぶ事業
を行っていますが、悲しむべきことにかなり以前からニーズに十分応えられ
なくなっています。病棟はすし詰め状態で、追加のベッドのスペースを確保
するために玄関、さらには廊下まで使っている状態です。
　グレイヴズ主教とマキム主教は、自給に向けた成長を、個々の教会と現地
の聖公会が突き進むべき目標として絶えず掲げました。日本では日本人の牧
師を抱えている教会は、牧師の生活費の一部を出すことが求められます。多
数の教会が自分たちの聖職者の一切の生活費を出しています。中国では貧困
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が広がっていることが進歩を妨げる重大な障壁となっていますが、江蘇教区
では会衆が牧師の生活費を出す額に応じて教区会の会議における信徒の代議
員数を定める規則を採択しました。
　日本では東京、京都、大阪から、中国では上海、漢口から、聖公会の事業
は絶えず同心円状に拡大してきました。いまでは重要な都市の多くは聖公会
の事業の確固とした中心を持っています。新しい事業が他の教派の代表の要
請で企てられることもあります。これらの教派は既に進出してはいるけれ
ど、自分たちの施設では人々の差し迫った必要に応えられないことを自覚し
ています。新しい拠点はそれぞれ順々に一連の支所の中心となっていきまし
た。効果的な広がりと結びついた賢明な集結の実例を見たければ、北東京と
上海は研究するに値します。
　まさに一貫した建設的な奉仕の 40 年 !　今日の聖公会は、1893 年の聖公
会が神の聖霊に導かれて、これらの賢く忍耐強い息子たちを選び出し、キリ
ストの愛の証人となり、神の王国の建設者となるよう委任したことに心から
感謝します。
�

注記：これらの 2 人の卓越した主教について 1 回の記事で語り尽くすことが不可
能であることは明白である。マキム主教とグレイヴズ主教が東洋で過ごした半世
紀に、中国と日本の聖公会には、影響を与えるともに、影響されもした激しい変
化が起こった。多くの場合に両主教はそれらの出来事について報告しており、よ
り詳しい情報が知りたい読者にはこれらの記事を参照されたい。以下に主なもの
を挙げる。上海主教の『回想 1881-1893』（パンフレット）、および『スピリット・
オブ・ミッションズ』に掲載された以下の記事：グレイヴズ主教の『中国におけ
る聖公会の 10 年間』（1903 年 8 月、574-587 頁）と『ある中国主教の回想』（1918
年 6 月、409-411 頁）、マキム主教の『日本における主教としての 25 年間』（1918
年 7 月、475-477 頁）と『日本におけるイエス・キリストの先駆け』（1931 年 10
月、673-676 頁、1931 年 11 月、741-748 頁）。

（記事中央囲み記事の訳文）
祝賀
　 〔1933 年〕6 月 14 日に 40 周年祝賀会が行われる上海と北東京の主教に加えて、
今月以下の 6 人の主教が按手周年記念を祝う。『スピリット・オブ・ミッション
ズ』は多くの読者を代表して心から祝賀を贈る。
6 月
 11 日	 フレッド・イングレイ、コロラド補佐主教、1921 年
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 17 日	 ベンジャミン・ブリュースター、メイン主教、1909 年
	� サミュエル・ギャヴィット・バブコック、マサチューセッツ補佐主教、

1913 年
 18 日	 ジョージ・クレイグ・スチュワート、シカゴ主教、1930 年
 23 日	 T・モモル・ガーディナー、リベリア補佐主教、1921 年
 24 日	 スティーヴン・E・キーラー、ミネソタ補佐主教、1931 年

注記：（写真解説の訳文）
・�ジョン・マキム。北東京伝道主教。1893 年（注 3）から 53 年間日本ミッショ

ンに奉仕してきた。
・�フレデリック・R・グレイヴズ。上海伝道主教。1893 年（注 4）から 52 年間中

国ミッションに奉仕してきた。

（注 1）中国伝道第四代主教。初代中国伝道主教ブーンの子息。
（注 2）大阪地方部（日本聖公会）または大阪伝道教区は、米国聖公会管轄の伝
道教区ではなく、英国教会系ミッションの管轄。米国聖公会管轄の京都地方部

（または伝道教区）のなかに、大阪市内の諸教会や伝道地区が存在する。
（注 3）1880 年の誤り。
（注 4）1881 年の誤り。
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90　1933/7  Japanese Emperor Receives Bishop Perry; As descendant of Commodore Perry, 
Presiding Bishopʼs visit to Japan arouses great popular interest. St. Paulʼs University visited.
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90	 1933 年 7月号　日本の天皇がペリー主教を迎える。ペリー提督の子孫
であるペリー〔米国聖公会〕総裁主教の訪日は、多くの国民の関心を
呼び起こした。立教大学訪問。374-375頁。

	 訳出　374頁下段～375頁〔全文〕。

　ペリー主教は〔1933 年〕5 月 16 日に東京に戻り、翌日の午後、立教大学
と立教中学校を公式訪問した。あいにくの大雨のため中庭で計画されていた
屋外プログラムは中止を余儀なくされた。そのため総裁主教の声を聴くこと
ができたのは 1,550 人の大学生のうち約 350 人（最も大きい教室に集まるこ
とができた全員）のみだった。これも大学の緊急の必要の 1 つを示唆してい
る。講堂がなければ学生全員が集まることは屋外を除いて不可能である。
が、もちろん屋外は好天時に限られる。
　大学集会の後、ペリー主教は中学校のバルコニーから 500 人の中学生に
向かって短く話した。
　翌日の朝、ペリー主教は大学礼拝堂で大学と中学校の合同聖餐式で司式を
務めた。ジョン・マキム主教は福音書を読み、C・S・ライフスナイダー主
教と高松孝治師は 250 人の学生と教師が聖餐にあずかるのを補佐した。こ
れは日本で行われた聖餐式で最大の参加人数であると思われる。
　その後直ちにペリー主教はアメリカ大使館へ急行して、皇居で天皇に謁見
する準備をした。5 月 18 日付読売新聞（東京の新聞）は、この謁見の模様
を次のように報じた。
　5 月 17 日、米国聖公会の総裁主教で、日本とアメリカ合衆国との間の友
好関係の樹立に大きな貢献をしたペリー提督の又甥であるジェームズ・デ
ウォルフ・ペリー師が来日した。今朝、ペリー主教は駐日アメリカ大使ジョ
セフ・クラーク・グルー氏に伴われて皇居に参内した。10 時に天皇陛下は
鳳凰の間で主教を引見された。ペリー主教は皇室に対する賛辞を述べ、三谷
侍従長がこれを通訳した。
　おそらく最も多くの国民の関心を引いた出来事は、ペリー主教とペリー提
督が浦賀に上陸したときに最初に接見した戸田伊豆守の又姪に当たる戸田
ジュウジ夫人のツルヨとの会見であろう。これについて東京の 5 月 17 日付
朝日新聞は、次のように伝えた。
　ペリー主教が今回の訪日で期待していた機会の 1 つは、戸田伊豆守の又姪
と会見することだった。岐阜県の代議士ヒッタ・エイキチ氏が橋渡し役と
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なって、あの歴史的事件における米国と日本の最初の代表の 2 人の子孫が互
いに会見する手配を整えた。会見の日と場所は、主教が関西視察旅行から
戻った 2 日後の 6 月 1 日に浦賀の久里浜と決まった。それは 80 年前の翌月
に 2 人の有名な先祖が会ったまさにその場所である。この巡礼には米国大使
館の参事官エドウィン・L・ネヴィル氏と、外務省の代表 1 人がペリー主教
夫妻に同行して浦賀に行き、そこで主教はペリー提督の記念碑も見るであろ
う。
　戸田ツルヨは小石川（東京）で理髪店を営んでいるジュウジ氏と結婚し、
毎日夫の仕事を手伝って忙しく働いているが、有名なペリー主教との来たる
べき会見について次のように語った。
　 「私はペリー主教にお会いするのをとても楽しみにしています。私の家
ではみなペリー主教のことについてよく話しています。家族は蔵から 1853
年に作られたペリー提督のとても古い木版画を取り出して話題にし、ペリー
主教が日本にお越しになると聞いたときから友人たちに見せています。私は
久里浜に行ってお会いする日が待ち遠しいです。私の今の貧しい境遇でお会
いするのは大変心苦しい。この吉報を本郷（東京）の蓮光寺にある戸田家の
墓で先祖の霊に報告するつもりです。」
　ペリー主教は立教大学でインタビューに答えて次のように語った。
　 「私自身の先祖を日本で迎えてくれた戸田伊豆守の又姪と会えるのは大
変光栄であり、そのために私は久里浜に行くことを決意したのです。アメリ
カ大使館と外務省の役人も、浦賀の訪問を旅程に含めることを勧めました。
私はペリー提督が日本に上陸した場所を見る機会をずっと待っていました。」

来月号
　 『スピリット・オブ・ミッションズ』8 月号は、6 月 4－5 日に総裁主教
が列席した聖路加国際病院の印象深い落成式の模様を写真と文で紹介するほ
か、主教の日本滞在に関するその他の記事も掲載します。お見逃しなく。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�ペリー主教夫妻を迎えた立教大学と立教中学校の教師陣。立教大学総理 C・

S・ライフスナイダー師の家で行われたガーデンパーティーで。小島茂雄師と
高松孝治師が歓迎の辞を述べた。
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91　1933/8  “A Great Door and Effectual is Opened”; On invitation of the Bishop 
of New York, Bishop Perry makes formal statement, after three months in 
Orient, in New York Cathedral.
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91	 1933 年 8 月号　「有力な働きの門がわたしのために大きく開かれてい
る」。3か月の東洋視察を終えたペリー主教がニューヨーク主教の招き
に応じてニューヨーク大聖堂で公式声明を出す。419-423頁。

	 訳出　419頁～423頁〔全文〕。

神学博士ジェームズ・デウォルフ・ペリー主教
総裁主教兼ロードアイランド主教

　聖パウロは福音を携えて西方のヨーロッパに伝えるときに、友にあてて
「有力な働きの門がわたしのために大きく開かれているが、敵対者も多い」
と書きました。そのとき以来、今日ほどキリスト教の伝道の大義が危ぶまれ
たことも、批判的に吟味されたこともありません。これには多くの理由があ
ります。1 世紀にわたり聖公会の辺境の地における事業に与えられてきた真
剣で寛大な支援は、突然供給源が縮小し、したがって高価な事業が懸念され
るようになりました。地平線が拡大するに連れて辺境の地も消えていきまし
た。最近まで知られていなかった古代の帝国や、探検されたばかりの広大な
空間が、世界中に広がる近隣地に含まれるようになりました。1 世紀前なら
ボストンからニューヨークに行くのにかかる時間で地球を半周することが可
能となるとき、ここで動いた力が数秒後には中国の中心に伝えられるように
なるとき、距離の差という考えは最小限になります。伝道事業の主目的に疑
問が投げかけられています。これまでおのずと用いられてきた方法が、標準
化の試練に曝されます。分析に対する情熱が存分に批判される時代には、伝
道に従事する人材も厳しく吟味されます。
　いわゆる「信徒調査団」が 3 年前に組織され、8 か月前にその報告書が出
ましたが、これはそうした姿勢の変化の最も新しい完璧な表現です。その目
的は、既に述べたように称賛に値するものであり、最初は広く賞賛されまし
た。人類のためのすべての努力がそうであるように、ミッションの仕事も絶
えず査定を必要としています。国内外の教役者は査定を要請し、それによっ
て恩恵を受けます。「調査」の結果は、人間に役立つ至上の任務に関するす
べての観察と同様に、それが関係する現場で、実際の状況に照らして研究さ
れ、それ自身査定されなければなりません。この理由から私は聖公会の海外
ミッションを公式に視察して、報告書と最近多くなされている発言の所見や
勧告が、どの点で宣教地に存在する状況に影響しているかを見て知るまで
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は、この件について何らかの意見を言うこと、ましてや表明することを差し
控えてきました。私は報告書とそれに関する議論を念頭に置くとともに、聖
公会の事業を直接知りたいという切望を抱いて、この 3 か月間フィリピン諸
島と日本のすべての地域、そして中国の大部分の地域でわたしたちの宣教
師、役人、そしてこの問題について最も貴重な意見を持っている人々と過ご
しました。
　ミッションを初めて視察する興奮においてであれ、ミッション再考におい
てであれ、第一にそして最終的に重要な事柄はキリスト教です。宣教師を彼
らの任務に駆り立てたのは全面的にキリスト教の信仰でした。彼らが死を賭
してまで捧げるのはキリストに体現された命と真理の教えによる啓示です。
海外伝道に賛成か反対かの問題は、そのような信念に鼓舞された目的に照ら
してのみ理解され得ます。この問いを正しく判断できるのは、信仰を共有す
る者だけです。この問題に関する判定が長年定評のある教会の教会員から出
たものであり、それが自分の宗教の価値を、受け取る便益とそれにかかる費
用によって計るか、それとも人間に対する神の愛の宣言に最大の価値を置こ
うと、あるいは判定が通りすがりの旅行者から出たものか、それとも査定を
意図した委員会のメンバーに由来するものであろうと、述べられた結論はそ
の元になっている精神的な見方から価値を得ます。伝道の動機はその起源を
キリスト教の全経験の内に持っています。完璧でない基準によって結果を計
ることはできません。
　日本または中国の都市における聖公会の活動を視察し、全コミュニティー
において信仰の力により、キリスト教教育の事業により、そしてサクラメン
トにおいて明らかにされる神の恩寵により念入りに形作られた変換を目の当
たりにした後で、キリスト教の本質が暗黙のうちに無視され、あるいは明確
に否定されている報告書によって、この現代の奇跡に対して下された査定を
どのように考えたらいいでしょうか。報告書の全編を通してキリスト教信仰
の源である顕現が承認されていません。聖霊、すなわちこの信仰を生かし永
遠化する生きた力が言及されていません。同じ力が個々の信者に伝えられる
サクラメントのためのスペースが残されていません。これらはこの本の筆者
たちによって「教義」として片付けられていますが、それは「教え」なので
す。キリスト教の宣教師のために言いたいと思いますが、彼らはこの教えに
知的かつ熱情的に忠実であり、彼らの大きな力はこの教えによって説明され
るのであり、そしてもしこの教えがなければ彼らの伝道の理由と内容は失わ
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れるでしょう。伝道司祭と、彼らが海外の聖公会の学校や大学で改宗させた
キリスト教徒の非常に多くは学究的な人々であり、より進んだ研究と教育に
従事しています。彼らはその仕事の全体を見渡すに当たり、宗教を、信仰の
中心をつかみ損ねて道徳的な決まり文句を頼りにしている衰弱した時代遅れ
の神学の観点から解釈することから始めるようにとは勧められませんでした。
　私は「伝道再考」に述べられていることは、異質のグループによって受け
入れられるための妥協案として定式化された宗教的思考の寄せ集めの結果で
あると認識しています。しかし寄せ集めの思考は不安定であり、その地盤の
上に建設することはできません。曖昧さの上に立って善意を表現することだ
けに終始している愛想の良い信仰には、説得する力も改宗させる力もありま
せん。健全な事業の唯一確固たる基礎は、誠実な思考です。私たちは宣教師
に対して財政的な支援だけでなく、知的な支援も与える義務を負っていま
す。それは彼らが抱いている信念が私たちによって共有されており、私たち
の同意がなければその足下から強力な基盤が取り去られないことを彼らに確
信させるでしょう。
　6 月初め、私は主教、聖職者、そして日本聖公会の全伝道教区から集まっ
た代表者と共にオックスフォード運動の 100 周年記念に出席しました。そ
れは数か月後にこの国で祝うことになっている行事です。私が出席したこの
集まりで発言したイギリス人もしくはアメリカ人はたった 1 人で、しかもそ
れは日本語で行われました。日本の教会と大学の若い聖職者や教授の熱烈な
スピーチは、100 年前の公会の運動に学ぶ教会改革再建は生まれ変わった太
平洋の国によって理解され我が物とされていたことを証明しました。しかも
これは学派間の相違や党派的な団結とは関係なく起きました。私は中国と日
本の新しい土壌に、我が聖公会におけるそのような知性を欠いた非キリスト
教的な分裂を目撃することはありませんでした。キリストの「私は真理であ
る」という言葉を理解するには、これらの国々の教会員のように、キリスト
との接触によって目覚めた莫大な数の国民の精神的、霊的な再生を見さえす
ればいいのです。
　キリスト教徒と非キリスト教徒、両者の知的、霊的なコントラストは、東
洋に引かれた消すことのできない、明白で変わることのない分割線を表して
います。この偉大な分割の一方の側と他方の側に現われている生活と思考
が、現代の東洋の注目を集めています。この分割はもはや懐疑や敵意を伴い
ません。両サイドの姿勢は誠意のある共感的な理解のそれです。中国のある
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内陸都市の非キリスト教徒の役人は、私に次のように言いました。「偏見は
すべてなくなりました。あなたがたに対して門は大きく開いています。ここ
に来てあなたがたが持っているすべての教えを伝えてください。」私たちは
また日本の文部省の役人が、どんな教育も宗教的な指導に基づかなければ良
き市民を育成することはできないと繰り返し言うのを聞きました。そして彼
らの 1 人は、キリスト教徒ではありませんが、このように言うとき、実はキ
リスト教の指導を意味していると私たちに打ち明けました。
　しかし誤解してはなりません。キリスト教徒と非キリスト教徒の関係がど
れほど友好的であろうと、分離の線はぼやけていません。非宗教に対する攻
撃においてそれらの相違が見過ごされているというのは真実ではありませ
ん。古来の信仰に対する日本人の信仰心は、一部のキリスト教徒をもしのぐ
でしょう。その一方で、キリスト教の文学や建築、キリスト教音楽、そして
芸術や賛美歌や典礼におけるあらゆる形式の宗教的表現が育まれ、キリスト
教信仰の新たな信奉者によって求められています。これらの人々は、自分た
ちに約束された信仰の真実と象徴を握る手を緩める者たちに魅せられている
わけでもなければ、それらに助けられているわけでもありません。
　キリスト教の信仰と生活を分け与え培う全過程において、変わらぬ要因は
私たちの主が弟子と共に残したのと同じ実体です。福音の中心には教会があ
ります。教会は、あらゆる時代を通して世界中でキリストの霊を伝え活発に
してきた機関です。キリスト教のミッションを教会に体現されているものと
は異なるように考えようとする、最近目立つあらゆる試みは、夢物語を思い
描くことにほかなりません。組織が任地における福音主義的、博愛主義的な
努力から出現して、教会のある場所に自発的な管理機関を形成するという提
案は、経済的に健全ではなく、すべてのキリスト教徒の経験に反しています。
　この提案および散発的な宗教的機関から出されたその他の類似の提案に対
する最終的な答えは、日本と中国における私たちのミッションから与えられ
ます。そこにある教会は大地に種のように植えられ、全ての公会がそうで
あったように、その場所の土に根付いて育ちました。これら 2 つの国のそれ
ぞれにおいて、アメリカとイギリスの主教によって創設された聖公会は、現
在は組織と精神において自国の繁栄する自立的な機関です。日本にいる 10
人の教区主教のうち 2 人は現地人です（注 1）。最近 5 人目の中国人主教が
按手されました。都市や町や農村の伝道教区には、教会委員によって運営さ
れるキリスト教徒の教会があり、伝統的な典礼において自分たちの司祭によ
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り自国語で指導されています。私は彼らが非常に美しい大聖堂や教会堂に集
まっているのを見ました。最後の集まりで私は、ニューヨーク女性伝道補助
会より贈られた宇都宮の教会で按手を手伝いました。これらすべての場所
で、進んで他のすべてを犠牲にし、疑惑や孤独や迫害を被ってキリストを得
るような人々によってのみ感じられ表現され得る、強い信仰心をもって神に
対する崇拝を分かち合う人々を見ることができます。もしあなたが洗礼盤や
堅信式の祭壇の前に立つ男女、あるいはサクラメントを受けるために跪く男
女の顔を見ることができたなら、中国と日本とフィリピンにおけるキリスト
教の精神を知ることでしょう。
　聖公会は、特にそのような強さと独立を獲得した日本の聖公会は、なぜ引
き続き外国の友人からの支援を要求するのかという質問が出され、最近その
声は次第に大きくなっています。その答えは近くで見れば明白です。それは
アメリカと現地のキリスト教徒の間の長く続いている関係に固有のもので
す。私はそれを帝国のあらゆる地域における教区の役員会や教区会を通じて
知りました。彼らの目標は、25 年以内に独立を完成させることです。それ
までは日本と中国の聖公会に対する私たちの支援は、物質的かつ精神的な強
さの源であり、安定化する作用であり、統一の絆です。運命的なこれらの地
域において、私たちに共通の目的を叶えるのは極めて重大なことです。彼ら
はいま新しい時代の幕開けを迎えており、その絶頂期にはキリスト教の信仰
とキリスト教の友情の優勢を証言することでしょう。この希望の実現は、日
本と中国でいまや計画ではなく事実となっている私たちの歴史的な聖公会に
おいて見られるでしょう。それは外国の支配からの自由と、宗派的な分類か
らの自由をもたらします。そうした暁に、名誉と先見の明ある熟慮を働かせ
るならば、アメリカの聖公会がパイオニアとして引き受けた責任や、私たち
自身が提供した協力を微塵でも放棄することは許されません。
　私たちが負う義務の 1 つの重要な要因は、宣教師の人物のリーダーシップ
の質です。あら探しをする批判は、私はどこも正当化できないと思っていま
すが、あまりに頻繁に宣教師に狙いを定めてきました。もちろんキリスト教
の前線部隊のような巨大な組織には弱点も生じます。私は光栄にも多くの宗
教団体の代表者と会い、彼らはそれぞれの伝道協会が誇ってよい男女である
ことを確認しました。聖公会の主教、聖職者、教師、医師、看護婦、そして
信徒役員は、彼らの幾つかのコミュニティーにおいて道徳的、知的、精神的
な力の源になっています。彼らは自分たちの義務と責任を不屈の精神と驚く
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べき技量で引き受けています。彼らはあなたがたの信頼、信心深い考え、支
援を頼りにするあなたがたの使者です。彼らはまた至極重要な場所で、あな
たがたが最も大切に思う大義の代理人です。
　聖霊降臨の日に実施された聖路加国際病院の落成式は、両大陸で 20 年間
待ち望まれた期待の成就とも言うべき壮麗なイベントでしたが、そこで私は
ルドルフ・トイスラー博士の指導下でこの施設が代表する目的に引き続き関
心を持つことを誓いました。翌日、皇室、聖公会および国家の代表が公式に
出席して行われた大規模な公開セレモニーで、外務大臣は「聖路加病院は日
本と合衆国との間の友好関係における重要な環の役割を果たし、両国の友情
と協力を通して全世界の平和に貢献するでしょう」と語り、東京市長も同じ
考えを述べました。これは東洋世界によってキリスト教のアメリカに向けら
れた期待と善意の言葉です。私がこの言葉をそのまま伝えるのは、それがキ
リスト教の会衆によって、公式の懇談会で、市民集会で、そして協議会の席
で語られるのを聞いたからです。私がこの言葉を心に描くのは、それが愛と
忠誠を誓い、必死で助けを求める何千、何万という聖公会の同胞や子供たち
の見上げた顔に書かれていたのを見たからです。

　総裁主教の東洋視察は人々の間に大きな関心を引き起こした。その表れの
1 つは、新聞各紙がこぞって彼の活動を伝えたことである。特にジャパン・
アドバタイザーは総裁主教の視察に多くの紙面を割いたが、本号に豊富な情
報が掲載されているのも同紙のおかげである。編集部はポール・ラッシュの
きめ細かな協力にも感謝の意を表する。
�

注記：（写真解説の訳文）
　聖霊降臨の日に立教大学で説教するペリー主教。すべて英語で行われたこの礼
拝は、ペリー主教が東京滞在中に説教した唯一の機会だった。出席者には立教大
学学長、文学部長および予科長が含まれていた。

（注 1）8 人の外国人管轄の地方部主教と 2 人の日本人教区主教。
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92　1933/8  Opening of Japan Recalled at Kurigahama; Descendants of 
participants in historic event exchange greetings. Bishop Perry 
stresses continuance of friendly relations then begun.
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92	 1933 年 8月号　久里浜で回想される日本の開国。歴史的事件の主役の
子孫が会見する。ペリー主教はそのときから長い友好関係が始まった
と強調。453-454頁。

	 訳出　453頁～454頁〔全文〕。

　アメリカと日本の間の 80 年に及ぶ平和な関係の歴史において、ペリーの
名で知られる久里浜の古びた漁村で、この 6 月 1 日、重要な出来事が起き
た。このとき初めて日本に来た合衆国の公式の代表であるマシュー・カルブ
レイス・ペリー提督の子孫一行が、提督を日本の地で出迎えた最初の日本人
である幕府の役人の子孫一行と会ったのである。
　有名な「黒船」が初めて日本に錨を下ろしたのは浦賀に近い久里浜だっ
た。80 年後の同じ 6 月に、この最初のアメリカ人を記念して（1901 年に）
建てられた石碑の前で、ペリーは再び戸田の挨拶を受けた。
　2 人の子孫の間で交わされた短い挨拶は、簡素で形式張らないためにか
えって印象的だった。それほどの昔に生まれた友好と善意の精神は、何百人
という土地の男女が参列したことに反映されていた。彼らは遠い昔「黒船」
を畏怖と恐怖で迎えた漁民の子孫たちである。
　この記念すべき機会に参加したペリー提督の子孫一行は、提督の又甥
ジェームズ・デウォルフ・ペリー師、彼の又姪たちで、アメリカ大使の妻ア
リス・ペリー・グルー夫人、そしてペリー主教の妹ジェームズ・ラッセル夫
人だった。提督が久里浜の砂の上に足を下ろしたとき提督に挨拶した最初の
日本人である戸田伊豆守の子孫一行は、彼のひ孫の戸田ツルヨ、彼女の夫で
戸田家に養子として入った退役海軍将校の戸田ジュウジ少尉、そして幕府の
高官ヤマムラ・タイカンの孫のヤマムラ・シュウジだった。
　戸田夫妻は 11 時少し前にペリー記念碑に到着し、記念碑の前に建てられ
たテントのなかでアメリカの視察団を迎える準備をした。テントは赤と白の
縞が入った天幕で囲まれたが、これはペリー提督が上陸したときに使われた
のと同じものである。戸田夫人は戸田家の家紋である九曜紋の入った礼服の
着物を着ていた。
　その直後に記念碑の敷地の外に集まっていた千人近い学校生徒が「万歳」
を叫んで、ペリー主教とその一行を出迎えた。ペリーは万歳の発声に応えて
一礼し、門をくぐって記念碑に向かった。門の上には星条旗と日の丸が掲揚
されていた。
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　ペリー主教は記念碑の前で、記念碑の建造に力を尽くしたヤマムラ・ウメ
ジロウによって戸田夫人に紹介された。深いお辞儀と握手は、普通のお辞儀
と握手以上のものであった。それは 80 年前に彼らの先祖によって始められ
た友好の鎖を築き強化する善意の表現であった。
　それぞれのグループのメンバーを互いに紹介した後で、ペリー主教にさま
ざまな歴史的文書と戸田夫人の家族の写真が贈呈された。
　記念碑の敷地で、この歴史的会見の証拠としてペリー主教は記念碑の左側
に松の木を植えるためにひと鋤の土をかけ、戸田家は右側に類似の木を植え
た。
　ペリー主教は日本の名士たちに最後の敬意を払ったとき、「これは大成功
でした。大変な成功です」と言った。それからアメリカ人たちは大勢の村人
の「万歳、万歳」の叫びに包まれて、歴史的な記憶やつながりのある古い漁
村を後にした。
　その日の後刻、ペリー主教はアメリカ大使館にいるときに 1 人の若者から
予期せぬ訪問を受けた。その若者は、ペリー提督が日本に到着したときに沿
岸担当の役人だった野本氏の孫であると言った。野本氏の任務は船が港に着
いた様子を記録して幕府に送ることだった。野本氏は「黒船」の来航という
一大事を非常に克明に記録した。この文書はその後、野本家に返されて保管
されていた。孫はペリー主教に、この記録を誰かアメリカ人に保管してもら
うのが彼自身と家族の希望であると言い、それをペリー主教に手渡した。さ
らに彼は当時祖父が持っており、家宝として保管されてきた古い剣も主教に
贈った。

　久里浜での多彩な交歓と、聖路加病院の落成および開院の盛大な式典は、
平和の君の大使として日本を訪れたペリー主教にとっておそらく最も印象的
なエピソードであったが、彼はあらゆる適切な機会をとらえては、アメリカ
と日本との友好関係を強調した。東京の日米友好協会で彼は次のように述べ
た。

　日米友好協会のホスピタリティーは、これまで日本とアメリカとの関係を
特徴付けて来た精神を反映したものであり…その影響は世界中に拡大してい
ます。…アメリカがより親密で率直な関係を求めて日本のドアをノックした
のは歴史的に重要な瞬間でしたが、それは日本帝国だけでなく、若い隣国、
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すなわち世界で最も若い政府にとっても画期的なことでした。この隣国はそ
のときこの古来の帝国との友好を求めていたのです。もちろんそれから始
まった友好関係は当事者である両国にとってだけでなく、国際社会の福祉と
平和にとって重要な関心事の 1 つでした。…アメリカと日本の間に途絶える
ことのない平和が存在していることは大きな意味がありましたし、未来永劫
に大きな意味を持つに違いありません。その平和は関係する両国の幸福と安
全に関わりを持つにとどまらず、地球全体の幸福と安全に関わりを持ってい
ます。…両国、すなわちあなたがたの帝国と私たちの共和国は、太平洋の東
海岸と西海岸に位置しています。それは日本語で美しくも「大いなる平和の
海」と翻訳されましたが、この相対的な位置関係において日本とアメリカは
全世界の平和の番人たる役割を運命づけられているのです。

　人口 2,500,000 以上を擁する日本最大の商業都市である大阪でも、ペリー
主教はロータリークラブの昼食会で次のように語った。

　たとえ両国の関係にさざ波が立つように見えようとも、水面下には信頼と
平和の大きな流れがあります。私はアメリカ人の日本に対する姿勢は平和の
姿勢であることを知っており、またそう断言できます。彼らはこの 2 つの偉
大な国家を結び付けている友好の絆が切れることは決してないと信じていま
す。世界の将来の平和は、アメリカと日本の互いの姿勢に大いに懸っていま
す。アメリカは現在両国間に存在する友好を保ち維持するために全力を尽く
すつもりであることを知ってほしいと思います。

　ペリー主教の視察ほど力強く良いイメージで聖公会を日本人の前に押し出
すことは、他の何物でもできなかっただろう。彼は単に聖公会の代表として
のみならず、全キリスト教の代表として受け入れられた。彼はアメリカの主
教だった。しかし他の教会の宣教師や日本人キリスト教徒は彼を自分たちの
主教として迎えた。彼の訪問によって日本聖公会が非常に有名になったこと
は言うまでもない。人々は報道を通して聖公会の大いなること、そしてその
事業の規模を、おそらくこれまでけっして可能ではなかった方法で知ったの
である。日本の代表団が船上のペリー提督（彼自身忠実な聖公会員だった）
を訪ねたときのことが回顧されたが、彼らは提督が毎日行っている朝の祈り
の最中に到着した。提督は祈りが終わるまで彼らと会うことを拒んだ。この
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ことは日本人に深い印象を与えた。ペリー主教は再び新しい方法で日本人に
聖公会を認識させた。日本人はいまや聖公会を平和の偉大な使者、社会悪の
治療者、そして国際親善の力とみなしているのである。
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93　1933/8  Nippon Seikokwai Honors Bishop McKim; The whole Anglican 
Communion joins in special Tokyo observance, on June 14, of the 
fortieth anniversary of Japanʼs senior bishop.
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93	 1933 年 8月号　日本聖公会はマキム主教の栄誉を讃える。6月 14日東
京で開催された日本の先任主教の按手 40周年記念式典に全アングリカ
ン・コミュニオンが参列。459-460頁。

	 訳出　459頁～460頁上段〔全文〕。

ポール・ラッシュ
立教大学講師

　ジョン・マキム師の江戸（現在の北東京）主教按手 40 周年を記念して
〔1933 年〕6 月 14 日水曜日に催された式典は、日本聖公会がこれまでに開
催した最大の実演の 1 つでした。
　午前 11 時、立教大学の礼拝堂でマキム主教は、東北主教ノーマン・S・
ビンステッド師、北東京補佐主教チャールズ・S・ライフスナイダー師、京
都主教シャーリー・H・ニコルズ師および北海道主教ゴードン・J・ウォル
シュ師の補式により、聖餐式を執り行いました。使徒書簡の朗読者は東京主
教松井米太郎師、福音書朗読者は南東京主教サミュエル・ヘーズレット師で
した。米国聖公会日本ミッションの先任司祭チャールズ・H・エヴァンズ師
は侍者を務めました。200 名を超えるマキム主教の主教、司祭、信徒の仲間
がこの礼拝に参加し、賛美と感謝の特別な行為として、相応しいテ・デウム
の歌で終えました。
　午後 1 時、マキム主教のために大学食堂で祝賀昼食会が提供され、約 250
人の招待客が参加しました。演説者のテーブルには日本聖公会の 10 教区

（注 1）の代表および聖公会の主教とその妻が座りました。
　昼食会の終わりにマキム主教に日本聖公会の教区の代表者から挨拶と祝詞
が贈られました。それらの代表者は多川幾造師（東京）、横田道信師（大
阪）、辻井亨師（南東京）、早川喜四郎師（京都）、河合堯三師（中部）、中村
信蔵師（東北）、岩田慶次郎師（北海道）、八代欽之允師（神戸）および博士
J・小林彦五郎師（北東京）です。チャールズ・H・エヴァンズ師はマキム
主教と関係のある外国ミッションのメンバーを代表してお祝いの言葉を述べ
ました。世界中の主教 120 人がサインした記念帳がマキム主教に手渡され
ました。
　この礼拝と昼食会には、1893 年 6 月 14 日ニューヨークの聖トマス教会で
マキム主教の按手に立ち会った 3 人のゲストが出席していました。その 1 人
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はジョン・ウィルソン・ウッドで、米国聖公会を代表してマキム主教の指導
下で日本聖公会によって達成された進歩を讃えました。他の 2 人は現在立教
大学の構内に居住しているスーザン・トレバー・ナップ女性執事と、チャー
ルズ・H・エヴァンズ師です。昼食会を主催したライフスナイダー主教は、
1 日の行事を終えるに当りマキム主教を紹介しました。彼は自身と多くの教
役者にとって非常に重要な日に、マキム主教と同席できた喜びを実に率直に
語りました。
　その日の公式の祝辞は、午前中の聖餐式で説教に代えて述べられました。
祝辞を述べたのは、日本人を代表して神田基督教会の名誉牧師 T・皆川

（注 2）師（大阪に引き留められた大阪主教名出師の代役）と、アングリカ
ン・コミュニオンの英語話者支部を代表して名古屋（中部）主教ヒーバー・
J・ハミルトン師でした。ハミルトン主教はマキム主教の主教職を振り返り、
その間に日本聖公会は会員が 10 倍に増え、司祭職は 30 人から 300 人以上
に成長し、主教は 2 人だけだったのが現在 11 人の主教からなる主教会に発
展し、当初 2 教区（注 3）から始まり現在 10 教区（注 4）あることを指摘
しました。なかでも目覚ましい成果は言うまでもなく、弱体で依存的な信者
のグループから、現在ある聖公会の自立的な日本支部へと発展したことで
す。それは現地人主教がいる 2 つの独立した自給教区を持ち、組織的、財政
的な貢献度を著しく増しています。最後に、ハミルトン師はマキム主教に次
のように言いました。

　今日私たち全員は、あなたとご家族が引き続き神の祝福を受け、あなたが
たを照らす光は完全な日が来るまでますます輝きを増し続けることを祈りま
す。

　マキム主教はアメリカの聖公会で最年長の現役主教であり、日本聖公会の
先任主教および総裁主教（注 5）です。彼は 1852 年 7 月 17 日マサチュー
セッツ州ピッツフィールドに生まれ、合衆国のグリスウォールド大学とナ
ショタハウスで学びました。1878 年に執事に叙任され、1879 年に司祭とな
り、その年に初めて日本に来ました（注 6）。1893 年に〔主教に〕按手され
て以来、1908 年にオクスフォード大学の神学博士を含め幾つかの名誉博士
号を授与されました。1924 年には瑞宝章を受賞しました。1923 年の大震災
のとき、マキム主教は合衆国の聖公会本部と友人たちに「神への信仰のほか
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すべて失せり」と打電して緊急行動を促しました。10 年前の大災害の後、
マキム主教は再びテントから始めて、聖公会の組織の再興を指揮してきまし
たが、今日それは以前よりも大きく強くなっています。東京と北東京では
1923 年の廃墟から、25 の常設の堂々とした教会が立ち上がりました。10 年
前は築地に集中していた重要な施設が、東京のさまざまな地区で再建されま
した。日本で最も愛らしい女学校である立教高等女学校は西荻窪、立教大学
と立教中学校は池袋、そして偉大な医療センターの聖路加病院は築地です。
�

（注 1）正確には、8 地方部と 2 教区。
（注 2）皆川晃雄
（注 3）米国人主教と英国人主教が管轄する 2 伝道教区。
（注 4）8 地方部（または伝道教区）と 2 教区。
（注 5）正確には、主教会議長。
（注 6）来日年は 1880 年。
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94　1933/9  Some Recent Statistics of Nippon Sei Kokwai.
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94	 1933年 9月号　日本聖公会の最近の幾つかの統計。499頁。
	 訳出　499頁下段。

　 『ジャパン・チャーチ・エイド』（日本聖公会のために刊行されている英
語季刊誌）は、日本聖公会全体の最新の統計的概要について情報を提供して
いる機関である。日本聖公会の 10 の教区（注 1）と 1 つの伝道区すなわち
台湾は、1932 年 1 月に 1 年間に陪餐したことが知られている現在受聖餐者
の数は 10,679 人であると報告した。教会と連絡を取り続けている受洗者は
25,647 人だった（受洗者全体の全ての人数は 39,125 人）。

　受洗者全員の名前は死亡するか、またはどこかへ移動するまで聖公会の登
録簿に記載されている。しかし聖公会とまったく連絡を取らずに 3 年間経過
すると、それらの名前は特別登録簿に移され、教役者の多くの不安を引き起
こすにもかかわらず実際の会員として数えられることが止まる。

　外国人の教役者、聖職者、信徒、夫人、独身女性は 209 人いる。
　日本人の教役者の数は 357 人：主教 2 人、司祭 183 人、執事 38 人、伝道
師 57 人、公認女性伝道者 77 人である。これにはたいていの場合、非常に
有用な教役者である夫人は含まれていない。
　1 年間の受洗者の数は成人 1,353 人、幼児 621 人である。年間を通して
1,426 人が堅信礼を受けた。
　日本聖公会の唯一の宣教地である台湾は、5 人の教役者（司祭 3 人と女性
伝道者 2 人）しかおらず全員日本人である。教会と連絡のある受洗者は 609
人、現在受聖餐者は 227 人である。1 年間で 42 人が受洗し、32 人が堅信礼
を受けた。
�

（注 1）8 地方部と 2 教区。
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95　1933/11  Our Church in the Orient; In statement to National Council, 
Bishop Perry shares impressions of three monthsʼ observation. 
Suggestions of future policies. 
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95	 1933 年 11月号　東洋の聖公会。ペリー主教は全国協議会に宛てた声明
で、3か月の視察で得た印象を語った。今後の方針に関する提案。579-
587頁。

	 訳出　579頁1行目～6行目まで。585頁17行目～587頁最後の行まで。

　神学博士ジェームズ・デウォルフ・ペリー主教
総裁主教兼ロードアイランド主教

―略―
聖公会は日本に有り余るほどの機会を持っている。

　日本では密集した人口と、秩序正しく規律ある統一された国民生活の背景
が、大学や学校や病院において見られるように、公共の礼拝や牧会の任務に
おいて妨げられることなく奉仕活動を行うために有り余るほどの機会を聖公
会に与えました。
　キリスト教はいまや帝国で公認された 3 つの宗教の 1 つとして正式に認知
されるに至りました。より具体的に言うと、国家全体と教会の 1 部門―よ
り適当な言葉がないために「アングリカン」と呼びますが―との好意的な
関係は完全です。これは主として英知とキリスト教的外交術に負うものであ
り、それによってマキム主教と彼の若い同僚のアメリカ人、イギリス人、カ
ナダ人主教、そして最近は日本人主教が、固有の伝統に固執しつつも西洋の
影響に対して開かれた文明のただなかで、精神において国民的でありながら
完全性において歴史的なキリスト教を表現している聖公会を発展させたので
す。日本聖公会は国家によって認知され歓迎されています。
　私は異例の機会が与えられ、皇室、閣僚、多くの地方自治体、報道機関、
仏教と神道の聖職、医療従事者、幾つかの県の教育庁、そしてこれは私が最
も重きを置く点ですが、北は最果ての青森から南は門司まで町や村の何百と
いう人々の姿勢を直接かつ詳細に知ることができました。至るところで彼ら
は、私を聖公会の代表として理解し高く評価し、心からの歓待の姿勢を示し
てくれました。しかしその歓待はより正確には聖公会が彼らに提供する聖務
と教えに対するものです。主教だけでなく彼らの間で働く卓越した宣教師、
日本人聖職者、最高の知的、精神的な資質を備えた人々がそれぞれの地域社
会において、伝道所や教会を健全な宗教的影響を放射する中心にしたので
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す。ある所では頑迷な保守主義のために抵抗もありましたが、それは攻撃的
ではない方法で、つまり絶えず接触することにより、そして忍耐と謙虚とい
うその国の人々に良く理解される言語により克服されました。
　聖公会には牧会的事業部門と教育的事業部門がありますが、これらはこの
民族の気質と能力に容易に受け入れられるので、安全かつ賢明に運営できる
手に早く任せるべきです。日本人女性はこの国と変わらないほど発達した幼
稚園教育に対する才能を持っています。この事業のために教師や教師の養成
者を供給する費用を負担する必要は近くなくなると信じています。男女を問
わずその他の形態の専門的な活動も、そうした責任を引き受ける並はずれた
能力を備えた日本人キリスト教徒の新しい世代に委ねることができるでしょ
う。
　私が日本に長期間滞在して協議するなかで自分の時間と思考を多く費やし
た重要な案件が 2 つあります。1 つは東京にある立教大学の発展に関する計
画です。他の 1 つは大阪にある聖バルナバ病院が伝道プログラムに占める位
置づけです。
　立教大学は、その場所に行きわたる教会生活の雰囲気と、秩序正しく厳か
な礼拝に見られる表現において、紛れもなく明確な目的を持ったキリスト教
の機関です。ある朝聖餐式が行われましたが、美しい礼拝堂はおよそ 400 人
の受聖餐者でいっぱいになりました。そのほとんどが教職員と学生です。大
学はその施設が完成するのを辛抱強く待っています。特に必要とされる施設
は講堂と教室棟ですが、これは数年前に 1 階建ての木造家屋が急場しのぎで
建てられたままの状態です。これらの建物からなる中庭を完成するために必
要な費用は 200,000 ドルです。この件について同窓委員会と協議した際に、
この総額のうち 75,000 ドルを集めるキャンペーンをアメリカの聖公会に支
援してもらいたいという要望が出ました。私はそのような努力は現時点では
不可能だろうと言い、資金はむしろ日本の方が適切に首尾よく集められるだ
ろうと示唆しました。すると全国協議会に要請して、このプロジェクトを日
本にいる同大学の同窓生や友人たちによって進展させることを承認するよう
強く求められました。
　聖バルナバ病院はかなり昔に 1 人の人物の発案で構想されて建てられまし
たが、彼はその直後に他の人に任せて去り、その後完成に至りました。この
病院について協議会で検討した際に、大阪の医療にとってこの病院は必要
か、そしてアメリカの聖公会の伝道資金に課せられた負担は適当かという 2
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つの質問が投げかけられました。これらの第 1 の質問に対する答えは、私が
建物を視察して事業を観察した後では明確になりました。役人や市民の代表
とも協議しましたが、この施設は他の病院とは異なって産科、小児科、婦人
科に特化しており、地域社会で重要かつ必要な場所であり続けたことが明ら
かになりました。新しい建物は美しく設計および建設され、この発展する近
代都市で価値ある位置を占めています。1932 年現在の大阪病院の出費は
28,170 ドルでしたが、そのうち 60 パーセントは現地で賄われました。
　伝道機関に対する責任の移管は、日本と中国における教会と学校の管理に
関する限り、移譲プロセスは段階的に、しかし継続的に実行すべきです。海
外伝道の方針を任されている私たちは、両国が到達した成熟度をまだ十分意
識していません。私たちの思考は、本部によって維持および指示されていた
個々の主教や伝道司祭が、遠い辺境地の聖公会をなしていたパイオニアの時
代から、なかなか抜け出ることができません。そのような時代は、私たちが
育てた聖公会の一挙手一投足が監視および統制される必要がある家父長的な
時代と同様に過去のものとなりました。いまや十分成長したのです。主教
や、聖公会の進路を先導し、その運命を形作る他の人々は、依然私たちの支
援を必要としています。しかし彼らは、絶えず変化する状況に資源を適用す
るに際しては、完全な裁量権も要求します。世界がこれまでに知っている最
大の宗教的企ての 1 つ、すなわち歴史的な聖公会の新しい 2 つの支部を組織
することにおいて東洋と西洋を 1 つにするために、彼らは私たちの協力と信
頼を求めているのです。

今後の方針に関する提案

　私が述べた原理の幾つかを実効的なものにするために次の勧告をします
が、これは直ちに決定や制定を求めるものではなく、私たちの方針のガイダ
ンスになるようなら、参考にして頂くのが目的です。
　1．毎年免職のため伝道教役者の数を段階的に減らし、現在欠員となって
いるポストに対する割当を予算項目から削ることを認める。
　2．退職年齢に達した伝道ポストにある宣教師は引退し、それらのポスト
を中国人または日本人の被任命者に委ねる。
　3．現在任地で按手されている宣教師を、主教が指定する任地の管理・監
督者に指名する。



－327－

　4．すべての教育機関で教師に任命される宣教師の数を制限し、任命は主
教の推薦に基づき当該教育機関の長によってなされる。被任命者の給与に対
する割当額の総額は、海外伝道局の勧告に基づき主教と全国協議会との合意
によって決定する。
　5．聖公会中等寄宿学校の維持割当額は毎年縮小し、その分授業料を増額
して補填し、奨学金の予算を減らす。
　6．主教と諮問委員会がキリスト教の教えの源泉およびキリスト教信仰の
中心として十分機能しなくなったと判断した通学校に対する維持割当額を廃
止する。
　7．伝道病院は少なくとも現在の規模に維持する。宣教医の任命のために
特定の病院の割当額を追加する。幾つかの病院の維持割当額を、全国協議会
と協議のうえ、主教と最高責任者と経営団が決める割合で毎年減額する。
　8．主教と諮問委員会に配分の目的で支払われる各伝道教区に対する割当
額は、中国または日本の聖公会のすべてのアメリカ人主教と協議のうえ、彼
らが毎年提出する予算に基づいて、全国協議会の承認を得るものとする。配
分は、彼らの判断により時おり要求される給与項目、維持費およびその他の
費用の変更に準じる。
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96　1933/11  Meeting of the National Council, Oct. 11-12. Legacy Provides 
New Buildings.
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96	 1933年 11月号　全国協議会会議、10月 11/12日。609-612 頁。
	 訳出　611頁右 17行目～612頁左 5行目まで。

―略―
遺産が新しい建物を提供する

　ニューヨークのエラ・エリザベス・ラッセルによって残された最も有用な
用途指定遺産 80,000 ドルを受け取った。その大部分は中国、日本、アラス
カ、サウスダコタおよびホノルルの任地の建物に使用することが指定されて
いる。
　1923 年の大震災の後に日本の聖公会再建のために集められた資金の割当
を担当する日本建設委員会は、総額約 22,000 ドルに対する最後の割当て金
約 7,000 ドルを受け取ったことを報告した。これは再建を待っていた最後の
教会である北東京、番町の聖愛教会に使われる。この教会に必要な残りの額
は日本で集められる。
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97　1934/1  Across the Secretaryʼs Desk.
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97	 1934年 1月号　主事のデスクから。52-53 頁。
	 訳出　52頁右下 13行目～53頁左 6行目まで。

　神学博士ジョン・マキム主教は合衆国の総裁主教と同等のポストである主
教会議長として日本の聖公会に 37 年間奉仕した後、責任を後進に託すべく
退任することになった。日本の主教会は南東京主教サミュエル・ヘーズレッ
ト師を選出した。マキム主教同様、ヘーズレット師は主教に按手される以前
から長年日本で奉仕していた。彼は至るところで日本人と宣教師から、さら
に南東京教区（注 1）の維持を手助けしている〔英国教会〕福音宣教協会の
役員からも愛され信頼されている。
�

（注 1）南東京地方部。
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98　1934/4  Across the Secretaryʼs Desk.
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98	 1934年 4月号　主事のデスクから。201頁。
	 訳出　201頁左 1行目～左 6行目まで。

　立教大学チャプレン高松孝治師は、1933 年に 58 人の学生が受洗し、61
人が堅信を受けたと報告した。
�

注記：SM 誌 1934 年 4 月号によると、 新任の聖職ローレンス・ローズ夫妻は、
ヴァンクーヴァーから「エンプレス・オブ・エイジア」号で 1934 年 3 月 24 日に
出航した。ローズ氏は東京の聖公会神学院の教員に着任予定（199 頁）。SM 誌
1934 年 5 月号によると、最近、京都地方部主教シャーリー・H・ニコルズ主教に
よって、加悦聖三一教会牧師の吉本秀正と敦賀基督教会牧師の直川久之助の 2 人
の日本人執事が司祭に按手された。大阪教区主教名出保太郎が説教をした。SM
誌 1934 年 7 月号によると、ニコルズ主教夫妻と 4 人の子どもたちは「ジェネン
ラル・パーシング」号で 1934 年 6 月 28 日に合衆国に向けて出航した（341 頁）。
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99　1934/8  Bishop McKim Resigns as Bishop of North Tokyo.
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99	 1934年 8月号　マキム主教が北東京主教を退任。373頁。
	 訳出　373頁〔全文〕。

　ちょうど私たちが印刷に出す頃、〔マキム〕主教（注 1）はベテラン日本
宣教師の退任を発表した。来月号では、マキム主教が日本の聖公会の指導的
な立場で、半世紀以上にわたり卓越した奉仕を行ってきたことに対して感謝
の意を表する。
�

（注 1）主教会議長。
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100　1934/9  Missionary Facts from Many Lands.



－341－

101　1934/9  Eminent Missionary Doctor Dies in Tokyo; Sudden passing 
away of Dr. Teusler closes notable Christian career in Orient. Bishop 
Binsted to have temporary oversight of St. Lukeʼs.
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100	 1934年 9月号　各国からのミッション情報。404頁。
	 訳出　404頁右 7行目～右 13行目まで。

　時間とスペースが限られているため、8 月号で退任を発表したベテラン日
本宣教師マキム北東京主教に対する感謝の記事は次号以降に延期する。
�
101	 1934 年 9月号　卓越した宣教医が東京で死去。トイスラー博士の突然

の死によって、東洋の著名なキリスト教徒のキャリアが幕を閉じた。
ビンステッド主教が暫定的に聖路加病院の監督に当たる。405-408頁。

	 訳出　408頁 26行目～左 16行目まで。

―略―
　トイスラー博士の死により、彼と長年一緒に働いてきたジョン・マキム師
の最近発表された退任と相まって、東京における 1 つの伝道時代が幕を閉じ
る。しかし指導者を失っても病院が引き続き前進して、その司牧によって日
本の首都を癒す教会奉仕を行う証拠は既に明らかである。病院は西洋と東洋
の間の善意のキリスト教的シンボルである。マキム主教は、〔主教に〕按手
されるまで長年の間、聖路加〔病院〕のチャプレンを務めたノーマン・スペ
ンサー・ビンステッド師に、暫定的に病院長を務めるよう要請した。ビンス
テッド師は喜んで病院に奉仕する意欲を示したが、そのため〔米国聖公会〕
総会には出席できない。
�

注記：SM 誌 1934 年 10 月号によると、新任聖職のフランク・H・モス（Frank H. 
Moss）はサンフランシスコから「タツタ丸」で 1934 年 9 月 13 日に出航した（506
頁）。
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102　1934/12  Missionary Facts from Many Lands.
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102	 1934年 12月号　各国からのミッション情報。564頁。
	 訳出　564頁左下 7行目～右 7行目まで。

　立教大学予科長の菅円吉師は、来年の夏にイギリスで開催される世界学生
キリスト教連合の社会産業問題会議の準備委員会のメンバーに任命された。
菅予科長は会議中「キリスト教社会学および経済哲学は可能であり望ましい
か？」に関するシンポジウムで発言する 4 人の演者の 1 人に選ばれた。他の
演者はラインホルド・ニーバー（合衆国）、V・デマント（イギリス）、D・
ドゥルージュモン（フランス）である。
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103　1934/12  The National Council Between Conventions.
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103	 1934年 12月号　会議の間の全国協議会。597頁。
	 訳出　597頁左 1行目～左下12行目まで。

　全国協議会には総会の多くの議案が集中した。特に重要なのは管理分野に
おける総裁主教の責任の再解釈と、全国協議会の議長職にクック主教を選出
することだった。これにより全聖公会の聖職者の長は、聖公会の法律によ
り、同時に自身の教区でも積極的に活動しなければならない立場として、任
務の遂行を不可能にするほどの莫大な量の仕事から解放される。総会が散会
して以来、クック主教はデラウェア主教を辞めないという理解で、教区の利
益を保護する計画が案出されることを前提として、就任の意欲を表明してき
た。
　総会は以下の協議会メンバーを 1940 年 12 月 31 日まで 6 年の任期で選出
した。

　ヘンリー・セント・ジョージ・タッカー主教（ヴァージニア）、ウォレ
ン・L・ロジャーズ主教（オハイオ）、ウィリアム・H・ミルトン師（東キャ
ロライナ）、ポール・ロバーツ師（コロラド）、フィリップ・S・パーカー氏

（マサチューセッツ）、ウィリアム・H・ピーターキン氏（ウエストヴァージ
ニア）、トーマス・J・フレミング・ジュニア氏（ロサンジェルス）、ラル
フ・W・ホレンベック氏（南オハイオ）。
�

注記：SM 誌 1934 年 12 月号によると、 カール・E・ ブランスタッド（Karl E. 
Branstad）は、1934 年 11 月 2 日にニューヨークから「ジョージック」号で研究
のため英国に出航した。ジョン・マキム主教は冬をホノルルで過ごすため、1934
年 11 月 8 日に「アサマ丸」で日本から出航した（602 頁）。
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104　1935/1  From Village Teacher to Christian Bishop; Quest for meaning 
of heaven led Yasutaro Naide to listen to Christian teaching; first step 
in progress to leadership in Japanese Church. 
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104	 1935 年 1月号　村の教師から主教に。天の意味への問い掛けが名出保
太郎をキリスト教の教えに耳を傾けさせた。それが日本聖公会におけ
るリーダーシップに進む第一歩だった。27-33 頁。

	 訳出　27頁～33頁上段〔全文〕。

J・ケネス・モリス師
京都復活教会牧師

　これは日本の聖公会に関する特別連載の第 2 弾であり、『スピリット・オ
ブ・ミッションズ』は現在聖公会を挙げて検討している問題に寄与するため
に掲載するものである。その後の記事は松井主教による「日本における神の
国運動」と、東北のビンステッド主教による「地方伝道」を予定している。

　冷たく暗い水田が横たわり、稲の硬い刈り株だけが畝の端から端まで突き
出ていた。北から冷たい風が吹いた。前夜の雨のために空は水気を帯びた雲
で灰色に淀んでいた。日本の和歌山県名手の村人たちは、かやぶき屋根の家
に閉じこもり、火鉢にあたっていた。
　村長の名出キヨモンは、黒い瓦屋根が目立つ、村で一番大きい家に住んで
いた。広大な庭は高さ 7 フィートの厚い土塀で囲まれていた。小さく控えめ
な門の近くには古い樫の木がそびえ、まるで先祖代々の見張りのように枝を
家と庭の上に伸ばしていた。小さな庭を通って、人は家の中に直接入ること
ができた。床の上にはそれぞれ黒い布で縁どりした畳があり、互いに隙間な
く敷き詰められていた。家は襖によっていくつもの部屋に分けられていた。
　そのなかの 1 つの部屋には名出の若い妻が横になっていた。目を閉じ、上
から厚い布団を掛けていた。彼女のすぐ傍らには生まれたばかりの赤ん坊が
いた。男の子である。父親が自分の子を見ようと腰をかがめたとき、母親は
目をあけて微笑んだ。彼女は非常に美しく、その黒髪は少女っぽい顔の両側
にふわりと寄せられていた。彼女はまだ 17 歳で、それは 1865 年 12 月 22
日のことだった。
　赤ん坊は保太郎と名付けられた。あまり丈夫ではなかったので、若い両親
は子供をきわめて大事に育てた。そのうえ進んで助言し、お手伝いとして極
上の食物を買う金をくれる親戚が近隣にいた。そのため保太郎は非常に威厳
のある子供に成長した。「村長は父親ではなく保太郎だ」と言う者もいた。
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　母は侍の娘で、古い日本の豊かな文化を身につけ、夫に武士道の尊敬すべ
き特質をもたらした。名出キヨモンは細やかな感性の持ち主だったので、こ
れらの特質を評価し、夫婦ともに正直、忠誠と勇気を大事にする家庭を築い
た。母親は保太郎に侍の話をした。それらの話は物思いにふける若者に強い
印象を与え、その内に真面目な気質が長年にわたって育まれた。
　仏教徒だった名出は、座敷の床の間＊ の脇に設けた壁龕に扉を金で縁どり
した黒漆の仏壇を置いた。それは家中で最も神聖な場所であり、仏陀の小さ
い石像が祀られ、その両側に先祖の名前を記した位牌が置かれていた。保太
郎がどうにか歩けるようになったとき最初に学んだことの 1 つは、仏壇の前
に行って手を 3 度たたいてお辞儀することだった。しかし名出家はあまり宗
教的ではなかったので、毎日の礼拝は行わなかった。先祖の命日など特別の
機会だけ、僧侶を読んで読経させていた。　　　　
　まもなく名出家は 3 年間で 3 人の娘に恵まれた。保太郎はたった 1 人の
息子であるうえ長子だったため、両親と姉妹の称賛を一身に集めた。子供た
ちは大きい家と、広々とした中庭と、古風な趣のある庭を愛した。彼らは田
圃の畔を走り回ったり、田植えを手伝ったり、通りで村の子供たちと遊んだ
りした。母、父、子供たちは互いに愛情を捧げる幸福な家庭を作っていた。
　保太郎が 6 歳になったとき、政府はまだ名手に小学校を設けていなかった
ので、信徒が運営する時代遅れの寺子屋に入学した。しかし 1 年後にこの寺
子屋は官立小学校に取って代わられた。そこで教えられた主な科目は漢籍、
作文、漢字の読み書きであった。保太郎は誠実な生徒で、子供たちの間で
リーダーと目されていた。
　保太郎の伯父の 1 人は有名な仏教の僧侶で、高野山にある大きい寺の 1 つ
で住職をしていた。保太郎はよくこの伯父を訪ね、1 日中寺の中やその周り
で遊んでいた。ときどきその神秘的な静けさに誘われて、聖所に近づき、永
遠の笑みをたたえる穏やかな顔をした仏像に驚きの目を見張った。彼は感動
した。広大な本堂、その太く高い柱、薄明り、そして黒い像とその前で灯さ
れた蝋燭と香にいたく感動した。ときには自分で線香に火をつけて仏陀の前
に置くことも許された。そうしたとき彼はいつも異様な喜びを感じ、そこか
ら離れても畏敬の念に打たれてしばらく口を聞かなかった。
　保太郎が 11 歳のとき父親が死んだ。これは家族にとって大きな打撃だっ

　　　　　
 ＊日本の家で名誉ある場所
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た。言うまでもなく保太郎が家長になったが、この幼い年齢で事業のことは
何も分からなかった。事業は親戚に委ねられ、一家の収入は次第に減って
いった。
　小学校を卒業すると保太郎は中学校に入学し、卒業後に小学校の教師の採
用試験に合格した。彼は自分が通った村の小学校の教師に任命された。
　ちょうどその頃、母親が病気になった。ある日、学校にいる彼のもとへ 1
人の使いが来て、急いで家に帰るように言った。玄関口で 4 人の医師が出迎
え、母親に望みはなくその晩に死ぬだろうと告げた。それは彼にとって大変
ショックだった。父親を亡くしてから保太郎は母一人の手で大切に育てられ
た。その母が死ぬと考えることに彼は耐えられなかった。彼は半狂乱になっ
て医師たちに母親の命を救うように求めた。だが、彼らは頭を振るばかり
だった。医師の 1 人は有名な中国の格言を引用して「人事を尽くして天命を
待つ」と言った。そして誰もが彼に諦めるよう強く促した。彼は子供のとき
に高野山に行ったとき以来、真剣に宗教について考えたことはなかった。し
かしいま彼は、人間が本当に困ったとき助けを求めることができる力がどこ
かにあるはずだと感じた。確かに人間の命、人の生死は医師によって決まる
ものではなかった。天ならば救えるだろうか？　天にはどんな力があるの
か？　天とは何か？　天に助けを求めるにはどうしたらいいのだろうか？　
取り乱した彼の頭の中を何千という問いが駆け巡った。しかしいま天は何か
の答えを見つけ出す余裕はない。彼の苦悩は増すばかりだった。そのとき彼
の心をよぎったのは命の神、伊太祁大名神に捧げた有名な神社の名前であ
る。人々が病気のためにその神社に参拝し、大勢が癒されたという話を聞い
ていた。しかし彼はずっとそんなことは迷信に過ぎないと思っていた。彼は
神や霊といったものを信じなかった。だが、本当に神は存在しないと誰がい
えるだろうか？　いずれにせよ他に望みはなかった。そこで彼は中庭に飛び
出して井戸のところに行き、着物を脱ぐと、井戸から汲み上げた水を頭から
足まで全身に掛けて身を浄めた。それから命の神の神社の方に向いて柏手を
3 回打ち、恭しく頭を下げて、母親がせめて 1 年だけでも助命されるよう
祈った。しかしその晩に母親は死んだ。
　それから名出は宗教について考えるようになった。しかし村には学者はお
らず、本もわずかしかなかったので彼の思考はほとんど進歩しなかった。し
かしながら彼はある偉大な真理を発見した。宗教とは純粋な心を持つこと。
しかし天のことはまったく分からなかった。
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　母親が死んでから約 3 年後、ある友人から 2 マイルほど離れた隣町の粉河
でキリスト教の集会があるのを聞いた。名出はキリスト教について聞いたこ
とはあったが、かつてキリスト教は禁止された宗教であり、それを信仰した
ために処刑された者がいたという程度のことだった。友人が行くと言うの
で、名出も行って、直接この宗教について何か聞きたいと思った。そこでは
T・S・ティングという名前のアメリカ人宣教師が話をすることになってい
た。彼は 1 度も外国人を見たことがなかったので、好奇心も手伝って友人と
一緒に出かけた。
　ティング氏が日本語で天について語り始めたとき、彼の驚きはいかばかり
であったろうか。ティング氏はさらに天は神である、神は命であり愛であ
る、宗教とは神と共にあることであると言った。名出は圧倒された。その
メッセージは彼の思考を照らし出し、インスピレーションを受けた瞬間にす
べてのことが明らかに見え、彼の心は喜びと平和で満たされた。
　家に帰る間、彼はこの新しい教えのこと以外に考えられなくなっていた。
彼は数年前に書籍の行商人から買った聖書を持っていた。が、それは中国語
で書かれていたので読もうとしたことは 1 度もなかった。実際、そのことを
すっかり忘れていた。しかしいま彼はそれを思い出し、読もうと決心した。
その晩は興奮して眠ることができなかった。翌朝早く粉河に出かけて行っ
て、ティング氏を訪ねた。
　名出はティング氏に昨晩のメッセージをもう 1 度繰り返し、神について詳
しく説明してほしいと頼んだ。ティング氏は忍耐強く彼の質問に答え、中国
語で書かれた『天道溯原』（注 1）という 1 冊の本を貸し与えた。名出はそ
の本を家に持ち帰って丁寧に読んだ。それから聖書を読みはじめた。これが
名出の信仰の始まりだった。
　このとき元田作之進という若い日本人がティング氏の手伝いをしていた。
粉河ではキリスト教のメッセージに対する反応が非常に好意的だったので、
元田はそこにとどまって伝道所を開設することを決心した。彼はそこでしば
らく働いた後、名手に移って数か月滞在した。その間に名出氏は誠実に礼拝
に出席し、誰よりも熱心に質問した。その年の終わり、1885 年 12 月 24 日
に彼は 2 人の若者とともにティング氏により洗礼を受けた。
　キリスト教に改宗してから名出氏が最初したことの 1 つは、家にある仏壇
と仏像と先祖の位牌を燃やすことだった。家長として彼にはその権利があっ
た。しかしそのことが親戚の耳に入ると大変な騒動になった。どうやって先
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祖の怒りをなだめられようか！　神は自分たちにどんな祟りを引き起こすだ
ろうか！　かつて政府がこの外国の宗教を禁じたのもさほど不思議ではな
い！　それは親不孝者になって先祖を侮辱することを教えたのだ！　だが名
出は動じなかった。彼はそれらの親戚たちに自分の新しい信仰の真の意味を
語ろうとしたが、誰も聞こうとはしなかった。
　ティング氏と元田氏は若い名出の真剣さに打たれ、彼に聖職の道に進まな
いかと言った。これは彼にとって全キャリアが完全に変わることを意味して
いた。そのとき彼は小学校で教員をしていたが、それは彼にも家族にもいさ
さかの誇りももたらさなかった。彼はまた 3 人の妹を養わなければならな
かったが、家族の収入は減る一方でそれ以上教育に費やす余裕はなかった。
しかしティング氏も元田氏も名出は神によって聖職者に召命されたと強く感
じていたので、物質的な問題については神の配慮を信じ、その召命に身を捧
げるよう強く説得した。名出は最後に同意して、1886 年春に、一緒に受洗
した尾形（注 2）と林（注 3）の 2 人の若者とともに大阪のキリスト教会で
英国教会伝道協会によって運営されている神学校（注 4）に入学した。彼は
1886 年 5 月 3 日に大阪の聖テモテ教会でチャニング・ムーア・ウィリアム
ズ主教により堅信礼を受けた。
　名出が神学校で過ごした日々は、ひたすら勉学に打ち込む静かなものだっ
た。仏教的な環境で育てられ、しかも子供時代にときおり寺院を訪ねたこと
のある若者にとって、その影響をすべて捨て去り、全く新しい西洋的な宗教
に入ることは容易なことではなかった。当時キリスト教はいまよりも完全に
古い宗教と絶縁することを要求した。名出が自分の家にある仏教の痕跡をす
べて破壊したことにもみられたようにである。確かにキリスト教が他の宗教
の最良のものを実現するとみなされることもあるという今日現在の考えは、
当時はほとんど知られておらず考えられなかった。そのため神学校の訓練は
どうしても長くなった。名出は大阪の神学校で 2 年学んだ後、米国聖公会
ミッションにより立教大学と連携して運営されている東京の神学校（注 5）
に入学して勉学を続け、1891 年に卒業した。同じ年の 5 月 31 日、東京の
三一教会でウィリアム・ホーバルト・ヘア師により執事に按手された。
　同年、名出氏は、官立女学校の卒業者で東京の立教女学校で教師をしてい
た松原イクと結婚した。ミス松原は有名な武家の出だった。父親は彼女がか
なり若いときに死んだので、母親と親戚の手で育てられた。立教女学校で教
えている間にキリスト教を知り、洗礼を受ける決意をした。親戚たちは猛反
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対して、法的に縁を切ると脅した。しかし彼女はどんな犠牲を払ってでも主
に従うと決めて受洗した。しばらくの間、親戚たちは聞く耳を持たなかった
が、やがて彼女の生活の純粋さと信仰が彼らを納得させ、母親と姉がキリス
ト教徒になった。こうして名出夫妻は家庭を築きはじめたが、それはやがっ
て日本で最も麗しいキリスト教徒の家庭の 1 つとなる。
　名出氏は 1891 年 6 月に聖務を東京の三一教会で開始した。そこで 4 年間
務めた後、1894 年 5 月 20 日に同じ教会でジョン・マキム主教の手で司祭に
按手された。
　その年に日清戦争が勃発し、名出氏はメソジスト教徒と会衆派教会の代表
とともに朝鮮と満州にいる兵隊に激励のメッセージを届ける委員会の委員に
選ばれた。戦争が終わって台湾が日本に割譲されると、名出氏と今井〔寿
道〕氏はこれを日本聖公会の最初の宣教地とし、外国の援助に頼らずに事業
を行うことを提案した。この提案は受け入れられ、聖霊の導きのもと、誕生
してまもない日本聖公会は勇敢にも最初の伝道事業に乗り出した。
　名出氏の牧師職は東京の基督教会（注 6）と大阪の基督教会（注 7）の 2
つに限られていた。彼は後者の教会牧師を 1897 年から 1923 年まで務めた。
大阪で牧師職にある間に日露戦争が起こり、名出氏と会衆派教会の牧師は大
阪の教会の代表に選ばれて、大阪駅に到着した兵士を出迎え、市内の病院に
傷病兵を慰問した。名出氏の指導下で大阪の基督教会は聖公会の最初の自給
教会となり、日本で最大の教会の 1 つに数えられた。
　1904 年春、名出氏は西洋における聖公会の事業を視察するとともに神学
の研究を深めるために海外に行った。最初にロンドンで開催されたパン・ア
ングリカン会議を視察し、そこからアメリカに渡ってヴァージニア神学校、
ジェネラル神学校、ケンブリッジ神学校でそれぞれ 3 か月研究した。

　日本に戻ってまもなく名出氏は、彼が洗礼を受け、家の仏壇を破壊して以
来途絶えたままになっていた家族との関係を修復することを願って故郷の名
手に行った。家族にとって許しがたいあの激越な行動のために、親戚の間で
キリスト教は非常に評判が悪く、彼自身狂信的と見られていた。そのため名
出氏は大変な不安を抱きながら生まれ故郷の村に戻ったのである。
　家長として、父親と母親の法要を営むのは至極当然のことだった。それゆ
え名出氏はこの法要のためにすべての親戚と村にいる家族の友人を家に招い
た。法要は夜行われたにもかかわらず、近隣の村々に住むおよそ 150 人の
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親戚と多くの友人たちが彼の両親を供養するために、そしておそらくは「キ
リスト教の狂信者」がどうなったのか見るためにやってきた。彼は非常に簡
素なキリスト教の礼拝を行い、参会者に永遠の生について話した。彼らの誰
も死後の生についてそのような概念を聞いたことがなかった。それは恐れる
べき生ではなく、獲得されるべき生であった！　多くの人はそのメッセージ
に感動して涙を流した。死に直面しての新たな希望と喜びの涙を。彼は翌日
墓地で礼拝を行うと案内した。
　翌朝早く、名出氏と姉妹は村の墓地に行き、両親と先祖の墓を掃除した。
作業が終わる前に何人かの親戚が到着し、名出氏がそのような下働きをして
いるのを見て驚いた。彼らは管理人を呼ぼうとしたが、名出氏はそれを許さ
ず、実直な仕事はすべて高貴であり、私たちは単純な奉仕の行為を通して他
人に対する真の愛を示すと言った。このもの静かな教えは、彼らにキリスト
教の真理に対して目を開かせた。名出氏がキリスト教というものを示したと
き、彼らは非常に深い感銘を受けた。そして最年長の伯父は彼にこう言っ
た。「20 年前にお前が家の仏壇と先祖の位牌を焼いたとき、我々は腹を立て
た。だが、昨夜の話を聞き、今日お前の生き方というものを見て、あのとき
はすまなかったと思っている。お前がこんなに立派になったのを見て嬉しい
よ。」
　名出氏は牧会の働きにおいて常に人々の問題を我が事として受けとめ、牧
師の仕事を職業化することを決して許さなかった。人々の喜びと悲しみは彼
の日々の生活に反映された。夜になるとその日の仕事について妻と話し合
い、自分にできることを妻と分かち合い、牧会のさまざまな問題について妻
の助けを借りて解決を見出した。大阪での多忙な牧師職を通して名出氏は教
会区のメンバーの世話を見ただけでなく、特に前科者に対して関心を持っ
た。彼は囚人の間では前科者の友として知られていた。刑期が終わるのを聞
くと、囚人にカードを送って自分の家に来るように言った。そして大勢やっ
てきた。ある者は客として数日間滞在して一緒に家庭生活を送り、友人に
なった。ある者にとってそれは生涯初めての真の友だった。彼らはずっと渇
望しながら、どこに探し求めたらよいか分からなかったもの、すなわち友情
と社会秩序への適応を名出氏の家で見つけたのである。
　1923 年に大阪教区が設けられ、名出氏はその最初の主教に選出された。
12 月 11 日、按手式は日本聖公会総裁主教（注 8）ジョン・マキム師の司式、
米国聖公会全国協議会議長トーマス・F・ゲイラー主教と英国聖公会を代表
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したアーサー・リー主教の補式で執り行われた。大阪で最初の日本人主教に
遺贈された日本宣教師の先駆者ウィリアムズ主教の祭服が、名出主教の肩に
掛けられた。そのほんの数日前に東京では、粉河の村で名出保太郎がキリス
ト教徒になるのを手助けした元田作之進が東京主教に按手されていた。こう
して名出主教は日本聖公会の 2 人目の日本人主教となったのである。この 2
人の人物の按手はキリスト教世界全体にとって極めて重要な出来事であっ
た。なぜならそれは、日本の聖公会が国民生活に不可欠な一部となって根を
おろし、そして自国の聖公会という最初の実を付けたことを最も効果的に表
すものだったからである。名出主教は台湾の事業に非常に強い関心を持って
いるため、日本聖公会の主教会は彼に台湾任地で主教としての監督を引き受
けるよう要請した。

　名出主教は、物静かで威厳のあるシンプルさを備えている。外見は、背丈
は小さく細い。顔は優しく、すぐに幸福な笑みに包まれ、それはたちまち陽
気な笑いに変わる。話をするときは、耳に掛けた金縁の眼鏡を通して経験と
知識が豊富な目で相手を直視する。髪は薄く灰色である。小さい灰色の口髭
が父親のような外観を与えている。
　家庭生活では家族に優しく、暮らしは質素で、主に対して謙虚で忠実な生
活を送る強い情熱を持っている。子供に対する態度は十分陽気なものではな
かったかもしれないが、子供たちが父の日々の生活にキリストの精神を見な
かったはずはない。偉大な大義に対する父の心からの熱意は、彼らの人生に
豊かな実を結んだ。長男は聖職に就き、長女はある聖職者の妻、次女はブラ
ジルの日本人宣教師の妻、そして次男は聖職候補生である。これはまさしく
日々の家庭生活に現われた彼の宗教生活の特質の証にほかならない！　名出
主教は愛すべき信頼できる男である。
　あらゆる所属のキリスト教徒が彼の助言と精神的な助けを求めている。彼
は聖公会の人々の主教であるだけでなく、自分の教区のすべての非カトリッ
ク系キリスト教徒にとっても主教であり、すべての会派のキリスト教徒の同
胞と親しい同胞関係にある。彼はキリスト教世界の再結集を切望しており、
宗派間の集まりにも気楽に出席し、大阪合同キリスト教福音運動の名誉会長
も務めている。
　日本が政治的、経済的、社会的発展の危機を迎えている現在、聖公会はユ
ニークな位置に立っている。もし聖公会がそのチャンスを認識したら、聖公
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会は国民のリーダーになるだろう。名出主教はこのことを十分認識している
が、彼は次のように信じて主張する。「すべての変化は父なる神と兄弟であ
る万人の考えに基づかなければならない。私たちが持っているすべて、自然
の富は神のものであり、利己的な目的ではなく、万人の利益のために使われ
万人に分かたれるために託されている。どんな再調整においても、富める者
も貧しい者も公平に気遣われなければならない。聖公会は万人のための正義
を要求しなければならない。」彼が信じているのは、共産主義ではなく、キ
リストの兄弟愛の原理を適用することが日本の問題を解決する、ということ
である。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�名出保太郎主教〔注 ― 写真は名出主教ではなく、元田作之進の誤り〕。
　�　按手の後、大阪で最初の日本人主教に遺贈されたウィリアムズ主教の祭服を

まとった。
・�大阪基督教会。11年前に主教に按手された名出主教の管区にある指導的な教会。
・�名出主教。司祭として若い名出をキリスト教徒に導いた故元田主教（左）と。
・�大阪の広々とした素晴らしい孤児院〔博愛社〕。名出主教の教区の卓越した社

会福祉施設。建物は最近の台風で破壊された。
　SM 誌 1935 年 2 月号によると、京都地方部の宣教師アンブロース・D・グリン
グ（Ambrose D. Gring）が 1934 年 12 月 19 日に逝去した（52 頁）。新任のイーラ・
フォーステル（Ella Foerstel）は 1934 年 12 月 1 日に日本に到着した（88 頁）。

（注 1）米国長老教会遣清宣教師 W・A・P・マーティンがキリスト教証拠論につ
いて著した漢文伝道書。1854 年刊。

（注 2）尾形虎三。
（注 3）林虎之助。
（注 4）大阪三一神学校。
（注 5）東京三一神学校。
（注 6）東京の基督教会であれば神田基督教会だが、東京三一教会（築地）の誤り。
（注 7）大阪聖堤摩太教会（聖テモテ教会）は、1891 年に聖慰主教会と合併して、
川口居留地 21 番に川口基督教会を発足させた。現在の大阪教区主教座聖堂。

（注 8）主教会議長。



－366－

105　1935/3  A Message to the Church.
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105	 1935年 3月号　聖公会へのメッセージ。104頁。
	 訳出　104頁〔全文〕。

　少し前には不可能であると思われたことが達成されました。〔米国聖公会〕
全国協議会は、総会によって作成された緊急スケジュールに基づき均衡の取
れた予算が立案されたことを報告できます。恐れられた多額の赤字は、聖公
会の伝道事業の友人たちの忠実で寛大な対応により適正な少額に転じられま
した。彼らに、また多くの教区と教会に感謝の意を表します。
　詳細な財務報告は財務委員の収支報告書に掲載されています（137 頁参照）。
　この成功した結果の最初の成果は、直ちに全国協議会の 3 日間会議に送ら
れ、それはたった今終了しました。協議会のメンバーは、不足と格闘し、さ
らなる削減を割り当て、大慌てで追加要請を計画する代わりに、彼らの関心
を事業それ自体に向け、聖公会の活動を指導するという彼らの建設的な任務
に取りかかりました。彼らはこれらのプロジェクトに喜ばしくも真剣な協議
で取り組みました。
　重要な復興事業はまだ前途に横たわっています。協議会は、緊急スケ
ジュールがなすべき最低限であることを認識しています。しかしそれは聖公
会が前に進めるようになるための転換点となりました。後退は止まり、前進
が続くでしょう。
　協議会はこの朗報を全聖公会と分かち合うことを望んでいます。協議会の
役員は、良い知らせを届ける者の喜びをもって発表します。「夜はふけ、日
が近づいています。」
　精神的な召命を伴う大斎節は、季節がもたらす最大限の祝福で歓迎できま
す。私たちの魂の訓練、キリストを通した神についてのより完全な知識、キ
リストとの交わりの深化は、キリスト教徒である私たちの、すなわち聖公会
の機会と恐れることなく向き合うことができるように、私たちを強くしま
す。神に感謝して勇気を奮い起こしましょう。

ジェームズ・デウォルフ・ペリー
総裁主教

フィリップ・クック
全国協議会議長
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チャーチ・ミッション・ハウス
1935 年 2 月 15 日
�

注記：SM 誌 1935 年 4 月号によると、ニコルズ主教夫妻と 2 人の子どもたちは、
合衆国での定期休暇後、ロサンジェルスから 1935 年 2 月 6 日に「アサマ丸」で
出航し、2 月 24 日に神戸に到着した。チャールズ・S・ライフスナイダー主教夫
妻はサンフランシスコから「タツタ丸」で 1935 年 1 月 10 日に出航し、東京に 1
月 25 日に到着した（183 頁）。SM 誌 1935 年 5 月号によると、京都地方部の J・J・
チャップマン夫妻は定期休暇のため、「キヨスミ丸」で京都から 1935 年 3 月 24
日に出航した（234 頁）。 ヴァージニア州カルペッパーに 4 月 24 日に到着した

（SM 誌 1935 年 6 月号、282 頁）。
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106　1935/6  Japanese Students Lack Religious Contacts.
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106	 1935年 6月号　日本の学生は宗教的な接触がない。258頁。
	 訳出　258頁下段〔全文〕。

　合衆国とハワイ出身のアメリカ生まれの日本人学生 700 人以上が現在東
京の学校に通い、日本の文化的伝統のバックグラウンドを獲得しようとして
いる。これらの学生で立教大学に在籍しているのは 6 人に過ぎない。それ以
上は入学に必要な日本語の試験に合格しなかったからである。立教大学から
の報告には、次の極めて重要な所見が加えられている。「驚くほど多数のこ
れら日本の若者は、宗教的な接触を持っていないことが明らかとなった。」
�

注記：SM 誌 1935 年 7 月号によると、仙台で 1935 年 5 月に開催された日本聖公
会第 18 総会は、中部地方部第二代主教に聖公会神学院教授の佐々木鎮次を選出
した。日本聖公会の 4 人目の日本人主教となる。中部地方部は昨年初代主教の
H・J・ハミルトンが昨年辞任し日本を去ったため、日本人主教を選出した。カ
ナダ・ミッションは引き続き経済支援を行う。名古屋で 1935 年 7 月 25 日に主教
按手式がおこなわれる予定。佐々木鎮次は、1920～21 年度の間、立教大学文学
部宗教科長と大学チャプレンを務めた（318 頁）。SM 誌 1935 年 10 月号（458 頁）
に按手式の写真がある。カール・E・ブランスタッドは定期休暇を研究のために
過ごした後、1935 年 6 月 14 日に「カトリ丸」で英国からジブラルタルに向けて
出航し、7 月 15 日にジブラルタルから「ヤスクニ丸」で横浜に向けて出航した

（SM 誌 1935 年 7 月号、328 頁）。
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107　1935/9  Rikkyo Daigaku Builds Christian Men; St. Paulʼs University, 
Tokyo, has trained eighty per cent of Japanese clergy and has 
growing influence on the Churchʼs lay leaders. 
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107	 1935 年 9月号　立教大学はキリスト教徒を作る。立教大学は日本人聖
職者の 80パーセントを訓練し、聖公会の信徒指導者に対する影響を
増している。394頁。

	 訳出　394頁〔全文〕。

バルナバ木村重治師
立教大学学長

　立教大学は過去 2 年間に全国的に名声を博しました。今日立教大学はかつ
てその歴史に例を見ないほど知られ、全国で尊敬されています。平均すると
日本聖公会の 10 の教区（注 1）からそれぞれ約 100 人の学生が来ているこ
とになります。そのほかに近隣諸国からの若者も何人かいます。
　日本聖公会の存命聖職者のおよそ 80 パーセントは立教大学の門をくぐり
ました。そして近年では何人かの日本人と宣教師の指導者の助力を得て、全
聖公会の信徒指導者の育成が始まりました。
　立教学院の進化の過程で 3 つの異なる学校が発展しました。すなわち学生
500 人の中学校と、学生 750 人の予科と、学生 750 人の大学です。学生の数
を増やすことが立教大学の望みではなく、非常に明確に期待し望んでいるの
は、立教大学が日本で最高の教育機関となるように効果と能力を持たせるこ
とです。
　もちろんそのために私たちは高いレベルを維持するために「いつも構え
て」いなければなりません。しかし学術機関はいまでは有能な予科長や学部
長を持ち、しかも年を追って改善しています。
　機関全体に勤勉の精神がみなぎっています。教師陣は段々と強化されてい
ます。近年大学の入学志願者の数は急激に減ったとは言え、立教大学の志願
者の数は合格者数の 4 倍でした。4 月 15 日に 250 人の新入生を迎えて新学
期が始まりました。
　キリスト教事業の観点から見るならば、立教大学はかつてないほど大きい
成果を達成しています。その多くは大学チャプレンの高松〔孝治〕師と、聖
徒アンデレ同胞会のたゆまぬ努力の賜物です。同胞会が毎年春に新入生を対
象として行っているミッションの結果、既に 40 人の受洗候補者が出ました。
そして 18 人の学生が 5 月 26 日に受洗し、さらに 8 人の学生が 6 月 2 日に
受洗しました。その 1 週間後にはマキム主教が 32 人の学生に堅信礼を施し
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ました。
　今日立教大学は、聖公会の全歴史において最も偉大な教育事業を行ってい
ます。そして過去数年間ですべての宣教師グループのみならず、さまざまな
日本人グループの尊敬を勝ち得ることができました。
�

（注 1）8 地方部と 2 教区。
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108　1935/9  Dean Kan Represents Japan at World Conferences.
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108	 1935年 9月号　菅予科長が世界会議で日本を代表。399頁。
	 訳出　399頁下段。

　立教大学予科長で世界学生キリスト教連合執行委員会の公式日本委員であ
る菅円吉師は、8 月 6 日から 15 日までブルガリアのチャムコリアで開催さ
れた総務委員会会議に出席した。その後、スイスのバーゼルで開催された国
際学生ミッション会議に日本代表として出席した。ブルガリアの会議で菅教
授は来年太平洋地区で開催される学生連合会議の計画の策定に協力した。こ
の運動の北米協議会は、1936 年に北カリフォルニアで太平洋集会を開催す
ることに同意した。バーゼルのミッション会議で菅教授は日本における現在
の伝道状況に関する議論を主導した。この世界学生会議は、学生を全世界の
キリスト教共同体の舞台で現在の伝道状況の精神的・知的挑戦に直面させる
ことを目的として、国際宣教協議会と世界学生キリスト教連合によって招集
される。菅教授はおそらくイギリスに行き、キリスト教と国家の経済政策に
関する会議に出席する。彼はまちがいなく日本のキリスト教青年運動の傑出
した指導者であり、世界のキリスト教会議で日本の代表として引く手あまた
である。過去 2 年間、夏季休暇を日本の聖徒アンデレ同胞会の会議に費やし
た。昨年夏に行った「私の人生に対する神の目的」に関する講演は、立教大
学の冬学期でも繰り返されたが、熱狂的な反響を呼んだため、聖公会出版会
はまもなくそれらを書籍として刊行する予定である。
�

注記：SM 誌 1935 年 10 月号によると、東北地方部主教ノーマン・S・ビンステッ
ド夫妻は、1935 年 8 月 16 日に「エンプレス・オブ・カナダ」号で横浜から出航
し、8 月 28 日にヴァンクーヴァーに到着した（472 頁）。
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109　1935/12  A Great Missionary Leader Retires; Bishop McKim, during 
fifty-six yearsʼ service for Christ in Japan, was a dominant factor in 
the development of Nippon Sei Ko Kwai.
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109	 1935 年 12月号　偉大な宣教師の指導者が引退する。日本で56年間に
わたりキリストに奉仕したマキム主教は、日本聖公会の発展における
主要な要因であった。531-532頁。

	 訳出　531頁～532頁〔全文〕。

　主教会は〔1935 年〕11 月 5－7 日テキサス州ヒューストンで開催された
年次会合で、北東京主教ジョン・マキム師の退任を了承し、彼の補佐主教
チャールズ・S・ライフスナイダー師を後任に選出した（543 頁参照）。ここ
に掲載するマキム主教の長年にわたる伝道奉仕に対する感謝は、日本から編
集部に届いたものである。

　 〔1935 年〕11 月 7 日、ジョン・マキム師がこれを最後に日本を出帆した
とき、日本が 80 年余り前に外国との交流に門戸を開いて以来、決して類を
見ない国家の精神的・教育的・社会的発展の歴史は閉じられた。
　マキム主教は 56 年にわたりこの国で最も偉大な外国人宣教師の指導者の
1 人であった。マキム主教ほど長く日本人の間で暮らし、彼らの福祉のため
に多くのことを成し遂げた外国人はほとんどいない。マキム主教が引退して
ハワイにある家で暮らすことになり、その偉大なキャリアは終わりを告げ
た。しかしこの教師であり管理者であり司祭である主教によって日本人のた
めになされた貢献は、近代日本の歴史年代記で永遠に高く聳え立つにちがい
ない。
　ここに挙げたどの資格においてもマキム主教は常に立教大学と緊密な関係
を持っていた。マキム主教が、1880 年 3 月 1 日にウィリアムズ主教からそ
のわずか 6 年前（1874 年 2 月）に開校した最初の立教学校で教えるよう頼
まれたその立教キャンパスで、自分の手で創設して 1922 年に完全な大学に
まで仕立てた偉大な近代的キリスト教大学に、最後の別れを告げるのは相応
しいことであった。かつてキャンパスで開催された最大の規模の屋外集会
に、マキム主教が日本で生活した長く精力的な期間を通して育て上げた伝統
の後継者である若い学生が 2,000 人以上整列して、彼に安寧の祈願と別れを
告げた。理事、顧問、学部長、その他の役員に付き添われてマキム主教は演
壇に上がり、大勢の代表者から挨拶と別れの言葉を受けた。集会はマキム主
教の最後の祝福をもって解散した。
　 「キリスト教宣教師の使命は主に倣って魂だけでなく心と体を救うこと、
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すなわち人間の一部ではなく人間全体を救済することであるという信念」を
常に高く掲げて、マキム主教は日本国民の精神的・道徳的福祉のための止む
ことのない戦いを遂行した。彼は日本国民の間での長い生活と仕事を通して
指導者であり続け、アングリカン・コミュニオンの奮闘する伝道支部を、そ
れ自身の神学院を持ち、既に教区の 3 つが日本人主教に引き渡された自立的
な現地人教会へと発展させた。この業績だけでも彼はアングリカン・コミュ
ニオンの何百万というメンバーの称賛と賛美を勝ち得たのである。
　56 年の間に彼は国内の傑出した教育機関と医療機関を生み出すという前
進を計画して導き、以来これらの機関の名声は帝国の境界を遠く越えて広
がった。それらは日本国民と世界中の思いやり深いキリスト教徒を結び付け
る強力な友好の環となったのである。
　マキム主教は 1923 年 7 月 17 日に 71 歳となり、ほぼ 45 年近くを現地人
教会の骨格、司祭職、キリスト教の大学、中学校、2 つの立派な病院、幾つ
かの孤児院、ハンセン病療養施設、そして 2 つの有名な女学校の建設に捧げ
た生涯のキャリアを振り返ることができた。それから 2 か月半たった 1923
年 9 月 1 日、彼はそれまで 45 年間に築き上げてきたものがすべて破壊され
る事態に直面した。しかしこの老齢の主教はニューヨークの聖公会本部に

「神への信仰のほかすべて失せり」と打電し、その電報は合衆国の至る所に
中継され、彼が日本の精神的・教育的発展に関心を持たせた 2,000,000 以上
の聖公会の仲間に伝えられた。こうしてマキム主教は自然が破壊したものの
再建に取りかかった。
　過去および大震災を通してなしたその偉大な仕事を評価して、天皇陛下は
マキム主教に丁重に瑞宝章を授与した。
　この偉大な主教は、30 代の人間も羨むような活力でその事業の再建に取
りかかった。そして過去 12 年間、マキム主教以上の業績を指摘できる指導
者はほとんどいない。今日、83 歳を過ぎたこの偉大な精神的指導者はハワ
イに家を持ち、残された日々をその暖かい陽の下で静かに送ろうとしてい
る。どんな日本宣教師も、太平洋に浮かぶ 2 つの偉大な国家の国民によって
達成された国際的な善意の実際的な側面で彼より偉大な成果を挙げることは
できない。マキム主教はその指示と指導力によって、彼の後継者に築地の聖
路加国際病院を残すが、それは世界中どの国を見ても最も効率的で完璧な医
療センターの 1 つである。彼はこれから来る者のために立教学院を残すが、
それは今日の日本における偉大なキリスト教教育機関の 1 つである。帝国の
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すべての県から、すべての植民地から、そしてアジア大陸の隣国から集まる
何千という若者に周到な教育を授けるための人材と施設を備えている。
　今の世代の学生にとってマキム主教は偉大な管理者および精神的指導者と
して記憶されるだけではない。彼らはまた、常に学生たちの間にあって個人
的な友好関係を結ぶことに熱意を示した慈父のような人物を思い出す。今の
世代の学生は、自分たちと一緒に早朝礼拝に参列している姿を見たことを思
い出す。それ以上に、この日本聖公会の首座主教である人物と毎週朝食を共
にしたことを思い出す立教大学の特権的な学生グループもいる。これらの学
生にとってマキム主教は常に素朴で、思いやりがあり、いつでも自分たちが
抱えている問題を聞いてくれる人物であった。
　キリストの福音は若者の福音であり、観察されてきたように最も優れた気
高い信仰の指導者は常に心に若者の精神を明るく燃やし続けてきた。それは
マキム主教が影響力を持ち続けた理由であり、おそらく彼が接したすべての
人々の心と気持に力を及ぼした秘密であろう。
　12 月 29 日午前 10 時、総裁主教はコロンビア・ネットワークを通して新
年のメッセージを送る。
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110　1935/12  Bishops Hold Annual Session in Houston. House elects new 
leaders to succeed the Bishops of North Tokyo and Liberia, resigned, 
and translates Bishop Bartlett to Idaho.
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110	 1935 年 12 月号　主教がヒューストンで年次会合を開く。主教会は北
東京とリベリアの退任した主教の後任指導者を選出し、バートレット
主教をアイダホに転任させる。543頁。

	 訳出　543頁 1行目～左最後の行まで。

　総裁主教の提案を受け、主教会が満場一致の起立投票で以下の決議を採択
したことに対して編集部は感謝の意を表明した。
　決議：主教会は聖公会が『スピリット・オブ・ミッションズ』により 1 世
紀にわたり、国内外の伝道事業と教役者のために建設的で実り多い奉仕を
行ってきたことに祝辞を送り、現在ある同誌の高い水準を称賛し、今後も啓
発活動を継続するにあたりスタッフのために成功を祈願する。

　主教会は〔1935 年〕11 月 5 日から 7 日までテキサス州ヒューストンで開
催された会合で、北東京とリベリアの伝道主教を選出し、アイダホ伝道教区
の今後に関わる管理問題の解決を見出すという最重要の伝道問題を取り上げ
た。
　主教会は北東京主教マキム師が高齢のため 1935 年 11 月 5 日をもって退
任し（531 頁参照）、リベリア伝道教区ロバート・E・キャンベル主教が健康
不良のため 1936 年 1 月 1 日をもって退任することを心から惜しみつつ了承
した。
　マキム主教は引退によって日本における 56 年間の伝道活動を終える。彼
はこれまで機会ある毎に辞任の意向を表明してきたが、東洋における聖公会
の事業全体に対する彼の価値を知っている主教会の同胞は、これまでは辞任
を撤回するよう説得してきた。この度は主教の辞任の意志が固いため主教会
も断念し、彼の後任として北東京補佐主教チャールズ・S・ライフスナイ
ダー師を選出した。ライフスナイダー師は日本ミッションのベテランであ
り、長年にわたり立教学院総理（注 1）として帝国の教育生活に貢献してき
た。ライフスナイダー師に与えられた以上の栄誉を受ける者はほとんどいな
い。他に推薦された者もいないため、主教会の満場一致の選択により彼がマ
キム主教の後任となる。
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注記：SM 誌 1935 年 11 月号によると、米国聖公会全国協議会初代総理のトーマ
ス・ フランク・ ゲイラー主教が 1935 年 10 月 3 日に逝去した（517 頁）。SM 誌
1935 年 12 月号によると、J・J・チャップマン夫妻と娘のジョセフィンは定期休
暇後、1935 年 10 月 17 日にロサンジェルスから出航した。マキム主教は 1935 年
11 月 6 日にホノルルに向けて横浜を出航した（564 頁）。

（注1）1912－1931年までは立教学院総理（1923－1931年は立教大学総長を兼任）。
1931 年以降は、名称変更により立教学院総長。
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111　1936/1  North Tokyo Makes Plans for Independence. Bishop McKim 
closes long missionary career with characteristic acts―ordinations 
and gift to endowment fund. Council records gratitude.
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111	 1936 年 1月号　北東京は独立を計画する。マキム主教は、按手と寄付
基金の贈与という特徴的な行為をもって、長いキャリアに幕を閉じ
た。協議会は感謝を記録する。13-14 頁。

	 訳出　13頁～14頁〔全文〕。

　 〔米国聖公会〕全国協議会は〔1935 年〕12 月初旬の会議で、主教会が北
東京主教ジョン・マキム師の辞任を了承して以来初めて、彼の半世紀以上に
わたる奉仕に対する感謝の念を議事録に記した。以下にその一部を抜粋す
る。

　マキム主教は、状況が急激に変化し機会が拡大する任地で、賢明に
も将来を見据えたプログラムをもって、管理と監督の問題に取り組ん
だ。彼の場合は、アングリカン・コミュニオン全体に、ほとんど類を
見ない努力と実績の記録だった。司祭および主教としての彼の仕事を
特徴付けたのは、政治的な手腕とビジョンである。忍耐と信仰が彼自
身の宗教生活の背景をなしている。その親しみやすさは、日本におけ
る聖公会の事業の発展にとって欠かせない要因であった。彼は日本で
のミッションを、キリスト教宣教師の努力の最前線に置くことを、無
数の方法で助けた。マキム主教の業績そのものが、どんな称賛の言葉
より彼のために雄弁に語っていることは承知しながらも、全国協議会
はここにイエス・キリストの大義とその福音の普及に対するマキム主
教の貢献の重要さに関する確信を証言したいと思うものである。

　全国協議会のこの表現は、合衆国と日本の両国でマキム主教に対して送ら
れた最近の多くの賛辞と軌を一にしている。10 月、アメリカ合衆国陸軍長
官ジョージ・H・ダーン氏と彼の部下がフィリピン諸島に行く途中に日本に
立ち寄ったとき、日米協会は東京で歓迎の昼食会を催した。貴賓の 1 人とし
て招かれていたマキム主教はあいにく出席できなかった。昼食会の席で協会
はマキム主教の栄誉を称えるために絹の書き物で特別の表彰状を作り、その
下に約 300 人の出席者の署名を載せることにした。以下に表彰状の一部を
抜粋する。

　ジョン・マキム主教はここで半世紀以上の長きにわたり公益のため



－388－

に働いてきた。その気高さの基盤として美徳を備え、身分を越えて万
人から愛された男。その仕事はその名と共に永久に不滅である。かつ
て彼は私たちを栄光へ、生と死において持続するすべてのものへと導
いた。それは懐かしく勇気を奮い立たせる思い出となっている。

　マキム主教は辞任が了承された日に日本を去ったが、出発の直前にも聖公
会の仕事に積極的に従事した。9 月の終わり、東京の郊外にある三鷹という
小さな町で、新たに設けられて貫民之介師が担当することになった伝道教会
の祭壇を祝福したのである。
　彼のもう 1 つの最後の公式活動は、立教高等女学校の聖ミカエル諸天使礼
拝堂で 3 人の若い候補者を執事に按手したことである。按手候補者は、いず
れも立教大学と聖公会神学院を卒業したパウロ・C・佐藤（注 1）とマッテ
ヤ・T・佐藤（注 2）、そして東京帝国大学とヴァージニア神学校を卒業し
たパウロ・G・松原（注 3）であった。松原氏は、大阪〔教区〕主教名出保
太郎師の一番下の息子で、松原家に養子に迎えられた。彼は最近合衆国での
3 年間の研究を終えて帰国し、立教高等女学校のチャプレン補佐に任命され
た。佐藤兄弟は土浦の聖バルナバ教会と女化教会で菅円吉師の指導により常
駐執事として働くことになっている。
　日本聖公会、より具体的には北東京の福祉に対する変わらぬ関心の証とし
て、マキム主教は北東京教区（注 4）に、1 万円差し出し、その利子を日本
人主教の支援に使う基金の原資とした。マキム主教は、存命中は基金の利子
を自分に支払い、死後は総額 10 万円になるまで利子を積み立て、そこから
の収入は教区の日本人主教のために使うように要求した。
　このマキム主教の寄付が行われたのは、ちょうど北東京教区〔地方部〕が
最終的な自立と財政的独立のための重要な計画を立てているときだった。
10 月 17 日に北東京教区〔地方部〕の特別会議が開催され、ある委員会から
出された決議案を検討した。この委員会は、現在の地方部から独立した自給
教区を組織するための方法と手段について研究し、その期間の伝道活動の発
展と例証のための計画を策定する目的で任命されたものである。採択された
決議は、教区の名前は北関東とし、10 万円の寄付基金が確保され次第、北
東京地方部から設立され、現在ある 24 の教会のうち 20 教会が自給教会と
なることを規定している。決議はまた聖公会の任務をより効果的に遂行する
ために、地方部を 4 つの伝道会議に分割することを規定している。新しい教
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区は 25 年以内に設立されることが期待されている。

　マキム主教が 3 人の日本人を按手した歴史的な機会の写真は、24 ページ
に掲載されている。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�日本人執事たち。引退直前にマキム主教によって按手された。
・�北東京地方部、特別聖職者会議。チャールズ・S・ライフスナイダー主教の

リーダーシップで 10 月中旬、代表者はこの地区の最終的な自立を目指した計
画を策定した。

（注 1）パウロ佐藤忠誠。
（注 2）マッテヤ佐藤忠輝。
（注 3）パウロ松原剛。
（注 4）北東京地方部。
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112　1936/2  Leadership in the Church Overseas.
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112	 1936年 2月号　海外の聖公会におけるリーダーシップ。53-56 頁。
	 訳出　55頁左 18行目～56頁左 15行目まで。

―略―
　中国と日本という極東の国ではいずれも非キリスト教的統治が行われてい
るが、健全なキリスト教のリーダーシップの価値が著しく高まっている。こ
れらの国の発展に参画しているのはキリスト教徒の自国民であるが、それは
外国人には不可能だからである。日本と中国ではアングリカン・コミュニオ
ンがより真実な生活の構築に、注目すべき貢献を果たしている。
　日本ではアングリカン・コミュニオンの日本支部である日本聖公会が 4 人
の日本人主教を持っていた。最初の主教である東京のヨセフ元田〔作之進〕
師（1928 年 5 月号 300 頁参照）は、一部アメリカで教育を受け、そこで聖
職者に按手された。1923 年、大震災のまもなく後に主教に按手されたが、
そのとき彼の教区は文字通り廃墟だった。それから 5 年後に他界する前には
教区全体が再興された。彼の奮い立たせる多才な影響力のもとで、物質的な
回復と精神的な回復が手を携えて進んだ。彼は困難な状況に悩まされたが、
幸福な解決を見出す才能を持っていた。彼は日本で最も卓越したキリスト教
指導者の 1 人と目された。名出〔保太郎〕主教は元田主教の 1 週間後に最初
の大阪主教に按手された（1935 年 1 月号 27 頁参照）。彼はいまなお自分の
教区で日本人と外国人の教役者の熱心で楽しいチームを指導しており、主と
して牧会と伝道の仕事に身を捧げている。松井〔米太郎〕主教は 1930 年に
ランベス会議に出席した唯一の日本人である。最近 4 人目の日本人パウロ
佐々木師（注 1）が中部地方部の主教に選出された。
　日本の聖公会の仲間は、社会事業でも注目されるようになった。司祭杉浦

〔義道〕師は「落ちぶれ果てた人」の間で働くパイオニアである（1931 年 1
月号 41 頁参照）。彼はまた犯罪者を見つけ、彼らのために宿泊所を設けた。
もう 1 人の Y・山口師（注 2）は、これまで 20 年間奉仕した後も、なお妻
と大東京圏のスラム街で子供や病人の間で仕事している（1932 年 5 月号
299 頁および 1933 年 10 月号 537 頁参照）。彼の仕事は、人口 60,000 人の地
区で灯の中心となった。市当局は彼を自分たちの運営調査委員会のメンバー
に加えた。信徒では 1933 年に他界した小橋実之助（1934 年 1 月号 27 頁参
照）が、大阪で素晴らしい方針に基づいて設備の整った孤児院（注 3）を設
け、妻とともに 38 年間運営した。彼は立派で忠実なキリスト教徒とみなさ
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れていた。現在の天皇の即位式のおりに、小橋氏は他の 2 人の慈善家と一緒
に東京に呼ばれ、特別に表彰された。ミス林歌子（1935 年 11 月号 493 頁参
照）も彼の仕事と密接に関わっていた。彼女は現在 70 歳を越え、日本聖公
会婦人伝道補助会の会長を務め、樺太と台湾における伝道事業の支援を行っ
ている。彼女は日本キリスト教婦人嬌風会大阪支部を立ち上げて促進し、故
マダム矢島（注 4）と共に日本の女性の間で積極的に平和運動を繰り広げ
た。
　大阪から数マイル離れた堺市に大きな染色工場（注 5）があり、500 人の
従業員が働いている。この工場はキリスト教の方針で運営され、厚生事業に
力を入れて娯楽施設もある。毎朝始業前の 6 時半に祈りを唱える。参加は自
由だが大勢いる。週に 1 回宗教的な集会（自由参加）が持たれる。日曜日に
は寮に住んでいる 180 人の従業員のために礼拝が行われる。工場の所有者
である柳原氏（注 6）は長年、大阪に住む朝鮮人と良好な関係を築くように
努め、意識して彼らの何人かを自分の工場で雇った。
　柳原氏には 5 人の息子がいるが、全員彼自身と同じくキリスト教徒であ
る。そのうち 4 人は父親と一緒に働いている。5 人目の息子は聖公会の仕事
に献身し、現在大阪教区の指導的な聖職者の 1 人である（注 7）。彼は名出
主教の義理の息子であり、1928 年にエルサレムで開催された国際宣教会議
に派遣された。
�

注記：ジョージ・H・マーシャル夫妻と息子は、定期休暇でクリスマスを過ごす
ため、ノース・カロライナのサウスポートに到着した（SM 誌 1936 年 2 月号、86
頁）。ノーマン・S・ビンステッド東北地方部主教夫妻は、1936年2月13日に「プ
レジデント・リンカーン」号でニューヨークを出航し、3 月 5 日にサンフランシ
スコに到着した。3 月 5 日に「チチブ丸」で出航する予定（SM 誌 1936 年 3 月号、
134 頁）。

（注 1）佐々木鎮次。
（注 2）ヤコブ山口信太郎。
（注 3）博愛社。
（注 4）矢島楫子。
（注 5）大和川染工所。
（注 6）柳原吉兵衛。
（注 7）柳原貞次郎。1940（昭和 15）年に大阪教区補佐主教に按手される。
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113　1936/5  John McKim: Ambassador for Christ; Farseeing Missionary 
for more than half a century in Japan, who last autumn resigned his 
episcopate, passed away on April 4 in Honolulu.
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113	 1936 年 5月号　ジョン・マキム：キリストの大使。日本で半世紀以上
奉仕した先見の明ある宣教師が、昨秋主教職を退任し、4月 4日ホノ
ルルで他界した。197-199頁。

	 訳出　197頁～199頁〔全文〕。

ジョン・W・ウッド民法学博士
伝道部門総主事

　 〔1936 年〕3 月下旬にホノルルからチャーチ・ミッション・ハウスに、
マキム主教の健康が急速に悪化しているという知らせが届いた。それから数
日後の 4 月 4 日にマキム主教は他界した。その知らせが届いたとき、『スピ
リット・オブ・ミッションズ』はマキム主教の日本における並はずれた司牧
の確定的な略歴を準備している最中だった。編集部はこの記事が数か月後に
発表できるようになることを期待している。本号ではこの現代の使徒の生涯
と奉仕に関する感謝の念を、総裁主教、現在の北東京主教およびジョン・
W・ウッド博士から寄せられた声明文で表す。読者はマキム主教に関する
幾つかの記事を最近数か月のそれぞれ適当な時期に発行されたバックナン
バーに見出すであろう。特に 1931 年 10 月号 673 頁、1931 年 11 月号 741 頁、
1932 年 7 月号 453 頁、1933 年 6 月号 327 頁、1935 年 12 月号 531 頁および
1936 年 1 月号 13 ページを参照されたい。

　1880 年の初め、若いジョン・マキムは日本の土を踏みました。彼は「誰
を遣わすべきか？」という神の声を聴きました。そしてこう答えました。

「私はここにいます。私をお遣わしください。」高い献身の精神は若者に 56
年にわたり主への奉仕に自らとすべての財産を捧げさせ、それは決して衰え
ることがありませんでした。彼は司祭として務めた 13 年間と、主教として
務めた 43 年間を通して常に熱心な宣教師であり、神の子らを探しては神の
愛の福音を伝えてきました。
　1880 年当時の日本は今日の日本とは大いに異なっていました。そのわず
か 12 年前に天皇が統治者としての正当な地位に復権したばかりでした。そ
れによって数世紀にわたり国を支配してきた封建体制は幕を閉じました。そ
の頃はまだほぼ完全な農業国でした。工業と言えば家内工業が主でした。国
際的な関係は、外交であれ商業であれ、乏しく不安定でした。マキム主教は
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生前にその日本が世界の大国の 1 つになるのを見ました。日本の国民生活を
構築する能力と、国際関係における強い責任感が繰り返し示されたことは、
キリストに対する献身に日本国民を勝ち取ることが重要であるという主教の
確信を強めました。
　若い伝道司祭が日本に到着したとき、聖公会の事業は―他のすべての会
派と同様―範囲が限られていました。わずか 21 年前に帝国は外国との交流
に門戸を開いたばかりでした。しかもそれは、キリスト教の使者を快く受け
入れることを意味するものではありませんでした。反対に政府の方針は極め
て反キリスト教的でした。それにもかかわらず基礎を置く仕事が、あの献身
的な宣教師チャニング・ムーア・ウィリアムズ師によってなされたのです。
司祭として 13 年間務めた後ジョン・マキムは謙虚な上司の後任になりまし
た。ウィリアムズ師自身はその後も一宣教師として日本にとどまりました。
新しい主教はその膨大な任務のために、前任者の献身的精神を若い活力に
よって一層強め、他の人々に最善を尽くさせる能力を発揮し、そして日本の
聖公会が将来どうなるべきかという明確なビジョンを指し示しました。
　彼の教区は 2 つの部分に分かれていました。南部では大阪と京都が主要な
中心地でした。北部は東京から青森まで広がっていました。人口も膨大でし
たが、伝道拠点の数は限られていました。東京から青森まで 400 マイルに
も及ぶ教区の北半分では拠点は皆無に等しい状態でした。組織的な活動も始
められてはいましたが、それはまだ萌芽の段階にとどまっていました。
　マキム主教が昨年 11 月に退任したとき、彼の最初の管轄区域から 4 つの
新しい教区が創設されました。すなわち 1898 年に京都〔伝道〕教区、1920
年に東北〔伝道〕教区がアメリカ人主教により、1923 年には東京教区と大
阪教区が日本人主教によって誕生しました。日本がまだ女子の教育にほとん
ど重きを置いていない時代に始まった小さい萌芽から、2 つの偉大な女学
校、京都の平安高等女学校と東京の立教高等女学校が育ちました。いずれも
合衆国の聖公会員の協力のおかげで立派に整えられています。それらは教育
に対する標準を打ち立て、日本人の女子を教育することの価値を世間に示し
ました。かつては小学校だった立教学院（注 1）は、文部省の設立認可を得
た立教大学へと成長しました。大学、予科、中学校の 3 つの部門に日本の青
少年 2,000 人が在籍しています。これら 3 つの機関はいずれも忠実な同窓会
を持っており、メンバーはそれぞれ一層の発展のために働き寄付をしていま
す。これら 3 つの機関はどれもキリスト教的な性格が顕著であり、礼拝の出
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席率は高く、自発的にキリスト教教育も行われています。現在の教師と看護
婦の多くは女学校出身である一方、立教学院は日本の聖公会の聖職者を実に
300 人も育成しました。
　1880 年には唯一の医療事業が大阪にある初歩的な病院で有能かつ献身的
なヘンリー・ラニング博士によって行われていました。今日、大阪の聖バル
ナバ病院は毎年何万という日本人の母親と子供に恩恵を与えています。東京
の聖路加病院は東洋でも傑出した医療センターです。
　1880 年当時、日本では幼稚園というものが知られていませんでした。マ
キム主教はすぐにその重要性に気が付きました。その結果、現在はこの経路
を通して数千人の子供たちが最初の教育を受け、キリスト教に関する最初の
知識を与えられています。
　マキム師は主教になる前の数年間、他の聖公会員（アメリカ人とイギリス
人）と協力して日本人の自国教会を創設するために働きました。その努力の
結果、1887 年にアングリカン・コミュニオンから独立した教会組織である
日本聖公会が誕生しました。今日、日本聖公会は帝国で傑出した宗教的陣営
の 1 つです。
　マキム主教が日本に大きな貢献を果たした理由は、彼のことを知り、一緒
に仕事する幸運に浴したすべての人にとって明らかです。マキム主教は自分
が宣教師であるという事実を誇りとしていました。彼は、日本の人々のため
に神から授かったユニークなメッセージがあると分かっていました。彼は他
の宗教的信仰にも良い点があることに気づいていないわけではありませんで
した。しかし彼は、それらのなかで最良のもの、永続するものはより純粋な
形態のキリスト教の啓示に見出されることを知っていました。それゆえにこ
そ彼は、万人の師であり人々の救世主であるキリストの大使としての勇気と
深い信仰をもって、多種多様の厄介な仕事の遂行に取り組んだのです。

神の僕に感謝あれ

　マキム主教が務めたすべての職位において、彼は半世紀にわたり聖公会の
指導的精神であり続けました。日本の伝道司祭としては、帝国がキリスト教
を公式に禁止していた時代に、その勇気と忍耐と英知を証明しました。全伝
道教区初の主教としては、彼が敷いた基礎の上にその絶えざる指導下で日本
聖公会の教区（注 2）が築かれました。日本聖公会の総裁主教（注 3）とし
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ては、多くの国を代表する同胞から信頼と愛情と支持を集めました。アング
リカン・コミュニオンの支部における先任主教としては、彼を知るすべての
者にとって敬愛される主教となりました。私は彼と主教会で、東西の旅行
で、特に彼の管轄区域で個人的に交わりましたが、その度に彼は強く優しい
男らしさを見せました。私たちのすべての祭壇において、ジョン・マキムの
司牧と神の僕の高い模範に感謝を捧げましょう。
チャーチ・ミッション・ハウス
ニューヨーク州ニューヨーク

〔サイン〕ジェームズ・デウォルフ・ペリー
総裁主教

「彼の精神はますます顕現する」
神学博士チャールズ・S・ライフスナイダー主教

北東京伝道主教

　長年にわたり先見の明ある宣教師、多くの危機に合って賢明な指導者、敬
愛された主教であるマキム主教が永眠されました。多くの同僚は苦しいとき
に彼の信仰への明快な呼びかけによって勇気づけられ、達成への意欲が掻き
立てられました。彼は明確な個人的宗教心によって鼓舞され動機づけられた
強くて優しい性格の持ち主でした。日本の多くの人々はその現在あるもの
を、彼のいついかなるときも示される共感と、彼の絶え間ない励ましと、彼
の賢明な助言と、そして彼の信仰と人生のインスピレーションに負っていま
す。彼が私たちの間に生きて仕事したことに私たちは深く感謝しています。
彼の精神は聖路加病院に、立教高等女学校に、立教学院に、300 人以上の聖
職者の人生に、そして 40,000 人の信徒指導者の新たな理想と何者をも恐れ
ない信仰にますます顕現し、その信仰は正当化され、その大義は勝利するこ
とでしょう。
�

（注 1）「小学校」は誤り。
（注 2）外国人管轄の地方部と日本人管轄の教区。
（注 3）主教会議長。
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114　1936/5  Alumni Rally to Support of St. Paulʼs Tokyo.
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114	 1936年 5月号　立教学院を支援するための同窓生集会。224頁。
	 訳出　224頁下段〔全文〕。

　立教大学で 2 つの資金調達プロジェクトに頼もしい反応があった。
　最初の懇請の知らせを受けて同窓生の間で組織されて 2 年足らずの支援者
の会は、新しい寄付基金に 30,000 円以上の寄付と誓約を確保した。これら
の寄付は 1936 年 1 月までに 911 人の同窓生と他の 20 人の友人から寄せら
れた。
　今月、予科の校舎の新築工事が始まる予定であり、そのための基金
200,000 円は現在の学生の両親と元学生の委員会によって集められている。
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115　1936/6  Missionary Facts from Many Lands.
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115	 1936年 6月号　各地のミッション情報。244頁。
	 訳出　244頁右 15行目～右 34行目まで。

　 〔1936 年〕4 月 17 日、東京の三一教会に 500 人近い人が集まり、故北東
京主教ジョン・マキム師の生涯と奉仕に対して祈りと称賛を捧げた。この葬
礼で日本の生活に対するマキム主教の貢献を証言した人々のなかには、以下
の参列者が含まれていた。徳川家達公爵、ジョセフ・C・グルー駐日アメリ
カ大使、日本聖公会総裁主教（注 1）サミュエル・ヘーズレット師、北東京
伝道教区常置委員長 C・H・エヴァンズ師、聖路加国際病院の久保徳太郎博
士、立教高等女学校の J・小林〔彦五郎〕師、立教大学の木村重治博士、聖
公会神学院のヨハネ落合〔吉之助〕師、北東京伝道区主教ライフスナイダー
師。
�

（注 1）主教会議長。
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116　1936/6  Japanese B.S.A Leads Many to Baptism; In five years since 
its organization on a national scale, Brotherhood has established fifty 
chapters in Nippon Sei Ko Kwaiʼs ten dioceses.
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116	 1936 年 6月号　日本聖徒アンデレ同胞会は多数を洗礼に導く。同胞会
が全国規模で創設されて 5年間で、日本聖公会の 10の教区に 50の支
部を設立した。255-258頁。

	 訳出　255頁～258頁〔全文〕。

ローレンス・ローズ師
聖公会神学院

　 『インターナショナル・レヴュー・オブ・ミッション』は、1935 年に日
本で行った調査報告で「信徒の 3 つの運動は、今日の日本で聖霊がいかに多
様な方法で働いているか如実に示している」と述べた。レビューで特筆され
たこれら 3 つの運動の 1 つは、聖徒アンデレ同胞会である。日本で同胞会が
全国的な規模で創設されて 5 年になるが、それがレビューで特筆されるに相
応しいことは、掲載のローズ師による記事が余すところなく物語っている。
ローズ氏はハーヴァード大学とジェネラル神学校を卒業し、1934 年から東
京の聖公会神学院で教職に就いている。司牧の最初の数年間は、モンタナ州
で優れた奉仕をした。

　月曜日の午後、立教大学のキャンパスでは、さまざまな教員の校宅で学生
の支部ミーティングが持たれています。彼らは日本の聖徒アンデレ同胞会の
大学集会のメンバーです。彼らのクラスのおそらく 150 人を越える若者は
大学礼拝堂で行われた晩祷式に出席して、「私の人生にとっての神の目的」
や「新しい世界の建設」やその他類似の主題についての講演を聞き、そして
いまそれらについて討論しているのです。これらの学生が立教大学に入学す
る前にキリスト教徒は半数に満たなかったことを思い起こすならば、日本に
おける最も重要な伝道事業の 1 つ、そして聖公会の援助で行われている学生
事業の最も効果的な具体例の 1 つがここで進んでいることは明白です。
　立教大学はキリスト教の援助と管理下にある東京で唯一の大学です（注
1）。毎日キャンパスに通う 2,050 人の学生は日本帝国の各地から選ばれてい
ます。しかし寄宿舎がないので、自宅から通えない学生は東京中に散らばっ
た下宿で暮らしています。彼らは貧しく、多くの学生は月 25 円（約 8 ドル）
程度で生活しています。また多くの学生は初めて都会生活を経験するため、
肉体的・道徳的・精神的健康に対するあらゆる種類の危険に曝されていま
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す。そうした危険の幾つかは他の国々の学生生活にも見られますが、幾つか
は日本と東京に特有のものです。さらに彼らは現代日本で渦巻いている知
的・精神的混乱に捉えられています。平均すると入学する学生の 8 人に 1 人
がキリスト教徒です（1935 年 4 月に入学した 300 人のうち 46 人）。
　立教大学では特にキリスト教的なプログラムはやむを得ず教科課程外と
なっています。予科に入る学生はいろいろな点でアメリカの大学に入る学生
ほど成熟していません。場合によって彼らの理想や基準や考え方はより流動
的です。その一方で彼らは明らかにリーダーシップや影響や説得を受け入れ
やすいように思われます。彼らは「福音で凝り固まって」いません。反キリ
スト教的な教えや偏見を抱いて来る者も少なくありませんが、それは、アメ
リカの大学でしばしば見られるような、学業を妨げる良くない宗教的な教え
を身に付けている場合よりも扱いやすい問題です。
　1927 年の秋、ポール・ラッシュは立教大学総長 C・S・ライフスナイダー
師から、キリスト教学生のグループを引き受けて、彼らを大学生活で助け励
ますよう頼まれました。ラッシュ氏はその取り組みの骨格とするのに相応し
い計画を思案しているうちに、聖アンデレ同胞会が状況の必要性に一番適し
たプログラムを提供するのではと思いつきました。そして 1927 年 11 月 30
日に最初の入会式が行われ、ライフスナイダー主教は 3 人の教師と 7 人の学
生に厚紙で即席に作った大きなバッジをピンで留め、彼らを同胞会の最初の
大学支部に入会させました。1929 年 4 月に高松孝治師が京都の教会から大
学にチャプレンとしてやって来ました。この頃は学生の間でマルクス主義が
広がり、特にその反宗教的な側面が強調されました。学生は教会に通ってい
ることが知られると、嘲られ迫害されました。非キリスト教徒の間で効果的
な事業を行う道は、初期の教育段階における反キリスト教的な影響と、新し
い反キリスト教的偏見という二重の障壁によって塞がれたのです。高松博士
は直ちに同胞会のプログラムを支援しましたが、残念ながら遅々として進み
ませんでした。
　そのような状態が 1931 年の秋まで続きました。その年、明確に新しい知
的雰囲気が生まれ、学生間の宗教的活動に対する政府の文部当局の姿勢が変
化したばかりでなく、同胞会内部に有能な学生指導者で信念を持ったキリス
ト教徒の小グループが誕生しました。彼らは予科を修了し、大学生活を始め
ようとしていました。高松博士とラッシュ氏はこれらの若者に期待をかけま
したが、その期待は裏切られませんでした。
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　現在ある支部が幾つかの支部の大学集会の核とされ、大学内の運動が広
がったのとあいまって、日本聖徒アンデレ同胞会（BSA）が全国的な規模
で発足しました。日本聖公会の 10 の教区（注 2）のうち 7 教区で支部が急
速に設立され、立教大学の卒業生が 20 以上の教会で若者の効果的な作業グ
ループの核となりました。こうして、キリスト教徒であることを表明しなけ
ればキリスト教徒ではないということを知っている若い信徒の全国組織が
徐々に生まれたのです。
　正確に評価することは不可能ですが、過去 5 年間に同胞会を通して洗礼を
受け、キリスト教教育を始めた非キリスト教学生の数は 300 人と言われて
います。キリスト教徒としてバックグラウンドを持って入学してきた学生は
しっかり受けとめられて、その精神的生活は一層深化し活発になりました。
全員が勇気づけられ、一部は鍛えられて聖公会内で信徒としての積極的で重
要な位置を占めました。これらの目に見える成果と並んで確かなことは、最
終的に確信するに至らなかった多くの若者の心に種が蒔かれ、それらの種が
後に確信を生むかもしれず、既にキリスト教のメッセージに対する敬意と関
心を生んだということです。
　現在立教キャンパスには予科と大学の学生からなる同胞会の支部が 10、
中学校に 6 つ、そして教員支部が 1 つあり、計 250 人が同胞会の会員になっ
ています。大学組織はさまざまな教会の日曜学校に 26 人の教師を派遣する
ことによって東京における教会生活に貢献しています。ときには教会の奉仕
を支部全体が手助けすることもあります。1936 年 3 月に日本で 50 番目の支
部が設立され、そして日本聖公会の 1 番新しい 10 番目の教区（注 3）で
BSA が発足しました。過去 3 年間指導者訓練キャンプが実施され、毎年夏
に 100 人の青少年と指導者が 1 週間集まって、教会生活における彼らの位
置について真剣に学び、考え、祈りました。これらの集会には他の学校の学
生もかなりの数が参加しました。特に心強いのは、国内で難しい立場にある
外国生まれの日本人が毎年何人か参加していることです。これらのキャンプ
の目的は、ビジネスやその他の実践において「鳴りをひそめる」というほと
んど抗しがたい誘惑に抵抗するキリスト教指導者を育成することです。この
目的を達成するために、それぞれのキャンプのプログラムの中心は、キリス
ト教の福音を現代日本の日常生活の多様な活動と関連付けることを意図した
指導的な教会人による一連の講義です。過去 2 年、これらの講義は冬学期に
立教礼拝堂で行われる月曜日の晩祷で繰り返されて、支部討論会のプログラ
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ムの基礎をなし、その後、本として出版されました。
　ここで立教大学におけるプログラムより範囲が広い同胞会の他の 2 つの活
動について触れておくべきでしょう。その 1 つは毎年秋に贈呈される感謝献
金―教会または学校の支部の聖公会全体に対する忠誠の表現です。昨年は
238 円の献金が京都教区〔地方部〕に贈られ、S・H・ニコルズ師により若
者の事業のために使われました。1936 年は日本聖公会で最も貧窮化した北
海道教区〔地方部〕に贈られることになっています。その意図するところ
は、毎年収益のすべてを、聖公会の多くの必死の要求のいずれか 1 つを満た
すために捧げることです。この献金の贈呈は、毎年日本の若いキリスト教徒
の大規模な礼拝と集会の機会となっています。
　もう 1 つの重要な事項は日本語による BSA の出版物に関するものです。
既に述べた講義の課程と、月刊誌や通常のマニュアルなど同胞会独自の出版
物と並んで、非常に需要の多いキリスト教の教義に関する多くのパンフレッ
トやハンドブックが製作されて広く配布されました。また「フォワード・
ムーヴメント」の文献の適当な翻訳の出版も開始されました。
　BSA の 2 つの基本的な規則は祈りと奉仕―キリストの王国が拡張される
ように毎日祈ることと、個々の会員が毎週誰か 1 人を教会に誘ってキリスト
に触れさせるように奉仕することです。わずかな例外を除いて、近年大学の
礼拝堂で洗礼を受けた学生は、最初にこの組織のメンバーによって礼拝堂ま
たはチャプレンのもとに連れて行かれました。しかしこの個人的なキャン
ペーンは毎年 2 つのミッションによって補完されています。1 つは新しい学
年が始まった直後の春、もう 1 つは秋に行われます。最初のミッションはキ
リスト教とは何かを簡単に説明する教育ミッションであり、2 番目のミッ
ションでは対話を追求します。日本語で「キリスト週間のための動員」と呼
ばれるこれらのミッションの最も顕著な特徴の 1 つは、毎日上級の大学生が
礼拝堂で立ち上がって「私にとってキリストは何を意味するか」を語ること
です。
　すべては福音伝道から始まります。しかし学生を礼拝堂に連れて行き、彼
に興味を持たせるだけでは十分ではありません。同胞会の教育的プログラム
は非常に重要であり、しかも学生の側に用意ができていると見られたら直ち
に洗礼を施すことがチャプレンの方針です。つまりこの学生に与えるべき多
くのキリスト教教育は将来に残しておくのです。すべての支部ミーティング
には教育目的があり、運営委員会によって概要が示された教育課程に従う
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か、または特定の支部のチャプレンや教員顧問や学生指導官が特別の課程を
案出します。さらに大学チャプレンが教育責任をこのうえなく真剣な態度で
引き受けます。高松博士は週に 3 回の礼拝堂における講義で、多くの聖書ク
ラスで、そして数えきれないほどの個人的な相談において、自分の所に連れ
て来られた者たちと会い、彼らに福音のメッセージを説明しています。
　高松博士はその仕事にうってつけの人物です。彼はキリスト教が恐怖心で
見られていた村で育ちました。キリスト教徒とその行為に関する恐ろしい話
を聞かされて育ち、早い時期に日本史の授業でキリスト教は国家にとって有
害であると教えられました。13 歳のときに送られた学校でお気に入りの遊
びは、近くの教会の窓にいろいろなミサイルを飛ばす標的ゲームでした。そ
れは彼が初めて見た教会でした。初めて教会を訪れたのは 15 歳のとき兄弟
と大阪で休暇を過ごしているときのことでした。普通の家のなかに設けられ
た貧弱な教会は、彼が敬うように教えられてきた美しい寺院や神社とは雲泥
の違いがありました。そこで見たり聞いたりしたものはほとんど理解できま
せんでしたが、何かが彼を捉えました。神戸の学校に戻ると教会を探し出し
て定期的に 4 年間通い、最後に洗礼を受けることに同意しました。教師に
なった後に友人のキリスト教徒からの強い説得に応じて、立教大学と神学校
に入りました。そこで彼は初めてタッカー主教と出会い、彼が感じているも
のは福音の真の意味に対する洞察であることを知りました。「タッカー主教
は、私にキリスト教のために働かねばならないと感じさせてくれました。」
　このような背景は高松博士に、非キリスト教環境から自分のもとに連れて
来られた者たちの扱いにおいて称賛すべき忍耐と理解を与えています。また
ケンブリッジ大学とマサチューセッツ大学における神学教育、そしてハー
ヴァード大学、後にジェネラル神学校とコロンビア大学の大学院研究も彼を
きわめて有能な教師にしています。これらすべてにより彼は限りない如才な
さと親切さを備えています。彼は家族と教会の間で決断しなければならない
学生をどのように扱うべきか知っています。彼は自分の助けを必要としてい
る者には寛大にも朝 6 時や、その他どんな時間にも会うことができます。つ
い先頃、そんな学生の 1 人が卒業の日に惨めさに打ちひしがれ、罪の意識に
苛まれてやって来ました。彼は 2 時間話をした後、朝 8 時に洗礼を施されま
した。しかしながら高松博士は、学生たちとの最も効果的な議論は彼自身か
らではなく、キリスト教徒になる者の変化した生活から出て来ると主張しま
す。そして実際に彼らは変わります。彼のクラスで最も乱暴な学生の 1 人は
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最良の学生の 1 人になりました。ある金持ちの息子で責任感のない粗暴な若
者は、他のキリスト教徒の教師の判断と批判に抗して洗礼を施されると、大
学で最も素晴らしい影響力を持った学生の 1 人になりました。
　福音伝道と教育は神に対する崇拝に導き、礼拝堂は真の意味で同胞会のプ
ログラムと活動の中心です。さまざまな礼拝のなかでも月曜午後の合唱晩祷
式と水曜日の早朝聖餐式は、同胞会の側で特別努力を払うものです。後者は
朝の早い時間に長い距離を歩かなければならないにもかかわらず、平均して
70 人ないし 80 人が出席します。大学の聖歌隊と侍者ギルドはほぼ完全に同
胞会の会員から成り立っています。カール・ブランスタッド教授の指導によ
り聖歌隊は礼拝に美しさと重々しさを与え、この事業の最も重要な側面、す
なわち会員を神に対する崇拝に導くことにおいて、運動の成功に大きく貢献
しています。
　ここには日本聖公会の将来の成功を約束する事業がありますが、それはど
んな国においても、聖公会の命に欠かせない献身的で精力的な信徒指導者を
必要としているのです。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�立教大学における同胞会のグループ。今年の卒業生のメンバー。彼らのほと

んどは立教大学に入ってから洗礼を受けた。現在日本には 50 の同胞会支部が
ある。

（注 1）プロテスタントとしては、立教大学は東京で唯一のキリスト教大学であ
るが、カトリックとしては 1929 年に大学令による大学として認可された上智大
学がある。関西では 1920 年に同志社大学、1932 年に関西学院大学が大学令によ
る大学になっている。

（注 2）8 地方部と 2 教区。
（注 3）東北地方部。
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117　1936/6  The National Council. What Happened to Crisis ?. Bishop McKim.
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117	 1936年 6月号　全国協議会。危機に際して。マキム主教。280頁。
	 訳出　280頁左 1行目～左 20行目まで。

　元北東京主教ジョン・マキム師が〔1936 年〕4 月 4 日に他界（『スピリッ
ト・オブ・ミッションズ』1936 年 5 月号 197 頁参照）されてから最初の会
議であったため、協議会は次の言葉で閉じられる相応の議事録を採択した。

　彼の名前はその生涯を捧げた国で永く崇められ、聖公会は彼の輝か
しい信仰と勇気の色褪せぬ記録を、新たな活力を生み出す伝統として
心に銘記するであろう。願わくは、その記録が多くの者を鼓舞して彼
の歩んだ道に従わせることを。

　海外伝道部門はニューヨークの現在の聖トマス教会でマキム主教の追悼式
を計画しており、初秋にとりおこなわれる予定である。
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118　1936/7  Missionary Facts from Many Lands.
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118	 1936年 7月号　各地のミッション情報。292頁。
	 訳出　292頁左 20行目～32行目まで。

　チャールズ・S・ライフスナイダー師は〔1936 年〕6 月 4 日、前橋聖マッ
テア教会で北東京〔伝道〕主教に按手された。日本聖公会の各教区の主教と
常置委員長および北東京伝道教区の聖職者のみが招待された簡素な儀式だっ
た。1924 年以来補佐主教を務めたライフスナイダー師は、故マキム主教の
後任として東洋における聖公会のこの重要な伝道管区の長となる。
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119　1936/8  Missionary Facts from Many Lands.
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119	 1936年 8月号　各地のミッション情報。340頁。
	 訳出　340頁右 1行目～右下17行目まで。

　合衆国の聖公会を視察するために 3 か月の予定で今月来米した日本聖徒ア
ンデレ同胞会の金子忠雄主事は、1931 年に立教大学を卒業した卒業生であ
る。しかしながら彼は大学を出るまでキリスト教徒にはならなかった。卒業
して実業界に入った年の秋、彼は大学時代の恩師とキリスト教について話し
合った。それらの会話が彼を洗礼に導いたのである。当時日本では同胞会運
動が盛んになり、主事職に対する想像力を持った若者を求めていた。この任
務に挑戦する機会が金子氏に提供された。彼はその挑戦によく応え、4 年間
同胞会に極めて有能に奉仕した。そしてこのたび聖公会の世界規模の視野を
身に付けるためにアメリカにやって来たのである。〔1936 年〕8 月 16 日に
シアトルに到着した後、シカゴ、デトロイト、テネシー州のナッシュビルと
スワニー、シンシナティ、ニューハンプシャー州のコンコード、ボストン、
ニューヨーク、フィラデルフィア、ウィルミントン、ボルチモア、ワシント
ン、ミルウォーキー、ロサンジェルス、サンフランシスコの教会を視察す
る。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�金子忠雄。
　SM 誌 1936 年 8 月号は顔写真付きの表紙で、かつて伝道局総理を務めたニュー
ヨーク補佐主教のアーサー・セルデン・ロイド（Arthur Selden Lloyd）が 1937
年 7 月 22 日に逝去したと報じた。SM 誌 1936 年 9 月号によると、立教大学で仕
事をする新任のダクラス・オーヴァートン（Douglas Overton）は 1936 年 8 月 29
日にシアトルから「プレジデント・マッキンリー」号で出航し（428 頁）、横浜
に 9 月 14 日に到着した（SM 誌 1936 年 11 月号、518 頁）。SM 誌 1936 年 10 月号
によると、C・H・エヴァンズ（C. H. Evans）夫妻は定期休暇後、英国から「ハ
コネ丸」で 1936 年 9 月 16 日に出航した（476 頁）。
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120　1937/1  Across the Secretaryʼs Desk.
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120	 1937年 1月号　主事のデスクから。53頁。
	 訳出　53頁左 1行目～左 12行目まで。

　立教大学は文部省と共に提出された声明に従い、その目的として以下を掲
げる。

　本学の基本原理は、帝国における大学を管理する勅令に従い、第一
に、科学の理論および実践を教授し、知識の全内容を習得すること、
第二に、国家的な思考を涵養し、キリスト教原理に基づいて人格を育
成することである。
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121　1937/2  Missionary Facts from Many Lands.
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122　1937/2  Missionary Facts from Many Lands.
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121	 1937年 2月号　各地のミッション情報。67頁。
	 訳出　67頁右 5行目～右 21行目まで。

　昨〔1936 年〕年 8 月に退任した木村重治博士の後任として遠山郁三博士
が立教大学の学長に選出された。遠山博士は仙台の東北帝国大学医学部長を
数年間務めるかたわら、キリスト教会の熱心な受聖餐者で教会役員だった。
彼は過去 8 年間、東京帝国大学医学部で重要な部門を率いるとともに、聖テ
モテ教会の教会役員を務めている。溢れんばかりの活力と熱意の持ち主の遠
山博士は、20 年以上の教職経験があり、その半分以上は幹部職に就いてい
た。
�
122	 1937年 2月号　各地のミッション情報。68頁。
	 訳出　68頁左下 17行目～左下 10行目まで。

　立教大学予科のコンクリート造の新築校舎で作業が進んでいる。来年 4 月
から使用されるこの校舎は、現在「バラック」で授業を行っている予科の惨
めな状況を救うために父兄会によって実施されたキャンペーンの成果であ
る。
�
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123　1937/7  Japanese Church Has Semi-Centennial.
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124　1937/7  Opportunity Faces Church in Japan Today; American Bishops 
and other missionaries appraise the present Christian situation and 
voice their hopes for advance in days ahead.
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125　1937/7  Fifty Years of Nippon Sei Ko Kwai; Church in Japan reviews 
progress of the Gospel since first missionary began his work in 1859 
and looks forward to full self-support.
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123	 1937年 7月号　日本聖公会の半世紀の歴史。307-309頁。
	 訳出　307頁～309頁〔全文〕。

　日本聖公会の創立 50 周年に、インド、中国、朝鮮、合衆国の聖公会はそ
れぞれ主教を日本に派遣した。彼らはナグプルのウッド主教、湖南のツェン
主教、朝鮮のクーパー主教、そしてヴァージニアのタッカー主教であった。
　 〔1937 年〕4 月 28 日から 30 日まで 3 日間にわたる記念式典が立教大学
で催された。その中心をなす行事は 2 日目、天皇誕生日におこなわれた聖餐
式であった。司式は日本聖公会総裁主教（注 1）兼南東京〔地方部〕主教サ
ミュエル・ヘーズレット師が務めた。2 日目と 3 日目に開かれた会議では、

「聖公会日曜学校の強化」、「聖公会委員と女性の文化」、「聖公会の財政」、
「聖公会の現状」、「将来の福音伝道」などの極めて重要な（そしてなじみの）
テーマが論議された。
　この記念式典には 1887 年に行われた第 1 回総会に立ち会った 2 人が出席
した。その 1 人は大阪〔教区〕主教 P・名出〔保太郎〕師（注 2）である。
さらに日本の主教会の日本人、イギリス人、アメリカ人の全会員と、日本聖
公会の 340 の教会を代表する数百の日本人聖職者と信徒が出席した。
　ときおりラジオを通して聞かれる大英帝国の点呼も、日本聖公会に祝詞を
送ったアングリカン・コミュニオンの主教の点呼ほど感動的ではない。彼ら
の言葉に形式的なところはいささかもない。彼らの言葉を全体として読み、
彼らの観念に反映された日本聖公会を見るとき、世界における日本聖公会の
影響力の大きさをありありと感じることができる。

　カンタベリー大主教―「日本聖公会に私自身の熱烈な祝福を送ります」

　オーエン全カナダ首座主教兼トロント大主教は来年 9 月にハリファックス
でカナダ聖公会の初代主教按手 150 周年を記念する式典の計画を書き、日
本から佐々木〔鎮次〕主教が式典に参列することを希望した（佐々木主教は
中部地方部のカナダ人主教の後任）。

　ダーシー全アイルランド首座主教兼アーマー大主教―「イエス・キリス
トの福音のための日本国民の卓越した特質を勝ち得ることができたとき、極
東世界全体が栄光で照らされるに違いありません。」
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　ダブリン大主教グレッグ博士―「あなたがたの熱烈な忠誠とイエス・キ
リストに対する誠実な奉仕、そして小さい信者の集まりの散在に関する困難
を私たちは承知しており、それらに祈りを捧げます。」

　モレー、ロス、ケイスネス主教アーサー・ジョン・マクリーン師は、洗礼
名と教区のラテン名だけを署名するという多くの主教に共通の慣習に従い、
スコットランド聖公会を代表して送ったメッセージに「A.J. Moravien: 
Rossen: St.Caithanen.」と署名した。ちなみにこの聖公会はアングリカン・
コミュニオンで唯一大主教を「プリマス」と呼んでいる。

　英領ホンジュラス主教アーサー・ダン師は、昨年秋ハトソン大主教が逝去
した後、西インド諸島大主教となった。「このうえなく幸運なことに、1887
年に日本でアングリカン・コミュニオンの運命を導いた人々は、外国に公会
を植え付け、彼らの起源である教会の名称を永続させないという先見の明を
持っていました。…私は西インド諸島管区大主教として召命されましたが、
この新しい任務に就く私のことを偉大な日本聖公会の祈りの際に思い出して
いただけたなら誠に幸いです。」

　オーストラリア・タスマニア首座主教兼パース大主教レ・ファニュ師は、
オーストラリア聖公会の祝詞をそれほど遠くない東洋の隣国に送った。

　シドニーのホワード・W・K・モウル大主教（元西中国主教）は、彼の教
区会の祝詞を送り、最近松井〔米太郎〕主教がオーストラリアの初代主教按
手 100 周年記念式典に参列したことに言及した。

　ニュージーランドのエイブリル大主教―「私たちは貴教会がその会員数
をはるかに越える影響力を持っていることを十分承知しており、神が日本聖
公会のために日本の福音伝道において達成すべき偉大な目的をお持ちになっ
ていることを願い信じます。」

　南中央オーストラリアのアデレード教区トーマス主教は、昨年松井主教が
同教区を訪れたことにより両者の関係が一層緊密になったことに言及した。



－445－

　ケープタウン（南アフリカ）のフェルプス大主教―「私たちが追求して
いる目標はあなたがたが重んじているものと変わりません。あなたがたが、
私たちの主により偉大な栄光をもたらす事業にかくも勇敢に取り組んでいる
のを知ることは、私たちにとって大きな励みです。」

　ジョン・アクラ、ジョン・オルフェ・アグリオンビー主教、2 人目の南東
京〔地方部〕主教であるビカステス主教の甥で名付け子は、日本と西アフリ
カのゴールド・コーストにある自身のアクラ教区との特別の絆を強調した。

　エジプトとスーダンのグウィン主教―「ここでは古代東方教会の数多く
の信者が何世紀にもわたりイスラム教徒の迫害を受けてきました。南スーダ
ンとウガンダにアフリカの若い教会が誕生するのを見ることができたのは大
きな喜びです。」彼は日本の小さい聖公会が「キリストの内に際だった人物
を生み出し、新しい日本の形成にその会員数が保証するよりはるかに大きな
影響力を持っている」雄々しさに対して感謝の念を表明した。

　両親が中国の宣教師だったエルサレムのグラハム・ブラウン主教は、彼の
教区にある「かつてのアッシリア人の壮麗な伝道教会の悲しい遺構」につい
て語った。「それらのアッシリア人は早くも 7 世紀にキリスト教伝道の先駆
けとしてアジアに行きました。彼らは日本には辿り着きませんでしたが、極
東の真のパイオニアとみなされています。」

　ポルトガルからカスピア海に伸びているジブラルタルのアングリカン教区
は、バクストン主教がおり、世界のあの交差路からメッセージを送ってい
る。

　イランの主教トンプソン博士は、彼のすべての教会に東京の集会について
知らせ、日本の聖公会のために祈り捧げる時間に、イランの全聖公会が参加
できるようにした。

　ラブアンとサラワクの教区は、日本の南西方向にフィリピンを挟んだ次の
隣国である。ノエル・ハドソン主教は、最近日本を訪れたことで日本聖公会
が直面している多くの重大な問題について深く理解していると書いた。
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　フィリピン諸島の主教になる前に数年間中国で宣教師をしていたモッ
シャー主教は、40 年前に中国に着任したとき日本は既に 10 年間現地人組織
を持っていたと書いた。「真に自国固有の聖公会がそれほど短期間に設立さ
れたことは誠に励みであり希望です。」

　アルゼンチンと東南アメリカの主教であるエブリー主教は、日本聖公会の
ブラジルにおけるミッションに対して特別の賛辞を書いた。「あの素晴らし
い仕事は人間的に言ってすべて日本人司祭 J・Y・イトウ師のおかげです。」

　フォークランド諸島のウェラー主教は、日本人船員との接触を回想し、い
ま日本聖公会を世界中の聖公会と結び付けている岸辺に挨拶と祈りを送っ
た。

　決定的瞬間が訪れたのは最終日である。フィリップ・リンデル・ツェン師
が中国を代表して東洋の自立的な姉妹教会に温かい挨拶の言葉を贈った。彼
は福州で開催された中華聖公会の総会から直接上海に飛ぶことになってい
た。そこで長崎丸に乗って日本に上陸すれば開会式に間に合うように東京に
着けるはずだった。しかし悪天候のために飛行機が遅れた。次の船はプレジ
デント・ジェファーソンで、彼は 4 月 29 日遅く神戸に上陸した。東京には
閉会の日の早朝に到着した。出席者は誰も、中国人主教がアングリカン・コ
ミュニオンの独立した支部を代表して、もう 1 つの独立した東洋の教会につ
いて語ることの劇的な意味を感じ取った。この偉大な集会の出席者の多くの
記憶には、中国に独立した英国国教会は存在せず、日本に独立した英国国教
会は存在しなかった。ツェン主教は彼の演説のなかで非常に適切にも、日本
の公会も中国の公会も存在しないが、中国「に」聖公会があり日本「に」聖
公会があること、そしてそれらは当然ながらあらゆる人種を神の愛において
統一することを目指して愛を広めるためにのみ存在する世界の聖公会の一部
にほかならないという考えを明らかにした。

米国聖公会総裁主教からの祝詞
　80 年前、日本に米国聖公会ミッションの基礎が置かれました。それは実
に勇敢な冒険でした！　それから 30 年後にミッションは合衆国、カナダお
よびイギリスの聖公会に支援されて私たちの教派の支部となりました。今年



－447－

日本聖公会は 50 周年を迎えます。日本聖公会は変わらず精神的支援者に助
けられ、帝国に認められてその信頼を勝ち得ることにより、自国の人々とキ
リスト教世界に対する祝福となりました。日本の聖公会員によって示された
信仰と勇気の模範に対して全能の神に感謝します。私たちは引き続き彼らの
司牧に参加できる機会を歓迎するとともに、聖公会存続の次の半世紀に入る
にあたり、その成功を祈ります。
�

124	 1937 年 7月号　今日の日本聖公会は機会に直面している。アメリカ人
主教とその他の宣教師は現在のキリスト教の状況を評価して、今後の
前進に対する希望を表明する。310-316頁。

	 訳出　310頁～316頁〔全文〕。

　チャールズ・A・リンドバーグ大佐は最近周年祝賀について意見を述べた
手紙のなかでこう書いた。「過去が未来に対する義務に変えられてはなりま
せん。…過去は私たちの生活を複雑にするよりも単純にするために用いられ
るべきです。このごろ特に深刻な問題があまりに多いため、ある期間を経過
したことを祝うことに多大な時間を費やすことを正当化するには、かなりの
集中力が必要です。」
　最近の日本聖公会の設立 50 周年の祝賀は、この精神に鼓舞されていたよ
うにみえる。今日の聖公会は過去の偉大な人物や出来事を承知しており、そ
れらを称えたいと思っているが、目の前にある問題と機会も認識しており、
周年記念という、立ち止まって前方を見るまたとない機会を活かしている。
日本の主教やその他の宣教師は、以下に掲げる幾つかの短い記事のなかで次
の半世紀に日本聖公会を待ち受けている機会について書いた。

期待に満ちた日本人
聖神学博士シャーリー・ニコルズ主教

京都主教

　日本人の多くはキリスト教会に期待しています。彼らの考えの正確な形は

（注 1）主教会議長。
（注 2）「P」は誤記。洗礼名はヨハネなので「J」が正確。
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千種万様であり、他の多くの事柄についての考えと同様に、ほとんどははっ
きりしません。それにもかかわらず、キリスト教の真理と生き方のなかに
は、持っていた方が良い何かがあるという点では一致しています。
　なぜはっきりしないのでしょうか？　世界中のどことも同じように、ここ
でも人間の魂は自分自身の不足と神に対する依存を認識して率直に認めるこ
とを嫌がります。この基本的な問題で特に日本的な側面を一瞥すると明らか
になるのは、現代の日本で人々が態度をはっきりさせない主な理由は、多く
の人にとってキリスト教は日本国の構造と正反対に思えるからです。
　キリスト教の教えの内容は、それに先行する宗教的伝統から著しく異なっ
ています（321 頁参照）。これらの伝統について詳しい知識を得たからと
いって、知識のあるキリスト教徒を納得させることはめったにありません
が、必ずキリスト教信仰との類似性が見られます。この信仰を記して完成さ
せたイエスが「父なる神のひとり子」であるという私たちの固い信念が、主
の教えは間違いなく真理であり、私たちを確実に完全で最終的な真理に導く
という信仰を確立します。日本人に対する私たちの深い敬意は、彼らが人生
のあらゆる分野におけると同様に宗教においても真理の熱心な探求者である
ことを私たちに確信させます。私たち自身と同じく彼らもその非常に大きな
可能性を結実させるために真理を必要としています。彼らの気持ちと心は開
いています。ここに聖公会のこのうえない機会があります。
　この真理をどのように日本人に伝えることができるでしょうか？　教会や
他のキリスト教の施設を作って広めなければならないと考えるのは簡単で
す。しかしそれらが必要で効果を持ち得るのは、それらがキリストの個々の
弟子によって営まれ、そこに、生きた愛の力に転換された主の真理が横溢す
る場合に限ります。これはミッションの歴史を振り返ってみるならば証明さ
れます。いかなる場合も 1 人のキリスト教徒がやって来ることからミッショ
ンが始まるからです。個人ができるだけ早い時点で子供や大人のグループを
招き、ある体系的な教育方針に従います。通常そうした機会は確保できま
す。しかしそのような集会が継続するか、そして所期の成果が達成されるか
は、全くキリスト教信仰の現実性と、宣教師本人の人格にかかっています。
　京都にある聖光の家のミス・ヘレン・スカイルズが報告したところによる
と、彼女の幼稚園に通っていた 1 人の子どもが、老いた仏教徒の祖母によっ
て仏教系の幼稚園に入れられました。それからまもなく同じ仏教徒の祖母が
子どもをキリスト教幼稚園に戻し、結局「十字架を付けている幼稚園が最
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高」と言ったそうです。
　あるいはまた、病気になって大学を数か月休学せざるを得なくなったある
学生は、静養中にある 1 つのことを学んだと書きました。それは、人は宗教
を持たなければならないということです。「人は灯りなしで暗闇のなかを歩
けても、わずかな距離だけです。心のなかに輝く光を持たない者は非常に不
幸です。」数か月間の沈黙を通して神ご自身が彼の心に触れたことは疑いあ
りません。しかし同様に疑いようのない事実は、彼がその光を求めて教会に
向かったこというとは、彼はいつかどこかであるキリスト教徒を知り、その
内に確信と平和と常に新たな強さの光が彼のために輝いたということです。
　そのような事実こそ聖公会の事業の核です。新しいグループを獲得するた
めに、聖公会は施設のタイプを日曜学校、幼稚園、通学校、大学、診療所、
病院と増やしています。キリストのメッセージと牧会を国の隅から隅まで伝
えることは期待できませんが、そのようなキリスト教の影響の中心を戦略的
な間隔で帝国の至る所に設けなければなりません。
　特に現在の日本は聖公会の拡大にとって困難な日々であると言われていま
す。この意見には真実がありますが、私は日ごとに数多くの個人と接触して
おり、真摯に差し出された真のキリスト教のメッセージや呼びかけは歓迎さ
れ、それどころか今日では強く要望されていることを確信します。私たちを
取り巻くこれらの困難は、信仰においてみるならば、キリストの良い影響と
主の救済の力を日本人にもたらすために、私たちが行っている努力を抑制し
てはならず、むしろ刺激して増大すべきです。
　米国聖公会によってなされる支出の観点から見ると、事業は著しく拡大し
ました。しかし日本の地域と人口と人々の必要の観点から見ると、それは始
まったばかりです。都市の大衆やあらゆる地方に散らばった大衆は、まだキ
リストと聖霊について聞いたことがありません。宣教師の部隊も、日本人の
聖職者と信徒も、まだ接触したことのないこれら大衆の必要に目を光らせて
います。最初に私たち自身の信仰と献身を深め、次にそれら手付かずの地域
に進出する計画を立て、そしてキリストの事業と共に前進するための物的手
段を探しましょう。

幾つかの具体的に必要なこと
神学博士 C・S・ライフスナイダー主教

北東京伝道主教
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　日本における固有のキリスト教の位置と必要は国全体で広く認知されてい
ます。ここで「固有のキリスト教」と言うとき、それはキリスト教の基礎的
な事実と基本的真理に対する日本の教会の自発的な精神的反応を表す形で、
宗教的に必要なことの自国的表現を許すキリスト教を意味しています。日本
人が神の国に欠かせないものとなるための乗り物にキリスト教がなろうとす
るならば、スタンレー・ジョーンズを引用すると「日本の道を行くキリス
ト」とキリストの道、すなわち天の父なる神に近づくために認められた道が
必要なのです。
　現代の日本ではすべてのことがこの見解の正しさを指し示しています。キ
リスト教が西洋のものであり、新しい愛国主義とは相いれず、それゆえ帝国
の倫理的および宗教的衝動に真の表現を与えることはできないと感じられる
ことがなければ、キリスト教の影響は途方もなく増大するでしょう。
　このような誤解や誤認を訂正する方法は 1 つしかありません。それはすな
わちキリスト教の真理と伝統に完全に精通した強く有能な日本人指導者を教
育して作り上げることです。そして好意的な協力と財政的支援を通して、彼
らがキリスト教を自国の人々にその精神的な必要と文化に従って解釈して伝
えられるようにすることです。
　このようにするためには、西洋の聖公会は過去にしたよりもはるかに大き
な犠牲を払わなければなりません。私たち西洋人がキリスト教を日本帝国の
礎石にしようと思うならば、主がお選びになった道具である日本人のキリス
ト教指導者を通して、私たち自身と私たちの富を、キリストが求める日本人
の忠誠の理解に従属させなければなりません。それは私たち自身と私たちの
神のための手段を再び聖別して、主がその目的を主自身の方法で私たち自身
とは別の道具によって、私たちに天のビジョンを与えたのとは別の方法で達
成できるようにすることです。それは私たち自身の方法、すなわち聖ペテロ
がヨッパで見たビジョンを私たち 1 人 1 人が経験する至福直観に対する反応
とそれに近づく道を永続させて、変えずに手渡すよりもはるかに困難な犠牲
です。
　以下に現在日本聖公会が直面している機会と必要なことの具体的な例を挙
げます。
　1．この固有のキリスト教を迅速にするためのより多くの伝道スタッフ。
例えば北東京〔伝道〕教区は、司祭、女性宣教師の教師と伝道者、宣教医を
必要としています。
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　2．最良の日本人の若者（現在はより資金が豊かで十分整備された大学に
通っている）を引き付ける、より強力で整備されたキリスト教大学。彼ら
を、キリストとそのメッセージを日本人に伝えることができる十分な能力を
備えた強力なキリスト教指導者に教育的、精神的に育て上げること。
　3．日本聖公会の 50 周年記念を準備するために過去 2 年間に払った伝道
努力の成果と発展。50 周年記念式典によって作られたキリスト教の宣伝の
ための機会を保全して、明確な前進運動を開始すべきです。
　4．どのキリスト教教派によっても福音が説かれていない人口 5,000 ない
し 20,000 人の多くの村や町で農村伝道が緊急に必要です。幸手と桐生で聖
公会は小さく貧弱な建物しか持っていませんが、ここから近郊の市町村に進
出する小さなスタートが切られました。幸手に近い古河には 1 つの大きい日
曜学校と 18 の施設があり、別の日曜学校はあるキリスト教徒が所有してい
る大きい農家に入っています。このほかに周辺地区で定期的に礼拝を行う 8
件の機会が、必要な資金を待っている状態です。下館の近くにも類似の状況
があります。桐生から近い伊勢崎には 5 人の受聖餐者と関心がある多くの町
の住民と 1 人の伝道師が事業を始めたいと強く願っていますが、神が授けた
この機会に資金を提供する手段を欠いています。その近辺では他の 5 つの村
が福音を待ち侘びていますが、目下のところそれに応えるキリスト教団体は
ありません。
　女化ではニューイングランド主教その他の友人の寄付により、農村伝道の
興味深い発展が可能になりました。農地を購入して集団で農作業を行ってい
ます。学校を建てて夜間授業を行い、農村伝道の集会を年に 4 回開催してい
ます。ここには小さい教会が 20 年以上ありました。それは農民たちから提
供された土地の畑のなかに建てられたもので、すべての費用は農民自身が負
担しました。4 年前に常駐伝道師（現在は執事）が派遣され、月に 2 度非常
に熱意のある司祭が訪れています。これらのキリスト教徒は畑に出る前に、
礼拝をして彼らの農具と労働に神の祝福を受けることを習慣としています。
彼らは新しい農地で集団労働をすることによって、神の祝福により近隣に福
音を広めるための資金を実現することを期待しているのです。若い執事とそ
の妻と 2 人の子どもはまともな牧師館を必要としています。彼らがいま住ん
でいる家は低地に立っており、大雨が降ると水に囲まれ、地面から 1 フィー
トほどの高さしかありません。それは農家の廃屋で、月 2 ドルの家賃で借り
られる唯一の場所でした。



－452－

　5．日本で聖公会の事業が過去 3 年間緊急スケジュールの下で運営されて
きた結果、ミッションの物質的な骨組みは非常に劣化しており、個々の必要
を枚挙することはできないほどです。しかし日本聖公会がキリストの証人と
して第 2 の半世紀に進もうというとき、その非常に現実的な機会に応えよう
とするならば、どこでも牧師館、教会、その他の建物が絶対に必要です。

　8,000 の機会
C・ガートルード・ヘイウッド

立教高等女学校

　現在日本聖公会は教育事業のなかで 8,000 以上の機会に対面しています。
これは聖公会と関係のあるすべての段階の学校に通う学生のおおよその数で
す。これらの施設に対して開かれた施設としての機会もあります。すなわち
教育的に高い基準を立てること、非の打ちどころのない道徳的基準を維持す
ること、キリスト教の福音の精神的な光を広めること。聖公会は長年にわた
りこれらの機会に直面してきましたが、それらの機会にどのように応えたか
はここでは語れません。この事業において本国の聖公会が大きな役割を果た
しました。おそらく最初に思い浮かぶのは資金的な援助でしょう。それは貴
重でしたが、それよりはるかに貴重だったのは人的な援助です。これには宣
教師だけでなく、訓練のために外国に派遣された日本人も含みます。幹部、
教授、教師、教役者が供給され、また本国の聖公会によって訓練されてきま
した。
　これらの機会に応えるために将来何が必要とされるでしょうか ?　物的装
備では、現在外国から財政援助を受けているすべての機関の目標は、徐々に
援助を放棄しなければなりません。「外国組織によって責任が放棄されるの
につれて、聖公会はそれらの責任を引き受けなければならない。＊」人材面
では、聖公会は教育分野でよく訓練された能力の高い男女を必要としていま
す。西洋人はもはや必要ないかは、よく討議される問題で、日本人と外国人
がそれぞれの立場で主張しています。ほぼ全員が一致しているのは、指導者
の立場は日本人によって占められるべきだということです。「…すべての学
校は明確で積極的な日本人キリスト教徒の指導下に置くように努力すべきで

　　　　　
 ＊『ジャパン・クリスチャン・クウォータリー』1937 年冬号
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ある。＊」しかしながら西洋人が貴重な貢献をすることができる分野もあり
ます。西洋人は学校を教育的に高い水準に保つのを助けることができます。
機関の高い道徳的基準を維持するのを助けることができ、そして何よりも具
体的な宗教的事業を支援することができます。
　これらの機関や学生を通して聖公会に与えられた機会の重要性は、宗教の
ない教育は適切ではなく、さらには危険であるという政府当局の認識がます
ます高まっていることによって強調されています。「1899 年文部省は悪名高
い訓令第 12 号を出しました。」これは政府の規制下にあるすべての学校で

「宗教教育または宗教的儀式の実施すること」を禁止しました。「教育者は宗
教に対して無関心になったばかりでなく、宗教を嫌悪し、実際の教育にとっ
て危険とみなすようになりました。」これに対する反動が 1913 年に始まり、

「1924年に政府は思想教育の問題について討議するために3つの宗教（神道、
仏教、キリスト教）の代表を会議に招請しました。」1936 年、基督教教育同
盟会の会議で発言した文部省の代表は、「生徒の宗教的育成の重要性を強調
したのみならず、学校が彼らを明確な宗教的信仰に導くことを奨励しまし
た。＊」
　確かに政府の非宗教的な、さらには反宗教的な役人がこの国の若者を宗教
的信仰に導くことの必要を理解できたならば、聖公会がこの大きな機会に対
して盲目であることはできません。この機会に応えるために聖公会は、人種
や国籍を問わず多数の男女を必要としています。「ギリシャ人でもユダヤ人
でもなく」、日本人でも西洋人でもなく神の王国の男女を、その信仰が灰の
山ではなく、くすぶる燃え残りでもなく、学校に通う若者の心のなかに同じ
信仰の火を付ける燃える炎である男女を。

緊急の社会問題
J・ケネス・モリス師

京都復活教会

　日本聖公会がますます固有のものとなるに連れて、聖公会がより果敢な姿
勢を取り、政治的、社会的および経済的問題に関して積極的な政策を講じる
機会が生まれています。

　　　　　
 ＊「宗教教育」の一連の記事から引用して翻訳
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　既に個々の教会は地域の社会問題と取り組む素晴らしい機会を持っていま
す。例えば日本では公衆衛生に対する関心が非常に高く、聖公会はここで小
規模でも効率的な公衆衛生拠点を運営することで非常に建設的な貢献を果た
すことができます。これに必要なものといえば、無償で奉仕する親身な医師
と、雇用されたキリスト教徒の保健婦、50 ドルの装備がすべてです。教会
内には古いタイプのバイブルウーマンに対するニーズや場所はほとんどあり
ません。訓練された看護婦は聖公会と地域社会のためにはるかに多くのこと
ができます。
　農村事業での聖公会の弱点はパイオニアがいない点です。例外は女化の事
業です（312 頁参照）。農民とその問題に適切に取り組み、あるいは日々の
社会的・経済的生活のなかで農民と接触する地域拠点を提供する農村事業が
日本聖公会内にあるのを私は知りません。農村事業を発展させるには、訓練
を受け財政的支援を有する宣教師が大いに必要とされています。おそらくこ
れは日本における聖公会の事業の最大の弱点です。
　都市の教会では社会事業は非常に限られています。都市伝道事業、つまり
企業グループや監獄や市民病院における事業はないに等しい状態です。伝道
事業は一般に幼稚園に集中していますが、もちろんこれが社会事業になるこ
とほとんどありません。貧しい人々のための幼稚園は稀です。その典型的な
姿勢が、そうした問題やかかわりのある人々と取り組もうとしない、認可区
域に対する京都市の教会の姿勢に反映されています。総じて日本聖公会は社
会的・経済的問題に対して無関心で、指導者はこれに取り組むための訓練と
勇気を欠いています。聖公会の最も戦略的な拠点である神学校が、近いうち
に現代日本の問題と有効に取り組める人間を生み出すことが期待されます。
　幾つかの統計を引用すると、日本聖公会にはほぼ 2,000 人の園児が在籍す
る 57 の幼稚園、幾つかの託児所、1 つの大規模な孤児院、幾つかの救護所、
診療所および病院があります。草津と熊本におけるハンセン病患者のための
事業や、東京の聖路加国際病院が行っている奉仕を称賛するには、最大限の
賛辞も十分ではありません。聖路加病院は昨年 300,000 人以上治療しまし
た。人間の苦しみを軽減しようとする聖公会宣教師の運動のこれら傑出した
業績を、聖公会は当然誇ることができます。このほかに組織的な事業を行う
のであれば、結核の分野ほど必要度が高いものはありません。カナダ聖公会
は小さいサナトリウム（注 1）を支援しましたが、これ以外にもっと必要で
す。京都では復活教会が結核診療所とサナトリウムに対して計画を持ってお
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り、まもなくこのプロジェクトに対する資金を調達できることが期待されて
います。日本では結核はアメリカの 3 倍蔓延していると言われます。労働者
階級の間では 3 人に 1 人が罹患していると推定されています。
　人員と資金があれば、聖公会が日本で社会福祉の方向でできることは本当
に限りありません。政府官僚や福祉財団の側では心からの協力を待ち望んで
います。日本国民、とりわけ政府官僚はキリスト教宣教師の運動が自分たち
の国のためにしてくれたことに感謝しています。キリスト教宣教師の運動以
上にアメリカと日本の間の平和を保証するものはありません。アメリカのキ
リスト教徒はこれまで毎年何百万ドルも日本に送ってきましたが、これから
も日本国民に対する愛と尊敬の表現として、そして私たちの最も貴重な遺
産、すなわちキリスト教の信仰を彼らと共有するために送り続けるでしょ
う。
　日本人はこのことを、そしてまたそれを促す精神に感謝しています。たと
え太平洋の両側の軍事的プロパガンダが行われていても、私は日本に 12 年
間過ごした後で、アメリカにとって日本国民以上に良い友人はいないと信じ
ています。真のキリストの精神で日本に奉仕に行く者は温かく迎えられるで
しょう。そしてこの国でキリスト教の事業を前進させる者は、偉大な国民が
国家と社会と経済の問題を解決するのを助けた喜びと満足感で、その贈物を
100 倍にして返されるでしょう。

前途に大きな機会
神学博士 N・H・ノーマン・ビンステッド主教

東北主教

　日本聖公会の創立 50 周年を迎えた今年、キリスト教は迫害と誤解の時代
を過ぎ、政府と国民の偏見を乗り越え、帝国のすべての階層の人々の尊敬と
称賛を集め、政府官僚と一般庶民の心のなかで、2 つの古来のライバルであ
る神道と仏教と同様、帝国の三大宗教の 1 つとしての地位を占めて、最大の
機会の入り口に立っています。
　数百の準自給教会における事業は、すぐ近隣の地域にとってだけでなく郊
外の農村地域にとっても、精神的活動の真の中心になるまで、より強力に推
し進められなければなりません。毎年キリスト教徒が小さな町や村から人口
密集地域に流出しているので、これは時間のかかる困難な任務です。この場
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合、これらの地域にある教会も地域社会の社会生活や市民生活にしっかり溶
け込んで、現在よりはるかに広い範囲でその影響が感じられるようにしなけ
ればなりません。これは教会の数と名声が増すにつれて、そして会員のキリ
スト教的生活の影響が周囲に感じられるにつれて、徐々に達成される以外に
ありません。
　農村の地域社会と何万という沿岸漁村が、日本聖公会が農村伝道の賢明で
包括的なプログラムを実施できるようになるまで、キリストとその教会に注
意を求めなければなりません。しかし、それまでの間も、農村伝道の実演と
訓練のための拠点が開かれ、それらの事業が自給できるようになるまで本国
の聖公会によって支援されなければなりません。この方向で磯山におけるよ
うに貴重な試みが開始されました（『スピリット・オブ・ミッションズ』
1936 年 5 月号 201 頁および 1937 年 5 月号 239 頁参照）。
　日本における宣教師部隊はいま神の国を建設するため、現地人教会と協力
し、また現地人教会を通して働いています。しかし現地人教会の資産―決
して帝国の富と混同されてはなりません―は、本国聖公会の資産と比べた
ら依然としてちっぽけなものであり、達成されるべき任務とも釣り合ってい
ません。しかしながらそれらは、おそらくキリスト教世界のいかなる国にも
例を見ない自己犠牲の精神を表しています。既に得られた利益を保持し、事
業を神の栄光と民の救済が求める活力で推し進めるべきであるならば、引き
続き本国聖公会の寛大な支援と協力が不可欠です。
　 「初めに苗、次に穂、次に穂の中に豊かな実を生ずる。」これはキリスト
によって述べられた発展の法則です。賢い農夫は穂の中に豊かな実が現れる
のを見るまでその努力を緩めることがないように、キリストの模倣者である
私たちも、日本聖公会の一生におけるこの決定的な時期、すなわち公会の現
地支部の創設に命を捧げた献身的な男女の至高の努力が輝かしい実りの兆候
を見せはじめているときに、私たちの努力を弱めてはなりません。

　 「日本聖公会 50 周年に対して可能な限りのスペースを与えた今月号から
省かれた―本を読む、「なぜミッションか」、「協力する働き手」―といった
定期記事は、いつものように 8 月号に登場する。」
�

注記：（写真解説の訳文）
・�子どもを慈しむ聖公会。大阪の聖バルナバ病院小児科、東京の聖路加病院、
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125	 1937年 7月号　日本聖公会の50年。日本聖公会は1859年に最初の宣
教師が事業を開始して以来の福音の進展を振り返り、完全に自給でき
る日を待ち望んでいる。317-320頁。

	 訳出　317頁～320頁〔全文〕。

柳原貞次郎師
大阪聖ヨハネ教会牧師

　今年、日本聖公会（日本における聖公会）は独自の法憲に基づいて運営さ
れる団体として創設されて 50 周年を迎えますが、チャニング・ムーア・
ウィリアムズが初めて長崎に上陸してから 78 年経ちました。当時長崎は旧
体制下の日本で海外に開かれた唯一の港であり、「何人も邪悪な宗教たるキ
リスト教を信ずることを禁ず」という高札が至るところに見られました。こ
れに違反すると死刑に処せられました。78 年を経た現在、日本聖公会は活
発なキリスト教徒が 27,871 人、在籍者数は計 43,490 人います。日本にある
すべての教派を合わせるとキリスト教徒の数は 304,694 人です。
　日本聖公会の歴史は大きく 3 つの時期に分かれますが、それぞれ画期的な
出来事によって特徴づけられます。
　1．1859 年に最初の宣教師が着任したことによって特徴づけられる準備
期。
　2．1887 年に日本聖公会が設立されたことによって特徴づけられる現地人
教会の開始期。
　3．東京と大阪の 2 つの現地人教区の設立と、1923 年の 2 人の日本人主教

その他どこであれ最新の予防薬を使ってキリストの愛を伝える。
・�ミス・ヘレン・スカイルズ。聖光の家に近い地域社会で最初のキリスト教徒

の 1 人であるナカガワ夫人と。
・�立教高等女学校にて。日本における聖公会の学校は、8,000 人の生徒をもって

福音を広めるまたとない機会を提供している。
・�京都の平安高等女学校の 1937 年度卒業式。今日の日本における教育機会に応

えるために、聖公会は、学校に通う若者の心のなかに同じ信仰の火を付ける燃
えるような、炎の信仰を持つ神の国の男女を必要としている。

（注 1）新生病院。
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の按手によって特徴づけられる発展期。

準備期

　最初の 10 年間は、C・M・ウィリアムズが実際に日本における聖公会の
唯一の代表でした。というのはジョン・リギンズ師や他の最初期の宣教師は
長期間とどまらなかったからです。当時は政治的に激動の時代でした。
1868 年に旧日本の将軍に代わって天皇が復興しました。
　復古の後、1872 年から 1873 年にかけて極めて重要な出来事が起こりまし
た。それは「キリシタン禁制」の高札が全国で撤去されたことです。それま
で宣教師は公に伝道活動を行うことができませんでした。日本でキリスト教
が禁止されるに至った経緯をこの場で詳しく述べるのは相応しくありません
が、簡単に言えば次の通りです。16 世紀にローマ教会のフランシスコ・ザ
ビエルと他の宣教師が布教して大きな成功を収めました。その後、軍事独裁
者の秀吉と、その後継者の家康は、ポルトガル人が日本の内政に干渉するこ
とを恐れて、キリスト教を根絶することを決めました。これらの独裁者は嫉
妬した仏教の僧侶にけしかけられ、禁止令は 200 年以上にわたり、キリス
ト教徒を名乗る者は処刑されると宣告しました。
　チャニング・ムーア・ウィリアムズが日本に来てから 15 年後に「キリシ
タン禁制」の高札は撤去され、禁止はなくなりました。いうまでもなくキリ
スト教の事業は大きな弾みを受けましたが、これはアメリカとイギリスから
宣教師が続々とやって来たことに現れています。
　この準備期には、さまざまな宣教団体が互いに協力することなく独立に活
動しました。日本に宣教師を送った最初の非ローマ・カトリックである米国
聖公会に続いて、1869年に英国教会伝道協会〔CMS〕が教役者を送り込み、
高札が取り除かれると、英国教会福音宣教協会〔SPG〕が最初の代表者を派
遣しました。それから 10 年後に英国国教会はプール主教を送りましたが、
彼はわずか 10 か月滞在して帰国を余儀なくされました。その後任として
1886 年にエドワード・ビカステス主教が派遣されました。このとき、20 年
前に按手されたウィリアムズ主教は退任を考え始めていました。
これらの団体はそれぞれ幾つかの活動拠点を持っていました。宣教師たちは
改宗させるために懸命に働いたので、この時期の終わりには 4 つの主要な拠
点が大阪、東京、函館、熊本に誕生していました。1886 年当時は次のよう
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な状況でした。

東京	 6 教会	 474 会員
大阪	 7 教会	 431 会員
熊本	 4 教会	 235 会員
函館	 1 教会	 53 会員
	 　　　　	 　　　　　
　計	 20 教会	 1,193 会員

　この時期には学校も開かれました。1874 年にウィリアムズ主教は東京に
生徒 5 人で学校を始めました。それが現在の立教大学の始まりで、それから
63 年間日本の若者に奉仕した今日、立教大学は学生 1,477 人を擁し、東京六
大学の 1 つとなっています。卒業生の数は 2,224 人です。立教中学校は生徒
550 人、卒業生 3,039 人です。米国聖公会ミッションによって立教女学校と
平安女学校が開設され、さらに CMS の桃山中学校とプール女学校が開校
し、日本の若いキリスト教徒の女性の育成に顕著な貢献を果たしました。

開始期

　日本聖公会の歴史の第 2 期は、1887 年大阪の聖三一神学校で第 1 総会が
開催されたことに始まります。
　この年まで事業は完全に個々のミッション、すなわち米国聖公会ミッショ
ン、CMS および SPG の手で行われており、後にカナダ聖公会伝道協会の教
役者が加わりました。それ以前にもカナダ聖公会は英国ミッションの支援に
貢献していました。
　1886 年にイギリスとアメリカの宣教師は、日本の聖公会の総会について
考える会議に参加しました。この会議の後でウィリアムズ主教とビカステス
主教は、提案された法憲と法規のドラフトを作成しました。このドラフトは
第 1 回総会で承認されました。総会には 2 人の主教（イギリス人とアメリカ
人）、宣教師 18 人、日本人 52 人の計 72 人が出席しました。それから 2 年
後に日本国自体が近代的な憲法を制定し、宗教の自由が合法的に宣言されま
した。
　その後も総会を重ね、1935 年には第 18 回総会が行われましたが、その間
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に聖公会の組織は徐々に作られ完成していきました。
　最初の総会に出席した日本人の聖職者はたった 3 人で、それも全員執事で
した。1935 年の総会に出席したのは主教 10 人、そのうち日本人は 3 人、司
祭 197 人、執事 30 人のほか、伝道者 67 人、女性教役者 132 人で、彼らは
全国 254 の教会で働いています。
　第 1 回総会のときは 4 つの活動拠点があっただけで、教区組織はありませ
んでした。1894 年に北東京、南東京、京都、大阪、熊本、函館の各〔伝道〕
教区（注1）が作られました。1913年に中部〔伝道〕教区（注2）が作られ、
1920 年には東北〔伝道〕教区（注 3）が北東京から分離しました。
1922 年の統計は、次の通りです。

受洗者（登録）	 30,058 人
受洗者（現役）	 20,238 人
寄付金総額	 181,790.03 円

　この時期に祈祷書と聖歌集の日本語訳が出ました。早くも 1878 年には 3
協会から派遣された 15 人の宣教師が、ウィリアムズ主教と香港のバードン
主教の主導で会議を開き、「聖餐式」、「洗礼式」、「堅信礼」および「公会問
答」を翻訳するための委員会を設立しました。これまでに翻訳されていたの
は「早祷」、「晩祷」、「嘆願」だけでした。最終的に祈祷書の翻訳が完成して
出版されたのは 1883 年でした。しかしイギリスとアメリカ双方の祈祷書の
特徴を組み入れて最終的に公認された本が出されるまで、多くの議論が重ね
られました。特に 1891 年の総会はこの問題に多くの時間と労力を傾け、そ
の努力の成果としてついに 1895 年公認本が刊行されました。これは 1915
年に改訂され、今もこの本がすべての意図と目的に使われています。
　この頃（1901 年）、日本聖公会の統一された公認聖歌集が初めて発行され
ました。それまでは私的な聖歌やいろいろな聖歌を集めたものが使われてい
ました。この聖歌集は 1922 年に改訂されて現在の「古今聖歌集」になりま
した。
　第 1 回総会は母国の日本人を改宗させるための伝道協会を発足させまし
た。この事業はまもなく拡大されて台湾と満州に住む日本人を含みました。
この事業のために毎年、女性伝道補助会が集めた 3,000 円に加えて約 10,000
円が費やされています（335 頁参照）。
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　自国聖公会による支援はすぐに注目を集め、この目的のために基金が創設
されました。
　1911 年までは按手候補者の養成は複数のミッションがばらばらに行って
いましたが、この年これらの養成学校が合併して池袋の聖公会神学院が作ら
れました。必要な資金はパン・アングリカン会議から贈られました。神学院
には現在 27 人の学生が在籍し、存命卒業生は 152 人で、そのほとんどが積
極的に聖務を果たしています。

発展期

　1923 年 5 月に東京で開催された第 14 回総会で東京教区と大阪教区が設立
され、日本人が主教に選出されました。東京教区はアメリカ人主教を持つ北
東京教区〔地方部〕とイギリス人が指導している南東京教区〔地方部〕から
分離し、大阪教区はイギリス人主教を持つ大阪教区〔地方部〕とアメリカ人
主教を持つ京都教区〔地方部〕から分離しました。最初の大阪教区〔地方
部〕の残余は神戸教区〔地方部〕と名前を変えて、引き続きイギリス人の指
導下に置かれました。
　1923年12月、アメリカとイギリスの2つの母国聖公会を代表する主教が、
東京は元田〔作之進〕師、大阪は名出〔保太郎〕師の 2 人の日本人被選主教
を按手しました。それに先立つ 9 月、関東大震災が起こり、火災が聖公会を
含む一切のものを壊滅しました。この突然の後退にもかかわらず、新しい東
京教区の計画は予定通り進んだのです。
　震災の廃墟から東京教区を建設することは途方もない仕事でした。そのこ
とが、元田主教が 1928 年に早すぎた死を迎えた一因となったのは疑いあり
ません。彼の後任は、松井〔米太郎〕師になり、現在の教区主教です。
　以下に出来事の現在の傾向を示す事実と数字を掲げます。
　1．1923 年には東京教区と大阪教区の活発なキリスト教徒の総数は 6,489
人でした。その数は1935年までに9,632人に増えました。日本人のリーダー
シップの下で12年間に48パーセント増加したのです。他の8教区〔地方部〕
の活発なキリスト教徒は 1923 年の 13,737 人から 18,239 人と 33 パーセント
増加しました。
　これらの数字が示すのは次の 2 つのことです。第 1 に、聖公会の前進は大
都市の方が急速であること。第 2 に、日本人主教を持つことにより一層の努
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力が発揮されたようにみえること。
　2．聖公会の事業に対するキリスト教徒の寄付は、次の通りでした。

	 東京・大阪教区	 その他の教区〔地方部〕
1923 年	 66,536.16 円　	 100,773.59 円 　　
1935 年	 76,252.81 円　	 121,130.69 円 　　

　これによると独立した日本人教区の場合は 15 パーセントの増加に対し、
その他の教区〔地方部〕では 20 パーセントの増加となっています。その意
味するところは、日本人が指導する 2 つの教区は、自給を達成するために特
別の努力を払ったためにその資金力を使い尽くし、したがって以来寄付金の
伸びはむしろ小さいということのようです。他方、一部古い教会の財政的困
難と日本人の自給に向けた一貫した教育のために、外国から援助を受けてい
る教区〔地方部〕では、寄付金の伸びは比較的大きくなっています。
�

注記：（写真解説の訳文）
・�日本聖公会主教会のアメリカ人メンバー。C・S・ ライフスナイダー主教
（左）、は 1935 年から北東京〔地方部〕主教。先立つ 10 年は補佐主教であった。
したがってアメリカ人グループの首席。ノーマン・H・ビンステッドは 1928
年に初代の東北〔地方部〕 主教になった。 シャーリー・H・ ニコルズ主教

（右）は 1926 年に京都〔地方部〕主教に聖別された。
・�日本聖公会主教会のイギリス人メンバー。日本における首席主教はサミュエ

ル・ヘーズレット主教（306 頁参照）。彼のイギリス人の同僚は、1935 年に九
州〔地方部〕主教に聖別された J・C・マン主教（左）。バジル・シンプソン主
教（中）は 1925 年から神戸〔地方部〕主教。ゴードン・ウォルシュ主教（右）
は 1927 年から北海〔地方部〕道主教である。

・�日本聖公会主教会の日本人メンバー。 パウロ佐々木〔鎮次〕 主教（左） は
1935 年から中部〔地方部〕主教で、カナダ聖公会が責任を持つ教区〔地方部〕
のトップである。ヨハネ名出〔保太郎〕主教（中）は 1923 年から大阪〔教区〕
主教で、日本人主教の首席である。ペテロ松井〔米太郎〕主教（右）は 1928
年に聖別された、第 2 代東京〔教区〕主教である。

（注 1） 外国ミッション側からは「伝道教区」 であるが、 日本聖公会としては
「地方部」。
（注 2）中部地方部。英国教会系の南東京地方部から分離。
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（注 3）東北地方部。米国聖公会系の北東京地方部から分離。
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126　1937/7  Sanctuary; Nippon Sei Ko Kwai.
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126	 1937年 7月号　聖域。日本聖公会。334頁。
	 訳出　334頁〔全文〕。

　 「世界の現状に満足している者は誰もいません。私たちはみなより良い
世界が来ることを望んでいます。しかしより良い世界をもたらすためには、
世界中の 1 人 1 人が我が主イエス・キリストの精神に満たされ、世界を神に
捧げる決意をしなければなりません。」―高松孝治

感謝の祈り
　この教会に対する、とりわけ 50 年前に設立されたときの神の導きに、そ
して長年にわたる一貫した助けに感謝します。教会における自給と自治の精
神が増加していることの明らかな証しに感謝します。農村地区が福音のメッ
セージに対して開かれることに感謝します。
　3 つのアメリカ人〔伝道〕教区において：北東京〔伝道〕教区は、聖路加
国際病院の礼拝堂の落成と、既にここで受洗および堅信を受けた多数の人々
の献身に感謝します。
　京都〔伝道〕教区は、故郷の村の伝道者のすべての費用を負担している一
信徒の関心と寛大さに、平安高等女学校における人格陶冶の実績に対して非
キリスト教徒の間でさえ下されている明白な評価に、聖バルナバ病院の現ス
タッフの技能と献身に、そして託児所と復活教会における社会事業に対する
地元の非キリスト教徒からの支援の増加に感謝します。
　東北〔伝道〕教区は、特に磯山を初めとする農村事業のための多くの機会
で前進したことに対して感謝します。

とりなしの祈り
　聖公会のミッションに対するすべての物資的支援が速やかに喜んで提供さ
れますように。必要な所に新しい教会が建てられますように。
　外国人スタッフの空席が埋められ、わけても聖路加国際病院のために病院
長が見つかり、それによって現在病院長代理を務めている東北〔伝道〕教区
主教が自らの教区に戻れますように。
　現在この国で多くの人々が感じている精神的必要の深い感覚が、全面的に
主イエス・キリストの弟子となることによって完全に成就されますように。
　聖公会の教えの内容とその牧会の精神が、それを聞く人々の心を国家のあ
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らゆる境界を越えて万人の救い主である主の明らかな現前にもたらされます
ように。

　神の栄光の明るさそのもの、神の人としての明らかな像よ、汝の光の明る
い光線を神に至る道を探し求めている人々の上に注ぎたまえ。彼らが汝、人
の子を見出し、汝に従って永遠の命の光に到達することを認めたまえ。神聖
な御名の栄光のために。アーメン
�

注記：SM 誌 1937 年 8 月号によると、ジェームズ・チャッペル夫妻とミス・C・
G・ヘイウッドは、定期休暇で、1937 年 6 月 29 日に「ヘイアン丸」で横浜を出
航した（390 頁）。
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127　1937/9  Brotherhood of St. Andrew.
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127	 1937年 9月号　聖徒アンデレ同胞会。462-463頁。
	 訳出　462頁右 21行目～右下 6行目まで。

レオン・C・パーマー、総主事
ペンシルヴェニア州フィラデルフィア、南 19 番街 202

　間近に迫っている同胞会全国大会のドラマチックな目玉は、〔1937 年〕10
月 5 日火曜夜の閉会式だろう。同胞会が活躍している 15 の外国と宣教地か
らこの国の同胞会に挨拶が送られてくる。同胞会は合衆国のほかに、カナ
ダ、イギリス、オーストラリア、ニュージーランド、ジャマイカ、キュー
バ、メキシコ、パナマ運河地帯、フィリピン諸島、リベリア、日本、中国に
全国組織か地方組織を持っている。サウスダコタではスー族インディアンの
間でも非常に効果的な活動を行っている。
　立教大学のポール・ラッシュが、世界任務の召命について語る予定であ
る。彼は日本の同胞会によってなされている注目すべき進展と、キリスト教
5 か年計画に表された彼らの野心的な目標について述べる。
�

注記：SM 誌 1937 年 9 月号によると、シャーリー・H・ニコルズ主教夫妻は、定
期休暇と米国聖公会総会出席のため、1937 年 7 月 15 日に「ジェネラル・リー」
号で神戸を出航し、7 月 31 日にサンフランシスコに到着した（454 頁）。
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128　1937/10  Japanese Church Thanks Church in America.
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128	 1937年 10月号　日本聖公会が米国聖公会に感謝。474頁。
	 訳出　474頁枠内〔全文〕。

　アングリカン・コミュニオンの自立的な支部として設立されて 50 周年を
迎え〔1937 年〕4 月 28 日から 30 日まで記念式典（6 月号参照）を行った日
本聖公会を代表して、私があなたがたに日本における聖公会の形成と設立を
可能にした多年にわたる支援と協力に対する心からの感謝の念を伝えること
になりました。米国聖公会が日本聖公会の成長と強化のために常に示した愛
情溢れる配慮、アメリカから来て日本に住み、私たちと試練を分かち合った
素晴らしい男女、そして隆盛の時も困難な時も決して絶えることのなかった
物的支援は、軽々しく口にできるものではなく、十分に感謝しきれるもので
もありません。それらはキリストの精神の目に見える印であり、それは万人
が 1 つの家族になる神の国の意味を言葉よりも雄弁に私たちに教えます。
　日本聖公会はまた、その 50 周年記念に送られた多くの善意のメッセージ
に、とりわけ私たちと非常につながりの深いタッカー主教と S・山崎師の派
遣および聖ヨハネ修士会グランヴィル・ウィリアムズ師の出席にも感謝しま
す。
　私たちは、あなたがたがして下さったすべてのことに感謝する方法をさが
そうとしても無意味だということを知っています。しかし私たちの気持のさ
さやかな印として、50 周年記念祝賀会で集めた献金を、今日の聖公会がこ
のように力強い成長を遂げるまで尽力した伝道協会の間で分けることに決定
しました。
　神の慈悲深い手により、あなたがたはキリストの福音のメッセージを私た
ちに伝えるよう鼓舞されました。私たちの心は感謝の念で震える一方、私た
ちはキリストのための冒険に満ちる歳月が到来することを期待するほど強
く、そしてキリストの王国が「海をおおう水のように」世界中に広がるまで
ますます強くならねばならないと念じています。
ペテロ・大藤鋳三郎、日本聖公会 50 周年記念式典中央委員会議長。
�

注記：SM 誌 1937 年 10 月号によると、 新任のミス・ エリザベス・ ロジャーズ
（Elizabeth Rogers）は、1937 年 9 月 10 日に「タツタ丸」でサンフランシスコか
ら出航した。ミス・E・W・ガーディナーは、定期休暇のため 1937 年 8 月 16 日
に「ジェネラル・リー」号で横浜から出航し、9 月 1 日にサンフランシスコに到
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着した。東北地方部主教 N・S・ビンステッド夫妻は、定期休暇と総会出席のた
め、1937 年 9 月 15 日に横浜から「アサマ」丸で出航した（504 頁）。彼らは 1937
年 12 月 15 日にニューヨークから「クイーン・メアリー」号で英国に出航した

（SM 誌 1938 年 1 月号、36 頁）。
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129　1937/11  Missionary Spirit Permeates Convention; Unified determination 
to support and advance the Churchʼs Mission marks Cincinnati 
gathering. Bishop Tucker named Presiding Bishop.
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129	 1937 年 11 月号　伝道精神が米国聖公会総会に浸透する。聖公会の
ミッションを支援および推進することへの一致した決意が〔米国聖公
会〕シンシナティ総会を際立たせた。タッカー主教が総裁主教に任命
される。519-521頁。

	 訳出　519頁 1行目～521頁左下 9行目まで。

　総会前夜、ペリー主教は聖公会への挨拶で我々に次のことを思い起こさせ
た。「すべてのキリスト教会議はエルサレムの第 1 回から今日に至るまで伝
道を目的としていました。…それらすべての目標はキリストのために世界を
勝ち取ることです。」先月シンシナティで開催された総会はこの目的を見事
なまでに実現した。1916 年と 1919 年の記憶に残る総会以来、今回のシンシ
ナティ会議ほど伝道の課題にこれほど勇敢に向き合い、今後 3 年間における
キリストの王国の前進のためにしっかり計画した総会はなかった。シンシナ
ティ大学の広い競技場で行われた壮麗な開会式から、キリスト教会で行われ
主教教書が朗読された非常に荘厳な閉会式まで、毎晩タフト講堂を活発な男
女の聖公会員で満員にした大集会、大入りの観客を 3 倍感動させた伝道劇、
数えきれないほどの伝道ティーパーティーやその他のミーティング、そして
主教会と代議員会の議決会議を通して、聖公会のミッションを推し進めるこ
とへの一致した決意が、近年ほとんど例を見ないほど鮮明になった。
　この成果の要となったのは、総裁主教を聖公会の伝道生活のリーダーとす
べく修正強化された法規の下で、ヴァージニア主教ヘンリー・セント・
ジョージ・タッカー師が総裁主教に選出されたことである。
　1934 年にアトランタ総会によって開始された、聖公会の国内生活の運営
管理に関する実験は、シンシナティで終了した。総裁主教を聖公会の三重の
使命における管理執行の能動的リーダーシップから分離する実験は放棄され
て、1934 年前に確立していた状況が、経験上望ましいと思われる一定の修
正を伴って再開された。総裁主教の身分に関する合同委員会と、全国協議会
の事業の評価に関する合同委員会によって勧告され、現在法規に盛り込まれ
た変更は、次の通り規定する。

　1．総裁主教は全国協議会の総理とする。
　2．総裁主教の任期は、年齢が 68 歳に達した後の総会に続く 1 月 1 日ま
でとする。
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　3．総裁主教は、総裁主教としての職務を全うできるようにその教区の運
営管理を調整するものとする。

　主教会によるタッカー主教の選出と、その直後に行われた代議員会による
全会一致の確認は、聖公会の伝道事業を強力に遂行しようという総会の決意
の固さを示すものである。1 月 1 日をもってペリー主教の後任として総裁主
教となるタッカー主教は、聖公会の伝道生活において長年注目を集めてきた
人物である。選出された直後に発表した声明のなかで、彼はキリストの命令
に従うこの大義を推し進めることが、彼の運営管理の唯一の目的であると述
べた。タッカー主教は、米国聖公会生活で多くの著名なリーダーを輩出して
きたヴァージニアの名門の出である。父親は長年南ヴァージニア主教を務め
たバーバリー・ダンドリッジ・タッカー師である。兄バーバリー・ダンド
リッジ・タッカー・ジュニア師は、リッチモンドの聖パウロ教会の牧師であ
る。他の 2 人の兄弟は中国の聖公会で奉仕しており、姉妹はニュージャー
ジー州モントクレアの聖ルカ教会の牧師ルーク・M・ホワイト師の妻である。
　被選総裁主教は 1874 年 7 月 16 日ヴァージニア州ワルソーで生まれた。
現在 63 歳なので 68 歳に達した後 1943 年の総会に続く 1 月 1 日まで 2 期務
めることになる。タッカー主教はヴァージニア大学の卒業生で、アレクサン
ドリアのヴァージニア神学校で学んだ後、1899 年に聖職に就いた。彼は直
ちに日本での奉仕を志願し、仙台と弘前に配属された後、1912 年に京都

〔伝道〕教区主教に選出されるまで立教大学の総理を 10 年務めた。世界大戦
中はアメリカ遠征軍の少佐で、シベリアで赤十字活動を行い、そこで民間難
民を担当した。1923 年、タッカー主教は彼の伝道管轄区を辞任して、合衆
国に帰国し、兄のバーバリー・ダンドリッジ・タッカー・ジュニア師の後任
としてヴァージニア神学校の神学教授となった。1926 年 5 月にヴァージニ
ア補佐主教に選出され、それから 1 年後にウィリアム・キャベル・ブラウン
主教の他界後、教区の主教となった。タッカー主教は長年全国協議会のメン
バーを務め、伝道および教育政策における奉仕で注目を集めてきた。昨年
春、日本聖公会の設立 50 周年の際には米国聖公会を代表して日本を訪れた

（『スピリット・オブ・ミッションズ』1937年7月号参照）。本号が出る頃は、
彼はシカゴで 1937 年のヘイル講演を日本における聖公会のテーマで行って
いるだろう。
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130　1938/2  The Sanctuary. It must be terribly difficult to be a missionary 
in Japan this year. ― A Letter from China.
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130	 1938 年 2月号　聖域。「今年日本で宣教師であることは恐ろしく困難
であるに違いない」―中国からの手紙。76頁。

	 訳出　76頁〔全文〕。

　日本にいる宣教師たちが完全に自由に書いたり話したりできない間、こと
によると彼らと私たち自身の間で寡黙の時を、語られない思考の仕切りを耐
えねばならなくなるかもしれませんが、そのような仕切りも私たちの祈りが
届く自由を妨げることはできません。今月は特に宣教師と日本の人々、合衆
国にいる日本人聖職者とミッションを思い出しましょう。
　日本聖公会の一部をなしている 3 つのアメリカ人伝道教区の主教は、ライ
フスナイダー主教（北東京、1924 年補佐主教、1935 年〔伝道〕教区主教）、
ニコルズ主教（京都、1926 年）、ビンステッド主教（東北、1928 年）です。
　その他の外国人聖職者のうち、北東京には全国協議会が任命した 3 人、
1894 年から日本にいるチャールズ・エヴァンズ師、立教大学のハロルド・
スパックマン、聖公会神学院のローレンス・ローズがいます。この伝道教区
には聖ヨハネ修士会のモース司祭とヴァイアル司祭もいます。京都には
ジェームズ・J・チャップマン（1899 年）、一時帰休後 2 月に戻るハバード・
ロイド、ケネス・モリスとレイノルズ・ショーがいます。大阪の名出〔保太
郎〕主教の下で働いているのは P・A・スミス（1912 年）です。東北には 3
人の若い聖職者、ウィリアム・ドレイパー（仙台）、ハンター・ルイス（郡
山）、フランク・モス・ジュニア（米沢）がおり、最後の 2 人は現在一時帰
休しています。
　この時期に特に共感を呼ぶのは日本人聖職者です。何人かは兵役で中国に
います。3 つの教区に 80 人が奉職しており、一部は長年奉仕しています。
日本人信徒の教役者、医師、看護婦、教師もたくさんいます。
　外国人信徒の立教大学教員は、カール・ブランスタッド、アーネスト・
フート、J・E・ファウラー、ダクラス・オーヴァートーン、ポール・ラッ
シュ、ウォーカー・スコットです。フランク・ジョーンズ医師は大阪の聖バ
ルナバ病院に務めています。
　マーベル・エリオット医師は聖路加国際病院で奉仕しています。聖路加国
際病院のその他のスタッフに、ルース・バーバー、エラ・フォーステル、
アーネスティン・ガーディナー、ジャネット・ハバード、クリスティーン・
ヌノ、オーガスタ・ピーターズ、ヘレン・ポンド、マーベル・シェー
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ファー、ヘレン・シップス、ミセス・デイヴィッド・セント・ジョン、サ
ラ・ホワイト、エリナー・ヘッケルマンがいます。アンナ・ヴァン・カーク
とマーベル・ホウルは大阪の聖バルナバ病院に勤務しています。ガートルー
ド・ウェリントンは東京、メアリー・ネトルトンは草津にいます。
　伝道教役者：ルイーサ・ボイド（川越）、エリザベス・ディクソン（奈
良）、女性執事ランソン（磯山）、ヘレン・スカイルズ（京都）、グラディー
ズ・スペンサー（青森）。
　教師：グラディーズ・グレイ、ドロシー・ヒトル、バーニス・ジャンセン

（以上仙台）、ガートルード・ヘイウッド、エドナ・マレー、エリザベス・ロ
ジャーズ（以上東京）、ソーラ・ジョンソン、ガートルード・サマーズ、ハ
リー・ウィリアムズ（以上京都）、マーガレット・ヘスター（奈良）、ネ
リー・マキム（栃木）。
　会計と主事：ヘレン・ボイル（仙台）、エディス・フート、ミセス・J・
M・オグレズビー（以上京都）、ルース・バーンサイド、ヘレン・レイド

（以上東京）。
　上に挙げた 1 人 1 人がそれぞれの専門職と聖公会の事業によって課される
責任に加えて、戦争によって決定された状況の重荷を背負っています。

　「主よ、わが神よ、人々の心のなかに天の平和をもたらしますよう、その
平和が破ることのできない契約において国々をも結び付けますよう、わが主
イエス・キリストを通してお導きください。アーメン」
�

注記：SM 誌 1938 年 3 月号によると、シャーリー・H・ニコルズ京都地方部主教
と、ミス・ヘイウッドとミス・アーネスティン・W・ガーディナー（Ernestine 
W. Gardiner）は、定期休暇後、1938 年 2 月 3 日にサンフランシスコから「タイ
ヨウ」丸で出航した（138 頁）。SM 誌 1938 年 3 月号によると、ニコルズ夫妻は
1938 年 2 月 23 日に神戸に到着、ヘイウッドとガーディナーも同日横浜に到着し
た。ポール・ラッシュは自費で米国訪問後、1938 年 3 月 4 日にシアトルから「氷
川丸」で出航し、横浜に 3 月 14 日に到着した（182 頁）。
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131　1938/10  Read a Book ― Former missionary in Japan, the Rev. A.W. 
Cooke, recommends Bishop Tuckerʼs recently published Hale 
Lectures on Church in Japan as of particular significance.
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131	 1938 年 10 月号　本を読め―元日本宣教師のA・W・クック師は、
タッカー主教の最近出版された『日本聖公会に関するヘイル講演集』
を特に重要な読み物として推薦する。367-368頁。

	 訳出　367頁 1行目～368頁上段〔全文〕。

　 「今月ゲストコメンテーターとして迎えるオハイオ州スプリングフィー
ルドのキリスト教会牧師 A・W・クック師は、約 20 年間日本で宣教師をし
ていた。この任期中に彼は若松で最初の宣教師、仙台の基督教会と盛岡の聖
パウロミッション（以上すべて現在の東北地方部）を担当する司祭、そして
三一神学校とその後継の聖公会神学院の教授を歴任した。東京で務めた期間
は、タッカー主教が東京の立教学院の総理であった時期と一部重なってい
る。著書に『結婚と離婚』（1908 年）と『サクラメントと社会』（1924 年）
がある。」

　この重大な時期にタッカー主教の『ヘイル講演集』＊ が出版されたことは、
非常に時宜にかない意義深いことと思われる。対立が私たちの共感を日本か
ら遠ざけ、必然的にキリスト教伝道活動の効果やその根拠に関して多くの疑
いを生じさせている最中、この日本における聖公会の事業に対する説得力の
ある「弁明」が現れたのである。
　これは誰にも読め、非常に得るところが多い本である。それは “夏休みの
読書” と呼ぶようなものではなく、たちまち読者の関心をとらえる。それは
日本の世俗と宗教の歴史の概要であると同時に、日出ずる国におけるキリス
ト教の拡大の過程をその導入から 1937 年まで説明したものである。それ以
上にこの本は、どちらかと言えば思いがけず、伝道方法の哲学を示してお
り、私たち自身のキリスト教の信仰と実践が国外に持ち出す価値があること
を証明するよう聖公会にあからさまに挑んでいるようにみえる。
　およそ 200 頁の本は分かりにくい詳細を最小限にとどめ、豊富な経験と
共感と確信から出た説明と解釈によって占められている。名前や日付は、最
も重要なものについてしか挙げられていない。明治天皇の名前やその教育勅
語すら言及されていないが、両者の影響は変遷と改革について物語るなかで

　　　　　
 ＊「H・セント・ジョージ・タッカー師による『日本における聖公会の歴史』（ニュー
ヨーク、スクリブナー、2 ドル）」
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明白になる。ブリンクリーやキャリーやマードックの歴史は見事に簡明に要
約され、インドと中国から日本に伝わった大乗仏教の発展は、それが日本人
の生活に及ぼす影響に関する議論を通して明らかにされる。
　日本人特有の国民性の基礎を武士道の影響に遡り、これはまた神道と外国
の哲学である儒教の結実である。
　第 3 章は帝国の世俗史の背景と、およそ 16 世紀半ばキリスト教の “最初
の” 導入から始まり “鎖国時代” まで扱う。このように話題中心に扱われて
いるためにときに年代記的な連続性が途切れることがあるが、1859 年キリ
スト教の再導入（第 4 章）から物語は連続している。いくつかのプロテスタ
ント系ミッションの開始についても簡単に述べられているが、ここでの主要
な関心は聖公会の先駆的活動と 1887 年日本聖公会の最終的な組織化にある

（第 6 章）。残りの章の 2 つは現地人教会の成長と発展に当てられ、最後の章
は、日本聖公会が公会の精神的に自立した支部の身分に到達した後であって
も、私たちの精神的な子孫との協力に対する私たちの義務と継続的な責任を
規定している。
　この本の目的と全体的な構成はいくつかの引用文から把握されよう。

　日本聖公会は 19 世紀に行われた伝道活動の復活の成果の 1 つです。
この復活の重要性の理解が可能なのは、ヨーロッパのキリスト教国家
の拡張のプロセスと関係づけてみることによってのみ可能です。…こ
れらのキリスト教国家は 19 世紀末までにヨーロッパ文明の影響を非キ
リスト教世界の隅々まで拡張しました（2 頁）。…障害が取り払われて
新しい影響が流入しはじめたとき、驚くべき変化が起こり、日本国民
に福音を宣告する時が熟したことが明らかとなりました。この「福音
の準備」の性質を正しく理解するためには、神が用意した日本のキリ
スト教前史を概観しておかなければなりません（3 頁）。…日本のよう
に深く根を下ろした精神的、道徳的および文化的な性格を持った国の
キリスト教化においては、3 つの段階を区別することができます。第 1
段階では事業はほとんどが外部からのミッションによって実施され、
支援され、コントロールされます。…この本の目的は、第 1 段階の歴
史的概略を与え、その 2 つの目的がどの程度達成されたかを示すこと
でした（192-3 頁）。
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　17 世紀に国民のおよそ 10 人に 1 人が改宗した後でキリスト教が抑圧され
たことは、ひとえに政治的理由によるものであった。しかしこれは

　全国的ではありませんが不寛容な人々の間にキリスト教に対する根
深い嫌悪感を植え付け、それは固定した国民性として 2 世紀以上にわ
たって存続しました（49 頁）。
　最初の宣教師たちが見せた抑制、確かに機会が訪れたと感じられる
まで待とうとする彼らの姿勢は、非常に困難な時期を大きな衝突もな
く乗り越えることを可能にしただけでなく、キリスト教に対する日本
人の疑念を和らげさせた非常に現実的な要因でもありました（99 頁）。

　著者自身が 1903 年から 1912 年まで立教学院の総理であり、排外的風潮
の強い困難な時期に大学部が組織された事実は、特徴的に軽く扱われている

（149 頁、151 頁）。
　日本は西洋からすべての完璧な破壊機械を借り受けたが、それらを冷酷に
使用することを抑制できる精神は身に付けなかったという重要な事実を指摘
したのはパール・バックだったと思う。そしてタッカー主教は、西洋の影響
は日本が既に持っていた宗教的信仰さえも危うく破壊するところだったと考
える。彼は述べる；

　もしキリスト教会の側の積極的な努力がなかったなら、西洋との接
触によって日本に生み出された効果は、有益であるよりむしろ破壊的
なものとなったでしょう（70 頁）。…
　しかしながらキリスト教に対する道徳的敬意は世界大戦によって深
刻な打撃を受けました。これはすぐには現われませんでしたが、過去
15 年間にキリスト教の大義が予想したほど進展しなかったとすれば、
その原因は少なくとも一部は世界大戦後にキリスト教文明に対して日
本人が感じる尊敬心が減少したことにあるでしょう（168-9 頁）。…し
かしながら伝道の努力はいささかも減速しなかったという限りにおい
ては、原因はキリスト教の大義に対する関心の一般的低下よりも、む
しろ状況の変化に求められるべきでしょう（178 頁）。
　キリスト教の種が蒔かれた多くの土のなかで、「大和魂」すなわち日
本の魂ほど豊かな収穫を約束したものは他にありません。…この国民
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精神は目下極端な形で表現されており、満足のゆく調整を図ることの
困難さを際立たせています。それゆえ当面、伝道事業に大きな進展が
見られなくても失望すべきではありません。現在国家主義とキリスト
教の間にある緊張が幾分でも和らげば、真の機会が訪れるでしょう…。
それまで教会は、機会が訪れたときにそれをとらえることができるよ
う準備に勤しむべきでしょう（179-80 頁）。
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132　1938/10  The National Council. The U.T.O. and the Churchʼs Mission.
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132	 1938 年 10 月号　全国協議会。一致感謝献金と聖公会のミッション。
425頁。

	 訳出　425頁〔全文〕。

神学博士 H・セント・ジョージ・タッカー師、議長
神学博士チャールズ・W・シーリン師、次席副議長
民法学博士ルイス・B・フランクリン、財務委員

フランクリン・J・クラーク、主事

　聖公会の伝道事業について知識のある人ならば、一致感謝献金の量的価値
とでも呼ぶべきものに感銘を受けずにはいません。それはかなりの数の女性
に支援を提供し、これらの女性を通してキリスト教の影響がそれ以外の方法
では到達し得ない人々に届きます。それは伝道機会を最大限活用するために
必要な物質的装備を供給するのを助けます。このように言うことよって意味
されているものを示すために、私自身の経験から一例を挙げましょう。
　私が立教学院の総理になったとき、マキム主教から東京の学生を対象に伝
道する仕事の担当を頼まれました。学生たちはキリスト教の教えに素早く反
応したため、わずかな期間でそれまで活動を行っていたぼろぼろの「ゴーダ
ウン」（倉庫）では全く不十分になりました。しかしより適当な建物を調達
するための資金はなく、このまたとない機会は失われるかに思えました。あ
る日、主教は私を呼び寄せて、神田に学生教会を建てるために一致感謝献金
から 800 ドル寄付されたと言いました。この思いがけず私を救うためにやっ
てきた妖精のゴッドマザーについて、私は当時ほとんど知りませんでした。
しかしながら教会が建てられると、私たちの期待は大いに満たされました。
教会は 1923 年の地震で破壊されましたが、この事業は非常に将来性が見込
まれたため再建されました。昨年日本を訪れたとき、私の以前の学生改宗者
の多くが教会役員となり、諸聖徒教会は東京の日本人教区で最強の教会の 1
つになっているのを知りました。
　この例は、一致感謝献金が聖公会の伝道事業の成長にとって何を意味する
かを示しています。その上、それは量的価値にとどまらず、宣教師の動機の
質にも貢献します。聖パウロは「全財産を貧しい人々のために使い尽くそう
とも、愛がなければ私には何の益もない」と宣言しています。同じように、
世界をキリストに導く手段としての私たちの伝道献金の価値を決定するの
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は、それをうながす動機なのです。もし一致感謝献金が、キリストによって
私たちの自身の人生にもたらされた素晴らしい変化に対する深い感謝を本当
に表現したものであるならば、それは他の人々を主のもとへ近づけるための
強力な手段となるでしょう。伝道献金は義務ではありますが、それは愛の義
務であるべきです。つまり私たちはそれを歓迎されない義務とみなすべきで
はなく、神が独り子を与えたことに対して私たちの感謝を表現するために、
神によって与えられた喜ぶべき特権と見なすべきなのです。

（サイン）
総裁主教
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133　1938/11  The Missionary Reporter Writes:.



－490－

133	 1938年 11月号　伝道レポーターの報告。462頁。
	 訳出　462頁下 13行目～最後の行まで。

―略―
　北関東主教チャールズ・S・ライフスナイダー師は、徳川公爵および駐日
アメリカ大使ジョセフ・クラーク・グルー氏とともに、アメリカ海軍の砲艦
パナイの沈没に同情する日本人の寄付を募る日米信託基金の共同管理人であ
る。基金の収入は日本で埋葬されたアメリカ人水兵の墓地を管理し、ペリー
提督のように日本人の目には際立ったアメリカ市民に関係した敷地を維持す
るために使用される。徳川公爵は日本聖公会の事業に長年関心を持ち、聖路
加国際病院の日本人評議会のメンバーであり、立教大学の諮問委員会の議長
も務めている。
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134　1938/12  Japanʼs Typhoon Damaged Missions Need Help.
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134	 1938 年 12 月号　日本の台風の被害を受けたミッションが助けを求め
る。500頁。

	 訳出　500頁枠内〔全文〕。

　台風が最新の伝道問題を引き起こした。聖公会の宣教師は常に火災、洪
水、崩壊、ときおりハリケーンによって悩まされているが、台風は稀であ
る。〔米国聖公会〕全国協議会はこの敵が最近東京を急襲した結果が、迅速
に片づけられることを願っている。
　この特段の台風は傑出した標的を選んだ。第 1 に、医療伝道の卓越した成
果である聖路加国際病院と、その周囲の建物、主として住宅が最も大きな被
害を受けた。ライフスナイダー主教の報告によると、屋根は引きちぎれ、壁
は損壊し、大部分の窓は粉々に砕かれてなくなった。これらすべては、以前
起きたより恐ろしい災厄を思い出させる。そのときはこのルドルフ・T・ト
イスラーのビジョンの偉大な記念建造物は、気まぐれな台風ではなく、恐る
べき残忍な地震と火災のために灰燼に帰した。
　第 2 に、ライフスナイダー主教の関心と奉仕の中心である立教大学が、強
風の破壊を受けた。やはり屋根、コーニス、窓、その他の構造物が破損し
た。
　立教高等女学校も、嵐の破壊を受けた。その新しく美しい校舎は物質的な
損害を被った。
　伝道予算から支給される額は最低限必要な維持費以下である今日、このた
びのような災難が起きると一瞬にして解決不能な問題が生じる。このような
ジレンマにおいて、ライフスナイダー主教は海外伝道局に報告して、被害を
慎重に箇条書きにし、計 6,682.40 ドルが必要であるという緊急声明を発表
し、直ちに修理にかかることへの承認を求めるとともに、この金額を集める
よう強く要請した。
　全国協議会は直ちに呼びかけることを承認した。協議会役員は本件を聖公
会の指導者と、東京にいる聖公会の旧知の友人に伝える。かつてトイスラー
博士を尊敬し、聖路加国際病院が全アジアに対するキリスト教の愛の灯台に
するのを助けた多くの人々が、今回の損害を修理するのに必要な比較的少な
い額の募金に協力することが期待される。同様に期待されるのは、立教大学
と立教高等女学校の友人たちが、必要不可欠な修理を提供したいと強く願う
とともに、南日本を通過する過程で数千人の命を奪い、数百万もの損害を引
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き起こした今回の台風で、最小限の物理的損害にとどまったことに感謝する
であろうということである。
　個人、教会、聖公会組織、または他の団体からの寄付は、日本台風被害と
明記したうえ、ルイス・B・フランクリン財務委員、ニューヨーク州ニュー
ヨーク市 4 番街 281 宛に送られたい。
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135　1939/1  Across the Foreign Secretaryʼs Desk.
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135	 1939年 1月号　主事のデスクから。40頁。
	 訳出　40頁左下 5行目～右下15行目まで。

　日本聖公会は、心理的、財政的、社会的に異常な状況にあるにもかかわら
ず、有効に事業を続けている。11 教区（注 1）のいずれもが神の国のため
に真剣に働いている。在籍している 46,000 人のキリスト教徒は、262 ある
教会のいずれかに属している。彼らは 3 人の日本人主教と 8 人の外国人主教
のほか、222 人の日本人聖職者によって指導されている。1937 年の受洗者
の数の増加率は 3 パーセントで、合衆国の聖公会の増加率に等しい。日本聖
公会は “まだキリスト教徒ではない” 人口が圧倒的に多いなかで成長しなけ
ればならない。この国ではほとんどの洗礼は、キリスト教の家庭に生まれた
子供は直ちに習慣に従って教会の家族の一員になるべきであるというキリス
ト教徒の確信を表現したものである。その一方で、日本のような国ではすべ
ての成人の洗礼は、長年熟慮した末に、キリスト教の道を自分が進むべき道
として慎重に選択したことを意味する。日本聖公会では 23,000 人の子ども
が日曜学校に登録している。昨年日本人の会衆が教会を支援するために行っ
た寄付は、計 252,000 円であった。これは受聖餐者 1 人当り平均 17.5 円に
相当する。産業条件が異なることを考慮に入れ、日本聖公会員の平均年収と
合衆国の聖公会員のそれを比較するならば、アングリカン・コミュニオンの
日本人信徒がアメリカの平均的な聖公会員と全く同額を教会と聖公会全体の
活動のために寄付していることが明らかである。
�

（注 1）8 地方部と 2 教区。
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136　1939/6  The Japanese Brotherhood of St. Andrew.
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136	 1939年 6月号　聖徒アンデレ同胞会。31頁。
	 訳出　31頁中段右 1行目～中段右16行目まで。

　日本聖徒アンデレ同胞会は現在、日本聖公会の 10 の教区（注 1）のうち
9 教区で 59 の公認支部を持っている。また、9 の候補グループが支部とし
て認定されるのを待っており、20 の新しい場所が組織化のため役員の視察
を要請している。これらすべては 1927 年に始まった。同胞会で最も慕われ
た役員の 1 人であるパウロ・コイズミ・セイタロウが中国で殺された。同胞
会は全国に約 35 人の役員を擁しており、そのほとんどが日本人である。こ
のほかに名誉副議長が全員主教である。立教大学に勤めるアメリカ人信徒の
ポール・ラッシュ氏は執行副議長である。
�

（注 1）8 地方部と 2 教区。
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137　1939/8  Presiding Bishopʼs Day. Nation-wide Broadcast Set.
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137	 1939年 8月号　総裁主教の日。全国放送の計画。22頁。
	 訳出　22頁 1行目～上段右最後の行まで。

　 “総裁主教の日曜日” ―これが〔1939 年〕11 月 5 日に与えられた名前で
ある。この日、タッカー総裁主教は全国ラジオ放送で 1939 年全信徒訪問を
開会する。
　現在の計画では、タッカー主教は主教会の年次会合に出席するために訪れ
るセントルイスからメッセージを送る。放送は東部標準時午前 10 時から 10
時 30 分までコロンビア放送システムを通して行われる。
　この手配により全国の個人および団体に総裁主教の話を聞く機会が与えら
れる。どこでも可能な所では、教区会館にラジオ受信機を設置し、教会学校
はその時間に集まって子どもも大人も共に聞けるようにすることが推奨され
る。
　メッセージは全信徒調査に直接関係することが予想されるため、教会委員
会や訪問グループは放送を聞くことが強く求められる。当日の朝はそのよう
なグループの朝食会は、演説を一緒に聞くのをうながすように手配すること
が推奨される。
　総裁主教が毎年秋のキャンペーンを、全聖公会に対するラジオメッセージ
で始めることにしたのは初めてのことである。この秋の訪問の成果は聖公会
の今後の事業にとって全国的にも地方的にも非常に重要であると考えている
ので、タッカー主教は放送に参加することに同意した。
　計画の詳細な案内は 10 月初旬に聖公会の全教会に送られる予定である。
　総裁主教が推奨する調査の日程は、11 月 5 日から 26 日である。
�

注記：（写真解説〔題字下〕の訳文）
・�最近聖公会の全国本部で司祭に按手された日本人の北川台輔と写真に写る

タッカー総裁主教。若い北川は按手後、直ちにアムステルダム青年会議に向け
て出発し、帰国後オリンピア教区で働く予定である。



－500－

138　1939/9  Largest Migration in History This Month; 65.000 Young 
Episcopalians Among 1.250.000 to Enter College This Autumn.
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138	 1939 年 9月号　今月、史上最大の移住が起こる。今秋 1,250,000 人の
うち 65,000 人の聖公会員が大学に入学する。18-20 頁。

	 訳出　20頁〔全文〕。

―略―
　立教大学チャプレンとして数百人の日本人の若者に洗礼と堅信の準備をさ
せた博士高松孝治師は、最近聖公会に対する 10 年間の奉仕を終えた。高松
博士の 400 人の学生、元学生、教員および友人が立教大学の礼拝堂に集まっ
て敬意を表した。
　今日、高松博士は日本におけるキリスト教徒の指導者の 1 人と考えられて
いる。若いとき彼はキリスト教を祖国にとって有害なものとみなすように教
えられ、同じ年代の若者が好んだスポーツは近くのキリスト教会の窓めがけ
てミサイルを投げることだった。興味深いのは、成長してキリスト教の聖職
に就くための勉強をする決心をしたとき、彼が接触してその人生に強い影響
を受けた人物の 1 人が、当時立教学院総理で現在米国聖公会の総裁主教のヘ
ンリー・セント・ジョージ・タッカー博士だったことである。
　高松博士が立教大学の学生の人生に及ぼした影響は広範囲にわたった。彼
は過去 10 年間に礼拝堂で週 3 回行った講義、聖書研究会、そして多くの学
生との個人的な相談を通して、多数のキリスト教徒を生み出した。
　高松博士は現在行っている重要な仕事の準備をするために、ケンブリッジ
神学校、ハーバード大学、コロンビア大学、ジェネラル神学校で学んだ。
　彼の栄誉を称える祭式で、ライフスナイダー主教は、およそ 400 人の学
生と友人が寄付した財布を贈った。彼の “校友” の多くがこの礼拝に戻って
きた。
�

注記：（写真解説の訳文）
立教大学チャプレンとして 10 年間奉仕した高松孝治博士の栄誉を称える祭式の
幾つかの場面をこのページに掲載する。
・�左：祭式に向かう行進。高松博士は神学博士ライフスナイダー北関東〔地方

部〕主教の牧杖を捧げ持っている。
・�左下：立教大学のローバースカウトの指導者と写真に写る高松博士。
・�右下：大学チャプレンに財布を渡すライフスナイダー主教。
　写真：フレッド・ハミルトン、東京
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139　1939/10  Nationwide Broadcast by Presiding Bishop, Nov. 5; Important 
Declaration is Expected from Church Head.
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139	 1939 年 10月号　11月 5日米国聖公会総裁主教の全国放送。聖公会本
部からの重要な宣言が予想される。13頁。

	 訳出　13頁 1行目～上段右最後の行まで。

　 〔1939 年〕11 月 5 日の日曜日、おそらく今年最も重要な宣言が総裁主教
からコロンビア・ネットワークの全国ラジオ放送を通じて全聖公会に伝えら
れる。この放送はセントルイスの KMOX 局から東部標準時午前 10 時から
10 時 30 分まで（中部標準時 9 時から 9 時 30 分まで）送られる。これは特
にこの時刻に総裁主教が聖公会の全支持者に話す機会を持つために計画され
た聖公会の連続放送の 1 つである。
　総裁主教は 11 月 5 日を、聖公会が現在直面している課題に取り組む “献
身の日” と呼んだ。この日は聖公会のほとんどの教会にとって全信徒訪問の
開幕に当たるため、タッカー主教の演説は 30,000,000 ドル以上の予算を見込
むキャンペーン期間中に訪問員や委員として奉仕する数千人の信徒と女性に
よって聞かれるだろう。
　総裁主教は、どこでも可能な所では教会調査員は 11 月 5 日に早朝礼拝に
集まり、キャンペーンの最終計画を検討し、放送を聞いた後で目の前の仕事
に出かけることを推奨する。多くの教会で訪問員は当日朝11時の礼拝で “任
命” されてから出発する。子どもたちが演説を聞けるように多数の教会学校
に増幅装置が設置され、他の多くの教会グループも放送を聞くだろう。
　この国のすべての聖公会員がこの番組を聞き、主教の演説を聞くように勧
め、演説を聞いたことを伝える葉書を総裁主教に送ることを強く要請する。
葉書は、ニューヨーク市 4 番街 281、総裁主教宛て、または演説を聞いた地
域の拠点宛てに送られたい。
�

注記：（写真解説の訳文）
・タッカー総裁主教。



－506－

140　1939/10  Young Americans Turn to Church in Japan; Quit Business 
to Join University Staff.
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140	 1939 年 10 月号　若いアメリカ人が日本聖公会に移る。ビジネスをや
めて大学教員になる。19頁。

	 訳出　19頁上段〔全文〕。

　東京で暮らす 4 人の若いビジネスマン―3 人のアメリカ人と 1 人のイギ
リス人―が、最近将来を約束されたビジネスキャリアを放棄して立教大学
の教育宣教師になったという特筆すべき話が、大学教員の 1 人であるポー
ル・ラッシュ氏から語られた。
　大学がフルタイムの大学教員に支払っている給料は週 20 ドルを下回るこ
とを考え合わせると、これらの 4 人の若者の行動はなおのこと特筆に値す
る。
　彼らは、プリンストン大学卒業後、日本に行って外交官職に就いたニュー
ヨークのデイビッド・マッカルピン・パイル、カンザス大学卒業後、日本の
アメリカンスクールで 3 年間教師を務めたウォレン・ノインツマイヤー、
ローリンズ大学を出てから 3 年前に日本の音楽を研究するために特別研究員
として日本に行ったヴィンセント・カンゾネーリ、そして銀行員として日本
に行った若いイギリス人の J・ハミッシュ・サトクリフである。
　これらの若者が一生を聖公会の事業に捧げようと決意するに至ったのは、
宣教師と親しい関係にあり最近創設された清泉寮キャンプのホームパー
ティーに招かれたことがきっかけだった。3 人のアメリカ人は聖徒アンデレ
同胞会の立教大学支部に入会し、現在は支部評議員である。
　立教大学では今年の春以来 30 人以上が受洗し、27 人が堅信を受けた。
　立教大学と関連した別の重要な出来事は、2 年前に卒業した若い受洗者の
最近の堅信である。彼は東京郊外の地元に教会を建てようと決意して、自宅
で聖書研究会を開催し、とうとう 7 人の若者を大学礼拝堂に紹介して洗礼を
受けさせた。この 7 人全員と、彼らの準備をした若者は、その後揃ってライ
フスナイダー主教の司式により堅信を受けた。
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141　1939/11  “Church Cannot Die in Japan” . . . says Bishop as it Flourishes 
There: In Face of War And Misunderstanding, Japanese Church 
Carries on Varied Program of Activities.
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141	 1939 年 11月号　“日本で聖公会が死ぬことはあり得ない” なぜなら聖
公会は繁栄しているからと主教は言う。戦争と誤解に直面しながら日
本聖公会はさまざまな活動プログラムを実施している。20-21 頁。

	 訳出　21頁 10行目～29行目まで。

　東京の立教高等女学校と京都の平安高等女学校は、最も有名な 2 つの女子
校である。立教高等女学校は正式に東京の一流校の 1 つとして正式に認めら
れており、古く保守的な京都では、平安高等女学校が親たちの信頼を勝ち
得、自分たちの娘が短期大学に行くことさえも許す。
　聖公会の 2,000 人に達する少年たちが立教大学と立教中学校に通ってい
る。日本では聖徒アンデレ同胞会が活発で 60 以上の支部を擁し、この戦争
の時代にあっても、サマーキャンプや会議は、聖公会の指導者養成にとって
効果的な手段であり、全国でその地盤作りの手助けをしている。
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

1 1925 1 Meeting of the National Council. 53-54 54 頁左下 28 行目～左下
5 行目まで。

全国協議会会議。

2

3

1925

1925

3

3

Brief Items of Interest From the Field.

Brief Items of Interest From the Field.

174-175

174-175

175 頁左下 14 行目～左
最後の行まで。

175 頁右下 4 行目～右最
後の行まで。

任地からの興味深い短信。

任地からの興味深い短信。

4 1925 4 Progress of Japan Reconstruction; Summary 
of What Is Being Done in Tokyo and the 
Efforts Made to Complete the Fund by 
Dioceses in This Country.

197-199 197 頁 1 行目～199 頁上
段〔全文〕。

日本復興の進展。いま東京で行われているこ
と、そして日本の教区による基金を完成する
ためになされている努力の概要。

5 1925 4 Progress of the Kingdom: Japan Reconstruction. 238-239 238 頁右 9 行目～239 頁
左 8 行目まで。

神の国の進展。日本の復興。

6

7

1925

1925

4

4

Meeting of the National Council February 
11-12, 1925.

Across the Secretaryʼs Desk.

242-243

244

243 頁左 3 行目～右 6 行
目まで。

244 頁右下 17 行目～右
最後の行まで。

全国協議会会議、1925 年 2 月 11 日‒12 日。

主事のデスクから。

8 1925 5 Brief Items of Interest From the Field. 303 303 頁右下 29 行目～右
最後の行まで。

任地からの興味深い短信。

9 1925 5 The National Council. 309-310 309 頁右下 16 行目～310
頁左 30 行目まで。

全国協議会。

10 1925 6 Bishop Motoda Will Visit the Convention; 
The Gathering in New Orleans to Be Unique 
in Some of Its Aspects ― A Distinguished 
Visitor From the Orient.

393-394 393 頁 1 行目～394 頁上
段〔全文〕。

元田主教が米国聖公会総会に出席。ニューオ
リンズの集会は幾つかの点でユニークなもの
となる。東洋からの著名な訪問者。

英 和 記 事 表 題
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

11 1925 8 A Macedonian Cry From Japan; American 
Missionaries in Convention Assembled 
Petition General Convention for Continued 
Support.

480-481 480 頁枠内〔全文〕。

日本からマケドニアの叫び。アメリカ人宣教
師が会議を招集して米国聖公会総会に支援継
続を請願する。

12 1925 9 Holy Trinity Cathedral, Tokyo, Eagerly 
Awaits Its New Building; Congregations 
Must Stand to Pray ― No Room to Kneel.

549 549 頁下段〔全文〕。

聖三一教会は新しい建物を待ちわびている。
跪くスペースがないため会衆は立っていなけ
ればならない。

13 1925 10 Across the Secretaryʼs Desk. 653-654 653 頁右下 13 行目～654
頁左 14 行目まで。

主事のデスクから。

14 1925 11 Progress of the Kingdom Missions at General 
Convention.

716 716 頁右下 15 行目～右
下 2 行目まで。

神の国の進展。米国聖公会総会でのミッショ
ン。

15 1925 12 Across the Secretaryʼs Desk. 783 783 頁右 10 行目～右下
11 行目まで。

主事のデスクから。

16 1926 1 John W. Wood, D.C.L.; General Convention 
Honors a Leading Layman of the Church ― 
Recognition of Twenty-five Yearsʼ Devoted 
and Able Service.

44-45 44 頁～45 頁〔全文〕。

ジョン・W・ウッド民法学博士。米国聖公会
総会は聖公会の指導的な信徒に栄誉を授ける
―25 年間の献身的で有能な奉仕を評価。

17 1926 1 Across the Secretaryʼs Desk. 61 61 頁左 1 行目～左下 8
行目まで。

主事のデスクから。

18 1926 3 James McDonald Gardiner ― Missionary, 
Educator, Architect; The First Head of 
St. Paulʼs College Lived to See It a Great 
University ― The Churchʼs Mission in Japan 
Loses a Steadfast Friend.

193 193 頁〔全文〕。

ジェームズ・マクドナルド・ガーディナー―
宣教師、教育者、建築家。立教学校の初代校
長は立派な大学を見るまで生きた―日本の聖
公会のミッションは誠実な友人を失う。
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

19 1926 9 Brief Items of Interest. 587 587 頁左下 11 行目～右
16 行目まで。

興味深い短信。

20 1927 2 Who Will Take Advantage of This Opportunity ?. 80 80 頁下段〔全文〕。

このチャンスを生かすのは誰か？

21 1927 5 Dr. Wood Endorses National Church Mission 
in Japan.

276 276 頁下段〔全文〕。

ウッド博士は日本における現地聖公会の伝道
を支援する。

22 1927 7 Notes from Japan. 430 430 頁左下 12 行目～右
最後の行まで。

日本からのノート。

23 1927 7 Brief Items of Interest. 433 433 頁 左 下 7 行 目 ～ 右
12 行目まで。

興味深い短信。

24 1927 10 Distinguished Japanese Scholar Here. 624 624 頁下段〔全文〕。

卓越した日本人学者が訪米。

25 1927 12 Brief Items of Interest. 757 757 頁右 19 行目～右下
12 行目まで。

興味深い短信。

26

27

28

1928

1928

1928

1

1

1

The Right Rev. John McKim, D. D.; Senior 
Bishop of the Church in Japan and President 
of the Synod of the Nippon Sei Ko Kwai 
(Holy Catholic Church in Japan).

Brief Items of Interest.

Brief Items of Interest.

44

45

46

44 頁〔全文〕。

45 頁左 1 行目～左 13 行
目まで。

46 頁左下 17 行目～左最
後の行まで。

神学博士ジョン・マキム主教。日本聖公会の
最長老主教および日本聖公会総会議長。

興味深い短信。

興味深い短信。

29 1928 5 Pioneer Japanese Bishop Passes Away; The 
Right Rev. Joseph S. Motoda, D. D., first 
national Bishop in the Nippon Sei Ko Kwai, 
dies suddenly in the midst of arduous labors.

300 300 頁〔全文〕。

日本人主教のパイオニア逝く。日本聖公会の
最初の主教である神学博士ヨセフ元田〔作之
進〕師が困難な仕事のさなかに急逝。
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

30 1928 6 Brief Items of Interest. 401 401 頁右下 28 行目～右
最後の行まで。

興味深い短信。

31 1928 6 Meeting of the National Council. April 25-26, 
1928.

403-405 404 頁右下 27 行目～405
頁左下 6 行目まで。

全国協議会会議。1928 年 4 月 25‒26 日。

32 1928 7 The Last Days of Bishop Motoda; A journey 
taken to pay a tribute of respect to the 
memory of one of our pioneer American 
missionaries overtaxes his waning strenght.

452-453 452 頁～453 頁〔全文〕。

元田主教の最後の日々。アメリカ人宣教師の
パイオニアの一人に弔辞を述べるために出か
けたことが、弱った体に過大な負担をかけ
た。

33 1928 7 Missions and Church Extension; John W. 
Wood, D.C.L., Executive Secretary.

479 479 頁左下 11 行目～右
28 行目まで。

伝道・ 教会拡張部門。 総主事ジョン・W・
ウッド民法学博士。

34 1928 8 The Church in Japan Has a New Bishop; 
The Rev. Peter Yonetaro Matsui will be 
the second Japanese Bishop of Tokyo, 
succeeding the Right Rev. Joseph S. Motoda, 
D. D.

520 520 頁〔全文〕。

日本聖公会に新しい主教誕生。神学博士ヨセ
フ元田〔作之進〕師を継いで松井米太郎師が
二人目の日本人の東京主教となる。

35 1928 8 Brotherhood of St. Andrew in Japan; A 
flourishing chapter of twenty-five students 
and teachers has been organized by Mr. Paul 
Rusch in St. Paulʼs University, Tokyo.

542 542 頁〔全文〕。

日本の聖徒アンデレ同胞会。立教大学のポー
ル・ラッシュ氏によって 25 人の学生と教師
からなる活発な支部が結成された。

36 1928 8 Brief Items of Interest. 544 544 頁左下 11 行目～右
28 行目まで。

興味深い短信。

37 1928 10 Consecration of the Japanese Bishop of 
Tokyo.

664 664 頁下段〔全文〕。

日本人の東京主教の按手。
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

38 1929 4 Progress in the Diocese of Tokyo; The 
Bishop of Tokyo, addressing his clergy and 
lay delegates at the sixth diocesan Synod, in 
November, 1928, outlines their problems.

226-227 226 頁 1 行目～227 頁右
26 行目まで。

東京教区の進展。1928 年 11 月、第 6 回〔東
京〕教区会で東京主教が聖職者と信徒の代表
に演説し、抱えている問題を提示した。

39 1929 12 Brotherhood of St. Andrew. 822 822 頁左 1 行目～右 12
行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

40 1930 1 Japanese Appreciation of St. Paulʼs University. 18 18 頁下段〔全文〕。

立教大学に対する日本人の評価。

41 1930 2 Missions and Church Extension. 126 126 頁左 15 行目～右 8
行目まで。

伝道・教会拡張。

42 1930 7 Jottings from Near and Far. 483 483 頁左 14 行目～左 28
行目まで。483 頁右下 21
行目～10 行目まで。

各地からのニュース。

43 1930 7 Brotherhood of St. Andrew. 503 503 頁右 1 行目～右最後
の行まで。

聖徒アンデレ同胞会。

44 1930 8 Across the Secretaryʼs Desk. 551 551 頁左下 15 行目～右
11 行目まで。

主事のデスクから。

45 1930 11 Newcomers in the Mission Field Abroad. 758 758 頁左 16 行目～左 33
行目まで。

海外宣教地の新参者。

46 1930 11 Brotherhood of St. Andrew. 787 787 頁 左 1 行 目 ～ 左 下
16 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

47 1931 1 Notable Career in Slums of Tokyo Ends; The 
Rev. Yoshimichi Sugiura who died last 
November spent his life in ministering to the 
outcasts and other neglected folk of Tokyo.

47 47 頁〔全文〕。

東京のスラム街で顕著なキャリアが終わる。
昨年 11 月に他界した杉浦義道師は、東京の
落伍者や見捨てられた人々を助けるために一
生を送った。
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

48 1931 2 Japan Sends First Brotherhood Scholar; 
Completion of fund for first Japanese 
Scholarship enables Mr. Ogawa, St. Paulʼs 
University graduate, to undertake studies in 
America.

99-100 99 頁 1 行目～100 頁上
段〔全文〕。

日本が最初の同胞会奨学生を送る。最初の日
本奨学金基金が完成したことにより立教大学
を卒業した小川氏が米国で研究を行うことが
できる。

49 1931 2 Japan Honors St. Paulʼs School Teachers; 
Fortieth anniversary of Imperial Rescript 
on Education is made the occasion for 
recognizing meritorious work, especially in 
education.

110 110 頁〔全文〕。

日本国が立教学院の教師に栄誉を授ける。教
育勅語発布 40 周年記念に特に教育における
称賛に値する業績を表彰。

50 1931 2 Across the Secretaryʼs Desk. 115 115 頁右下 18 行目～右
下 8 行目まで。

主事のデスクから。

51 1931 3 Christianity is a Part of Modern Japan; Upon 
the foundations of Anglican missionary 
endeavor has risen a native Japanese 
Church, Sei Ko Kwai, a mighty factor in the 
Empireʼs life.

155-159 155 頁～159 頁〔全文〕。

キリスト教は現代日本の一部。聖公会宣教師
の努力の基礎の上に日本の教会、日本聖公会
が立ち上がり、帝国の生活に欠かせない要因
となった。

52 1931 5 Jottings from Near and Far. 346 346 頁左下 16 行目～右
10 行目まで。

各地からのニュース。

53 1931 7 Historic Bonds of Sino-Japanese Churches; In 
address to Chinese Synod, Bishop of Tokyo 
stresses need for continued coöperation in 
the upbuilding of Christʼs Kingdom in Asia.

467-468 467 頁右下 5 行目～468
頁左 3 行目まで。

日本と中国の聖公会の歴史的な結びつき。中
華聖公会総会の挨拶で、東京〔教区〕主教は
アジアにキリストの王国を築くために引き続
き協力していくことの必要性を強調した。

54 1931 7 Brotherhood of St. Andrew. 500 500 頁左下 6 行目～左最
後の行まで。

聖徒アンデレ同胞会。
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No. 刊行年 月 記事タイトル 該当頁 訳出箇所

55 1931 9 Brotherhood of St. Andrew. 634-635 634 頁左下 21 行目～左
下 11 行目まで。634 頁左
下 3 行目～635 頁右 26
行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

56 1931 10 Pioneering for Christ Jesus in Japan; After 
more than fifty yearsʼ continuous Christian 
service in the Far East, Bishop McKim 
recalls hardships and rewards of our early 
work.

673-677 673 頁～676 頁〔全文〕。

日本におけるイエス・キリストのための先駆
け。極東において 50 年以上にわたって続け
てきたキリスト教の奉仕を振り返り、マキム
主教が聖公会の初期の事業の困難とその報い
を語る。

57 1931 10 Brotherhood of St. Andrew. 713 713 頁 左 1 行 目 ～ 左 下
13 行目まで。713 頁右 8
行目～右 12 行目まで。
713 頁右下 17 行目～右
下 6 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

58 1931 11 Pioneering for Christ Jesus in Japan; The 
Missionary became Bishop as conditions 
in Japan made possible a more aggressive 
evangelism. Foundations of a national 
Church laid.

741-748 741 頁～748 頁〔全文〕。

日本におけるイエス・キリストのための先駆
け。日本の状況がより積極的な福音伝道を可
能にしたため宣教師が主教になった。自国聖
公会の基礎が敷かれる。

59 1931 11 Brotherhood of St. Andrew. 795-796 795 頁右 1 行目～796 頁
左 15 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

60 1931 12 Brotherhood of St. Andrew. 866 866 頁右 1 行目～右 21
行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

61 1932 1 Brotherhood of St. Andrew. 72 72 頁右 1 行目～右 23 行
目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

62 1932 2 Brotherhood of St. Andrew. 131 131 頁左 1 行目～左最後
の行まで。

聖徒アンデレ同胞会。
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63 1932 3 An Emergency Message from the President 
of the National Council.

172-173 172 頁～173 頁〔全文〕。

全国協議会議長からの緊急メッセージ。

64

65

1932

1932

4

4

Determined to Carry On.

St. Paulʼs Tokyo, Observed Double Anniversary.

214

215

214 頁枠内。

215 頁下段。

続行への決意。

立教学院が二重の記念日を祝う。

66 1932 4 Jottings from Near and Far. 257 257 頁左 9 行目～左最後
の行まで。

各地からのニュース。

67 1932 4 Across the Secretaryʼs Desk. 265 265 頁左下 23 行目～右
15 行目まで。

主事のデスクから。

68 1932 4 Brotherhood of St. Andrew. 279 279 頁右下 25 行目～右
下 12 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

69 1932 5 Across the Secretaryʼs Desk. 325 325 頁左 21 行目～右 23
行目まで。

主事のデスクから。

70 1932 5 Brotherhood of St. Andrew. 339 339 頁左下 10 行目～左
最後の行まで。

聖徒アンデレ同胞会。

71 1932 6 Brotherhood of St. Andrew. 412 412 頁左下 16 行目～左
下 12 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

72

73

1932

1932

7

7

Bishop McKim Looks at His Diocese; 
Throughout North Tokyo there is an 
increasing knowledge and appreciation of 
the Church as the Household of God and the 
Body of Christ. 

Jottings from Near and Far.

453-454

455

453 頁 1 行目～454 頁左
3 行目まで。

455 頁右下 6 行目～右最
後の行まで。

マキム主教、彼の教区について語る。北東京
を通じて高まる、神とキリストの身体の住み
処としての聖公会に対する理解と敬意。

各地からのニュース。
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74 1932 7 Across the Secretaryʼs Desk. 462 462 頁左下 28 行目～左
下 11 行目まで。

主事のデスクから。

75 1932 8 The National Council. 525 525 頁左下 10 行目～右
7 行目まで。

全国協議会。

76 1932 8 Across the Secretaryʼs Desk. 528-529 528 頁右下 10 行目～529
頁左 26 行目まで。

主事のデスクから。

77 1932 10 Jottings from Near and Far. 648 648 頁右 11 行目～21 行
目まで。

各地からのニュース。

78 1932 11 A Message from the National Council to the 
People of the Church.

704-705 704 頁～705 頁〔全文〕。

全国協議会から聖公会会員へのメッセージ。

79 1932 12 Across the Secretaryʼs Desk. 781 781 頁左下 14 行目～右
2 行目まで。

主事のデスクから。

80 1932 12 Brotherhood of St. Andrew. 796 796 頁左 4 行目～左下 8
行目まで。796 頁右 4 行
目～右下 7 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

81 1933 1 National Council Studies Mission Problems; 
Looking beyond todayʼs distressing situation 
necessitating budget reductions, provision is 
made for a vigorous evaluation of our task.

5-7 5 頁～7 頁〔全文〕。

全国協議会がミッション問題について研究。
予算の削減を必要とする今日の窮状の先を見
て、私たちの任務を積極的に評価するための
規定を設ける。

82 1933 1 Brotherhood of St. Andrew. 61 61 頁右 1 行目～右最後
の行まで。

聖徒アンデレ同胞会。

83 1933 2 Japanese Soldier Fights for Christ; Former 
military instructor in St. Paulʼs Middle 
School and his wife maintain village for 
many of Tokyoʼs poor and distressed men 
and women.

83-84 83 頁～84 頁〔全文〕。

日本兵、キリストのために戦う。立教中学校
の元配属将校と妻が、東京の多くの困窮者の
ために村を運営している。
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84 1933 2 Jottings from Near and Far. 105 105 頁左下 15 行目～右
16 行目まで。

各地からのニュース。

85 1933 3 Council Maintains Missionary Integrity. 137 137 頁左下 9 行目～右最
後の行まで。

協議会はミッションの完全性を維持する。

86 1933 3 The Presiding Bishop Says Farewell; Bishop 
Perry writes hopefully to the Bishops of the 
Church as he leaves to study missionary 
problems in the Orient.

139 139 頁〔全文〕。

総裁主教、送別の言葉を語る。ペリー主教は
東洋における伝道問題の調査に出発するに当
り、聖公会の主教に希望を持って語る。

87 1933 3 Across the Secretaryʼs Desk. 178 178 頁左 18 行目～左下
17 行目まで。

主事のデスクから。

88 1933 5 The National Council. 305 305 頁左下 22 行目～右
16 行目まで。

全国協議会。

89 1933 6 Builders of the Kingdom for Forty Years; 
Anniversary on June 14 of consecrations of 
Bishops Graves and McKim recall years of 
consistent and constructive service in Orient.

327-331 327 頁～331 頁上段〔全
文〕。

40 年にわたる王国の建設者たち。〔1933 年〕
6 月 14 日に催されるグレイヴズ主教とマキム
主教の周年祝賀会は、東洋における一貫した
建設的な奉仕の歳月を思い出させる。

90 1933 7 Japanese Emperor Receives Bishop Perry; As 
descendant of Commodore Perry, Presiding 
Bishopʼs visit to Japan arouses great popular 
interest. St. Paulʼs University visited.

374-375 374 頁下段～375 頁〔全
文〕。

日本の天皇がペリー主教を迎える。ペリー提
督の子孫であるペリー〔米国聖公会〕総裁主
教の訪日は、多くの国民の関心を呼び起こし
た。立教大学訪問。

91 1933 8 “A Great Door and Effectual is Opened”; On 
invitation of the Bishop of New York, Bishop 
Perry makes formal statement, after three 
months in Orient, in New York Cathedral.

419-423 419 頁～423 頁〔全文〕。

「有力な働きの門がわたしのために大きく開
かれている」。3 か月の東洋視察を終えたペ
リー主教がニューヨーク主教の招きに応じて
ニューヨーク大聖堂で公式声明を出す。
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92 1933 8 Opening of Japan Recalled at Kurigahama; 
Descendants of participants in historic event 
exchange greetings. Bishop Perry stresses 
continuance of friendly relations then begun.

453-454 453 頁～454 頁〔全文〕。

久里浜で回想される日本の開国。歴史的事件
の主役の子孫が会見する。ペリー主教はその
ときから長い友好関係が始まったと強調。

93 1933 8 Nippon Seikokwai Honors Bishop McKim; 
The whole Anglican Communion joins in 
special Tokyo observance, on June 14, of the 
fortieth anniversary of Japanʼs senior bishop. 

459-460 459 頁～460 頁上段〔全
文〕。

日本聖公会はマキム主教の栄誉を讃える。6
月 14 日東京で開催された日本の先任主教の
按手 40 周年記念式典に全アングリカン・コ
ミュニオンが参列。

94 1933 9 Some Recent Statistics of Nippon Sei Kokwai. 499 499 頁下段。

日本聖公会の最近の幾つかの統計。

95 1933 11 Our Church in the Orient; In statement to 
National Council , Bishop Perry shares 
impressions of three monthsʼ observation. 
Suggestions of future policies.

579-587 579 頁 1 行目～6 行目ま
で。585 頁 17 行目～587
頁最後の行まで。

東洋の聖公会。ペリー主教は全国協議会に宛
てた声明で、3 か月の視察で得た印象を語っ
た。今後の方針に関する提案。

96 1933 11 Meeting of the National Council, Oct. 11-12. 
Legacy Provides New Buildings.

609-612 611 頁 右 17 行 目 ～612
頁左 5 行目まで。

全国協議会会議、10 月 11/12 日。

97 1934 1 Across the Secretaryʼs Desk. 52-53 52 頁 右 下 13 行 目 ～53
頁左 6 行目まで。

主事のデスクから。

98 1934 4 Across the Secretaryʼs Desk. 201 201 頁左 1 行目～左 6 行
目まで。

主事のデスクから。

99 1934 8 Bishop McKim Resigns as Bishop of North 
Tokyo.

373 373 頁〔全文〕。

マキム主教が北東京主教を退任。
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100

101

1934

1934

9

9

Missionary Facts from Many Lands.

Eminent Missionary Doctor Dies in Tokyo; 
Sudden passing away of Dr. Teusler closes 
notable Christian career in Orient. Bishop 
Binsted to have temporary oversight of St. 
Lukeʼs.

404

405-408

404 頁右 7 行目～右 13
行目まで。

408 頁 26 行目～左 16 行
目まで。

各国からのミッション情報。

卓越した宣教医が東京で死去。トイスラー博
士の突然の死によって、東洋の著名なキリス
ト教徒のキャリアが幕を閉じた。ビンステッ
ド主教が暫定的に聖路加病院の監督に当た
る。

102 1934 12 Missionary Facts from Many Lands. 564 564 頁左下 7 行目～右 7
行目まで。

各国からのミッション情報。

103 1934 12 The National Council Between Conventions. 597 597 頁 左 1 行 目 ～ 左 下
12 行目まで。

会議の間の全国協議会。

104 1935 1 From Village Teacher to Christian Bishop; 
Quest for meaning of heaven led Yasutaro 
Naide to listen to Christian teaching; first 
step in progress to leadership in Japanese 
Church.

27-33 27頁～33頁上段〔全文〕。

村の教師から主教に。天の意味への問い掛け
が名出保太郎をキリスト教の教えに耳を傾け
させた。それが日本聖公会におけるリーダー
シップに進む第一歩だった。

105 1935 3 A Message to the Church. 104 104 頁〔全文〕。

聖公会へのメッセージ。

106 1935 6 Japanese Students Lack Religious Contacts. 258 258 頁下段〔全文〕。

日本の学生は宗教的な接触がない。

107 1935 9 Rikkyo Daigaku Builds Christian Men; St. 
Paulʼs University, Tokyo, has trained eighty 
per cent of Japanese clergy and has growing 
influence on the Churchʼs lay leaders.

394 394 頁〔全文〕。

立教大学はキリスト教徒を作る。立教大学は
日本人聖職者の 80 パーセントを訓練し、聖
公会の信徒指導者に対する影響を増してい
る。
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108 1935 9 Dean Kan Represents Japan at World 
Conferences.

399 399 頁下段。

菅予科長が世界会議で日本を代表。

109 1935 12 A Great Missionary Leader Retires; Bishop 
McKim, during fifty-six yearsʼ service for 
Christ in Japan, was a dominant factor in the 
development of Nippon Sei Ko Kwai.

531-532 531 頁～532 頁〔全文〕。

偉大な宣教師の指導者が引退する。日本で 56
年間にわたりキリストに奉仕したマキム主教
は、日本聖公会の発展における主要な要因で
あった。

110 1935 12 Bishops Hold Annual Session in Houston. 
House elects new leaders to succeed the 
Bishops of North Tokyo and Liberia , 
resigned, and translates Bishop Bartlett to 
Idaho.

543 543 頁 1 行目～左最後の
行まで。

主教がヒューストンで年次会合を開く。主教
会は北東京とリベリアの退任した主教の後任
指導者を選出し、バートレット主教をアイダ
ホに転任させる。

111 1936 1 North Tokyo Makes Plans for Independence. 
Bishop McKim closes long missionary career 
with characteristic acts ― ordinations and 
gift to endowment fund. Council records 
gratitude.

13-14 13 頁～14 頁〔全文〕。

北東京は独立を計画する。マキム主教は、按
手と寄付基金の贈与という特徴的な行為を
もって、長いキャリアに幕を閉じた。協議会
は感謝を記録する。

112 1936 2 Leadership in the Church Overseas. 53-56 55 頁左 18 行目～56 頁
左 15 行目まで。

海外の聖公会におけるリーダーシップ。

113 1936 5 John McKim: Ambassador for Christ ; 
Farseeing Missionary for more than half a 
century in Japan, who last autumn resigned 
his episcopate, passed away on April 4 in 
Honolulu.

197-199 197 頁～199 頁〔全文〕。

ジョン・マキム：キリストの大使。日本で半
世紀以上奉仕した先見の明ある宣教師が、昨
秋主教職を退任し、4 月 4 日ホノルルで他界
した。

114 1936 5 Alumni Rally to Support of St. Paulʼs Tokyo. 224 224 頁下段〔全文〕。

立教学院を支援するための同窓生集会。
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115 1936 6 Missionary Facts from Many Lands. 244 244 頁右 15 行目～右 34
行目まで。

各地のミッション情報。

116 1936 6 Japanese B.S.A Leads Many to Baptism; In 
five years since its organization on a national 
scale, Brotherhood has established fifty 
chapters in Nippon Sei Ko Kwaiʼs ten 
dioceses.

255-258 255 頁～258 頁〔全文〕。

日本聖徒アンデレ同胞会は多数を洗礼に導
く。同胞会が全国規模で創設されて5年間で、
日本聖公会の 10 の教区に 50 の支部を設立し
た。

117 1936 6 The National Council. What Happened to 
Crisis ?. Bishop McKim.

280 280 頁左 1 行目～左 20
行目まで。

全国協議会。危機に際して。マキム主教。

118 1936 7 Missionary Facts from Many Lands. 292 292 頁左 20 行目～32 行
目まで。

各地のミッション情報。

119 1936 8 Missionary Facts from Many Lands. 340 340 頁 右 1 行 目 ～ 右 下
17 行目まで。

各地のミッション情報。

120 1937 1 Across the Secretaryʼs Desk. 53 53 頁左 1 行目～左 12 行
目まで。

主事のデスクから。

121

122

1937

1937

2

2

Missionary Facts from Many Lands.

Missionary Facts from Many Lands.

67

68

67 頁右 5 行目～右 21 行
目まで。

68 頁左下 17 行目～左下
10 行目まで。

各地のミッション情報。

各地のミッション情報。
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123

124

125

1937

1937

1937

7

7

7

Japanese Church Has Semi-Centennial.

Opportunity Faces Church in Japan Today; 
American Bishops and other missionaries 
appraise the present Christian situation and 
voice their hopes for advance in days ahead.

Fifty Years of Nippon Sei Ko Kwai; Church 
in Japan reviews progress of the Gospel 
since first missionary began his work in 1859 
and looks forward to full self-support.

307-309

310-316

317-320

307 頁～309 頁〔全文〕。

310 頁～316 頁〔全文〕。

317 頁～320 頁〔全文〕。

日本聖公会の半世紀の歴史。

今日の日本聖公会は機会に直面している。ア
メリカ人主教とその他の宣教師は現在のキリ
スト教の状況を評価して、今後の前進に対す
る希望を表明する。

日本聖公会の 50 年。日本聖公会は 1859 年に
最初の宣教師が事業を開始して以来の福音の
進展を振り返り、完全に自給できる日を待ち
望んでいる。

126 1937 7 Sanctuary; Nippon Sei Ko Kwai. 334 334 頁〔全文〕。

聖域。日本聖公会。

127 1937 9 Brotherhood of St. Andrew. 462-463 462 頁右 21 行目～右下
6 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

128 1937 10 Japanese Church Thanks Church in America. 474 474 頁枠内〔全文〕。

日本聖公会が米国聖公会に感謝。

129 1937 11 Missionary Spirit Permeates Convention; 
Unified determination to support and 
advance the Churchʼs Mission marks 
Cincinnati gathering. Bishop Tucker named 
Presiding Bishop.

519, 521 519 頁 1 行目～521 頁左
下 9 行目まで。

伝道精神が米国聖公会総会に浸透する。聖公
会のミッションを支援および推進することへ
の一致した決意が〔米国聖公会〕シンシナ
ティ総会を際立たせた。タッカー主教が総裁
主教に任命される。

130 1938 2 The Sanctuary. It must be terribly difficult 
to be a missionary in Japan this year. ― A 
Letter from China.

76 76 頁〔全文〕。

聖域。「今年日本で宣教師であることは恐ろ
しく困難であるに違いない」―中国からの手
紙。
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131 1938 10 Read a Book ― Former missionary in 
Japan, the Rev. A.W. Cooke, recommends 
Bishop Tuckerʼs recently published Hale 
Lectures on Church in Japan as of particular 
significance.

367-368 367 頁 1 行目～368 頁上
段〔全文〕。

本を読め― 元日本宣教師の A・W・クック
師は、タッカー主教の最近出版された『日本
聖公会に関するヘイル講演集』を特に重要な
読み物として推薦する。

132 1938 10 The National Council. The U.T.O. and the 
Churchʼs Mission.

425 425 頁〔全文〕。

全国協議会。一致感謝献金と聖公会のミッ
ション。

133 1938 11 The Missionary Reporter Writes:. 462 462 頁下 13 行目～最後
の行まで。

伝道レポーターの報告。

134 1938 12 Japanʼs Typhoon Damaged Missions Need 
Help.

500 500 頁枠内〔全文〕。

日本の台風の被害を受けたミッションが助け
を求める。

135 1939 1 Across the Foreign Secretaryʼs Desk. 40 40 頁左下 5 行目～右下
15 行目まで。

主事のデスクから。

136 1939 6 The Japanese Brotherhood of St. Andrew. 31 31 頁中段右 1 行目～中
段右 16 行目まで。

聖徒アンデレ同胞会。

137 1939 8 Pres id ing Bishop ʼs  Day .  Nat ion-wide 
Broadcast Set.

22 22 頁 1 行目～上段右最
後の行まで。

総裁主教の日。全国放送の計画。

138 1939 9 Largest Migration in History This Month; 
65.000 Young Episcopalians Among 1.250.000 
to Enter College This Autumn.

18-20 20 頁〔全文〕。

今月、史上最大の移住が起こる。今秋1,250,000
人のうち 65,000 人の聖公会員が大学に入学す
る。

139 1939 10 Nationwide Broadcast by Presiding Bishop, 
Nov. 5; Important Declaration is Expected 
from Church Head.

13 13 頁 1 行目～上段右最
後の行まで。

11 月 5 日米国聖公会総裁主教の全国放送。聖
公会本部からの重要な宣言が予想される。
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140 1939 10 Young Americans Turn to Church in Japan; 
Quit Business to Join University Staff.

19 19 頁上段〔全文〕。

若いアメリカ人が日本聖公会に移る。ビジネ
スをやめて大学教員になる。

141 1939 11 “Church Cannot Die in Japan” . . . says Bishop 
as it Flourishes There: In Face of War And 
Misunderstanding, Japanese Church Carries 
on Varied Program of Activities.

20-21 21 頁 10 行目～29 行目
まで。

“日本で聖公会が死ぬことはあり得ない” なぜ
なら聖公会は繁栄しているからと主教は言
う。戦争と誤解に直面しながら日本聖公会は
さまざまな活動プログラムを実施している。
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人 名 索 引
カタカナ名（邦人は漢字名） 原文表記（アルファベット名） 掲載No.

浅越金次郎 Kinjiro Asakoshi 49, 49（注記）

アボット Abbot 9

市川勝太郎 Katsutaro Ichikawa 49, 49（注記）

イトウ J. Y. Ito 123

伊藤堅逸 Kenitsu Ito 42

今井寿道 Toshimichi Imai 58, 104

岩田慶次郎 Keijiro Iwata 93

イングルハート J. A. W. Inglehart 39

イングレイ Fred Ingley 89（注記）

ヴァイアル Kenneth Leslie Abbott Viall 130

ウィリアムズ Channing Moore Williams 23, 33（注1）, 41, 41（注1）, 47, 51, 56, 
56（注5）（注9）（注10）（注13）, 58, 89, 
104, 104（注記）, 109, 113, 125

ウィリアムズ Granville Williams 128

ウォルシュ John Gordon Walsh 37, 93, 125（注記）

ウォルトン W. H. Murray Walton 21

宇田梅太郎 Umetaro Uda 42, 42（注2）

ウッド John Wilson Wood 1, 4, 5, 7, 16, 16（注記）, 20, 21, 24, 
31, 33, 36, 81, 89, 93, 113, 123

エヴァンズ Charles H. Evans 13, 18, 93, 115, 130

エディー Ellen G. Eddy 56

餌取勝太郎 Katsutaro Etori 56（注25）

オールドハム Oldham 2

小川徳治 Tokuji Ogawa 46, 48, 48（注記）, 55, 57, 80

落合吉之助 Kichinosuke Ochiai 58, 58（注記）, 115

ガーディナー James McDonald Gardiner 18, 56, 58, 58（注7）

ガーディナー T. Momolu Gardiner 89（注記）

金井登 Noboru Kanai 23（注1）, 58

河合堯三 Gyozo Kawai 93

菅円吉 Enkichi Kan 102, 108, 111

カンゾネーリ Vincent Canzoneri 140

キーラー Stephen E. Keeler 89（注記）
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キッド Walter Kidde 81

木村重治 Shigeharu Kimura 87, 87（注1）, 107, 115, 121

キャサディー Thomas Casady 43

キャッスル William R. Castle 81

キンバー Joshua Kimber 16（注記）

クインビー J. Hamilton Quinby 56, 56（注13）

クック Philip Cook 103, 105

クック A. W. Cooke 131

グルー Joseph Clark Grew 90, 115, 133

グルー Alice Perry Grew 92

グレイヴズ Frederick R. Graves 58, 88, 89, 89（注記）

グレッグ Gregg 123

グレン C. Leslie Glenn 43

ゲイラー Thomas F. Gailor 15, 24, 32, 104, 110（注記）

コイズミ・セイタロウ Seitaro Koizumi 136

コーネリアス W. A. Cornelius 55

コール John T. Cole 58

小島茂雄 Shigeo Kojima 42, 42（注1）, 49, 51, 90（注記）

後藤粂吉 Kumekichi Goto 4, 4（注2）

小林彦五郎 Hikogoro Kobayashi 33, 33（注2）, 56（注20）, 58, 93, 115

コレル Irwin Henry Correll 2, 18（注記）

サージ Serge 37

斎藤力三郎 Rikisaburo Saito 83

佐藤忠輝 Tadaki Sato 111, 111（注2）

佐藤忠誠 Chusei Sato 111, 111（注1）

サトクリフ J. Hamish Sutcliff 140

ザビエル Francis Xavier 125

シェイファー Mabel R. Shaffer 35（注記）

シーリン Charles W. Sheerin 132

ジェロウ Donald Gerow 39

ジェンクス David Jenks 32

ジャンセン Bernice K. Jansen 45, 45（注記）, 130
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カタカナ名（邦人は漢字名） 原文表記（アルファベット名） 掲載No.

シュミット Ernest H. Shmidt 56, 56（注6）（注7）

ショウ Alexander Croft Shaw 37

ショー Leynolds Shaw 84（注記）, 130

シルバー H. Percy Silver 81

シンプソン John Basil Simpson 125（注記）

スカイルズ Helen Skiles 124, 124（注記）, 130

杉浦貞二郎 Sadajiro Sugiura 40, 40（注1）, 51, 51（注記）

杉浦義道 Yoshimichi Sugiura 47, 47（注記）, 50, 112

スコット Walker Scott 51（注記）, 130

スタイアーズ Stires 16, 85

スチュワート George Craig Stewart 89（注記）

スパックマン Harold G. Spackman 37, 130

スプラウス Claude W. Sprouse 81

スミス William Bradford Smith 55, 84

スミス P. A. Smith 130

ターンブル・ジュニア Douglas Turnbull, Jr. 39

大藤鋳三郎 Chuzaburo Daito 31, 31（注1）, 128

田井正一 Masakazu Tai 23, 58

高松孝治 Takaharu Takamatsu 24, 24（注記）, 42, 51, 72, 87, 90, 
90（注記）, 98, 107, 116, 126, 138, 
138（注記）

多川幾造 Ikuzo Tagawa 4, 4（注1）, 32, 34, 47, 93

タッカー Henry St. George Tucker 34, 58, 75, 81, 85, 103, 116, 123, 128, 
129, 131, 132, 137, 137（注記）, 138, 
139, 139（注記）

タッカー Beverley Dandridge Tucker 129

タッカー・ジュニア Beverley Dandridge Tucker, Jr. 129

タトル Tuttle 56

田中宇喜智 Ukichi Tanaka 56, 56（注26）

玉置格 Itaru Tamaki 56

ダン E. Arthur Dunn 123

チャップマン James J. Chapman 38（注記）, 40（注記）, 105（注記）, 
110（注記）, 130

ツェン Philip Lindel Tsen 14, 123
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辻井亨 Toru Tsujii 93

ティング Theodosius Stevens Tyng 28, 29（注2）, 32, 33, 33（注1）, 56, 
58（注7）, 104

デマント V. Demant 102

デュパイ Duppuy 37

デラフィールド Elizabeth Ray Delafield 4, 5, 22, 25, 36

トイスラー Rudolph Bolling Teusler 1, 44, 58, 58（注記）, 91, 101, 134

ドゥルージュモン D. deRougemont 102

トーマス George C. Thomas 16（注記）

トーマス Thomas 123

戸田ジュウジ Jyuji Toda 90, 92

戸田ツルヨ Tsuruyo Toda 90, 92

トムソン Arthur C. Tomson 43

遠山郁三 Ikuzo Toyama 121

ドレイパー William Draper 130

名出キヨモン Kiyomon Naide 104

名出保太郎 Yasutaro Naide 1（注記）, 25, 25（注1）, 26, 32, 33, 
37, 55, 89, 93, 98（注記）, 104, 
104（注記）, 111, 112, 123, 125, 
125（注記）, 130

内藤（博士） Naito 44

中村信蔵 Shinzo Nakamura 93

中山貞楠 Teinan Nakayama 56

ニーバー Reinhold Niebur 102

ニコルズ Shirley Hall Nichols 16（注記）, 29, 32, 37, 76, 77, 93, 116, 
124, 125（注記）, 130

ニューボルド John S. Newbold 81

貫民之助 Taminosuke Nuki 111

根岸由太郎 Yoshitaro Negishi 72, 72（注記）

ノインツマイヤー Warren Nuenzenmeyer 140

パーカー Philip S. Parker 103

バーガミニ John Van W. Bergamini 44, 52（注記）

ハート Samuel T. Hart 58

パートリッジ Sidney Catlin Partridge 43（注記）, 58
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カタカナ名（邦人は漢字名） 原文表記（アルファベット名） 掲載No.

バーバー Courtenay Barber 55

パーマー Leon C. Palmer 39, 43, 46, 57, 59, 60, 61, 62, 82, 127

バーレソン Hugh L. Burleson 81

バーンサイド Ruth Burnside 35（注記）, 130

パイル David McAlpin Pyle 140

パットン George H. Patten 15

ハドソン Noel Hudson 123

バブコック Samuel Gavitt Babcock 89（注記）

ハミルトン James Heber Hamilton 16（注記）, 37, 93, 106（注記）

早川喜四郎 Kishiro Hayakawa 14, 14（注1）, 33, 93

ハレル Frank Harrell 58

バンディー Robert E. Bundy 35

ピーターキン William H. Peterkin 103

ビカステス Edward Bickersteth 51, 58, 123, 125

ピットマン Florence Pitman 56, 58

ビンステッド Norman Spencer Binsted 4, 12, 28（注記）, 57（注記）, 58, 
62（注記）, 76, 77（注記）, 93, 101, 
104, 108（注記）, 112（注記）, 
128（注記）, 130

ファウラー J. E. Fowler 130

フート Ernest Foote 19（注記）, 51（注記）, 77（注記）, 
80（注記）, 84（注記）, 130

フェルプス Phelps 123

フォーブズ Cameron Forbes 52

フォス Hugh James Foss 32, 56

プライス Price 32

プライス Willard DeMille Price 51

ブラウン Graham Brown 123

ブラウン William Cabell Brown 129

フランクリン Lewis B. Franklin 81, 132, 134

フランクリン J. Clark Flanklin 132

フランシス J. M. Francis 58

ブランスタッド Karl Branstad 116, 130
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ブリュースター Benjamin Brewster 89（注記）

フレミング・ジュニア Thomas J. Fleming, Jr. 103

ヘア William Hobert Hare 23, 89, 104

ヘイウッド C. Gertrude Heywood 19（注記）, 44（注記）, 55（注記）, 
56, 56（注14）, 58, 62（注記）, 124, 
126（注記）, 130, 130（注記）

ペイジ Henry D. Page 58

ヘーズレット Samuel Heaslett 37, 82, 93, 97, 115, 123, 125（注記）

ペリー James DeWolf Perry 55, 63, 81, 85, 86, 88, 90, 90（注記）, 
91, 91（注記）, 92, 95, 105, 113, 129, 
133, 

ペリー Matthew Calbraith Perry 90, 92

ホレンベック Ralph W. Hollenbeck 103

マーシャル George H. Marshall 45, 45（注記）, 66, 71（注記）, 
112（注記）

前島潔 Kiyoshi Maejima 72, 72（注2）

前田（少佐） Maeda 83, 83（注記）

前田シゲコ Shigeko Maeda 83

マキム John McKim 4, 8, 12, 13, 16（注記）, 17（注記）, 
22, 23, 24（注記）, 25, 26, 26（注1）, 
27, 31, 34, 36（注記）, 37, 41, 
41（注記）, 43（注記）, 44, 47, 52, 
55（注記）, 56, 56（注記）（注7）

（注13）, 58, 58（注記）, 69, 72, 74, 
84（注記）, 88, 89, 89（注記）, 90, 93, 
95, 97, 99, 100, 101, 103（注記）, 104, 
107, 109, 110, 110（注記）, 111, 113, 
115, 117, 118, 111（注記）, 132

マクニール Dudley B. McNeil 43

マクリーン Arthur John MacLean 123

マクレー A. J. MacRay 55

松井米太郎 Yonetaro Matsui 32, 32（注1）, 34, 34（注記）, 37, 38, 
38（注記）, 53, 53（注記）, 93, 104, 
112, 123, 125, 125（注記）

松岡岩平 Ganpei Matuoka 56（注27）

松原イク Iku Matsubara 104

松原剛 Tsuyoshi Matsubara 111, 111（注3）

マンスフィールド Burton Mansfield 16
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カタカナ名（邦人は漢字名） 原文表記（アルファベット名） 掲載No.

三谷 Mitani 90

皆川晃雄 Akio Minagawa 93, 93（注2）

ミラー G. D. B. Miller 56, 56（注13）

ミルトン William H. Milton 103

モウル Howard W. K. Mowll 123

モース Morse 130

モス・ジュニア Frank Moss, Jr. 130

モット John Raleigh Mott 32

元田作之進 Sakunoshin Motoda 2, 2（注1）, 10, 10（注記）, 14, 
16（注記）, 20, 25, 26, 29, 29（注記）

（注2）, 31, 32, 32（注記）, 33, 34, 36, 
37, 38, 40（注1）, 53, 56, 58, 89, 104, 
104（注記）, 112, 125

モリス Arthur Morris 56, 56（注13）

モリス J. Kenneth Morris 104, 124, 130

八代欽之允 Kinnosuke Yashiro 93

S・山崎 S. Yamasaki 128

山辺久吉 Hisakichi Yamabe 56

ヤマムラ・ウメジロウ Umejiro Yamamura 92

ヤマムラ・シュウジ Jyuji Yamamura 92

ヤマムラ・タイカン Taikan Yamamura 92

ヤマモト・フミオ John Fumio Yamamoto 39

横田道信 Michinobu Yokota 93

ライフスナイダー Charles Shriver Reifsnider 9, 16（注記）, 29（注記）, 38（注記）, 
39, 40, 47, 48, 49, 51, 51（注記）, 
58（注記）, 64, 66, 67, 69, 83, 90, 
90（注記）, 93, 105（注記）, 109, 110, 
111（注記）, 113, 115, 116, 118, 124, 
125（注記）, 130, 133, 134, 138, 140, 
138（注記）

ラッシュ Paul Rusch 35, 36（注記）, 39, 43, 48, 54, 55, 
60, 61, 68, 70（注記）, 77（注記）, 
87（注記）, 91, 93, 116, 127, 130, 
130（注記）, 136, 140

ラッセル Ella Elizabeth Russell 96

ラッセル（夫人） Mrs. James Russell 92
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ラニング Henry Laning 3（注記）, 56, 56（注記）, 113

ラムソン Russell Lamson 39

リー Arthur Lee 16（注記）, 37, 104

リギンズ John Liggins 56, 56（注記）（注3）（注4）（注7）, 125

リトルジョン A. N. Littlejohn 58

リンドバーグ Charles A. Lindbergh 124

ルイス Hunter Lewis 130

レ・ファニュ LeFanu 123

レンジャー Richard H. Ranger 80

ロイド Arthur Selden Lloyd 16, 16（注記）, 119（注記）

ロイド Hubard Lloyd 130

ローズ Lawrence Rose 98（注記）, 116, 130

ロジャーズ Warren L. Rogers 103

ロバーツ Walter Roberts 16（注記）

ロバーツ Paul Roberts 103
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